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日頃、仙台市の文化財保護行政に紺しまして、ご理解、ご協力をいただき、担

当する仙台市教育委員会にとりましては、誠に感謝にたえません。

仙台市の南部に位置する富沢・大野田地区は市内でも遺跡が数多 く分布する地

域です。北に隣接する長町・富沢地区においては土地区画整理事業、地下鉄南北

線の開業によって都市としての基盤整備が進められ、急速に開発・都市化が進行

しています。こうした動きの中で開発に伴う発掘調査が頻繁に行われ、年毎に先

人の生活文化の様相が解明されつつあることは喜ばしいところであります。現在

まで継承されてきた先人たちの文化遺産を新しい「まちづくり」の中でどのよう

に活用していくのか地域の方々と共に考えてまいりたいと存 じます。

さて、この度の元袋遺跡の発掘調査は、都市計画道路「川内 。柳生線」の建設

に伴うもので、平成 5年 4月 から平成 7年 10月 にかけて実施されました。その結

果、弥生時代から近世にいたるまで、連綿として続いた人々の生活の痕跡を発見

いたしました。とりわけ江戸時代前期の伊達家に係わると考えられる屋敷跡の発

見は、この地域の歴史の一端を解明するための一助となる大きな成果の一つであ

ると存じます。本報告書はそれらの発掘調査成果をまとめたものであります。

最後になりましたが、発掘調査並びに報告書の作成にご協力、ご指導、ご助言

いただきました多くの皆様や関係機関各位に心より感謝申し上げるとともに、文

化財保護行政に対しまして、今後とも市民の皆様のご支援とご助言を賜 りますよ

うお願い申し上げ、刊行のご挨拶といたします。

平成 16年 3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉



例  言

1.本書は、仙台市太白区大野田字元袋に所在する「元袋遺跡」の発掘調査報告書である。

2.「元袋遺跡」の発掘調査は都市計画道路「川内・柳生線」の建設に伴い、これに先行して実施されたものであ

る。「元袋遺跡」は第 3次発掘調査である。

3.遺構図面 。写真 。遺物の整理は小川淳― (遺構図・遺構写真・遺物)。 主浜光朗 (遺物・遺物写真)。 赤澤靖

章 (遺物)。 高橋綾子 (遺構図・遺構写真・遺物・遺物写真)が行い、本文の執筆・編集は主浜光朗が担当した。

4.自然科学的諸分析や鑑定については、次の方々・機関に委託・依頼した。

○プラント・オパール分析 :古環境研究所    ○樹種同定 :高橋彼彦 (木工舎ゆい)

○漆器塗膜分析 :北野信彦 (く らしき作陽大学) ○動物依存体 :パ リノ・サーベイ

○大型植物化石 :吉川純子 (古代の森研究舎)  ○火葬骨分析 :百々幸雄・澤田純明 (東北大学大学院)

○石材鑑定 :蟹沢聰史 (東北大学)

5.中近世陶磁器は次の方々のご指導をいただいた。

愛知県陶磁資料館 井上喜久夫  仙台市博物館 佐藤 洋

6.写真実測用遺物写真の撮影は伽シン技術コンサルに委託した。

7.報告書掲載用遺物写真の撮影はいアート・プロフイールに委託した。

8。 発掘調査の記録、資料および出土遺物の一切は仙台市教育委員会で保管しているので、活用されたい。

9。 発掘調査および報告書作成に際し、次の方々と機関から多大な御指導・御助言・御協力をいただいた。記して

感謝の意を表する次第である。

佐藤 巧 (東北大学名誉教授) 手塚 均 。及川規夫 (東北歴史博物館) 鋤柄俊夫 (大阪府文化財調査研究

センター) 高橋圭次 (川俣町教育委員会) 富岡直人 (岡山理科大) 宮城県工業技術センター 仙台市博

物館学芸室 金子浩昌 (早稲田大学)



例

1.本書の土色については「新版標準土色帖」 1/1ヽ山・竹原 :1975、 1977)を使用した。

2。 本書の「周辺の遺跡」は国土地理院発行の 1/25,000地 形図「仙台市南西部」を複製して使用した。

3.本文および図版で使用した方位の北は真北を基準としている。

4。 図版中のレベルは海抜標高を示す。

5。 調査区の基準線は、道路のセンター杭No.2と No.17を結んだ線を調査区の南北の基準線として、元袋遺跡から

大野田遺跡までの調査区全体にグリッドを組んだ。因みに基準点Glは杭No.2の 3m南である。

座標値はNo.2:X=-197981.26 Y=4224.7496 No.17:X=-198279。 9276 Y=4196.6294で ある。

6。 層位名は基本層をローマ数字、遺構内堆積土については算用数字を使用している。さらに細分されるものはそ

れぞれにアルファベットの小文字を併用している。

7.本書の検出遺構の表示については次の略号を使用し、原則として発見順に番号を付した。但し、土坑、掘立柱

建物跡、性格不明遺構は I区 とⅡ・Ⅲ区それぞれで、発見順に番号を付した。

SA=柱列           SB=掘 立柱建物跡   SD=溝 跡・堀跡   SE=井 戸痕
SI=竪穴住居跡・竪穴遺構   SK=土 坑       SR=河 川跡     SX=性 格不明遺構

P=ピ ット・柱穴

8.本書の出土遺物の分類 と登録には次の略記号を使用し、分類毎に登録番号を付した。

A=縄文土器       B=弥 生土器   C=土 師器 (非ロクロ)   Ca=土 師質土器
D=土師器 (ロ クロ)   E=須 恵器    F=丸 瓦          G=平 瓦

I=陶器         」=磁器     Ka=剥 片         Kc=礫 石器

Kd=石 製品       Ke=石 包丁   Kf=磨 製石斧       Kg=大 型板状石器

Kh=る鏃        Ki宝 石錐    Kj=石 匙         La=漆 器類

Lb=下駄        Lc=木 製品   Na=古 銭         Nb=煙 管

Nc=金 属製品      P=土 製品    T=瓦 質土器
9.土師器の実測図で内面の一部のスクリーントーンは黒色処理を表している。
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はじめに

1.調査に至る経過
平成元年 4月 に政令指定都市に移行した仙台市は、高速鉄道南北線の開業や、北では泉、南では長町で副都心構

想による開発が進んでいる。これに呼応するように、各地区で交通渋滞緩和に向けて都市計画道路の建設、整備が

実施されている。仙台市南部の太白区では、市中枢部に至る道路網の渋滞緩和と、高速鉄道南北線への接続のため、

南北道の建設が急がれていた。都市計画道路「川内・柳生線」は高速鉄道長町南駅や国道286号線へ南から接続す

る道路として一部開通していたが、大野田地区から柳生地区の区間約1.5kmが未開通となっていた。

昭和62年、都市計画道路「川内 。柳生線」の未開通部分の開通予定が決定されたことを受け、仙台市教育委員会

では路線敷内の分布調査および試掘調査を実施した。昭和62年の名取川以北の大野田地区の試掘調査において周知

の大野田遺跡、元袋遺跡の 2遺跡の他に新たに 2遺跡が確認された。それぞれ、所在する場所の小字名から王ノ壇

遺跡、皿屋敷遺跡と呼称することとした。昭和63年には名取川以南の柳生地区の試掘調査を実施したが、遺跡は確

認されなかった。分布調査および試掘調査の結果をもとに、仙台市教育委員会は仙台市建設局道路部と遺跡の取り

扱いについて協議を重ね、最終的に、道路建設に先立って、記録保存のための 4遺跡の発掘調査を実施することと

なった。 4遺跡の調査対象面積は路線幅36m、 長さ約900mの約3.24haである。発掘調査は南半の王ノ壇遺跡、皿

屋敷遺跡から始め、終了後、順次北側の大野田遺跡、元袋遺跡の調査を行うこととした。

昭和63年王ノ壇遺跡から発掘調査を開始し、平成 5年から平成 7年 まで行った大野田遺跡、元袋遺跡の調査を

もって、 7年半にわたる 4遺跡の調査を全て終了した。平成 8年都市計画道路「川内・柳生線」大野田一柳生間の

全線が開通した。

2日 調査要頂

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

遺  跡  名

所  在  地

調 査 目 的

調 査 主 体

調 査 担 当

調査担当職員

元袋遺跡 (宮城県登録番号01179、 仙台市登録番号 C-266)

仙台市太白区大野田字元袋 。袋東

都市計画道路「川内・柳生線」建設に伴う事前調査

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

小川淳― (平成 5～ 7年度) 齊野裕彦
川名秀― (平成 5～ 6年度) 竹田幸司

平成 5年度 4月 13日 ～10月 21日

平成 6年度 7月 4日 ～12月 6日

平成 7年度 4月 4日 ～10月 13日

5,300至苫

約3,380∬

仙台市建設局道路部街路課 板橋次男 小林 功 橋本店

(平成 5年度)

(平成 5年 8～ 10月 )

主浜光朗 (平成 5～ 7年度)

高橋綾子 (平成 7年度)

(7)調 査 期 間

(8)調査対象面積

(9)調 査 面 積

(10y調 査 協 力



Ⅱ 遺跡の位置と環境
1.遺跡の位置と地理的環境

本遺跡は」R東北本線長町駅より南西へ約 lkm、

地下鉄長町南駅から南へ約600mの地点、仙台市太白

区大野田字元袋、袋東地内に所在する。遺跡の南方約

12kmに は名取川が、東方2.7kmに は名取川と広瀬川

の合流点が望める所である。遺跡の範囲は東西約250

m、 南北約170mで面積は約22,000ど に及ぶものと推

定される。

遺跡周辺の地形を概観すると、西側に南北に連なる

奥羽山脈と、その東麓から派生する陸前丘陵、さらに

東方に宮城野海岸平野が広がっている。仙台市南部付

近では陸前丘陵と広瀬川と名取川が東流しており、そ

の河間段丘は青葉山丘陵 (最高標高212m)、 広瀬川以

北を七来田丘陵 (標高500m前後)、 名取川以南を高館

丘陵 (標高200m前後)と 呼称されている。広瀬 。名

取両河川は中流域に下刻作用により、 4～ 5段の段丘

地形を発達させている。それらは古期より青葉山段

丘・台原段丘・上町段丘・中町段丘・下町段丘と呼称

されている。また、両河川は丘陵を貫流した後、沖積作用により宮城野海岸平野を形成している。宮城野海岸平野

は地理的条件や成因、地質などから幾つかに地形区分されており、仙台市南部の広瀬川と名取川の合流点付近では

河間低地を郡山低地、広瀬川以北を霞ノロ低地、名取川以南を名取低地と呼称している。

遺跡の所在する大野田地区は宮城野海岸平野の中の郡山低地に所属する。郡山低地は北東縁と南縁を広瀬川と名

取川によって画され、北西縁は長町―利府で画された扇状地性の沖積面である。当地域は標高 9～10m前後で、名

取川及び支流河川が形成した自然堤防とその背後の後背湿地からなっている。この自然堤防を形成した河川のひと

つが西側の青葉山丘陵中の太白山付近に起源をもつ名取川の支流である魚川で、富沢地区と大野田地区の間を曲流

している。魚川は改4多以前には流路を変じつつ頻繁に氾濫を繰り返していたことが知られている。左岸の富沢地区

は古くから水田として利用され、右岸の大野田地区は水田あるいは畑として利用されてきた地域である。本遺跡は

焦川が南へ大きく流れを変える地点の南岸、馬の背状に東西に延びる自然堤防上に位置する。南へ大きく袋のよう

に開く地形が「袋」の地名の由来といわれ、周辺には「元袋」のほか、「袋前」「袋東」の地名が残っている。遺跡

周辺は水田、畑、宅地等であったが近年開発が進み、歴史的環境が残っていた田園地帯の面影は見られなくなって

いる。

2日 歴史的環境

元袋遺跡の所在する名取川下流域には仙台市内でも数多くの遺跡が分布しており、近年の開発の進展に伴い比較

的多くの発掘調査が行われている地域である。これまでの調査で旧石器時代から現代まで連綿と続く人々の生活の

様相が次第に解明されてきている。

旧石器時代の遺跡としては青葉山丘陵から南に張り出した小支丘端部に上ノ原山遺跡、山田上ノ台遺跡があり、

7>ご
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上ノ原山遺跡では約 3万年前に降下した「川崎スコリア層」の上位と下位から石器が発見されており、山田上ノ台

遺跡からは後期旧石器時代の石器が発見されている。また、沖積地では魚川の左岸に位置する富沢遺跡で後期旧石

器時代の森林が発見され、当時の焚き火跡と考えられる炭化物の集中部や石器、樹木、 トウヒなどの種子やシカの

糞などが発見され、すでにこの時期には沖積地まで人々の生活の場が広がっていたことが明らかになっている。

縄文時代では丘陵地から沖積地まで広範囲な地域に遺跡の分布が見られる。前述の小支丘端部や低位の段丘上に

茂庭けんとう城跡、人来田遺跡、山田上ノ台遺跡、北前遺跡、上野遺跡、三神峯遺跡等の遺跡がある。早期後半か

ら前期前葉にかけての集落跡が北前遺跡、三神峯遺跡で発見され、前期末葉から中期末葉にかけての集落跡が人来

田遺跡、北前遺跡、山田上ノ台遺跡、上野遺跡で発見された。特に山田上ノ台遺跡では中期末葉の竪穴住居跡が38

軒発見され、大規模な集落跡であることから、探存して整備活用を図る計画が進められている。後期後葉では茂庭

けんとう城跡で竪穴住居跡が発見されている。低地には自然堤防上や自然堤防から後背湿地にかけて、多数の遺跡

が確認されている。下ノ内浦遺跡、山口遺跡、六反田遺跡、下ノ内遺跡、大野田遺跡、伊古田遺跡、王ノ壇遺跡、

鍛冶屋敷A遺跡等の遺跡がある。早期前葉では下ノ内浦遺跡で竪穴住居跡・落とし穴等の遺構と押型文土器が発見

され、早期末葉には山口遺跡で土器が発見されており、丘陵地と同時期に低地でも集落が営まれていたことが明ら

かになった。中期中葉には六反田遺跡で竪穴住居跡が発見されている。末葉から後期初頭には下ノ内遺跡、六反田

遺跡で竪穴住居跡が発見されている。下ノ内遺跡の竪穴住居跡の中には 3軒の敷石住居がある。後期前葉には下ノ

内浦遺跡で配石墓を中心とした墓域が発見され、大野田遺跡では盛土の上面及び下層から配石墓・配石遺構を中心

とした遺構が発見され、300点以上という多数の土偶や祭祀に関係する遺物が発見されている。後期中葉から後葉

には鍛冶屋敷A遺跡で竪穴住居跡や配石遺構が発見され、伊古田遺跡、王ノ壇遺跡、さらに郡山低地東部の郡山遺

跡で遺構と遺物が発見されている。名取川下流にある高田B遺跡では後期中葉の竪穴住居跡が 1軒発見されている。

後期後葉では王ノ壇遺跡で遺物が発見され、魚川下流の東方の北目城跡と名取川を中流域まで逆上った丘陵上にあ

る茂庭けんとう城跡から竪穴住居跡が発見されている。晩期になると遺跡数は減少し、名取川の中流域の茂庭地区

で梨野A遺跡で土坑墓が発見されているほか、低地の山口遺跡、郡山遺跡等で遺構や遺物が発見されている。

弥生時代には、遺跡数は減少するが丘陵部から低湿地まで広範囲な遺跡の分布が見られる。丘陵上には土手内遺

跡があり竪穴住居跡が発見されている。段丘部には船渡前遺跡があり遺物包含層が発見されている。低地の自然堤

防上から後背湿地にかけて下ノ内浦遺跡、富沢遺跡、山口遺跡等の遺跡があり、自然堤防上の下ノ内浦遺跡では土

No 遺 跡 名 立   地 種  別 年 代 遺 跡 名 立  地 種  別 年 代

1 山田上ノ台遺跡 段 丘 鳴落跡 旧石掃(前 後)縄文(早 中 後)平安 近世 後河原遺跡 (BI跡 称生  奈良 平安  中世 近世
2 北前遺跡 我丘 案落跡 旧石器 (前 後)組 文 (早  中, 平安 近世 27 楽還跡 自然堤防 案落跡 弥生 古墳・奈良 平安
3 人来田遺跡 安丘 楽落跡 縄文 (中 )弥 生 清水遺跡 自然堤防 集落跡 弥生 古墳 奈良 平安 '中世
4 三神峯遺跡 丘 陵 集落跡 縄文 (前  中)平 安 郡山遺跡 自然堤防 ゴ行跡 寺院跡 靴文 (後  晩)弥 生 (中)古墳 奈良 平安
山口遺跡 自然堤防I後背湿地 集格跡 水日跡 縄文 (早  晩)弥 生 墜奥国分寺跡 段丘 寺院跡 奈良 平安

6 上野遺跡 段 丘 集落跡 縄文 (中 )奈 良 平安 些奥国分尼寺跡 段丘 寺院跡 奈良 平安
7 下ノ内遺跡 自然堤防 集落跡 紐文(中  晩)弥生 古墳 奈良 平安 中世 富沢遺跡 自妹堤防 後音湿地 ]含地 末日跡 日石器(後 )紀文 弘生 古墳 奔良 平安 中L 近世
8 下ノ内浦遺跡 自然堤防 案落跡 縄文(早 前 後)弥生 古墳 奈良 平安 中世 三神峯古墳群 丘陵 ¬墳 占娯

9 六反田遺跡 自然堤防 柔落跡 健文(中  晩)弥生 古墳 茶良 平安 中IL 34 と手内積穴墓群 丘 1愛斜 画 横穴墓群 古墳 (末 )

10 金測」寺貝塚 我丘 只塚 縄文 (前・後 ・晩 ) 還見塚苗墳 自然堤防 前方後円墳 古墳 (中 )

11 1岱渡前遺跡 安丘 己含地 縄文 弥生 奈良 平安 裏町古墳 丘陵麓 前方後円墳 古墳

12 高田 B遺跡 自然堤防 後背湿地 集格跡 包含地 縄文 弥生 古墳 平安 中世 近世 一塚古墳 丘陵麓 ■墳 古墳 (中 )

藤田新田遺跡 浜堤 集落跡 弥生 古墳 平安 二塚古墳 丘陵麓 前方後円墳 古墳

南小泉遺跡 自然堤防 集諮跡 屋敦跡 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中性 近世 39 ■塚古墳 段丘 前方後円墳 占墳 (中 )

西台畑遺跡 自然堤防 案落跡 ●L含地 紐文 弥生 (中 )古 墳 奈良 平安 中世 40 中田南遺跡 自然堤防 集語訴 屋敷跡 電文 (晩)弥生(中 )古墳 奈良 平安 中世
大野田遺跡 自然堤防 祭祀跡 集落跡 冊文 (後 晩)弥 生 (中 )古墳 奈良 '平安 41 御堂平遺跡 谷底平野 柔落跡

17 安久東遺跡 自然堤防 集落跡 赤生 古墳 奈良 平安  中世 近世 42 山田条里遺跡 中積半野 k日跡 屋致跡 健文 平安 近世 近代
安久遺跡 自然堤 防 乗落跡 縄文 (晩)弥 生 奈良 平安 中世 南ノ東遺跡 1'積平野 白朱堤防 枚布地 称生 平安
鍛冶屋数 A遺跡 自然堤防 集落跡 縄文 (後  晩)奈 良・平安 44 茂ケ崎城跡 丘 陵 城館跡 中世

鍛冶屋敷前遺跡 自然堤防 集落跡 縄文 (後  晩)奈 良 平安 柳生台畑遺跡 自然堤防 集落跡 屋取跡 古墳  奈良 平安 中世
21 原遺跡 段 丘 円墳 案落跡 縄文 弥生 古墳  奈良 平安 46 宮沢館跡 自然堤防 城館跡 中世

今泉遺跡 自然 lft防 集落跡 城館跡 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中性 近世 王ノ榎遺跡 自然堤防 亀語跡 屋取跡 隠文 (後)殊 生 古墳 奈良 平安 中世
土手内遺跡 丘陵 篤落跡 縄文 '弥生 古墳 元袋還跡 自然堤防 掲文・弥生・古墳・奈良・平安。中世 近世
声ノロ遺跡 丘陵 案落跡 縄文 (早 )弥 生 古墳 ⇔ 北日城跡 自然堤

"
ほ文(後)弥生 古墳 奈良 平安 中世 近せ

下飯田遺跡 自然堤 % 柔語跡 屋敦跡 占墳 '奈良 中世安 50 若林城跡 自然堤防 〕噴柴静跡域館絲 古墳 平安 中世 近世

表 1 周辺の遺跡地名表



坑墓 。竪穴遺構等が発見されている。後背湿地に立地する富沢遺跡、山口遺跡からは水田跡が発見されている。さ

らに郡山低地東部の西台畑遺跡では奏棺墓が発見されている。また、名取川下流にある高田B遺跡、中在家南遺跡

では埋没した河川跡から多量の土器や石器と共に農耕具を中心とした多量の木製品が発見された。これらに伴う集

落跡は明らかではないが、後背湿地周辺の自然堤防上や段丘縁辺部に存在すると考えられている。

古墳時代には、さらに遺跡の分布範囲が海岸近くの浜堤上にまで広がっている。高塚古墳をみると、丘陵頂部か

ら麓にかけて円墳群である三神峯古墳群、前方後円墳である裏町古墳、二塚古墳、円墳である一塚古墳等があり、

さらに原遺跡では方墳 1基と円墳12基の古墳が発見されている。ほとんどの古墳には埴輸が伴っている。原遺跡で

は人物埴輪が発見されており、一塚古墳、二塚古墳では石室と石構が確認されている。低地の自然堤防上には魚川

を挟んで北側に兜塚古墳、教塚古墳、金岡古墳等があり、南側には前方後円墳である鳥居塚古墳のほか前方後円墳

と考えられる春日社古墳、円墳の王ノ壇古墳を含む大野田古墳群がある。これらの古墳には埴輪が葺かれているも

のが多い。この埴輪を焼成した窯跡として富沢窯跡がある。この時期の集落跡は丘陵上の土手内遺跡の他、自然堤

防上に六反田遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡等がある。富沢遺跡からは水田跡が発見され、王ノ壇遺跡から山口遺

跡にかけての地域では古墳時代後半から奈良時代にかけての畑耕作の天地返しや、畝の痕跡と考えられる小溝状遺

構群が広範囲に発見されている。一方、郡山遺跡では多賀城以前の大規模な官衛跡が発見され、 I期 。Ⅱ期の 2時

期にわたって造営されており、Ⅱ期官衛には寺院 (郡山廃寺)が付属していたことが判明している。その他に丘陵

斜面には窯跡や横穴墓群が多数みられる。金山窯跡、土手内窯跡は 7世紀代の須恵器窯である。金山窯跡は発掘調

査は行われていないが、土手内窯跡は 3基調査され、地下式の客窯であることが確認された。製品が発見されてい

ないため、焼成されていた須恵器の詳細は不明であり、製品の供給地についても不明であるが、郡山遺跡との関連

が考えられている。横穴墓と重複しており横穴墓が窯跡を壊して構築されていた。土手内横穴墓群から東方へ続く

丘陵斜面には、ニツ沢横穴墓群 。茂ケ崎横穴墓群 。大年寺山横穴墓群・宗禅寺横穴墓群・愛宕山横穴墓群が造営さ

れ、総数は100基 を超えるものと考えられている。

奈良 。平安時代には自然堤防上に山口遺跡 。下ノ内浦遺跡・下ノ内遺跡・伊古田遺跡 。六反田遺跡があり、竪穴

住居跡や掘立柱建物跡が多数発見されている。この時期の竪穴住居跡の特徴として住居跡の方向が真北を向くもの

が多く、奈良時代のものは住居の北壁にカマドが付設され、平安時代には住居の東壁に付設されるという一定の規

格性が認められる。生産域として、富沢遺跡では水田跡が発見され、王ノ壇遺跡・大野田古墳群・大野田遺跡・六

反田遺跡 。下ノ内遺跡・下ノ内浦遺跡等で奈良時代から平安時代の小溝状遺構群が発見されている。

中世には王ノ壇遺跡で12世紀から14世紀にわたる武士の屋敷跡が発見された。屋敷跡は大溝で区画され、多数の

掘立柱建物跡・井戸跡・池跡の他、火葬墓・土葬墓等の宗教関連遺構も発見されている。屋敷跡と同時期に機能し

た幹線道路跡 (推定 :奥大道)が屋敷跡の西側で約360mに わたって発見され、屋敷跡への枝道も発見した。その

他に屋敷跡として山口遺跡・下ノ内遺跡・富沢遺跡で掘立柱建物跡・土坑 。井戸跡 。竪穴遺構・溝跡が発見され、

生産域としては富沢遺跡・山口遺跡で水田跡が発見されている。また、城館跡として、丘陵上に茂ケ崎館跡、魚川

右岸に富沢館跡がある。

近世では、山田条里遺跡から屋敷跡の一部と考えられる堀跡と掘立柱建物跡が発見されている。堀には入り回や

洗い場と考えられる部分もある。仙台市博物館所蔵の F名取郡北方山田村絵図』 (文政 4年 (1821))に 「ヤチヤン

キ」と「観世音」と描かれた地点があり、堀は「ヤチヤシキ」の西堀に、掘立柱建物跡は「観世音」と推定され、

絵図と調査成果が対応している。元袋遺跡周辺は、名取郡北方三十一ヶ村に数えられる大野田村に属し、戸数45、

神社 2、 仏堂 1、 古壇 1があると記録されている。元袋遺跡より東方約1.7kmに は北目城、北西約4.4kmに は仙台

城本丸、北東約2.8kmに は若林城が位置している。



Ⅲ 調査の方法と概要
1日 調査の方法

調査区の設定 :都市計画道路「川内・柳生線」は、元袋遺跡にかかる部分では南北の直線道であり、その路線幅

は36m、 長さは約150mである。旧魚川への新たな架橋工事のため先行して工事側へ引き渡すために試掘を行い、

旧魚川の影響で遺構の検出されない部分、焦川から道路のセンター杭No.2ま での約30mを引き渡し、調査区はそ

れ以南とした。調査区の基準線は道路のセンター杭を使用し、南北の基準線を設定後調査区全体に3mメ ッシュの

グリッドを組んだ。グリッド南北基準線は国家座標GNか ら4° 30′ 東偏している。グリッド名は東西を西から東
にアルファベットで、南北を北から南ヘアラビア数字で表わし、両者の組み合わせによって呼称することとした。

調査を開始した平成 5年 4月 には路線敷き内の地権者の移転が完了していなかった部分があったため、その部分を

除いて調査に着手し、移転完了の進捗に合わせて調査区を拡張することとして調査を開始した。調査区内の東西方

向の切り回し前の水路を避け、水路以北と以南に調査区を分け、水路以北を I区 とし、更に南側を使宜的に南北に

分けてⅡ区、Ⅲ区とした。グリッド南北列では、 I区が 1～ 9、 Ⅱ区が 9～ 24、 Ⅲ区が25～38である。尚、 I区、

E区の境の水路が北東方向のため、 I、 Ⅱ区の境は調査区を斜めに横切るという形になっている。

調査の記録 :検出された遺構は、 3mメ ッシュのグリッド杭を使用して基準線を設定し、簡易遣り方測量により

作図した。調査区全体を縮尺 1/40の平面図、縮尺 1/20の 上層断面図を作成し、各遺構は縮尺 1/20を 基本とし

て平面図、土層断面図を作成し、必要により縮尺 1/10の遺構細部の実測図を作成した。また、近世の柱穴群につ

いては縮尺 1/40の図面を基に 1/100の 図を作り、調査期間中に建物を把握することに努めた。

記録写真は、遺跡全景、調査区全景、遺構の検出・調査過程・全景・細部・断面、遺物の出土状況など必要に応

じて撮影した。遺跡全景、調査区全景については空中写真を業者に委託して撮影したものもある。主として、

35mm版の自黒及びカラーリバーサル写真を用い、状況に応じて 6× 7版の白黒及びカラーリバーサル写真を撮影

した。調査の進行状況は随時35mmカ ラープリントで撮影した。

2H調査経過と概要
平成 5年 4月 13日 から調査を実施した。地権者の移転との絡みもあり、調査区北部の I区 とⅡ・Ⅲ区の西半部か

ら調査を開始した。この地区の調査終了後、Ⅱ・Ⅲ区東半部の調査を実施することとした。調査区の西側に隣接す

る地区で昭和62年度に発掘調査が実施され、古代の竪穴住居跡、掘立柱建物、中世と考えられる溝跡が検出されて

いることから、同様の時期の遺構検出を予想して調査に入った。近世、中世、古代の遺構面が確認され、さらに調

査区北側では弥生時代の遺構面が検出され、4面の調査を行った部分がある。調査は平成 7年 10月 13日 に終了した。

以下、年度毎に調査の作業概要と調査成果の概要を記す。

調査概要

平成 5年度 :I区～Ⅱ oⅢ 区西半部の近世から古代の調査・ I区及びⅡ区北半部の弥生時代の調査

平成 6年度 :Ⅱ 区東半部の北半部の近世から弥生時代の調査

平成 7年度 :Ⅱ 区東半部の南半部・Ⅲ区東半部の近世から古代の調査

調査成果

I区 :[近世]河川跡 1条・区画溝 1条・掘立柱建物跡 1棟 。土坑 7基  [中世]竪穴建物跡 1基  [吉代]竪穴

住居跡 6軒・竪穴遺構 1基 。土坑 8基  [弥生]水田跡

Ⅱ区 :[近世]掘立柱建物弥18棟・柱跡 4列・土坑30基・井戸跡 2基・埋設土器 1基・性格不明遺構 (池跡)1基

[中世]土坑 9基・ピット群  [古代]竪穴住居跡21軒・土坑 7基・溝跡 3条・小溝状遺構群 。円形周溝 2
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基  [弥生]水田跡

Ⅲ区 :[近世]区画溝 3条・掘立柱建物跡12棟・柱跡 4列・土坑28基・溝跡 1条  [中世]ピ ット群

坑 1基・溝跡 1条 。小溝状遺構群

[古代]土

調査成果の公表と普及・啓発活動

現地説明会 :調査成果を公表するため、平成 7年 9月 2日 、同時期に実施されていた大野田古墳群の調査成果の公

表と同時に、中 。近世の遺構と遺物を主体とした現地説明会を実施した。Ⅱ・Ⅲ区の東半部で検出された屋敷跡を

中心として説明した。

見学会 。発掘体験学習 :調査期間中の見学の希望については、調査に支障のない限りにおいて全てに姑応した。団

体での見学としては、東北福社大学 。長町南小学校教員 。長町南小学校・鹿野小学校・通町小学校・山田中学校・

柏木市民センター・北上市埋蔵文化財センターなどがある。

3.整理の方法
遺構の整理 :遺構の実測図は区毎・時代毎に整理した後、遺構の種類毎に、各遺構毎の点検・整理を行い、時代毎

に遺構配置図を作成し、合成して各時代毎の全体遺構配置図を作成した。遺構の登録・表示は略号とアラビア数字

で表した。土坑以外の遺構については全体の通し番号とし、土坑は I区 とⅡ・Ⅲ区でそれぞれ通し番号を付けた。

報告書の遺構図の縮尺は、全体図 (1/100。 1/300)、 各遺構 (1/60)を基本としているが、遺構の規模・

特徴など必要に応じて適宜に用いている。

遺物の整理 :出土した遺物には土器、陶器、磁器、土製品、木製品、金属製品、石器、石製品、瓦、動物依存体、

植物依存体などがある。製品類については、原則として 1/4以上残存しているものについては実測図を作成する

こととし、必要に応じてそれ以下の残存率でも実測図を作成した。破片は拓本・写真・登録集計のいずれかの記録

保存とした。報告書の遺物実測図の縮尺は、 1/3を 基本としているが、遺物の大きさ。特徴など必要に応 じて

2/3。 1/2・ 1/4・ 1/6の縮尺を用いたものもある。木製品、石製品、金属製品、動植物依存体などの一

部については、同定・分析を依頼した。

Ⅳ 基本層序

今回の調査は、前述のように3カ 年に渡って行われ、調査区を南北に分断する東西方向の水路を挟んで北側の I

区と南側のⅡ oⅢ 区の状況が大きく異なっていた。調査した部分によって土色・土性に若干の相違はみられるが I

区では I～ � 層まで12枚、Ⅱ・Ⅲ区では大別 I～ � 層まで13枚、細別23枚の層が確認された。 I区 とⅡ・Ⅲ区

の状況が違うため、各々記述する。

I区

I層 :シ ルト層で構成される層で、色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)である。粘性・しまりともに無い。層厚は20

～60cmで、西側ほど厚 くなる。現在の表土で、畑の耕作土である。調査区全体に分布しており、砂礫を含み、部

分的に攪乱を受けている。

Ⅱ層 :シ ルト層で構成される層で、色調は浅黄色 (2.5Y7/3)である。粘性 。しまりともに無い。層厚は30cm前後

であるが、一部50cmを超える部分もある。調査区全体に分布しており、酸化鉄を多量に含んでいる。この層の上

面が中世から古代の遺構の検出面である。
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Ⅲ層 :粘土層で構成される層で、色調はにぶい黄色 (25Y6/3)で ある。粘性 。しまりともに強い。層厚は10～

20cmである。調査区全体に分布しており、酸化鉄を多量に含んでいる。

Ⅳ層 :粘土質シルト層で構成される層で、色調は暗褐色 (10YR3/3)で ある。粘性はややあり、しまりは無い。層

厚は10～20cmである。調査区全体に分布している。炭化物を含み、層の下部にV層の土壌をブロック状に含んで

いる。V層 との理面が乱れている。弥生時代の水田層と考えられる。

V層 :粘土質シルト層で構成される層で、色調はにぶい黄橙色 (10YR6/3)で ある。粘性はややあり、しまりは無

い。層厚は20～25cmである。酸化鉄を含み、一部灰黄色 (2.5Y7/2)粘土となっている部分がある。弥生時代の遺

物包含層である。

Ⅵ層 :粘土質シルト層で構成される層で、色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)である。粘性は強く、しまりは無い。

層厚は10～25cmと場所によって一定しない。

Ⅶ層 :粘土層で構成される層で、色調は灰責褐色 (10YR5/2)で ある。粘性は強く、しまりは無い。層厚は10～

40cmと場所によって一定しない。

Ⅷ層 :シ ルト質粘土層で構成される層で、色調は灰黄褐色 (10YR4/2)である。粘性はややあり、しまりは無い。

層厚は10cm前後であり、南側に向かってレベルが高くなっている。

Ⅸ層 :シ ルト質粘土層で構成される層で、色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)で ある。粘性はややあり、しまりは無

い。層厚は40cm前後と厚くなっている。

X層 :粘土質シルト層で構成される層で、色調は灰黄褐色 (loYR4/2)である。粘性はややあり、しまりは強い。

層厚は10～ 15cmで ある。炭化物を含んでいる。

� 層 :粘土質シルト層で構成される層で、色調は灰黄色 (2.5Y6/2)である。粘性はややあり、しまりは無い。層

厚は 5～ 15cmと 一定しない。砂粒を含み、灰色 (5Y6/1)粘土をブロック状に多量に含んでいる。

� 層 :粘土質シルト層で構成される層で、色調はにぶい責色 (2.5Y6/3)で ある。粘性はややあり、しまりは無い。

層の下面まで確認していないため層厚は不明である。

Ⅵ層以下は深掘区のみで確認されたもので、層の分布範囲は明らかではない。

Ⅱ・Ⅲ区

I・ Ⅱ層は盛土層あるいは整地層で構成される層である。

I層 :主に砂質シルト層～粘土層で構成されており、さらに10層に細分される。大部分は盛土整地された土層である。

Ia層 :シ ルト層で構成される層で、全体的な色調はにぶい責褐色 (loYR5/4)で ある。粘性 。しまりともに無い。

層厚は20～ 50cmと 一定しない。18ラ イン以北および24ラ イン以南に分布する。現在の地表で、宅地および畑の耕

作土である。西側では下面に礫を含む整地層となっており、移転前の家屋が建っていた部分は特に厚くなっている。

Ib層 :シ ルト層で構成される層で、全体的な色調は褐色 (10YR4/6)である。粘性 。しまりともに無い。層厚は

20～ 60cmと 一定しない。東半部では22～ 24ラ イン付近西半部では19～29ラ イン付近に分布する。現在の地表で東

半部では版築状に盛土された整地層であり、西半部では畑の耕作土になっている。

Ic層 :シ ルト層～・砂質シルト層で構成される層で、東半部ではさらにc①、c②の 2層 に細分される。SD 3堀跡

とSD 4堀跡の間にのみ分布する整地層である。西半部ではシルト層で構成される層で、全体的な色調は明黄褐色

(10YR6/6)で ある。粘性は無いが、しまりはややある。層厚は10～30cmで、南側が厚くなっている。版築状の整

地層になっている。

Ic①層 :砂質シルト層で構成される層で、全体的な色調は灰責褐色 (10YR5/2)である。粘性 。しまりともに無

い。層厚は10～20cmである。層中に灰オリーブ色 (5Y5/2)細砂・褐色 (loYR4/6)シ ルトをブロック状に含んで
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第 7図 基本層序

I区基本層

No 土 色 土 性 粘 締 備 考

I 10YR5/3 にぶい責褐 シルト 砂、石、カクラン含む、現表上、耕作土。

25Y7/3 浅黄 シルト 征
〔

無 酸化鉄を多く含む。

Ⅲ 25Y6/3 にぶい黄 粘土 有 有 酸化鉄を多く含む。

Ⅳ 10YR3/3 暗褐 粘上質シルト やや有 雛
〔

炭化物含み、層下部にV層をプロック状に含む。層の下面が乱れている。縄文土器片を含む。

V 10YR6/3 1こ ぶい黄橙 シルト質粘土 やや有 径 酸化鉄を含み、25Y7/2 灰黄粘上の部分有。

Ⅵ 10YR6/4 にぶい黄橙 シルト質粘土 有 毎
〔

Ⅶ 10YR5泡  灰黄褐 粘土 有 4L

Ⅷ 10Y酌/2 灰黄褐 ンルト質粘土 やや有 征
〔

Ⅸ 10YR5/2 にぶい黄褐 ンルト質粘土 やや有 4E

X 10YR4/2 灰責褐 階土質シルト やや有 有 央化物含む。

� 25Y6/2 灰黄 階土質シルト やや有 征 砂、灰色粘土ブロック状に多く含む。

� 25Y6/3 にぶい責 階土質シルト やや有 征
ヽ



いる。

Ic②層 :シルト層～砂質シルト層で構成される層で、全体的な色調は褐色 (10YR4/4)である。粘性は無いが、

固くしまっている。層厚は10～20cmである。上面に暗褐色 (10YR3/3)シ ルトを層状に含んでいる部分がある。

Ic①層・Ic②層はSD 4堀跡を埋め、SD 2溝跡を作る段階で形成された整地層で、調査区南部ではSD 3堀跡の

最上層として埋め、整地している。

Id層 :シ ル ト層～シルト質粘土層で構成される層である。東半部はシルト層で構成される層で、色調は暗灰黄色

(2.5Y5/2)である。粘性はないが、固くしまっている。層厚は20cm前後である。 Ib層 同様版築状に盛土された整

地層となっている。西半部はシルト質粘土層で構成され、色調は暗黄褐色 (10YR4/2)で ある。粘性 。しまりとも

に無い。層厚は 5～15cmである。SD 3堀跡 。SD 4堀跡の掘り込み面となっている。

Ie層 :シル ト層・粘土層で構成される層で、東半部はシル ト層で構成され、色調は暗黄褐色 (10YR4/2)で ある。

Ⅱ・ Ⅲ区東壁基本層

No 土 色 土 性 粘 締 備 考

Ia 10YR5/4 にぶい責褐 シル ト 紅
ヽ

鉦
ヽ

18ラ イン以北、24ラ イン以南の現地表。宅地、畑地。

Ib 10YR4/6 褐 シル ト 鉦
ヽ

征
ヽ

22～ 24の 現 地 表 。 10YR3/4、 5/4 シ フレ トを 互 ,曽】犬に 含 み 倣 築 】犬をこE岳上 さ
れ た 層 。 Id、 IJ雷 と共 に上 部 に家 屋 の 主 屋 が 7x4っ 。

Ic① 10YR5/2 灰責褐 少質シルト 征
ヽ

鉦
〔
5Y5/2 細砂、 10YR4/6 シ,レ トブロック含む。

Ic② 10YR4/4 褐 ンルト～砂質シルト 鉦
ヽ

大 (固 し ) 上面に10YR3/3 シル トを層状に含む部分有り。

※Ic① ,Ic②はSD4を埋めてSD2を作る段階で形成された整地層で、調査区南部ではSD3の埋上の最上層として埋め、整地している。

〕5Y5/2 暗灰責 ンル ト 鉦
ヽ

有 Ib、  I Ite同 様、版築状に盛土整地された層。

Ie 25Y5/2 暗灰黄 シル ト 鉦
ヽ

征
¨

10YR6/8 シ,レ トブロックで手む。

If 10YR5/3 1こ ぶ▼ヽ責褐 珍質シルト 鉦
ヽ

有 Ib、 Id層 同様、版築状に盛土整地された層。

10YR5/4 にぶい黄褐 シルト 鉦
〔

やや有 20～ 21ラ インのみに分布。

Ih 10YR3/4 暗褐 シル ト 鉦
小

有

10YR4/3 にぶい黄褐 シル ト 鉦
ヽ

笠
ヽ

10YR4/2 灰黄褐 シルト 鉦
ヽ

有 炭化物粒、 loYR5/3、  6/8 シルトブロック、 5Y5/6 シ,レ ト土粒斑とこ含む。

10YR3/3 暗褐 シルト 銀
〔

大 5Y5/6 ンルト土粒斑に含む。

25Y3/2 黒褐 ンルト 銀
〔

大 5Y5/6 シルト土粒斑に多量に含む。

Ⅲ 10YR2/3 黒褐 シル ト 径
〔

有

Ⅳ 10YR6/8 明黄褐 シル ト 鉦
〔

有 10YR6/2 シフレトブロック、 10YR3/3 シ,レ ト小ブロックて手む。

Va 10YR3/3 暗褐 シル ト 籠
ヽ

有

Vb 10YR3/4 暗褐 シル ト 霊
ヽ

有 10YR5/6 シル ト月ヽブロック含む。

Ⅵ 10YR5/6 責褐 シル ト やや有 やや有

Ⅱ・Ⅲ区西壁基本層

No 土 色 土 性 粘 締 備 考

Ia 10YR4/3 にぶい責褐 シルト 雛
ヽ

有 下面に石を含む現在の整地層。

10YR4/6 褐 シルト 笙
ヽ

儀
【

32ラ イン以北は10YR5/2 シルト質粘土粘性やや有締有の上層と版築状の整地層になる。下面に炭化物層O

Ic 10YR6/6 明責褐 シル ト 征
ヽ

やや有

噌〔
ａｙ

ツ

Ｃ‐
ロ
ｔｙ
ブ
割
‐ａｖ
Ｃ彫Ｓｉ‐ｔ脚Ｍ４・ＯＹ”『〕締10YR4/2 灰黄褐 シル ト質粘土 毎

ト
健
ヽ

SD 3・ 4の 1/Bり 込み面。

Ie 10YR6/3 にぶい黄橙 粘土 鎚
ヽ

やや有 10YR3/3 Clay、 10YR6/6 SdtyClayブ ロック含む人為的堆積土、ピットの堀り込み面、下面が凸凹するO

10YR5/2 灰黄褐 シルト質粘土 やや有 有 酸化鉄、炭化物含む。耕作土 ?

10YR5/4 にぶい責褐 ンル ト 鉦
ヽ

やや有

10YR3/4 暗褐 ンル ト 鉦
ヽ

有 10YR8/1 灰白色火山灰を層状に含む。

10YR2/2 黒褐 階土 鉦
ヽ

有

Ⅲ 10YR5/3 にぶい黄褐 粘土 やや有 やや有 マンガン粒多量に含む。

Ⅳ 10YR3/3 暗褐 粘土 やや有 有 マンガン粒多量に含み、上面でSD、 ピットを検出。

V 10YR6/2 灰黄褐 粘土 有 やや有 上面で小溝状遺格群検出。



粘性 。しまりともに無い。層厚は20cm前後である。層中に明黄褐色 (10YR6/8)シ ルトブロック含んでいる。22

ライン以北の現在の表土で、畑の耕作土になっている。西半部は粘土層で構成され、色調はにぶい黄橙色

(10YR6/3)で ある。粘性は無いが、しまりはややある。層厚は20cm前後である。28～ 31ラ インに分布し、層中に

暗褐色 (10YR3/3)粘 土・明責褐色 (10YR6/6)シ ルト質粘土を含む整地層で、ピットの掘り込み面となり、下面

が凸凹している。

If層 :砂質シルト層・シルト質粘土層で構成される層で、東半部は砂質シルト層で構成される。色調はにぶい黄

褐色 (10YR5/3)である。粘性は無いが、しまりはある。層厚は20cm前後である。 Ib層・ Id層同様に版築状に

盛土された整地層である。西半部はシルト質粘土層で構成される層で、色調は灰責褐色 (10YR5/2)で ある。粘性

はややあり、しまりはある。層厚は 5～20cmである。28～ 32ラ インに分布し、酸化鉄を含んでいる。畑の耕作土

と考えられる。

Ig層 :シ ルト層で構成される層で、全体的な色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)で ある。粘性はなく、しまりはや

やある。東半部では層厚は30cm前後で20～ 21ラ イン付近、西半部では層厚は10cm前後で29ラ イン付近のみに分布

する。

Ih層 :シ ルト層で構成される層で、全体的な色調は暗褐色 (10YR3/4)で ある。粘性はなく、しまりはある。東

半部では層厚は15～ 20cmで 21ラ イン以北、西半部では層厚は 5～ 20cmで 21～ 25ラ イン付近に分布し、灰白色

(10YR8/1)シ ルト (火山灰)を層状に含む部分がある。

Ii層 :シ ルト層で構成される層で、全体的な色調はにぶい黄褐色 (10YR4/3)である。粘性 。しまりともに無い。

東半部では層厚20cm前後で21～24ラ インにかけて分布しており、西半部では確認されない。

Ⅱ層 :東半部ではシルト層、西半部は粘土層で構成される層で、さらに 3層に細分される。

Ⅱa層 :東半部ではシルト層で構成される層で、色調は灰黄褐色 (10YR4/2)で ある。粘性は無いが、固くしまっ

ている。層厚は30cm前後で19～ 20ラ イン付近に分布している。層中に炭化物、にぶい黄褐色 (10YR5/3)・ 明責

褐色 (10YR6/8)シ ルトブロック、オリーブ色 (5Y5/6)シ ルトを斑状に含んでいる。西半部では粘土層で構成さ

れ、色調は黒褐色 (10YR2/2)で ある。粘性は無いが、固くしまっている。層厚は 5～10cmで、28～ 32ラ インに

かけて分布しているが、以北でも散見される程度に分布している。

Ⅱb層 :東半部ではシルト層、西半部は粘土層で構成される層で、東半部の色調は暗褐色 (10YR3/3)である。粘

性は無いが、固くしまっている。層厚は10cm前後で21～ 25ラ イン付近に分布し、層中にオリーブ色 (5Y5/6)シ

ルトを斑状に含んでいる。この層の上面がピット、SX 6性格不粥遺構 (新)の掘り込み面となっている。西半部

の色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)で ある。層厚は 5～ 10cmで 21～32ラ インにかけて断続的に分布している。層

中にマンガン粒を多量に含んでいる。この層の上面が中世遺構の掘り込み面となっている。

Ⅱc層 :東半部はシルト層、西半部は粘土層で構成される層で、東半部の色調は黒褐色 (2.5Y3/2)である。粘性は

無いが、固くしまっている。層厚は 5～20cmで 21～ 23ラ イン付近に分布し、層中にオリーブ色 (5Y5/6)シ ルト

を斑状に多量に含んでいる。この層の上面が P it、 SX 6(古)の掘り込み面となっている。西半部の色調は暗褐色

(10YR3/3)である。層厚は15～ 35cmで 18～ 35ラ インにかけて断続的に分布し、北恨Iに向かって厚くなっている。

層中にマンガン粒を多量に含んでいる。この層の上面が中世遺構の検出面となっている。

Ⅲ層 :東半部はシルト層、西半部は粘土層で構成される層で粘性は西半部で強く、しまりは東半部が強い。東半部

の色調は黒褐色 (10YR2/3)で ある。層厚は 5～10cmで23～29ラ インにかけて部分的に島状に分布している。西

半部の色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)である。層厚は20cm前後で22～ 32ラ インにかけて分布している。

Ⅳ層 :東半部はシルト層、西半部は粘土層で構成される層で全体的に粘性は弱く、しまりは強い。東半部の色調は明

責褐色 (10YR6/8)で ある。層厚は10cm前後で22～ 32ラ インにかけて分布しており、層中に暗褐色 (10YR3/3)。



灰黄褐色 (10YR6/2)シルトブロックを含んでいる。西半部の色調は暗褐色 (loYR3/3)で ある。層厚は10cm前

後で14ラ イン以北で確認された。層中に炭化物・黒褐色 (10YR2/3)シ ルトブロックを少量含む。

V層 :東半部はシルト層、西半部は粘土層で構成される層で粘性は西半部が強く、しまりは東半部が強くなってい

る。東半部はさらに 2層に細分される。西半部の色調は灰黄褐色 (10YR6/2)で ある。層厚は25cm前後で21ラ イ

ン以】とで確認された。

Va層 :シ ルト層で構成される層で、色調は暗褐色 (10YR3/3)である。粘性は無いが、しまりはある。層厚は10

～15cmで 28～ 32ラ インにかけて分布している。東半部ではこの層の上面が古代の遺構の掘り込み面となっている。

Vb層 :シ ルト層で構成される層で、色調は暗褐色 (10YR3/4)で ある。粘性は無いが、しまりはある。層厚は

15cm前後で21～ 32ラ イン付近まで分布している。層中に黄褐色 (loYR5/6)シ ルトの小ブロックを含んでいる。

Ⅵ層 :東半部では21ラ イン以南で確認されており、東半部の北側および西半部では深掘区でのみ確認されている。

東半部ではシルト層で構成される層で、色調は黄褐色 (loYR5/6)で ある。粘性 。しまりともにややある。層厚は

20～30cmである。深掘区では、粘土質シルト層で、色調は暗褐色 (10YR3/3)で ある。粘性はあるが、しまりは

ない。層厚は10～30cmである。弥生時代の水田層と考えられ、 111～ 14グ リッド西端以北が水田域であると考え

られる。 I区Ⅳ層に対応するものと考えられる。

Ⅶ層 :東半部ではSD 3堀跡以南で、東半部の北側および西半部では深掘区でのみ確認されている。東半部ではシ

ルト層で構成される層で、色調は責褐色 (loYR5/8)である。粘性 。しまりともに無い。層厚は20～ 50cmと 南側

が厚くなっている。深掘区では、シル ト質粘土層で、色調はにぶい黄橙色 (10YR6/3)で ある。粘性はややあり、

しまりは無い。にぶい黄褐色 (10YR5/4)の色調を示す部分がある。層厚は20～ 50cmである。 I ttV層に対応す

るものと考えられる。

Ⅷ層 :粘土層で構成される層で、色調は灰黄褐色 (10YR5/2)で ある。粘性はあり、しまりは無い。層厚は10～

30cmである。 I区Ⅶ層に対応するものと考えられる。

Ⅸ層 :砂質シルト層で構成される層で、色調は黄褐色 (2.5Y5/3)で ある。粘性 。しまりともに無い。層厚は20～

70cmと 南西側が厚くなっている。以下の層は部分的にグライしている。

X層 :シルト質粘土層で構成される層で、色調は灰黄褐色 (loYR4/2)である。粘性はややあり、しまりは無い。

層厚は10～25cmである。炭化物を含む。グライしている部分は特に粘性が強い。 I区Ⅷ層に姑応するものと考え

られる。

� 層 :シ ルト質粘土層で構成される層で、色調はにぶい黄橙色 (loYR5/4)で ある。粘性はややあり、しまりは

無い。層厚は15～ 35cmである。 I区Ⅸ層に対応するものと考えられる。

� 層 :シ ルト質粘土層で構成される層で、色調は灰黄橙色 (10YR4/2)で ある。粘性はややあり、しまりは無い。

層厚は20cm前後である。炭化物を含む。グライしている部分は特に粘性が強い。 I tt X層 に対応するものと考え

られる。

� 層 :粘土層で構成される層で、色調は暗緑灰色 (10GY4/1)である。粘性はあり、しまりは無い。層上部のみ

の検出のため層厚は不明である。

V 検出された遺構と遺物
1日 弥生時代以前の遺構と遺物

I区のⅣ～V層・Ⅱ区のⅥ層で弥生時代の遺構と遺物が検出された。 I区のⅣ層・ H区のⅥ層で水田跡が検出さ

れ、 I区のⅣ～V層で弥生土器が出土した。その他に上層の遺構内・外の堆積土中から縄文土器、弥生土器、石器



等が出土した。

水田跡

I区南半A～ I-2～ 9グ リッドのⅣ層上面、Ⅱ区北半B～ 」-9～ 15グ リッドで水田跡を確認した。水田層は

やや粘質のある粘土質シルト層で、層の下面が乱れており、下部にV層 をブロック状に含んでいる。畦畔と段が検

出された。畦畔は I区で 7条、コ区で 2条の計 9条、段は I区で 3か所、Ⅱ区で 4か所の計 7か所である。畦畔の

方向は 1～ 5'7は南東―北西方向に平行し、 6。 9は南西―北東の方向である。

畦畔 1:上端幅22～ 2.8m、 下端幅25～ 2.9m、 高さは 3～ 5cmで方向はN-50° 一Wである。下層のV層上面で

幅1.2～ 1.8mの疑似畦畔が確認された。

畦畔 2:上端幅約1.15m、 下端幅1.7m、 高さは 3～10cmで方向はN-39° 一Wである。下層のV層上面で幅12m

の疑似畦畔が確認された。

畦畔 3:上端幅0,45～ 0.8m、 下端幅0,7～ 1,3m、 高さは 3～ 6cmで方向はN-42° 一Wである。調査区北壁から 3

mの ところまでが畦畔でさらに南へ1.5mの長さで、段差となっている。

畦畔 4:上端幅0.7～ 1.Om、 下端幅2,0～ 2.2m、 高さは 4～ 10cmで北側の傾斜が緩 くなっている。方向はN―

51° 一Wである。調査区北壁から2mの ところまでが畦畔でさらに南へ 3mの長さで、段差となっており、南端で

上端幅0.5mの畦畔となる。下層のV層上面で幅1.05～ 1.7mの疑似畦畔が確認された。この疑似畦畔の方向はN一

24° 一Wである。

畦畔 5:上端幅約0.5m、 下端幅約0。75m、 高さは 2～ 5cmで方向はN-48° 一Wである。畦畔 6に 85° の角度で

取りついている。下層のV層上面で幅0.85～ 0.95mの 疑似畦畔が確認された。

畦畔 6:上端幅約1.3m、 下端幅約 2m、 高さは 2～ 4.5cmで方向はN-36° 一Eである。畦畔 4の南半の段差から

ほば90° の角度で廷びており、畦畔 5、 畦畔 7が取りついているものと考えられる。下層のV層上面で幅0.9～0.95

mの疑似畦畔が確認された。

畦畔 7:上端幅0.15～ 0.3m、 下端幅0.35～ 0.55m、 高さは 2～ 3cmで方向はN-37° 一Wである。畦畔 6.に 74° の

角度で取りついている。

畦畔 8:上端幅0,7～ lm、 下端幅1.2～ 1.5m、 高さは 3～ 4cmで方向はN-32° 一Wである。この畦畔の西側は幅

約 lmの溝状の落ち込みになっている。

畦畔 9:上端幅0,75～ 0,9m、 下端幅約1.2m、 高さは 3～ 6cmで方向はN-52° 一Eである。

段差 1:B・ C-3グ リッドで検出され、比高差は 3cm前後で西側が高くなっている。方向はN-60° 一Eであ

る。畦畔 4の東側の段差の延長である可能性がある。

段差 2:畦畔 3の西側で検出され、比高差は2cm前後で西側が高くなっている。方向はN-40° 一Eである。

段差 3:畦畔 5の東側で検出され、比高差は 2cm前後で西側が高くなっている。方向はN-43° 一Wである。位

置的に畦畔 6に 75° の角度で取りついているものと思われる。

段差 4:畦畔 8の東側で検出され、比高差は南側の段差 5に取 りつ く部分で 6cm程であるが、北へ行くに従って

低くなる。方向はN-33° 一Wである。

段差 5:畦畔 8、 段差 4と 直行するような形で検出された。比高差は 2か ら4cm程である。方向はN-52° 一E

である。

段差 6:段差 5の北東に延長するような形で検出された。比高差は 4か ら6cm程である。方向はN-52° 一Eと

段差 5と 同じである。

段差 7:段差 6が北に折れ曲がるような形で検出された。比高差は 3か ら4cm程である。方向はN-14° ―Wで

ある。



閉

K

畦畔 7

A′

卜

ドr990m

0                                                10m

Ｆ

馬

土 色 上 性 備 考

I にぶヤ域褐色 はoYR5731 砂、石、攪乱を含む、表上、耕作土
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No 遺構  層位 外     面 内     面 師   考 写真 凶版 登録 脊 号

I [区 V層 弥生上器 鉢 縄文 (LR) ミガキ B53
2 〔区Ⅳ層 ナデ ー本沈線 334‐ 19 B5

3 〔区Ⅳ層 弥生土器 斐 縄文 (LR) ナデ 波状文 ミガキ ミ ナデ 33420 B62

No 遺構 層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さlcm, 菫量 (g ね    材 備   考 写真図版 登録番号

4 【区Ⅳ層 石鏃 3 1 l■質頁岩 Kh6

0                        10crn
(1/3)

‐∩
甲
Ｏ

No 界       向 内      面 備   考 写真図版 登録番号

5 I区 V層上面 縄文土器 深鉢 沈線文 縄文 (RL)刻 日文 泥線 文  ナ デ 334‐ 3 A3

No 遺梅 層位 種  別 特     徴 長さ (cm 中属 (cm)
'早

さ (cm) 重量 (々 , 写兵図倣 登 録 杏号

6 Ⅱ区東 V層 土錘 ナデ 孔径09cm (59) 380-8

外      面 内      面 備   考 写真図版 登録番号

7 [区 VH層 縄文土器・深鉢 隆線文・沈線文・刺突文・不明縄文 ミガキ 334-1 A■

遺構 層位 種   別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g 石    材 偏   考 写真凶倣 登 録 沓 号

8 [区 VII讀 中 不定形 1〔 珪質頁岩 Ka 5

第 9図 遺構外出土遺物 (司 )



土層断面での土層の状況、下層の巻き上げの状況などの検討から、畦畔 9が北側の水田跡の耕作域と南側の非耕

作域を画する畦畔であると考えられる。

区画は16区画が確認されたが規模が明らかになった区画はない。 I区では畦畔 1・ 2・ 3・ 4・ 5。 6・ 段差

1。 2・ 3の配置から一辺が 1～ 4m程度の区画が窺える。Ⅱ区では畦畔 8・ 段差 4・ 5か ら一辺が 6m程度の区

画が推定されるが、依存】犬況が悪く詳細は不明である。標高は I区で885～ 8.65mで 、Ⅱ区は8,95～ 9,05mである。

I区は南西側がやや高く、北及び北東側に傾斜し、Ⅱ区は南額]がやや高く、北側へ傾斜しており、上層の傾斜とは

やや異なっている。

Ⅳ層から出土した遺物には弥生土器と石器がある。弥生土器は水田跡出土ということもあって、完形品や器形を

推定できるような大形の破片は少ない。石器には剥片石器、礫石器がある。

遺構外出土遺物

V・ Ⅶ層中及び遺構検出面から縄文土器、土製品、弥生土器、石器、石製品などが出土している。そのうち、縄

文土器、土錘、石器、弥生土器及び I区遺構検出面出土の土師器、陶器を図示した。
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No 遺構 層位 種  類 器  種 特   徴 産  地 時  期
法

写真図版 登録番号
口径 (cm) 夏径 (cm) 与高 (cm)

1 I区検出面 旬器 天目茶碗 淡釉。古瀬戸。 瀬戸 (38) 368‐ 3

種別 器種 外   面 内   面 備   考 写真図版 登録番号

2 I区検出面 小生土器 壺 連弧文 2段 ミガキ 334‐ 19  20

3 I区検出面 不明 重山形文 (二本一描沈線 )

I区検出面 体生土器・壺 重出形文二本一積泥線 ナ デ 33∈J B‐46

5 I区検出面 称生上器 重 重山形文二本一描沈線 ミガキ 33316

I区検出面 刻目文 交互刺突文 ナ デ 336‐ 14 B‐49

7 I区検出面 旅生土器 甕 三本一描沈線 ナデ B47

I区検出面
/JN生
土器 壷 連弧文 (二本一描沈線 ) ナ デ 336‐ 9 Bコ堕

I区検出面 ホ生土器・壷 重山形文 (三本一猫沈線 ) B42

[区検出面 不明 二本一描沈繰 336‐8 B43

〔区検出面 旅生土器・壺 重山形文三本一橘泥IR ナ デ

12 【区検出面 ホ生土器 重 電山形文 (三本一描沈線 ) ナ デ B‐ 48

No 置構  層位 種 別 各種 外    面 底   面 内    向 備  考 写真図版 登録番号

I区検出面 土師器 菱 ]転系切 り痕 D70

No 遺構 層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cml 石    材 備  考 写真図版 登録沓号

I区検出面 アメリカ石鏃 (09' 黒燿岩 41作4 Kh4

第10図  I区遺構外出土遺物



2日 古代～中世の遺構と遺物

古代～中世の遺構と遺物は I区とⅡ・Ⅲ区に別けて記述する。遺構番号については原則として I区から発見順に

番号を付しているが、特に土坑と性格不明遺構については、 I区 とⅡ・Ⅲ区でそれぞれに通し番号を付している。

I区

I区では古代～中世と考えられる遺構は全てⅡ層上面で確認されている。遺構は竪穴住居跡 7軒、竪穴遺構 1基、

竪穴建物跡 1基、土坑 8基、性格不明遺構 1基がある。土坑は中世以降の時期のもの 7基についてもここで一括し

て記述する。

竪穴住居跡

S11竪穴住居跡

遺構の確認 :G・ H-7グ リッドで確認された。遺構の

大部分が南側の調査区外に延びており、確認されたのは

北東コーナー部分のみである。ピットと重複しており、

本遺構が古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、北

西壁で2.9m以上あり、隅九の方形を基調とした平面形

であると考えられる。

堆積土 :3層確認された。灰黄褐色シルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い北西壁で22cmで ある。床面

から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方底面を直接床面としている。平坦である。

S11

鞘

』
口

〔
も
対
撹
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迪
離

卜

地

０
〕
ｏ
日

物 蒻蒻
凸
権_帯 m

No 土    色 土  性 捕 考

l 灰黄褐色 (10YR4//2) 粘土質シルト にぶい責種 (10YRυ3)シルトを多く含む、粘性ややあり

2 灰黄褐色 (loYR4/2) 北上質ンルト にぶい黄橙 (10YRν3)シルトを小ブロック状に含む

3 灰責褐色 (10YR4/2) 括上宵シルト にぶい黄橙 (10YR6/3)シ ル トを帯状に含む

第11図 SI刊 竪穴住居跡

層 位 No 上    色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐色 (loYRy3) 完責 (1叫 R73)シ ルトを含赤部分的に炭イと協、焼土、酸イヒ鉄を含む

2 にぶい黄褐色 00YR4 3 冤質 l10YR7/3)シルトを含み部分的に炭化物、焼土を含む

周溝 3 戻黄褐色 (loYR4/2) シ ル tボい賓建ばOYR開 )ンルトを小プロツク状に含み、酸化秩、土器片を含む

にぶい黄褐色 COYR4浴 ) シ ル 浅黄 (10YR74)シ ルトを小アロック状に含み、炭化物、■器片を含t

P歩 I 5 え黄褐色 (10YR4/2) シ ル 炭化物、灰、焼土を多く含む

にぶい黄褐色 (10YRフ3) シ ル 完黄(10憮13)ンルトを小アロック状に含み、酸十と鉄を含む、粘性ややあり

H占ラに え貢禍色 (10YR4/2) 佑土質シルト 莞黄 (10YR7/3)シルトを多く含み、駿イと鉄を含む、粘性ややあり

ピット ¶O 土   色 土  性 備 考

え褐色 (10YR5/1) 粘土質シルト 党☆9留 7潟)シルトを小プロッタ状に含む、北性ややあり 深さ21cm

嚇
柳

1 え黄掲色 (10YR4泡 ) シルト 党女 (2心Y″0シルトを小アロック状に合み、醐と鉄を含む 漂さ1■m

2 灰黄褐色 (10YRV2) シルト i曳黄 (25Y7/3)シ ル トを少員含む 深さ14cm

醐
櫛

1 仄黄褐色 (10YR4/2) シルト :ぶい責褐 (llYR4 4)シ ルトを小ブロック状に含む 深さ8N‐m
2 灰貢褐色 (10YR4/2) シル ト 甍黄 (25YR7/3)酸 化鉄を含む 深さ8cm

PI掘 り方 1 ンル ト 莞賃 (25W/3)シ ルトを含み、焼土を多く含む 深さ1lcm

第12図 S12竪穴住居跡



周溝 :検出されなかった。

柱穴 :床面検出部分でピットは検出されなかった。

カマド:遺構検出部分では検出されなかった。

出土遺物 :堆積土中より、少量の弥生土器片、須恵器片が出土した。

S12竪穴住居跡

遺構の確認 :G～ I-5・ 6グ リッドで確認された。遺構は東側の調査区外に延びている。S13・ 4・ 9竪穴住居

跡、SK l・ 3・ 7土坑、ピットと重複しており、S14・ 9竪穴住居跡より新しく、他の遺構より古い①

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、東西4.2m以上、南北4.lmの隅丸の長方形を基調とした平面

形であると考えられる。

0       5cm
L― ― ―   (1/3)

0                 5cm
⑫か

3

No 遺穂 層位 面 内 面 備   考 写真図版 登録番号

1 S13 1層 土師器 高杯 ヨヨナデ ケズリ ミガキ 黒色処理 CB

2 S12 1層 土師器 甕 ヨコナデ ハケメ ヨヨナデ・ナデ ヘラナデ ケズリ
No 遺構 層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 石   材 備   考 写真図版 登録番号

3 S12 1層 不定形 1 14 流紋岩 41414 Ka7

S12 1層 大型板状石器 9 2 デイサイト K肇 1

第司3図  S12竪穴住居跡出土遺物



堆積土 :2層確認された。黄褐色系シルト～粘土質シルト層である。炭化物、焼土を多く含む部分がある。

壁 :壁高は残存状況の良い南壁で10cmである。床面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦であるが幾分南側及び東側へ傾斜している。掘り方は

ほぼ住居全面に認められ、深さは床面から4～ 7cmである。

周溝 :北・西・南の壁際にそれぞれ、60cm、 130cmと 60cm、 145cmの長さで検出された。幅は10～ 40cm、 床面

からの深さは 4～ 10cm、 断面形は「U」 字形である。西壁の北側のものはピットから壁まで延びる幅25cm、 深さ

7cmの溝に接続している。

柱穴 :床面検出部分で 5個のビットが検出された。P5に柱痕跡が認められたが他のピットでは確認されなかった。
規模や配置、埋上の状況からPl・ 2・ 4が柱穴であると考えられる。柱痕跡が認められたP5についても柱穴で

ある可能性がある。また、床面下で 1個のピットを検出した。

カマド:遺構検出部分では検出されなかった。

出土遺物 :堆積土中及び掘り方埋土中より、弥生土器片、土師器片、須恵器片、剥片石器が出土している。また、

Plから大型板状石器が出土した。

Si 3竪穴住居跡

遺構の確認 :H・ I-4～ 6グ リッドで確認された。
遺構は東側の調査区外に延びている。S12・ 9竪穴住

居跡、SK 2。 3。 4・ 5'7土坑、ピットと重複し
ており、S12・ 9竪穴住居跡より新しく、他の遺構よ

り古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、

東西2.8m以上、南北約3.7mの 隅丸の方形を基調とし

た平面形であると考えられる。

堆積土 :4層確認された。黄褐色系のシルト層である。

炭化物、焼土を含んでいる。

壁 :壁高は残存状況の良い北壁で17cmで ある。床面

から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。

平坦であるが住居跡の中央部がやや低 くなっている。

掘り方はほぼ住居全面に認められ、深さは床面からlo

～20cmで、住居跡の壁沿いが中央部に比べて深くな

っている。特に周溝部分と西壁付近に顕著な部分があ

る。

周溝 :北壁から約20cm離れて180cmの長さで検出さ

れた。幅は25cm、 床面からの深さは 5cm前後、断面

形は浅い皿形である。

柱穴 :床面検出部分で 2個のピットが検出された。柱

痕跡は認められなかった。柱穴であるか不明である。

カマド:遺構検出部分では検出されなかった。

性 可 ~下 ¬ ~T~卜 す ― __一 下 雪
m

940m名

にぶい女褐色 (loYR4/3) (25Y73)シ ルトを小ブロック状に含み、焼と、酸化鉄を含む

にぶい賞褐色 (10YR4/3) 鶴ηOシルトを1ヽアロック状に多(含み、炭化物、続土を多(合 b、 上師器片を含む

にぶい黄褐色 (loY馳刀) (25Y73)シ ルトを小アロッタ1たに多く含み、焼上を多く含む

灰貢楊色 (10YR4/2) (2漱13)ンルトを小アロツク状に多く含み、酸イと鉄、土師器片を含む

暗褐色 (10YR3/4) にがい黄綸(10YPI/4)シ ルトを小アロック状に含み、酸1と鉄、上師器片を含む

におい貨褐色 (10YR4/3) 浅☆ (25咀ヽ 〕ンルトを小アロック状に合み、酸化箕、

にぷい黄褐(10YRGl)シ ルト褐(loYR`/41シルトを含み、焼土、

にパい寅褐色 (10YRy4) に示い質橙はOYR開 )ンルトを小プロック状に含み、炭化物、土器片を含む

第14図 S13竪穴住居跡
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その他の施設 :床面中央付近に焼け面が 3か所検出された。35cm× 25cmの部分 1か所と10cm× 20cmの部分の 2

か所である。この部分の床面下でピットが検出されているが直接の関係は不明である。

出土遺物 :堆積土中及び掘り方埋土から土師器片、須恵器片が出土した。また、堆積土から石庖丁の未製品が出土

した。

S14堅穴住居跡

遺構の確認 :F～ H-3～ 5グ リッドで確認された。S12竪穴住居跡、SK 9。 13土坑、SD l堀跡、ピットと重複
しており、SK13土坑より新しく、他のすべての遺構より新しい。また、住居跡西半と中央部を表土除去の際の掘
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層位 土 色 土 性 備 考

周溝 1 鶴色 (ЮY馳/4) シルト こぶい黄澄 (10YR7/41シ ルトを小プロック状に含む

貼床 2 浅黄色 (25Y7/3) ンルト え化物、酸化鉄を多く含む

3 暗褐色 (10YR3/4) ンルト え化物、焼土粒を含む

暗掲色 (ЮYR3れ ) ζぶい黄橙 (10YR7/4)ン ルトを小ブロック状に含む

5 掲色 (10YR4/4) ンルト 見貨 (あY73)シ ルトを小ブロック状に含み、炭化物、土器片を含む

l にぶい責褐色 (llYR4 3) ンルト こがい賞澄 (10YR″ 4)シ ルトを小アロック状に含tr、 粘性ややあり

No 土 色 上  性 備 考 No 土 色 土  性 備 考

P22 1 褐色 (10YR4れ ) ンル ト ぷい蓑橙 (1帆R70シルトを小プロック状に含み、炭イと物、土器片を含む I にぶい貨褐色 (loY郎独) にぶい貢橙ンルトを小プロック状に含む、粘性ややあり

芳

柱痕

l におヤヽ黄褐色 はoYR4/3) ンルト こぶい責橙 (10YR6 3)シ ルトを小プロック状を含む 深さ38cm P12 I 褐色 10YR4/4) にぷい黄橙 (10YPo/4)シ ルトを小プロック状に含む、ttlややあ, 派さ&m
2 灰黄褐色 (10YR4/2) 占十雪シルト にぶい黄種 (10YR6r3)シ ルトを小プロック状に含む。粘性ややあり 派き鋲輸n 1 褐色 士i曽シルⅢに州い責駐 (10YRyllシ ルトを小プロック状に含む、粘とややあり 漂さ14tm
1 にメ峨 褐色 (loVR4 3 ンルト 〔がい黄橙(101V′紛ンルトを小アロック状になみ、旅イ肋、土器片を少々台b漂さ箭1 1 褐色 10YR4/4) 古土質シルトにおい喜霊(101RVOシルトを小アロック状に含む、常性ややあり 派さlecm

深さ32cm 1 褐色 古土質シルトにぶい黄准 (10Y郎 /4)シ ルトを小プロック状に含む、お性ややあり 採さ2確m
4侃り万

柱痕

1 にぶい貫褐色 l10YR4/3) ンルト におい黄橙 (10YR7/4)シ ルトを小ブロック状に含む 深さ5,cm 1 局色 10YR4/4) 占土質ンルトにがい黄橙 (10Y蕊イゝ)シルトを小ブロック状に含む、粘性ややあり 深さ&m
2 にぶい貢褐色 l10YR5/3) シルト にぶい黄橙 (10YR7/4)シ ルトを小ブロック状に含む 深さ51cm 1 協色 10YR4/4) Ъ土質シルトに加瑣橙tlrRllllシルトを小アロッタ粗:含む、演化甥を含む、格牲ややあ,浜さ価
方

柱痕

1 暗褐色 (10YR3/4) シ,レ ト にぶい黄橙 (10YR7/41シ ルトを小ブロック状に含む 深さ19cm ユ にぶい蓑禍色 (loYR4 3) シルト tぶい責程 (10Y職 ,ヽシルトを小アロック状に含み、と器片を含む 漂さ的Ⅲ
2 暗褐色 (loYR3/3) ン,レ ト 啜化鉄を含む。 深さ19cm 1 暗褐色 (10YR3/3) 粘土質シルトにぷい黄橙 (10Y酌1)ンルトを小アロック状に含む、粘性ややあり 漂さ∝m
1 にぶい黄褐色 (10YR5 4 ンルト にぶい黄褐 (10YR6/4)シ ルトを小ブロック状に含む ユ 褐色 (loYRワ4) 粘土質シルトにぷい黄澄 (10Y障イ奇 シルトを小プロック状に含む、粘性ややあり
2 褐色 (10YR4/4) シル ト にぶい貨協 (10YR6独 )シルトを小アロックよに含み、皮化物を多くなむ P23 1 褐色 (10YR74) シルト にぶい黄橙 (llYR6れ)シ ルトを小ブロック状に含む 深さ17cn
1 にぶい黄褐色 (ЮⅥMん ) 古土督シルトにAl墳笹他ばRtillシ ルト制アヽロッ琳に含み、打と物、1緋蛤む、縦ややあ, P24 ユ にぶい黄褐色 はOYR73) シル ト にぶい黄橙 (10YR6 4)シ ルトを小プロック状に含む 深さ14cn
1 灰黄褐色 (10YR4/2) 古土質シルトにぷい☆褐(10YR捌 )シルトを小ブロック状に含み、土器片を含む、粘llあり P25 ユ 陽色 (10YR4/4) ル ト 〔ぶい責澄 はOYR6/4)シルトを小ブロック状に含む 深さ19cn
2 陽色 (10YR4/4) 占土質シルトにぶい黄褐 (10YR5/4)シ ルトを小プロック状に合む、粘性あり

第16図 S14竪穴住居跡



削によって削平してしまい、壁と堆積土は残存状況は良くない。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、東西 4m以上、南北 4m以上の隅丸の方形を基調とした平面

形であると考えられる。

堆積土 :削平のため周溝内部に残存するのみである。

壁 :削平のためほとんど確認されなかった。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦であるが削平のために床面が残存しない部分もある。

掘り方はほぼ住居全面に認められ、深さは床面から5cm前後である。東壁際の一部が不整形に深くなっている。

周溝 :南壁沿い及び東壁の南半部で検出された。幅は15～20cm、 床面からの深さは 5～ 10cm、 断面形は「U」 字

形である。

柱穴 :床面検出部分で14個、床面が削平された部分で 5個のピットが検出された。また、床面下で 5個のピットが

検出された。柱痕跡はPl・ 4・ 5で認められたが、他のピットでは認められなかった。ピットの規模・配置から

P6'7は柱穴と考えられる。P8。 17も柱穴の可能性がある。他のビットは柱穴であるか不明である。また、床

面下のビットと柱穴との関係は不明である。

カマド:遺構検出部分では検出されなかった。

その他の施設 :住居跡中央付近に45cm× 20cmの長方形の焼土の広がりが検出された。床面が削平された部分であ

り、住居との直接の関係は不明である。

出土遺物 :床面及びピット、周溝、掘り方埋土から弥生土器片、土師器片、須恵器片、礫石器が出土した。

ⅧⅢβ醍

(1/3)

献

К

日

周

　

２

募鸞

No 外 向 内 自 嬌   考 写真図版 登録番号

ユ S14 縄文土器 深鉢 節歯状沈線文 格子状の沈線文 33■ 4 A望

2 3馳  1層 弥生土器・鉢 尤線 縄文 (RL) ミガキ 33422 } 7

遺構 層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石    材 備   考 写真凶倣 登録沓号

3 S14 1層 砥石 26] 44 2 頁岩 428‐ 14 K■ 168

第17図 S14堅穴住居跡出土遺物



S17堅穴住居跡

遺構の確認 :B・ C-2・ 3グ リッドで確認された。SR l河川跡と重複しており、本遺構より新しい。SR l河川

跡によって削平され、住居跡北側部分の堆積土・壁・カマドは検出されなかった。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、東西約3.8m、 南北37m以上の隅丸の方形を基調とした平面

形であると考えられる。

堆積土 :3層確認された。褐色系のシルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い東壁で10cm程で、残存状況は良くない。周溝底面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦であるが北西側に緩やかに傾斜している。掘り方は住

居跡全面に認められるが、只占床の締まりがやや弱く、ほぼ完形の土師器が出土するなど、掘り方底面を直接床面と

していたことも考えられ、床面が 2面である可能性がある。

周溝 :住居跡検出部分では全周している。幅25～ 35cm、 床面からの深さは 6～12cmで南辺中央部で段になり東側

に一段低くなっている。断面形は逆台形である。また、周溝底面がピット状になる部分がある。掘り方底面を床面

としていた場合には周溝は付設されていたかどうか不明である。

柱穴 :床面検出部分で検出されたピットは 1個のみである。位置、深さなど柱穴とは考えられない。柱穴は不明で

ど
∝
 上F

+
930m勇

騨二980m

卜
醤
日

イル
層位 No 土   色 土  性 備 考 層位 土    色 土 性 備 考

ユ 婚褐色 (10YR3/3) シルト 黄褐色土をブロック状に少曼含む 8 黒褐色 (10YR3/2) シ,レ ト 炭化物を含む (煙道 埋上の可能性あ り)
2 陽色 (10YR4/4) ル ト 黒褐色土をプロック状に含む、しまりややあり

掘り亥
9 H音褐色 (10YR3/3) シルト 尭土を含む

周溝 悟褐色 (10YR3/3) 黒福色土を含む にぶい責褐色 はOYRV3) 少質シルト 黒色上をプロック状に含む

貼 床

4 にパい黄褐色 (10YR4潟 ) 雫色上、貢褐色土をブロック状に含む ト 土    色 上 性 備 考

5 褐色 (10YR4/6) 砂質シルト 1 にぶい貨褐色 (10YR4お ) ンルト質粘土、ややしまりあり、粘性あり

6 褐色 (loYR4/4) 砂質シルト 黒色上をブロック状に含む

7 ゼ灰黄色(25Y5/2) 妙質シルト

第司8図 S17 竪穴住居跡



ある。

カマド:SR l河川跡によって削平された住居跡北壁中央に付設されていたものと考えられ、カマド掘 り方の一部

と考えられるピットが検出された。焼け面の痕跡は確認されなかったが、内部には焼土・炭化物が含まれており、

周囲には焼土・炭化物のブロックや礫が散在している。

その他の施設 :周溝南辺の中央やや西寄りに偏平な川原石が検出された。カマドの反対側にあり何らかの施設であ

る可能性がある。

出土遺物 :堆積土、床面、堀方埋土から弥生土器片、土師器、石器、石製品が出土している。特に床面から石製品、

Plとその周辺から白雲母が出土している。掘 り方埋土から土師器が出土した。

齢風

∫

４

蘊
幹

虻ヽ

◆  9

幣 洗)

」①

～

７ 0                           10Cm

(1/3)

0     5cm

-1/4)種別 器種 外 面 内 面 備   考 写真 凶傲 登録番号

受7 土師器 郭 ヨヨナデ ケズリ ミガキ ミガキ 黒色処理 337‐ 1 C■

2 317 1層 土師器 筑 ヨヨナデ ミガキ 337‐ 8 C‐ 5

3 三本一描沈繰 マメツ

4 S17 1層 祢生土器 '琵 沈線 縄文 (LR) 33424 Bつ

5 弥生土器 壷 重山形文 (三本一描沈練 ナ デ 335‐ 3

6 317 1層 弥生土器 壷 重山形文 (二本一描沈線 ナ デ

S17 1層 弥生土器 壺 重山形文 (三本一描沈線 ミガキ 33495

3V l層 殊生土器 壷 重山形文 (二本一描沈線 ナデ

No 種  別 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 茎量 (寅 ) 石    材 備  考 写真図版 登録番号

9 SV l層 石鏃 1 1 流紋岩 Kh■

W 礫石器 11 4 1505 デイサイ ト質凝灰岩 凹石 4199 Kc2

第19図 S17 竪穴住居跡出土遺物

S19竪穴住居跡

遺構の確認 :H・ I-5・ 6グ リッド、S12竪穴住居跡の床面下の精査中、掘 り方底面でS12藍穴住居跡掘り方と

違ったプランが確認された。S12竪穴住居跡の掘り方プランとも違っており、S12。 3竪穴住居跡より古い竪穴住

居跡のものであると判断され、S19竪穴住居跡とした。床面より上の部分は既に削平されており掘り方のみの検出



である。東側は調査区外に延びている。

平面形・規模 :残存する部分では東西3.lm以上、南北

3.Omの不整な隅丸の方形を基調とした平面形である。

堆積土 :掘 り方埋± 1層のみの確認である。灰黄褐色の

粘土質シルト層である。

掘 り方底面 :掘 り方は住居跡中央部分は浅く、壁際が深

くなっている。

柱穴 :掘 り方底面ではピットは検出されず、柱穴は不明

である。

出土遺物 :遺物は出土していないが、S12・ 3竪穴住居

跡出土遺物として取 り上げた遺物のなかに、本来は本遺

構に属する遺物が含まれている可能性がある。

竪穴遺構

S18竪穴遺構

遺構の確認 IB-7・ 8グ リッドで確認された。畑の耕

作によって削平され、遺構南東部分は検出されなかった。

本遺構は竪穴住居跡として調査したが、規模が小さい点、

柱穴、炉やカマ ドが検出されなかったこと等から藍穴遺

構として報告する。

平面形 。規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、東

西約1.95m、 南北約1.6mの 隅丸の方形を基調とした平面

形であると考えられる。

堆積土 :2層確認された。褐色系のシルト層である。炭

化物・黒色土粒・黄褐色土粒をブロック状に多量に含ん

でおり、人為的に埋め戻された様な状況を示している。

壁 :壁高は残存状況の良い東壁で 5cm程で、残存状況

は良くない。床面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方底面を直接底面としている。底面中央から

北西部に 5cm程の段差で一段深 く堀 り込まれている部

分があり、南東部には 3cm程のテラス状に一段高い部

分がある。

周溝 :住居跡検出部分では検出されなかった。

柱穴 :床面でピットは検出されなかった。

第20図 S19 竪穴住居跡

津 930m

その他の施設 :本遺構との関係は不明であるが、住居跡の北壁の外側に30cm× 25cmの精円形に焼土が分布する範

囲がある。

出土遺物 :検出面及び堆積土中から縄文土器片、弥生土器片、土師器片、石器が出土している。特に弥生土器の底

部片が一括で底面よりやや浮いた状態で出土しており、遺構に伴うものかとも考えられる。また、遺構周辺及び上

面から剥片が30数点出土し、底面から看庖丁の破片と思われる磨製石器片が出土した。

卜
侭

儘

朦

卜

峠

べ

卜
ξ

土    色 土  性 僚 考

1 え責褐色 (10YR4/2) 監土質シルトにぶい責造l10WR73)シ ルトを狂状になみ、と器片を含む、粘性ややあり

0                2m

No 土    色 土 性 備 考

1 にぶ�境禍色 (10YR4/3) シ,レ ト ミ色土をプロック状に少量含む(この層の分布はys北栞部だIす )

2 票褐色 (10YR3/1) シルト 黄褐色土をブロック状に多 く含む、炭化物を含む
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藝
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還rrv 層豆 種別 器種 外 面 内 面 備   考 写真図版 登録香号

1 税8 1層 弥生土器 甕 波状文 (二本一描沈線 ) 33512 B22

2 318 1層 弥生土器 菱 凌状文 (二本一摘沈繰 ) ナデ 335‐ 10 B‐20

3 弥生土器 '養 夜状文 (二本一描沈線 ) ナ デ 336ワ 0 B56

S18 1層 祢生土器 霊 重山形文 (二本一描沈線) 縄文 (LR) 二本一構沈線 335お

5 S18 弥生土器 藍 重菱形文 (二本一描沈線) 縄文 (LR) ナデ

6 S18 層 弥生土器 壺 二本一描沈線 ナデ

7 層 弥生土器 壷 重山形文 (二本一械沈線 ) マメツ 335-7

8 層 不 明 波状文 ミガキ 335‐ 11 B2]

9 層 弥生土器 発 隠文 (LR) ミガキ 蔓面 木葉痕 33415

S18 層 弥生土器 甕 縄 文 ミガキ 衰面 木莱痕 334‐ 16

No 遺構 層位 種   別 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石 材 備   考 写真図版 登録番号

11 S18 1層 〔包丁 7 買岩 磨製石器 418‐ 10

12 S18 1層 不定形 1 冗紋岩 41作 12 Ka4

S18 1層 暮石 720 安山岩 419‐ 3 Kc 5

第22図 S18 竪穴遺構出土遺物



竪穴建物跡

S16竪穴建物跡

遺構の確認 :DoE-6～ 8グ リッドで確認された。畑の耕作によって削平され、壁は検出されなかった。

平面形・規模 :東西3.3m、 南北3.lmの やや歪んだ隅丸の方形である。

堆積土 :1層 のみが確認された。床面の中央を中心に僅かに残存していた。黒褐色の粘土質シルト層である。

床面 :掘 り方底面を直接床面としている。ほぼ平坦であるが、南西側に緩やかに傾斜している。

周溝 :北東コーナー付近にのみ検出された。幅10～ 23cm、 床面からの深さは 3～ 5cmで ある。周溝の底面に径

10cm程度のものから5cm× 20cm程度で深さ3～ 10cmの小規模なピットが検出された。小規模なピットは遺構の

壁際と考えられる部分に並んでおり、本来周溝が全周していたものと考えられる。
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層位 土    色 土  性 備 考

1 1 黒褐色 (Ю YR3/1) も土賓シルト黄褐色土をアロッタ状に少量含み、炭化物を多量含む、しま,あ ,、 粘性ややあり

No 土    色 上  性 備 考 No 土    色 土  性 備 考

1 医責褐色 (10YR4/2) 粘土賀シルト にぶい黄褐 (10YR5れ)シ ル トを多 く含む 1 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土賢シルトにれ黄ヽ橙(1ばR湘 シルト制アヽロッタ状に含み、胃肋、険lι鉄を含む、祐性ややあ,

2 灰黄褐色 (loYR4 2) 粘土質シルト こぷい責慣ulY17硼 ンルトを小アロツタ状にbl)よ ,少量含む、炭イ肋を含b、 格性あ, 2 灰黄褐色 (10YRワ 3) 粘土質シルトに示い黄構(ЮttV′研シルトを小アロック状に含み、炭化物、辮と鉄を合b、 祐性ややあ,

P2～P4
1 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土質シルトにポい黄糧alYVllシ ルトを小アロック状に含み、炭十跡、翻lllを含b、 祐性ややあ, I 灰貢褐色 (10YR4/2) 枯上質シルト :がい養橙(101RT/tlシ ルトを小アロック状に含み、睫化初、議化躾を含b.粘性ややあ,

2 灰黄褐色 (loYRγ 2) 粘土質シルトに議域慢lllR7nシ ルトを小アロッ淋旧層よ,j―i含み、脚助を合b、 維ややあ〕 2 tぶい責褐色 (10Y巨ノ3) 佑土質シルト :ボ 1ヽ爵e OttR″ 0シ ルトを小ブロック状に含み、離イと鉄を含む、粘佳ややあ,

1 灰黄褐色 (loYR4/2) :淋い黄橙也OIPIЮ シルトを小アロック状に含み、炭十肋、翻俄を含む、祐性ややあ,

2 灰黄褐色 (ЮYRク2) 粘土質シルトにぶい黄橙 (10YR7/3)ン ルトをブロック状に含む
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柱穴 :壁際の床面で 7個のピットが検出された。全てに柱痕跡が認められた。P5は 2個のピットが重複している。

P5(2)以 外のピットが柱穴と思われる。あるいはP5(2)は 柱穴の作り替えとも考えられる。

その他の施設 :遺構東南部の床面に60cm× 30cmの範囲の中に 3か所の焼け面が検出された。遺構の中央から外れ

ているが炉跡であると考えられる。

出土遺物 :堆積土、ピットから弥生土器片、土師器片、須恵器片が出上した。

土 坑

SKl土坑

HoI-6グ リッドで確認された。S12竪穴住居跡と重複しており、本遺構が新しい。平面形は lm× 1.2mの

不整形で、深さは19cmである。堆積土は単層である。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は大きく凸凹して

いる。遺物は堆積土中から少量の土師器片、須恵器片が出土した。

SK2土坑

I-4・ 5グリッドで確認された。遺構の東半部が調査区外に延びている。S13竪穴住居跡と重複しており、本

遺構が新しい。平面形は lm× o.8m以上の精円形を基調とした形で、深さは 6cmと残存状況は良くない。断面形

は浅い皿形である。堆積土は単層である。壁は底面から急角度で立ち上がる。底面は平坦である。遺物は土師器片、

須恵器片が出土した。

SK3土坑

H-5グ リッドで確認された。S12'3竪穴住居跡と重複しており、本遺構が新しい。平面形は径約 lmの不整

な円形で、深さは22cmである。堆積土は単層である。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺

物は土師器片、須恵器片、石器が出土した。

SK4土坑

H-4・ 5グリッドで確認された。S13竪穴住居跡と重複しており、本遺構が新しい。平面形は1.85m Xl.5mの

不整な長方形で、北東のコーナー部は九くなっている。深さは50cmである。堆積土は 2層確認された。壁は底面

からほぼ垂直に立ち上がり、オーバーハングしている部分がある。底面は平坦であるが、北側がやや深くなってい

る。遺物は土師器片、須恵器片が出上した。

SK5土坑

H・ I-4グリッドで確認された。S13竪穴住居跡と重複しており、本遺構が新しい。平面形は1.lm× 0,7mの

楕円形で、深さは32cmで ある。堆積土は 2層確認され、 3層に細分された。壁は底面から緩やかに立ち上がる。

底面は平坦であるが、南側がやや深くなっている。遺物は土師器片、須恵器片が出土した。

SK6土坑

G・ H-6・ 7グ リッドで確認された。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は1.3m× 1.Omの 不整な

隅九長方形で、中央部がやや括れている。深さ約 5cmと 残存状況は良くない。断面形は浅い皿形である。堆積土

は単層である。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は弥生土器片、土師器片、須恵器片が

出土した。

SK7土坑

H・ I-5。 6グ リッドで確認された。S12。 3竪穴住居跡と重複しており、本遺構が新しい。平面形は2.7

m× 1.75mの不整な精円形である。深さは75cmと残存状況は良い。堆積土は 5層確認された。壁は底面から緩やか

に立ち上がる。底面は平坦であるが、やや北側が低くなっている。遺物は弥生土器片、土師器片、須恵器片、石器、

石製品が出土した。
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遺捕 No 土 色 土  性 備 考 遺構 土 色 土  性 備 考

SKl I にぶい賃褐色 (10YR4 3) シルト 浅貢 (25V73)シルトを斑状に含み、駿化鉄張を小ブロック状に含む

SK8 ユ 黒褐色 (10YR3/1) ル ト

黄褐色とをブロック状に多邑に含む、黄掲色は壁際に多ヽ

SK2 1 にぶい蓑褐色 (1げ rR4 3) シルト
にぶい責褐 (10YR5 4 シルトを多く含み灰貢褐色 (10釈 52)シ ル

トを小ブロック状に含tr、 酸化欽を班次に含み、炭化物を少畳含む

炭化物を含む、人為的に迎められたと考えられる、底面には

掟化物の層が認められた (厚さlcmほ ど)

SK3 にぶヤ墳褐色 QOYR4 3 シ,レ ト にぶい黄澄 (10YR7/3)ン ルトを小プロックよに含み土器片を少量含む
SK9

1 砦褐色 (Ю YR3/4) り質ンルトえ化物を含む

SK4
1 黄褐色 (10YR4/3) シルト

明黄褐 (10YR7/6)シ ルトを小ブロック状に含み灰黄褐

(10YR5/2)ン ルトを斑状に含む、酸化鉄を斑状に多く含む

2 褐色 (loYR4/4) 砂質シルト 黒色上をブロック状に少量含む、炭化物を含む

SKl(
ユ 黒褐色 (10YR3/2) シ,レ ト 黄褐色土をプロック状に多量に含む

2 にぶい責褐色 (10YV4) 砂質シルト灰責褐 (10YR5/2)シ ルトを部分的に小ブロック状に含む 2 にぶい蓑褐也 (loY鶴ヽ ) シ,レ ト 黄褐色土をブロック状に多量に含む

la 又責褐色 (10YR4々 ) シ,レ ト にぶい黄橙 (10YR7れ

'シ

ルトを小ブロック状に含む SKll 1 天黄褐色 (10YR4/2) 粘土質シルト粘性ややあ り

え責褐色 (10YR4/2) シル ト にぶい責澄 (10YR7/4)シ ルトを小アロック状に含む、炭化物を多く含t
SK12

ユ 黒褐色 (10YR3/1) ンルト 責褐色上をブロック状に少量含む、炭化物を含む
2 兎黄褐色 (loYR4/2) にぶい貢橙 (10YR7れ)ンル トを多 く含む こぶい蓑褐色 (10YR4/3) シルト 黒色土をプロック状に含む

SK6 こぶい黄橙色 (lllYR6 4) ン,レ ト tぷV噴禍住ドR開 )シルトを小アロック演に含み、丼肋、焼土、を多く含b
SK14

1 黒褐 色 (10YR3/2) シル ト 質褐色土をプロック状に少量含む、炭化物を含む

SK7

ユ え黄褐色 (loYR4/2) シルト にぶい黄橙 QOVM2)シ ルトを小アロック状に含み、酸化鉄を含む 2 ミ4B色 (10YR3/2, 露褐色上をブロック状に多量に含む、炭化物を含む

2 黒褐色 (10YR3カ ) ンルト にぶい黄桂 (10YR″リ シルトを小プロック状に含み、酸化鉄を含む
SK15

1 黄褐色 (25Yν 3) ンルト 黒褐色上をブロック状に少量含む

3 黒褐色 (10YR3/2) シルト ぷい黄橙10VPi氾 )シルトを小アロッタよに含み、酸化鉄を含と、炭化物を市状に含む 2 黒褐色土 (10YR3/1) シルト 黄褐色土をプロック状に多く含む、λ化物を含む

4 灰責褐色 (10Y郎 /2) 脂土質シルトにポい黄橙(101R711)シ ルトを小プロッタよになみ、印徴を含b、 格性、しま,ややあ,

5 黒褐色 (10YR3/2) :ぶ↓環橙90YRIT2)シ ルトを小アロッケ枚に含み、闘隣セ含む、掟的を多数こ含む

第24図  I区 土坑
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No 外 面 内 面 備   考 写真図版 登録沓サ

2a SK6 1層 旅生土器 壺 重山形文 (三本一描沈線)縄 文 (LR) 335-14

SK6 1層 ム生土器 壷 重山形文 (三本一描沈線)・ 縄文 (LR) 335‐ 14

2c SK6 1層 よ生土器 壺 重山形文 (三本一描沈線) 縄文 (LR) 8‐24

3 な生土器・鉢 夜状文 縄文 ナ デ 335‐ 15 B‐25

SK15 2層 ホ生土器 菱 沈線 マメッ 335‐17 B‐27

SK15 ホ生土器 壷 重山形文 (二本一描沈線)縄 文 (LR) マメツ 335‐ 9

SK15 弥生土器 壺 重山形文 (二本一描沈線)縄 文 (LR) マメツ 335つ

SK15 弥生土器 壷 重山形文 (二本一描沈線)縄 文 (LR, 335つ

6 2層 弥生土器・壷 重菱形文 (二本一精沈線 ) ナデ 335-16 B26

7 S15  1層 弥生土器 蓋 こ51K文 (二本一描沈線, ナ デ 33423

2層 弥生土器・蓋 縄文 (LR) ナ デ 天丼部 木葉痕 33417

SK7 土師器 甕 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ C‐ 4

No 遺構 層位 種   別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 石 材 備   考 写真図版 登録沓号

10 1 層 ドリル 13 1 流紋岩 4177

11 石 鏃 黒曜岩 4172

砥石 デイサイ ト質凝灰岩 425‐ 4 Kdも 0

SK12 礫石器 111 3 露山岩 当石 ・磨石 423-2

SK8 礫石器 と山岩 」石 KC■

第25図  I区 土坑出土遺物



SK8土坑

E・ F-5。 6グ リッドで確認された。平面形は2.45m× 1.45mの不整な楕円形である。深さは50cmと残存状況

は良い。断面形はすり鉢形である。堆積土は単層である。壁は底面から緩やかに立ち上がるが、西壁の傾斜は中位

で変わっている。底面に凸凹はない。遺物は弥生土器片、土師器片、須恵器片、石器が出土した。

SK9土坑

G-5・ 6グ リッドで確認された。S14竪穴住居跡、SX lJl■格不明遺構、ピットと重複しており、本遺構が古
い。また、西半部を表土除去の際の掘削によって削平してしまい、東半部のみが確認された。平面形は1.Om以

上×13m以上の楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは 5cmと 残存状況は良くない。断面形は浅い

皿形である。堆積土は 2層確認された。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は弥生土器片

が出土した。

SK10」」九

D-3グ リッドで確認された。SD l堀跡、SR l河川跡と重複しており、本遺構が古い。平面形は1.4m以上×

0.85m以上の不整な楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは32cmである。堆積土は 2層確認された。

壁は 6cmの高さで、底面から急角度で立ち上がる。底面は二段になっており、中央部が一段目より26cm深 くなっ

ている。一段日、二段日ともに底面は平坦である。遺物は土師器片が出土した。

SKl引土坑

C-4グ リッド、SD l堀跡の壁面で確認された。SD l堀跡と重複しており、本遺構が古い。平面形は1.45m以

上 Xo.55m以上の楕円形あるいは隅丸長方形を基調としたものであると考えられる。深さは33cm以上である。堆積

土は単層である。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK12」J丸

E-5グ リッドで確認された。SD l堀跡と重複しており、本遺構が古い。平面形は0.9m以上×o7m以上の楕円
形を基調としたものであると考えられる。深さは21cm以上である。堆積土は単層である。壁は底面から緩やかに

立ち上がる。底面は平坦である。遺物は縄文土器片、土師器片、石器が出土した。

SK13土坑

GoH-5グ リッド、S14竪穴住居跡の床面下で確認された。S14竪穴住居跡およびそのピットと重複しており、

本遺構が古い。平面形は0.85m以上×0.8mの楕円形あるいは隅九長方形を基調としたものであると考えられる。深

さは15cm以上である。堆積土は 2層確認された。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は

出土しなかった。

SK14」J売

HoI-3グリッドで確認された。SD l堀跡と重複しており、本遺構が古い。平面形は1.Om× 0.75m以上の不整
な楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは20cmである。堆積土は 2層確認された。壁は底面から緩

やかに立ち上がる。底面は凸凹している。遺物は弥生土器片が出土した。

SK司 5土坑

I ttA-8グ リッド西壁で断面が確認され、調査区を拡張して確認したものである。遺構東半部は調査区西側溝

によって削平され、さらに北東部を攪乱により削平されている。平面形は0,85m以上×o95mの楕円形を基調とし

たものであると考えられる。深さは18cmである。堆積土は 2層確認された。壁は底面から緩やかに立ち上がる。

底面は凸凹している。遺物は弥生土器片、土師器片が出土した。



その他の遺構

SXl性格不明遺構

I tt G-6グ リットで確認された。SK 9土坑、ピッ

トと重複しており、本遺構が古い。また、遺構の西側は

表土除去の際の掘削によって削平してしまい、東側のみ

残存している。平面形・規模は不明であるが、0.9m×

0.35m以上の方形を基調としたものであると考えられ

る。深さは 6cmで ある。堆積土は 1層 である。壁は底

面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦であるが、南側

へ緩やかに傾斜している。遺物は、土師器片が僅かに出

土した。
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第26図  I ttSXl性格不明遺構

Ⅱ・ Ⅲ区

Ⅱ・Ⅲ区では古代～中世と考えられる遺構は竪穴住居跡21軒、土坑 9基、溝跡15条、円形周溝 2条、小溝状遺構

群がある。土坑は古代～中世のものだけではなく、近世のものおよび時期の不明なものについてもここで一括して

記述する。総数は74基である。また、溝跡の実測図はこの項で近世の溝跡まで掲載する。

竪穴住居跡

S110竪穴住居跡
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選 橋 No 上    色 土  性 備 考

l 褐色 (10YR4//4) 砂質ンルト 黒色土をプロック状に含む

(蕉 ;チ 手

砂

Pl

層位 No 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色 (10YRyl) ンルト 黄褐色上をプロック状に少量含む

2 ミ褐色 (10YR3/2) ンルト 黄褐色上をブロック状に多量含む

3 疋黄褐色 (1ばrR4/2 ンル ト 黒色土をブロック状に少量含む

4 民黄褐色 (10YR4カ ) シルト 黄褐色土をブロック状に多量含む

周議 5 暗褐色 (10YR3/3) ンルト 黄褐色土をブロック状に含む

掲灰色 (10YR4/1) 粘土質シルト にぶい黄橙色土を含む、粘性ややあ り

淡黄色 (25Y8/4) 粘土質シルト B灰色住OYRVDシルトをブロック状に含む、粘性ややあり

層位 No 土    色 土  性 備 考

Pl 灰黄褐色 (10YR4/2) 古土質シルトにぶい黄橙色土、酸化鉄を含む、粘性ややあり

灰黄褐色 (10Yる/2) と主留シルト

灰黄褐色 (lllYR5/2) と土質シルトにぶい黄橙色土を少量含む、粘性ややあり

灰黄褐色 (10YR5/2) 右土質ンルト え化物を少量含む、粘性ややあり

にぶい黄褐色 (1ば RV3) 右土質シルト :ぷヤ瑣桂也上を1ヽアロック状に含み、財肋、焼上、土器片を含む、粘性ややあ,

天黄褐色 (10YRV必 にぶい黄橙色とを小プロッタ状に含み、皮化物、耗土、土器片を含む、粘佐ややあ,

にぶヤ渡橙色OllYR″れ) ンルト 焼上、炭化物を多 く含み、土器片を含む

灰黄褐色 (loYR5/2) 省■暫シルトにぶい黄糧色土を小ブロック法に含み、験イヒ鉄を含む,粘性ややあり

褐灰色 (Ю YR4/1) 粘土質ンルトにぶい賃澄色土を含む、粘性ややあり、床下で検出、深さ35cm

第27図  S110竪穴住居跡



遺構の確認 :F～ H-10。 11グ リッドで確認した。遺構は東 。北 。西側の調査区外に延びている。SD 6堀跡と重

複しており、本遺構が古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、東西3.8m以上×南北4.35m以上の方形を基調としたものであ

ると考えられる。西壁を基準とした方向はN-16° 一Eである。

堆積土 :5層確認された。黒褐色～灰責褐色のシルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い南壁で17cmである。周溝底面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦である。掘り方は住居跡検出部分全面に認められ、深

さは床面から5～ 15cmで、住居跡北側に向かって深くなっている。

周溝 :住居跡検出部分では全周している。幅18～ 28cm、 床面からの深さは 5～ 7cmで北側がやや浅くなっている。

柱穴 :床面で 8個のピットが検出された。 P3で柱痕跡が認められたが他のピットでは確認されなかった。規模や

配置からPl。 3が柱穴の可能性がある。住居跡東壁の位置が不明のため壁からのJE離が明らかではないが、P7

も柱穴の可能性がある。P9は床面下で検出されたものである。

カマ ド:遺構検出部分では検出されなかったが、P4・ 5。 6に多量の炭化物、焼土が含まれていることから、住

居の北壁に付設されていた可能性がある。

出土遺物 :堆積土中および床面、ビット、掘 り方埋土から土師器、須恵器片、石器が出土した。そのうち土師器郭

2点、礫石器 1点を図示した。

ら⊂亜∋0
10cm

No 遺構 層位 種別 器種 外 面 内 面 傭   考 写真 凶倣 登録番号

1 土師器 郭 ケズリ ミガキ 黒色処理 C22
2 とRT器 郭 ケズリ ミガキ 黒色処理 C21

No 種   別 長 さ (cm) 中民 (cm) 厚 さ (cm) 重量 C 石    材 備   考 写真図版 登録番号

S110 P7 礫石器 18こ 6 4 775
『
英質凝灰岩 凹石 敲石 Kc 6

第28図  S110竪穴住居出土遺物

SI刊 1竪穴住居跡

遺構の確認 :E・ F-12・ 13グ リッドで確認した。煙道の先端部分が北側の調査区外に延びている。 S K14土坑、

小溝状遺構、ピットと重複しており、本遺構は小溝状遺構より新しく、 S K14土坑、ピットより古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、竪穴部分は東西3.85m× 南北4.05mの 方形である。西壁を基

準とした方向はN-13° 一Wである。

堆積土 :大別して 6層確認された。にぶい黄褐色系の粘土質シルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い北東壁で26cmで ある。周溝底面から急角度で立ち上がるが、南壁には緩やかに立ち上

がる部分もある。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。細かい凸凹はあるがほぼ平坦であり、カマドに向かって緩

やかに傾斜している。掘り方は住居跡全面に認められ、深さは床面から5～ 15cmで、住居跡の東・南・西壁際が

溝状に深くなっている。特に東 。南壁際が顕著である。



周溝 :北壁中央部、南壁中央部を除いてほぼ全周している。東壁の南寄りから南西コーナーにかけて壁際から離れ、

周溝が途切れる部分では壁の下端から20cm離れている。幅12～ 25cm、 床面からの深さは 4～Hcmで底面は緩やか

に波うっている。

柱穴 :床面で 5個のピットが検出された。何れのピットにも柱痕跡は認められなかった。規模や配置からPl・

2・ 3・ 4が柱穴の可能性がある。

カマド:北壁中央やや東寄りに付設されている。燃焼部、煙道部が検出されたが、煙道は調査区外に延びており、
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層位 No 土    色 土  性 備 考

la にパい賞褐色 (10YP413) ルト 黄褐色土を斑状に多 く含む、粘性ややあ り

lb にパい黄褐色 (10Y勲『
3) ルト 黄褐色上を小ブロック状に含む、粘性ややあ り

にぶい黄楊t(10YR4潟 ) 粘土質シルト黄褐色土を少畳含む。炭化物 焼土を合む、粘性ややあり
にぶい衰褐色 はOYR4お ) 黄褐色上をごく少量含む、粘性ややあり

3 B灰色 (10YR4/1) 告土質シルト黄褐色上を小プロック状に含む、粘性ややあ り

4 こぷⅢ黄褐色 (10YR4y3) 占土質ンルト黄掲色土を少量含む、粘性ややあ り

5 こぶい貨褐色 (10YRV3) 古■質シルト黄褐色土をやや多く含み炭化物を少重含む、粘性ややあり

周溝 こ沐 減ヽ禍色 OllYR5お ) にぶい貨橙色とを小ブロック状に含み、炭イし物を含む、おllややあり

カマ I

7 え黄褐色 (10YR5/2) 欝褐也土を小プロック状に含み、炭化物、続上を含む、粘性ややあり

8 え黄揚色 (10YR5/2) 右土資ンルト 攪上プロックを多く含む、粘性ややあり

:ぶい貰橙色 (10YR6 4) ンル 炭化物、焼土プロックを多 く含む

にぶい責橙色 (10YR6/4) ン ル え化物を多く、焼土を少量含む

11 にぶい賓橙色 はOYR6た , ン ル 売上ブロックを少量含む

12 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土質 ぷい☆橙L土を小アロック状に含み、炭イを物、焼上位を部分的に多く含む、粘ヒややあ
'

'膏

4ヱ 土   色 土 性 備 考

'マ

ドイ
:ぶい黄登色 (1げ rR6/3) 粘土資シル 灰黄褐色土を少量含む、粘性ややあ り

:がい黄橙色 l10YR6/3) lil■質シル 灰黄褐色上を多く含む

No 土    色 土  性 備 考

1 え黄褐色 (10YR4 2) 粘土質シルト にぶい黄橙色上、炭化物を含む、粘性ややあり

2 天黄褐色 (10YRク 2) 粘土負ンルト にぶい黄橙色土を多く含み、土器片を含む、消性ややあり

ユ 褐灰色 (loYR4/1) 粘土質シルト こパい黄橙色とを小プロック状に含む、炭化物、続上を多く含む、粘士ややあり

2 褐灰色 (101rR4/1) 監土質シルトにぷい黄橙色土を多く合み、炭イヒ物、焼とを
7/N三 含む、格性ややあり

P3 1 にぶい責協色 (10YR4/3) 古■質シル にパい黄橙色上を小プロックよに合み、炭化物を少逮含む、粘性ややあり

P4 1 褐色 (10YR4/4) にがい黄橙色土を小ブロック状に含む、粘世ややあり

1 著褐色 (10YR3/3) 貨禍tとを小ブロック状に含み、炭十ヒ物、土器片を含む、粘性ややあり

2 え黄褐色 (10YR4/2) 占土質シルト にぶい黄橙色土を少畳含む、粘性ややあ り

第29図  S111竪穴住居跡
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No 遺穂 層位 外 面 内 面 備   考 与兵 凶倣 登録沓号

ユ Ы ヨヨナデ ヨコナデ  ミガキ 黒色処理 33″ 4 C24
2 SI 土師器 高杯 ヨコナデ ケズリ ミガキ 黒色処理 33作 9 C26
3 SI 土師器 。高台付娩 ヨコナデ ケズリ ヨヨナデ ナデ 黒色処理 33411 C25
SI 土師器 鉢 ナ デ ケズリ ナデ ヘラナデ C23

5 ヨコナデ ヨコナデ ナデ

No 遺穂 層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石   材 備   考 写興 Ⅸ倣 登録番号

下定形 31 14 01 2 珪化凝灰岩 41子 16 Ka 108

7 氏石 デイサイ ト質凝灰岩 Kd 55

8 床面 礫石器 デイサイト質凝灰岩 敲石 419‐ 6 Kc 8

周溝 槃石器 流紋岩 敲石 419‐ 5 Ko7
2層 礫石器 7( 妄山岩 凹石 419‐ 7

[1 2層 簾石器 4 石質凝灰岩 改石

第30図 S111竪穴住居跡出土遺物



煙道の先端部と煙出しピットは不明である。燃焼部は幅50cm、 奥行き65cmで、右側の側壁は20cm、 左側の側壁中

央部は後世のピットによって損なわれているが、15cmの高さで残存している。燃焼部の手前側の幅50cm、 奥行き

45cmの焼け面を中心に側壁が火熱を受けて赤変している。右側の袖部の先端部に礫が検出されており、焼けてい

ることから袖部の補強に用いられたものでものであると考えられる。

その他の施設 :住居跡の南東コーナー付近の床面から周溝にかけて、焼け面が検出され、炭化物、焼土が見られた。

性格については不明である。

出土遺物 :堆積土中および床面、カマド、ピット、掘り方埋土から土師器、須恵器片、石器、石製品が出土した。

そのうち土師器郭、高杯、台付鉢各 1点、甕 2点、剥片石器 1点、礫石器 4点、石製品 1点を図示した。

S112竪穴住居跡

遺構の確認 :E～ G-14・ 15グリッドで確認した。S114。 16竪穴住居跡、SK18土坑、SD 7・ 8溝跡、小溝状遺構、

ピットと重複しており、本遺構はS114・ 16竪穴住居跡、SK18土坑、小溝状遺構より新しく、SD 7・ 8溝跡、ピッ

トより古 Vヽ。

平面形・規模 :平面形は東西4.65m× 南北475mの方形であるが、西辺がやや狭くなっている。南壁を基準とした

方向はE-1° 一Sである。

堆積土 :4層確認された。暗褐色～灰黄褐色系のシルト層である。炭化物、焼土を含んでいる。

壁 :壁高は残存状況の良い南東壁で17cmである。周溝底面から急角度で立ち上がる。S114・ 16竪穴住居跡の堆積

土を壁としている部分がある。

床面 :掘 り方底面を直接床面としているが、この大部分はS114・ 16竪穴住居跡の堆積土である。住居跡東側から西

側中央にかけて、掘り方埋土を貼床とし、上面を床面としている部分もある。平坦である。掘り方の深さは床面か

ら5～ 15cmで、住居跡の東側が深くなっている。

周溝 :東壁および北壁の東寄りを除いて、南壁、西壁、北壁の壁際で検出されている。幅13～ 25cm、 床面からの

深さは 4～ 6cmである。周溝底面のレベルは南西コーナー付近が最も高くなっている。

柱穴 :床面で10個のピットが検出された。何れのピットにも柱痕跡は認められなかった。規模や配置からP3・

4・ 5・ 6が柱穴の可能性がある。 P14は床面下で検出されたものである。

カマド:東壁中央やや南寄りに付設されている。燃焼部、煙道部、煙出しピットが検出された。燃焼部は幅80cm、

奥行き40cmで、住居跡東壁から外側へ張り出している。燃焼部の手前側の床面から焼け面が観察され、側壁およ

び奥壁、煙道の中部付近まで火熱を受けて赤変している。煙道部は長さ115cm、 幅18cmで、先端に向かって二段

の段が付けられている。深さは先端に向かってそれぞれ 5cm、 8cm、 13cmである。煙出しピットは直径30cm、

深さ15cmで ある。カマドの掘り方は115cm× 85cmの不整な楕円形で、住居跡東壁から65cm程張り出し、煙道部ま

で達している。

その他の施設 :床面下でカマド掘り方の右脇と手前にピットが検出された。 P12は長辺の上端周辺に礫が並べられ

ており、内部に炭化物、焼土が多量に含まれていることから、古い段階に住居に付設されていたカマドの掘り方と

袖の補強として用いられていた礫であると考えられる。また、 P13は炭化物、焼上が多量に含まれており、カマド

に関係するものである可能性がある。

出土遺物 :堆積土中および床面、カマド、ピット、掘り方埋土から土師器、須恵器片、石器、石製品が出土した。

そのうち土師器郭 8点、甕 6点、剥片石器 1点、石製品 1点を図示した。
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層位 No 土 色 土 性 備 考

1 悟褐色 (10YR3/3) ンルト

2 え貢禍色 (10YR4/2) シルト 発生粒をわずかに含む

3 え黄褐色 (loYR4ρ l え化物、焼土粒を多く含む
4 黒掲色 (10YR3/1) シル ト 死上ブロックを多量に含む

5 え黄褐色 (loYR5ρ ) シ,レ ト 炭化物を多 く含む。焼土粒 を含む

6 悟褐色 (10YR3/3) ンルト 黒色土をブロック状に多く含む、炭化物、焼土粒を含む

7 黒褐色 (10YR3/2) シルト 巨出し

周構 8 にぶい責褐色 (10YR5 3) 七土質シルト黒色土をブロック状に多く含む、粘性ややあり

9 暗褐色 (10YR3/3) シルト 驚褐色土と黒色上をプロック状に含む

掘り方 暗褐色 (10YR3/3) シル ト ミぶい貢褐色上をアロック状に含む、炭化物、焼土地を含む

ト 土 色 土 性 備 考

P4
1 疋責鴇色 (10YRγ2) 粘土質シルト ミ色土をブロック状に含む。炭化物を含む、粘性ややあり
2 掲色 (loYR4れ ) 黒色土をプロック状に少量含む、粘性ややあ り

1 瞥褐色 (10YR3/3) 祐性ややあ り

2 掲色 (loYR74) 粘土質シルト 黒色土をプロック状に少量含む、粘性ややあ り
P6 1 掲色 (10YM/4) 粘土質シルト黒色土をブロック状に少量含む、粘性ややあ り
P7 l 疋黄褐色 (10Y馳/2) シルト

P9
1 疋賀褐色 (10YR4/2) 粘土質シルト黒色とをブロック状に含み、文化物を含L・、お牡ややあり、深さ1∝m

2 電色 (10YR4/4) 葛土質シルト 黒色上をプロック状に少量含む、粘性ややあり、浜さ19cm

1 悟褐色 (10YR3/3) ンルト 責褐色土をブロック状に含む、炭化物、焼土粒を含む

I こぶい黄褐色 (loYR4 3) ンル ト におい責橙色土を少量含む、土器片を含む床下 深さ38cm
場灰色 (10YR4/1) 省i督シルト にぷい難色1を 1ヽアロック猟そ含む、特土蓮臥 、打肋、齢片を含む、Xllややあ,

1 こぶヤ墳褐色 QばRV0 ンルト 黄褐色土、炭化物、焼土粒を多く含む、土器片を多く含む
1 にぶヤ墳褐色住llY財 0 ン,レ ト にぶい黄澄色と、炭イ

`助

、続土粒をブロック状に含と、土器片を含む

2 灰黄褐色 (10YR4/2) ンルト 掟化物、焼土粒を少量含む

どット 土 色 土  性 偏 考

1 灰黄褐色 (10YR4/2) シルト 鞄土、黄協色土をアロッタ枚に多く含し、炭イ肋、焼土辻を歩(含む、粘性ややあ〕

1 黒褐色 (10YR3/3) シルト 下部に黄褐色土をブロック状に含む、

1 黒褐色 (10YR3/2) ンルト 黒色上をプロック状に含む、粘性ややあ り

2 にがい責褐色 (10YR4 3) 省■質シルト ミ色土をブロック状に含む、粘性ややあ り
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No 外 面 底 面 内 面 備   考 写具凶倣 登録沓号

1 S112 床面 土師器 .杯 ロクロナデ 手持ちヘラケズリ ミガキ 黒色処理 Dお0

2 S112 貼床 土師器 イ ロクロナデ 回転系切 り ミガキ 黒色処理 D55

3 S112 土師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 黒色処 J■ D6]

S112 P5 土師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 黒色処理 D57

5 S112 P14 土師器 lTN ロクロナデ ガキ 黒色処理 D63

6 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 341-5

7 土師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 341‐ 6 D67

8 土師器 斐 ロクロナデ ケズリ ケズリ ロクロナデ ロクロハケメ 342‐ 2 D58

9 SI 土師器 甕 ロクロナデ ロクロナデ D59

SI 土師器 甕 ロクロナデ ケズリ ロクロナデ 3423 D64
カマド 土師器 甕 ロクロナデ ロクロナデ D56

S」 貼床 土師器 菱 ロクロナデ ロクロナデ

上師器 菱 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ D62

土師器 巽 ロクロナデ ロクロナデ D53

No 種  別  1        特     徴 長さ (cm)

“

目(cm)1厚 さ (cm) 菫量 (宮 ) 写異 凶倣 登録脊号

土錘      |ミ ガキ  孔径0 5cm 1 380‐ 5 P4

土錐      |ミ ガキ  子し径0 5cna 1 380‐ 6 P-5

No 遺構 機種 種 別  1長 さ (cm)1 幅 (cm)1厚 さ (cm)1 重量 (宜 ) 石 備 考材 写真図版 登録番号

】12 P6 石鏃 (20) (13) 12珪質頁岩 417‐ 5 Kh5

�12 P5 砥石 127 192珪化木 425‐ 7 Kd 56

第32図  S112竪 穴住居跡出土遺物



S113竪穴住居跡

遺構の確認 :F・ G-16～ 18グ リッドで確認した。SD12溝跡、小溝状遺構、ピットと重複しており、本遺構は小

溝状遺構より新しく、SD12溝跡、ピットより古い。

平面形・規模 :平面形は東西4.35m× 南北 4m以上の方形を基調としたものであると考えられる。西壁を基準とし

た方向はN-17° 一Eである。

堆積土 :3層確認された。黒褐色～灰黄褐色系のシルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い西壁で18cmである。床面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としているが、掘 り方底面を直接床面としている部分もある。平坦であ

る。掘り方の深さは床面から5～20cmで、住居跡の西側、特に西壁際が深くなっている。

周溝 :遺構検出部分では検出されなかった。

柱穴 :床面で 6個のピットが検出された。何れのピットにも柱痕跡は認められなかった。規模や配置からP2。

3・ 4・ 5が柱穴の可能性がある。P7は床面下で検出されたものである。

S113

日
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十
乳

Ｔ
〕畔
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日

卜ど些■930m

平猛 ③P7

層位 土    色 土 性 備 考

ユ 暗褐色 (10YR3/3) シルト

2 灰責褐色 (10YR4/2) ンルト 驚褐色土、黒色土をブロック状に少量含む

3 黒褐色 (10YR3/2) シルト 雲色上をプロック状に含む

4 灰黄褐色 (10YM/2) ンル ト 炭化物、焼土粒を含む

5 にぶい黄褐色 (loYP4/3) 粘土質シルト 炭化物、焼土粒を多く含む、粘性ややあり

6 灰黄褐色 (10YR4泡 ) シルト 黄褐色土をブロック状に含む

7 え黄褐色 (10Y酌/2) シルト え化物、焼土を含む

にぶい褐色 (15YR「D3) シルト 売上を含む

9 陽色 (75YR4/3) ンルト え化物、焼土ブロックを多 く含む

貼床 10 灰黄褐色 (10YR72) 省土質シルト 驚褐色上、炭化物を含む。粘性ややあ り

11 協灰色  (10YR4/1) 露褐色土を多 く含む。粘性ややあり

土    色 土  性 幅 考

ユ 灰黄褐色 (10YR4″ ) 粘土質シルト粘性ややあり

2 掲灰色 (loYRワ ll 粘土質ンルト 黒色土をブロック状に含む、粘性ややあり

にぶい蓑褐色 (10YR,0 粘土質シルト 黒色土をブロック状に含む、粘性ややあ り

掲色 (10YR74) 省土質シルト 黒色上をブロック状 1こ 含む、粘性ややあ り

にぶい貢褐色 (10YR5/3) 七土質シルト ミ色上をプロック状に少量含む、粘性ややあり

にぶい貢鴇色 (ltYR4/3) 省■質シルト ミ色土をプロック状に少量含む、粘性ややあ り

灰黄褐色 (loYR5/2) ンルト こぶい貢褐色上を少量含む 深 さ12cm
灰責褐色 (10YRν2)

=ぶ
い黄褐色土を少量含む、床下で検出 深さ10cm
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カマド:北壁中央やや西寄りに付設されている。燃焼部、煙道部が検出された。煙出しピットは削平のためか検出

されなかった。燃焼部は幅55cm、 奥行き60cmで、住居跡北壁から外側へ張り出している。側壁の手前部分は左側

の袖が壁から10cm、 右側の袖が 5cm程度残存して床面に張り出している。燃焼部の手前側の床面から焼け面が観

察され、側壁および奥壁が火熱を受けて赤変している。煙道部が検出されたのは長さ20cmと 短い。幅は18cm、 深

さは4cmである。カマ ドの掘り方は燃焼部手前から煙道部にまで達している。

その他の施設 :カ マド右脇の壁際に検出されたPlが住居内の位置、規模等から貯蔵穴であると考えられる。

出土遺物 :堆積土中および床面、カマ ド、ピット、掘り方埋土から土師器、須恵器、石器、石製品が出土している。

特に東側の床面から須恵器郭が 3点重なって出土している。そのうち土師器奏 1点、須恵器杯 4点を図示した。

)                        10Cm
L― L― ― ―   (1/3)

第34図  SI刊 3竪穴住居跡出土遺物

SI刊 4竪穴住居跡

遺構の確認 :F・ G-14～16グ リッドで確認した。S112竪穴住居跡、SK18土坑、SD12溝跡、小溝状遺構、ピットと

重複している。本遺構は全ての遺構より古い。位置的にS120盟穴住居跡と重複関係にあるものと考えられるが、直

接の重複は確認できなかった。遺構は平成 5年度・ 6年度の調査区にまたがって検出され、調査区間に断絶が認め

られる。

平面形・規模 :平面形は東西5.05m× 南北5。45mのやや歪んだ方形であるが、南辺が広くなっており、南東コーナー

が隅丸状になっている。西壁を基準とした方向はN― O° ―Eである。

堆積土 :6層認められた。 3層上面で小溝状遺構、ピットが掘り込まれており、 1、 2層はS112竪穴住居跡構築以

前に埋められた土層であるものと考えられる。

壁 :壁高は残存状況の良い東壁で47cm、 1年次分では南壁で42cmである。床面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦である。掘 り方は住居跡全面に認められ、掘り方の深

No 種別 器種 外   面 底    面 内    面 偏   考 写真図版 登録番号

l 土師器 菱 ロクロナデ ケズリ 回転糸切 り ロクロナデ 342-4

2 須恵器 郭 ロクロナデ ヘラ切 り ロクロナデ 342-6

3 買恵器 不 ロクロナデ ヘラ切り ロクロナデ 墨書あ り

S113 須恵器 郭 ロクロナデ ヘラ切り ロクロナデ 342-8

5 S113 買恵器 辱 ロクロナデ ヘラケズリ ヘラケズリ ロクロナデ 34歩 11 E望
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ピット計測表 (cm)

層 llf No 土 色 土  性 備 考

I にぶい黄褐色 (loYR4 3 こぶい貢橙色土を小プロック状に少々含む

2 にぶい費褐色 (10YR4 0 シルト こぶい貢種色上を多 く含む、焼土、粘土少々含む

3 にぶい黄褐色はOYR4/0 シルト
灰黄褐色土シルトをプロック状に含み、にぶい黄橙色土

を多く含み、酸化鉄を含む、人為的堆積上の可能性 ?

4 にぶヤ墳褐色 (10YR4治 ) シルト え黄褐色土シルトをオヽプロック状に含み、黄橙色を多く含む
5 にぶい貰褐色 (10YR4お ) シルト 灰黄禍色土シル トを多 く含む

6 にぶい賓禍色 (10YR4 3) シル ト 医貢褐色土シルトを多く含む、焼土を部分的に合む

カマド
にぶヤ域褐色 (1叫 R4お ) ン,レ ト え化物、焼土を多く含む、釉石あり、釉石の掘り方か?

8 にぶヤ墳橙色 tllYR6 3) ンル ト 炭化物、焼土を小ブロック状に含む、カマドの掘り方か ?

貼床 9 にぶヤ墳褐色 Qば RrD//3) にぶい黄橙色上、焼土を少量含む

にぶい蓑澄色 住働R,0 シルト 医黄褐色土をブロック状に含む

No 土 色 土 性 幅 を

Pl
灰黄褐色 (10YRク2) シルト にぶい黄橙色土、酸化鉄を多く含む

灰黄褐色 (10YR5/2) ンルト にぶい黄橙色土を少量含む、炭化物を含む

におい賓褐色 (10YR5/3) シルト にぶい黄橙色上を含む、土器片を含む

医貢褐色 (10YR5/2) シル ト にぶい責橙色上を含む

にぶ峨 褐色 住OYR5/0 シル ト にぶい黄橙色土、炭化物を含む

灰黄褐色 (10Y恥/2) シルト にぶい責栓色上、炭化物を含む

P5
にぶい黄褐色 (loYR「D/3) シルト にぶい黄橙色上を含む

灰黄褐色 (10Y誦/2) ンルト にぶい黄橙色土、炭化物を少量含む

P6 におい責褐色 (10YR5 3) シルト 灰黄褐色土、砂を含み、土器片を含む

柱痕

褐灰色 (10YR5/1) シルト にぶい黄橙色土を含む

天責褐色 (10YR4/2) シルト にぶい黄橙色土を少量含む

P9 灰黄褐色 (10YR4/2) にぶい黄橙色上を含む

灰黄褐色 (10YR4/2) シルト にぶい黄橙色土を含む層位 No 土 色 土  性 備 考

カマ

1 にぷい黄褐色はOYR4/0 シルト
灰責褐色シルトを小プロック状に含み、黄橙色

土を多く含む、又焼土プロックを含む

2 にぶい賞褐色 tOYR48 シルト
灰黄褐色ンル トを小プロック状に含み、黄橙色

土を多 く含む、又炭化物を少量含む

3 にぶい費褐色 (10YR4お ) ル ト
灰黄褐色シルトを小プロック状に含み、黄橙色

土を多く含む、又炭化物、焼土を多く含む

4 悟褐色 (75YR4/3) ル ト 炭化物、焼上、灰炭を多く含む、 (カ マ ド内堆積物)

5 引赤褐色 (5YR5/8) 暁土プロック

第35図 S114竪穴住居跡
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さは床面から5～25cmで、住居跡の壁際が深くなっている。

周溝 :平成 5年度の調査では遺構検出部分で検出されなかったが、平成 6年度の調査部分で検出されている。幅15

～25cm、 床面からの深さは 3～ 5cmである。

柱穴 :床面で12個のピットが検出された。Pl・ 2。 3・ 4・ 5。 8

Pl・ 2・ 3。 4が柱穴の可能性がある。また、P5についてもカマ

る。P7は床面下で検出されたものである。

カマ ド:北壁中央に付設されている。燃焼部・煙道部が検出された。

欝蠍
(1/め

・ 9に柱痕跡が認められた。規模や配置から

ドの反対側の位置にあり、柱穴の可能性があ

煙出しピットはSD12溝跡による削平のため

No 種別 器種 外 面 内 面 備   考 写真図版 登 録脊号

l 土師器 郷 ヨコナデ ケズリ ミガキ 黒色処理 337-7 C36

2 土師器 lTN ヨコナデ ケズリ ミガキ 黒色処理 337-5 C31

3 土師器  鉢 ヨヨナデ ケズリ ミガキ ミガキ 黒色処理 337-17 C30

土日市器  鉢 ヨコナデ ハケメ ケズリ ヨコナデ・ヘラナデ 33416 C‐27

5 上召市器  発 ヨコナデ ,ハケメ ヨコナデ・ナデ オサエメ C32

6 土師器 甕 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ ハケメ 338‐ 6

7 土師器 疑 ヨヨナデ ハケメ ミガキ ナデ ヘラナデ 338‐ 7

8 弥生土器 不明 二本一描沈線 B23

第36図 S114竪穴住居跡出土遺物 (1)



検出されなかった。燃焼部は幅40cm、 奥行き45cmで、奥壁は住居跡の壁より15cm程内側に入り込んでいる。燃焼

部の手前側の床面から焼け面が観察され、側壁および奥壁が火熱を受けて赤変している。左側の袖の基部に礫が入

れられている。煙道部が検出されたのは100cmの 長さで、幅は25cm、 深さは10cm、 先端に向かって底面のレベル

は緩やかに上がっている。

出土遺物 :堆積土中および床面、カマド、ピット、掘 り方埋土から土師器、須恵器片、石器・石製品が出土した。

◇ 串 洗)

)             10cm
L__  (1/3)

③
〔
日
Ψ
④

|

0                   10crn

(1/4)

No 遺構 器種 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 は 石   材 備   考 写真図版 登録番号

よ ドリル (27) (08) 06 珪質買岩 4148 Kと2

2 支脚 340 デイサイ ト質凝灰岩 尭けて脆い 425‐ 8 Kよ57

3 S114 3層 槃石器 45 460 安山岩 説石 41伊 10 Kc 12

4 S114 床面 乗石器 158 デイサイト質凝灰岩 集刻礫 41餅 12

5 SI 2層 P4 礫石器 57 240 安山岩 改石 4199
6 SI 礫石器 750 安山岩 婚石 41>13

7 掘 り方 礫石器 1195 安山岩 凹石 磨石 421望 【c40
8 SI 礫石器 6 220 デイサイ 凹石 Ko13

第37図 S114竪穴住居跡出土遺物 (2)



特にカマド脇の床面から土師器がまとまって出上している。石製品には断面を入角形に整えた、支脚と考えられる

ものがあり、火熱を受けて脆弱化している。そのうち土師器郭 2点、鉢 2点、奏 3点、石製品 1点、石器 8点を図

示した。

S115竪穴住居跡

遺構の確認 :F～ H-24。 25グ リッドで確認した。小溝状遺構群、ピットと重複しており、本遺構は全ての遺構よ

り古い。遺構は後世の攪乱によって、遺構中央部から南半の大部分が削平されている。また、 1年次 。3年次の調

査区にまたがって検出され、調査区間に断絶が認められる。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平面形は東西4.2m× 南北3.7m以上の方形を基調としたもの

であるが、北東コーナーが隅丸状になっている。北壁を基準とした方向はE-5° 一Sである。

堆積土 :5層認められた。 1年次 。3年次で若干の違いがあるが、攪乱部分が水溜状になっていたことと、 1年次

の調査後の道路工事の影響があるものと思われる。

壁 :壁高は残存状況の良い北壁で37cmである。北壁は床面から急角度で立ち上がるが、東壁、西壁は緩やかな角

度で立ち上がる。

o                       2m

日
ｏ
Ｏ
∞
会

日
Ｏ
Φ
∞

　

逼

Φ
∞
傘

生

γ

ミ

土    色 土  性 備 考 oヾ 土    色 土  性 備 考

I 暗褐色 (loYR3/3) 炭化物粒、焼土粒を着干含む、しまり、粘性あ り 1 褐灰色 (10YMノ 1) お土質 ,レ ト黄褐色土をブロック状に少量含む、粘性ややあり

2 黒褐色 (10YR2海) ンルト え化物粒、焼土粒、多く含む、 しまり、粘性あり 2 灰黄褐色 (10YRV2) 竹土質シルト 黄褐色土をブロック状に多く含む、粘性ややあり

3 黒褐色 (5YR2/1) ンルト 3 暗褐色(10YR3/3) 佑土質シルト 黄褐色土をブロック状に少量含む、粘性ややあり

4 にがい黄褐色 12朗Rげ 4) ンル ト 壁の崩落土 灰黄褐色 (10YR5ρ ) 枯性ややあり

逐暗赤褐色 (2うYV2 ンルト 炭化物、焼土粒、灰の層、カマ ド前面の堆積物 5 にぶヤ墳褐色 (10YR4/3) 炭化物、焼土粒を少量含む、粘性ややあり

6 砦褐色 (10YR3/4) ンルト にぶい☆協(10YR5れ )、 蓑褐(101PN5 81ンルトのアロックを含む、しまり、粘tあり 6 ミ褐色 (10YR3/2) 炭化物、焼土粒を多量に含む

7 暗褐色 (ЮYR3/4) シルト にぶい責褐 (10YRV4)、 黄褐 (10YRνOシルトのプロックを含も 7 え黄褐色 (10YRワ 2) 常i督シルト 涜化物、焼土粒を少量含む

置構 土   色 土  牲 傭 考

1 疋責褐色 (10YR4/2) ンルト 焼土粒をわずかに含む

粘土質シルト炭化物、焼土粒を多く含む、粘性ややあり

3 悟褐色 (lllYR3/3) 粘土質シルト 炭化物、焼土粒を多量に含む、粘性ややあ り

4 ミ色 (10YR17/1) 粘土質シルト炭化物層。粘性ややあり

SKl 1 嗜褐色 (10YRプ4) ンルト 趾辻をなし、にぶ↓環禍tOiR5/1'シ ルト、黄協|ばMOシルトのプロック含[

SK2 ユ 瞥褐色 (10YR3れ) シルト t鐵を含む、にぷい黄得隠 Iも シルト、黄褐住OIRν働ンルトのアロッタ含む

黄褐色 (25YR5/4) 抄質シルト カマ ド袖

2 旨褐色 (10YR3/4) シルト こメい黄褐 (10YR5 41シルト、貨褐 (10my8)ン ルトのアロックを合む
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床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦であるが、北西部に段があり西壁際が高くなっている。

掘り方は住居跡全面に認められ、深さは床面から5～ 25cmで、住居跡の壁際が深くなっている。

周溝 :1年次の調査では遺構検出部分で検出されなかったが、 2年次の調査部分で検出されている。幅10～25cm、

床面からの深さは10cm前後である。周溝上端部分が床面より高く土手状になっており、北側では西に向かって幅

が狭くなっている。

柱穴 :床面でピットが 1個検出された。柱痕跡が認められている。規模や配置、柱痕跡が認められたことからPl
は柱穴の可能性がある。その他の柱穴については不明である。

カマド:東壁及び西壁に付設されている。西壁のものは煙道部のみが確認されており、東壁のものより古い段階の

カマドの一部であると考えられる。東壁に付設されているカマ ドでは、燃焼部、煙道部が検出された。煙道部の

先端はピット状になっていない。小溝状遺構による削平のため煙道部の大部分と燃焼部の一部が削平されている。

燃焼部は幅70cm、 奥行き70cmである。燃焼部の床面から焼け面が観察され、側壁および奥壁が火熱を受けて赤変

している。奥壁と煙道部に段差等の明瞭な境はない。住居跡の壁から先端までの長さは1.45mで、先端部分の壁は

オーバーハングしている。幅は削平のため不明である。底面のレベルは先端に向かって緩やかに上がっている。

西壁の古いカマドは煙道部のみが残存している。攪乱のためこの部分の堆積土を除去して床面を検出できなかっ

たため、燃焼部は確認されていない。煙道部の長さは0.8mで、幅は10～40cm、 煙出しピットとの境で深さ30cmで

あるが、煙出しピットとの境は10cmの長さで天丼が残存し、 トンネル状になっている。煙出しピットは35cm×
45cmの楕円形で深さは40cmである。堆積土中には多量の汎化物、焼土粒が含まれている。

その他の施設 :掘 り方底面で 2基の土坑が検出された。何れも堆積土中に焼土を含んでいる。土坑の性格は不明で

ある。

出土遺物 :堆積土中および床面、カマド、ピット、掘り方埋土、土坑から土師器が出土した。そのうち土師器鉢 1

点、奏 2点を図示した。

0                         10cm

― ― ― ― ― ― ― ―
     (1/3)
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S116竪穴住居跡

遺構の確認 :D～ F-14・ 15グ リッドで確認した。S112竪穴住居跡、SD 7・ 8溝跡、小溝状遺構群、ピットと重

塞 三 妻

遺構・層位 種別 器種 外 面 内 面 備   考 写真図版 登録番号

1 上師器・鉢 ヨヨナデ ヘラナガ 33″ 13 C9
2 上師器 霙 ナデ・ケズリ オサエメ ナ デ ミケズリ 33412
3 S115 1層 土師器・奏 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ナデ C-7



複しており、本遺構は全ての遺構より古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平面形は東西4.25m× 南北4.45mの方形を基調としたもので

あると考えられる。南ヨーナーが隅丸状になっている。北壁を基準とした方向はE-28° 一Nである。

堆積土 :2層認められた。黄褐色系のシルト層である。

S116

虔 930m
o                       2m

Ｌ
口
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恥
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恥 tO蝿
剛

No :と 色 土  性 備 考

I 灰黄褐色 (10YR4/2) シルト にぶい黄橙色上を小ブロック状に含む

2 にぶい責褐色 (10YR5/3) シルト にぶい黄橙色土を多 く含む

No 土 色 土  ′l■ 備 考 土 色 土  性 備 考

1 天黄褐色 (10YR4 2) シルト 黄褐色上を小プロック状に含む 天責窃色 10YRV2, シルト

2 にぶい黄褐色 (10YR4 3) シルト にぶい黄橙色土を少量含み、炭化物、土器片を含も 柱痕 え黄褐色 10YR5/2) シルト

1 灰黄褐色 (10YR5/2) シルト にぶい黄橙色上を多 く含む P8 灰黄褐色 10YR7動 シルト 炭化物を含む

2 灰黄褐色 (10YR4/2) シルト にぶい黄橙色土を少量含み、炭化物を含む P9 灰黄褐色 10YR4/2) シルト え化物を含む 深さ14cm
P4 1 灰責褐色 (10YR4/2) ル ト にぶい黄橙色土を含む 深さ5cm 19樋

'

灰黄褐色 10YRV2) ンルト

り

柱痕

灰黄褐色 (Ю YR4/2) ンルト 深さ12cm 柱痕 灰黄褐色 シル ト 央化物を含む

灰黄褐色 (10Y酌 /2) 深さ12cm 灰黄褐色 10YR4/2) にぷい☆橙と上を小ブロック社に含も、能とを少畳含む、粘4ややあり 漂さ13cnl

医黄褐色 (10YR4/2) ンルト え化物を含む 灰黄褐色 10YR4/2) ンルト

柱痕 天黄褐色 10YR5/2) シルト 炭化物を含む

0         2cm

中             (2/3)

No 種   別 長さ (cml 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 材石 備   考 写真図版 登録番号

] 不定形 31 71 瑳質頁岩 417-17 Ka■ 11
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壁 :壁高は残存状況の良い北壁で15cmである。床面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方底面を直接床面としている。平坦であるが、住居跡中央部のレベルがやや低くなっている。

周溝 :検出されなかった。

柱穴 :床面でЩ個のピットが検出された。 P2・ 5・ 7・ 10'12に柱痕跡が認められた。

規模や配置からP2・ 3が柱穴の可能性がある。また、P5についても柱穴の可能性がある。(Plは欠番である。)

カマド:住居跡検出部分では検出されなかった。東壁に付設されているものと考えられ、S112竪穴住居跡によって

削平されたものと考えられる。

出土遺物 :堆積土中および床面、ピットから土師器片、須恵器片、石器が出土した。そのうち石器 1点 を図示した。

S117竪穴住居跡

遺構の確認 :E・ F-21・ 22グ リッドで確認した。小溝状遺構群、ピットと重複しており、本遺構は全ての遺構よ

り古い。

平面形・規模 :平面形は東西2.9m× 南北2.95mの 隅丸方形である。西壁を基準とした方向はN-10° 一Eである。

堆積土 :9層認められた。黒色～黄褐色の粘土層である。

壁 :壁高は残存状況の良い北東コーナー付近の壁で31cmである。床面から急角度で立ち上がる。

鵬 コ 市 市 廿 す す す す 引
2m

卜
　
　
”Ｐ
　
卜
鵠
ヨ

削
劇
削
Ｎ
劇

層位 土    色 土 性 備 考 層位 No 土    色 土  性 備 考

ユ 1 ミ褐色 (10YR3/2) 粘土 暗賞楊 (10YRV6)シ ルト質粘上のプロックが点在する、略性ややあり
カマド

11 票褐色 (10YRν劾 階土 焚化物、焼上を含む、しまりあ り、粘性あ り

2 2 音貢褐色 (10YR6為 ) 粘土 畢褐 (10YR3/2)粘 土をアロッタ状に含む、 しまりややあり、粘牲あり 佑土 え化物、焼土を多畳に含む、粘性ややあり、カマドの崩落と
3 3 零禍色 (10YR3/1) 粘土 しまりあり、粘性あり 煙 道 13 にぶい黄協色 (loY■73) 階土 え化物を含む

4 4 え黄掲色 (10YR7ガ 鮨土 にぶい責禍 はOYRy4)粘土のアロックを含む、しまり、北性あり
屈り方

にぶい黄褐色 (10YRν3) 粘土 具褐 (10Y地/2)粘 土をブロック状に多畳に合む、粘性ややあり

5
5 ミ色 (10YR17/1) 貼土 雫紹 l10YR3/2)格 とを含む、皮化物、続上を含む、しまり、粘牲あり 15 にぶい責褐色 (10YP5/3) 粘土 旱楊 (10Y炒¢)粘上をアロック状に少量に含む、 しまりあり、北性あり
6 こボい黄褐色 (lovR4 3) 粘土 にぷい賞澄 (10YR3ρ )粘上を霜降り状に含む、しまりあり、粘性あり

6 7 にぶヤ墳褐色 (10YR4 3) 粘土 炭化物含む、しまりややあり、粘性あ り

7 8 灰黄褐色 (10YR4 2) 粘土 にぶい黄格tOYRA/1)シ ルト質枯土を籍降〕状に含み、炭化物、峰土、マンオンとを含b Iビツトlfol土 性 1       備   考        I
8 9 灰黄褐色 (10YR4 2) lll土 にぷい費橙 (10YRVOの アロックを含む、 しまりややあり、お性ややあり I Pl l粘土   |にぶい黄橙 (10YR6/3)粘 土粒を少量含む、粘性ややあり       |
9 10 灰責褐色 (10YR4/お lll土 にぷい費褐(10YRlr4)のアロッタを霜降〕状に合b、 焼とを含む、 しま,ややあり
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床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。凸凹がみられる。掘り方は住居跡全面に認められ、深さは

5～ 25cmで壁際のレベルがやや低くなっている。

周溝 :検出されなかった。

柱穴 :床面で 1個のピットが検出されたが、柱穴と考えられるものはなかった。

カマド:北壁中央のやや東寄りに付設されている。燃焼部、煙道部が検出された。煙道部の先端はピット状になっ

ていない。燃焼部は幅40cm、 奥行き50cmである。住居跡北壁から外側へ張り出している。側壁の手前部分右側の

壁面に礫が立てられており、袖が住居跡内に設けられていたものと思われる。燃焼部の床面から焼け面が観察され、

側壁および奥壁が火熱を受けて赤変している。奥壁と煙道部に段差があり、煙道部の長さは50cm、 幅はピット、

小溝状遺構による削平のため不明であるが25cm以上である。

出土遺物 :堆積土中および床面、カマド、掘り方埋土から土師器、須恵器、石器が出土した。そのうち土師器郭 1

点、須恵器郭 1点、長顕瓶 1点、礫石器 1点を図示した。

0                        10cm
L‐― ― ― ― L― ―

―      (1/3)

0                   10Crn

(1/4)

No 遺構・層位 外 面 内 面 備   考 写真図版 登録番号

S117 ヨコナデ ケズリ ミガキ .黒色処理 337‐ 6 C33

外    面 底    血 内    面 備   考 写具凶倣 登録奮サ

2 須恵器 lTN ロクロナデ ヘラ切 り ロクロナデ 34多 9 E6

3 騒恵瀑 壷 ロクロナデ ロクロナデ 342‐ 12 E‐7

No 遺構 層位 種  別 長 さ (cm) 甲畠 (Cm) 厚さ (cm) 重量 石   材 備   考 写真図版 登録番号

l層 礫石器 280 デイサイ ト質凝灰岩 凹石 敲石 41年 14

第42図  S117竪 穴住居跡出土遺物

SI引 8竪穴住居跡

遺構の確認 II～ K-16～ 18グリッドで確認した。SD12溝跡、SX 6性格不明遺構、小溝状遺構群、ピットと重複

しており、本遺構は小溝状遺構群より新しく、他の遺構より古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平面形は東西4,7m以上×南北 5m以上の隅丸方形を基調と

したものであると考えられる。北壁を基準とした方向はE-9° ―Sである。

堆積土 :7層認められた。黒褐色～褐色の粘土質シルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い南西部で1lcmである。周溝底面から急角度で立ち上がるが、緩やかに立ち上がる部分

もみられる。



床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦である。掘り方は住居跡全面に認められ、深さは 4～

24cmで壁際が溝状に低くなっている。

周溝 :住居跡検出部分では全周している。幅18～30cm、 床面からの深さは 4～10cmで、南西部分が深くなってい

る。
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層 位 No 土 色 土  牲 備 考 層位 土 色 土  性 備 考

I 暗掲色 (75YR3/4) え化物、焼土粒、マンガン粒、しまりややあり、粘性あり 周溝 8 暗褐色 (10YR3/4) 災化物少量、粘性ややあ り

2 黒褐色 (75YR3/2) 背■旨シルト え化物、焼土粒、多量。しまりややあり、粘性あり
9
暗褐色 (loYR3/4)

古土質シリレト

3
暗褐色 (10YR3ん )

粘土質シルト 災化物、少量、 しまりややあ り、粘性ややあ り
賠オリーブ褐傾必蔑 33

褐色 (10YR4れ )

ピット計測表 (cm)4 掲色 (10YR4た ) も土質シルトしまりややあり
5 者褐色 (75YR3/3) も土資シルト炭化物、焼土粒、少量、しまり、粘性ややあり
6 雫IB色 (75YR3/2) 右土質シルト 莞イヒ物多豆、焼上プロック、協色 (101R46)粘 土籍降り、粘性あり

暗褐色 (loYR3/3) ンル ト 粘性ややあ り

No 土 色 土  性 顔 考 土 色 土  性 傭 考

Pl

1 黒褐色 (10YR3/1) と土瞥シルト ｀
浮″賜〔
Z毎
年洋募春係

F,と
Υィ幅F維ね鈴鑽名 にぶい資禍色 (10YR4 3) シルト 深さ19cm

2 褐色 (10YR4/4) シ,レ ト 灰黄褐色 (loY砂鬱)粘土質シルトを小ブロッタ状に含む、粘性ややあり 周色 (10YRク 4) 監土質シルト 階褐色 (10YRy3)粘 土質シルトアロック、炭化物を含む 深さ1随n
3 黄福色 古土賃シルト灰責褐色 (10Y酌 2)粘土質シルトを小アロッタ状に含む、格性ややあり 桂痕 疋貢禍色 l10YR42) シ,レ ト 焼土粒 を含む、深さ18cm
4 雫褐色 シ,レ ト 疑花妨|∪濯Υ篭を魯きⅢ訴杵冬無復7 )殷脳り 褐色 (10YR4/4) 粘土質シルト え化物、焼土粒若千含む 深さ33cm
I 黒褐色 10YR2泡 ) 古土賀シルト 災化物多量、粘性あ り

柱痕
褐灰色 (loYR4/1)

ル ト 炭化物、焼土粒を含む、深さ33cm
2 暗褐色 10YR4/3) シルト 天化物多量、粘性ややあり 褐色 (loYR4/4)

柱痕

褐色 (loYR4れ ) 暗掲 (10YR3 3)粘 ■質シルトプロックを含む、深さ31cm オリーブ褐色 (25Y4浴 ) シルト 郎と鉄、炭化物、暗オリープ褐色(2評囲)シルトブロックを含む 深さlscm
にぶ輯 褐色 住OYR4 3)

ル ト 深さ31cm
柱痕 ヒ赤褐色 (25YR3/2) シルト 深さ15cm

を褐色 (10YR3/3) 営褐色 (10YR3ん ) 粘土質シルト浜さ19cm

柱痕

褐色 (10Y馳 /4) 粘土賢シルト暗褐 (10YR3/3)粘 土質シル トを含む、深さ12cm
柱痕

悟IFJ色  (10YR3/3)
シルト 深さ19cm

lB色 (10YR4/4)
シ,レ ト 深さ12cm

匂色 (10YRク 6)

暗褐色 10YR3/3) 暗褐色 (loYR3/4) 祐土質ンル 栗さ19cm

)鯛 り,

柱痕

褐色 (75YR4/3)
粘主質シルト炭化物、焼土を含む

柱痕 暗褐色 (10YR3/3) シルト 深さ19cm
褐色 (10YRワ4) 黒褐色 (75YR3/1) 粘土質シルト
1彗 tB色  (10YR3/3) シルト 炭化物を含む
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柱穴 :床面で16個のピットが検出された。Pl'3・ 4・ 5・ 7・ 8・ 9・ 10。 11に柱痕跡が認められた。配置、

規模等からPl・ 10あ るいは11が柱穴と考えられるが、その他の柱穴は不明である。P17は床面下から検出された。

カマド:住居跡検出部分では検出されなかった。東壁に付設されているものと考えられ、SX 6性格不明遺構によ

って削平されたものと考えられる。

出土遺物 :堆積土中および床面、周溝、ピット、掘り方埋土から土師器、須恵器、石器が出土した。そのうち土師

器郭 1点、石製品 1点、礫石器 1点 を図示した。

0                          10Crn

―

―

― -3   (1/3)

も
2

0          10cm
(1/4)

遺構 層位 種別 器種 外    面 底    薗 内    面 備   考 写真図版 登録番号

1 土師器 杯 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 黒色処理

No 遺構 層位 種  別 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 石    材 備   考 与暴 凶倣 登録番号

2層 槃石器 21 珪化木 砥石 420‐ 1 Kc 20

3 礫石器 デイサイト 磨石 敲石 Kc 41
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S119竪穴住居跡

遺構の確認 :KoL-14～ 16グリッドで確認した。遺構は西側のみが確認されていた。東側に調査区を拡張したが、

遺構はさらに東側の調査区外へ廷びている。SD14溝跡、SK25土坑、小溝状遺構群、ピットと重複しており、本遺

構は小溝状遺構群より新しく、その他の遺構より古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平面形は東西3.35m以上×南北4.45mの隅丸方形を基調とし

たものであると考えられる。西壁を基準とした方向はN-5° 一Eである。

堆積土 :4層認められた。暗褐色～黒褐色のシルト～粘土質シルト層である。層No.1の下部に灰白色火山灰が含

まれている。全体に炭化物、焼土が多く含まれている。

壁 :壁高は残存状況の良い北西部で21cmである。床面から急角度で立ち上がるが、南東部では緩やかに立ち上が

る部分もみられる。

床面 :掘 り方底面を直接床面としている。平坦である。

周溝 :住居跡検出部分では西壁際のみで検出された。西辺中央部で途切れるが北西コーナーからPlまで約300cm

の長さで検出された。途切れた部分から南側は西壁から離れ、Plと の接続部分では西壁の下端から18cm離れて

いる。幅 7～ 17cm、 床面からの深さは4cm前後である。

柱穴 :床面で 2個のピットが検出された。いずれも柱穴とは考えられず、柱穴は不明である。



カマド:住居跡検出部分では検出されなかった。東壁あるいは北壁に付設されているものと考えられ、調査区外の

東壁に付設されているものかSD14溝跡によって削平されたものと考えられる。

その他の施設 :床面で 2個のピットが検出された。何れも堆積土中に炭化物、焼土を多量に含み、特にP2は壁面

が火熱をうけて赤変している。

出土遺物 :堆積土中およびピットから土師器、須恵器、石器が出上した。

0                       2m
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S120竪穴住居跡

遺構の確認 :H・ I-14・ 15グ リッドで確認した。遺構の残存状況が悪く、平成 5年度の調査区では検出されなか

ったため、西側の状況は不明である。S122竪穴住居跡、SD 7溝跡、小溝状遺構、ピットと重複しており、本遺構

はS122竪穴住居跡、小溝状遺構より新しく、他の遺構より古い。位置的にS114竪穴住居跡と重複関係にあると

考えられるが、確認されなかった。

平面形・規模 :全体の平面形 。規模は不明であるが、平面形は東西4.2m以上×南北3.35mの 隅丸方形を基調とした

ものであると考えられる。北壁を基準とした方向はE-5° 一Sである。

堆積土 :3層認められた。 2・ 3層 はカマド内の堆積上である。

Ｔ
陣
も
ら
日

層位 No 土   色 上 性 備 考

1 薫簡色 (25Y3/2) ンルト 炭化物、焼土粒、層下部に灰EI色火山灰、しまりあり
2 ミ褐色 (25Y3//2) ンル ト 庚化物、焼土粒、粘性ややあ り

3 者褐色 (10YR3/4) ンルト え化物、焼上粒、粘性あり

黒褐色 (10YR2/3) 瑞■管シルト炭化物粒、焼土粒、 しまりややあ り、粘性あ り

5 黒褐色 (Ю YR3/1) ンルト質粘土 炭化物、焼土多量、粘性あり

6
掲色 (10YR4/49 粘土質シ

ルト
炭化物粒、焼土若干、粘性あり

陽灰色 (10YRワ 1)

7 にぷい貢褐色 (10YR4/3, 格土質シルト褐灰 (10YR4/〕 絡土、小アロック、炭化物含tr、 お性ややあり

NIo 土    色 土 性 捕 考

I 暗赤褐色 (5YR3/2) 炭化物、焼上、焼土塊多量

2 掲色 (75YR4/3) 炭化物若干あ り



壁 :壁高は残存状況の良い北壁で 5cmと 残存状況は良くない。底面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方底面を直接床面としている。平坦である。

周溝 :住居跡検出部分では東壁際、カマドの北側のみで検出された。幅30cm、 床面からの深さ8cmである。

柱穴 :床面で 3個のピットが検出された。また、SD 7溝跡底面で 3個のピットが検出され、これらも本住居に伴

うピットと考えられるため、計 6個のピットが検出された。P2・ 4・ 6に柱痕跡が確認され、Pl・ 5は柱痕跡

のみが確認されたものと考えられる。位置的にPlは柱穴と考えられるが、他の柱穴は不明である。

カマド:東壁の南寄りに付設されている。燃焼部、煙道部、煙出しピットが検出された。燃焼部は両袖が検出され

ていないが、幅40cm、 奥行き65cm、 深さ10cmの浅いピット状になっており、住居跡P3に よって一部壊されてい

る。燃焼部には焼け面は観察されなかった。奥壁と煙道部に段差があり、煙道部の長さは30cm、 幅は30cmで先端

に向かって細くなる。煙出しピットは後世のピットに削平されているが30cm× 60cm以上の楕円形で深さは20cmで

ある。

その他の施設 :床面で検出されたピットのうちP3は多量の炭化物、焼土粒が含まれており、カマドに関係する施

設の可能性がある。

出土遺物 i堆積土中およびカマド、ピットから土師器、須恵器、石器が出土した。そのうち土師器甕 2点、須恵器

蓋 1点、奏 1点 を図示した。

土器
注 940m

No 土    色 土  ″l■ 備 考

1 にぶい黄禍色 (10YR6 4) 粘土質シルト え蓑褐也 (loYR4/2)粘 土質ンルトを小アロック状に含む、焼土辻含む、粘性ややあ,

2 営褐色 (10YR4/3) シルト 庶黄褐色 (10Y勘ワ)粘土質シルトを小アロック状に含む、攪と粒含む

3 にぶい賞褐色 (10YR514) シ,レ ト

え責褐色 (10YR4/2) シルト え化物、焼土、大型須恵器片、土師器等、土器片を含む

5 褐色 (10YR4/4) ル ト え化物、焼上を若千含む

土   色 土  性 備 考

灰褐色 (10YR5/2) 粘主質シルトにパい黄橙はOYR7/4}粘 土質シルトをアロック状に含む、粘性ややあ,、 漂さhm

褐色 (10YR4/4) 告主質シルト プロツク状に混入、粘性ややあ り、深さ12cm

灰黄褐色 (10YR5/2)
粘土質シルト

にぶい責褐色 (10Y障た,

l 暗簡色 (10YRク3, シルト 炭化物、焼土粒土器片を含む

2 掲色 (loYR74) シルト 売上粒含む、土器片あり

3 褐色 (10YR4/4) シルト 尭土粒、部分的に含む

掲色 (75YR4/4) 粘土質シルト 七性ややあ り

灰貰褐色 (10YRワ 2) 土質ンルト ぷ,瑣置90Y酔り格上質ンルトアロックを少し含む、猫性ややめ,、 深さ餃]

灰責褐色 (10YRV2) 粘土質シル こがい☆活(10YP7れ )粘土質シルトを少し含む、粘せややあり、派さ4“m

柱痕

灰褐色 (10YR5/2) 粘土賀シル ぷい黄橙(10YR″ 4)粘上質シルトをアロッタ状に含b、 粘性ややあり、漂さ4髄n

鶴灰色 (10YR5/1) 粘土質シルト炭化物を含む、深さ43cm

No 土    色 土  性 偏 を

周滋 灰黄褐色 (10YRV2) 粘土質ンルト炭化物を少量含む

第46図  S120竪穴住居跡
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S12刊 竪穴住居跡

遺構の確認 :」 ・K-13。 14グ リッドで確認した。S123竪穴住居跡、SD 7溝跡、SK30。 35。 36。 37土坑、小溝状

遺構、ピットと重複しており、本遺構はS123竪穴住居跡、小溝状遺構より新しく、その他の遺構より古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平面形は東西3.3m× 南北4.6m以上の隅丸方形を基調とした

ものであると考えられる。北壁を基準とした方向はE-2° ―Sである。

堆積土 :4層認められた。 2・ 3層はカマド内の堆積土である。

壁 :壁高は残存状況の良い西壁で 8cmと残存状況は良くない。底面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦である。掘り方は住居跡中央部を除く西半部に認めら

れ、深さは4～20cmで北側が低くなっている。

周溝 :住居跡検出部分では南壁際、カマ ドの部分を除いて全周している。幅15～ 20cm、 床面からの深さは 3～

10cmである。東側の周溝は住居跡東壁から5～ 10cm離れている。

柱穴 :床面で 8個のピットが検出された。また、SK36土坑底面で 1個のピットが検出され、これも本住居に伴う

外   面 底    面 内    面 備   考 写真図版 登録番号
1 S120 土師器 斐 ロクロナデ ケズリ ナデ ロクロナデ
2 S120 土師器 甕 ロクロナデ ケズリ 回転糸切 り ロクロナデ
3 S120 須恵器 蓋 ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ 343ワ E ll

4 S証20 ロクロナデ ナデ ,波状文 ロクロナデ ナデ 当て具痕 343‐ 1

第46図 S120竪穴住居跡出土遺物



ピットと考えられるため、計 9個のピットが検出されたことになる。P3・ 4。 6・ 7・ 8'9。 10に柱痕跡が確

認された。配置、規模からP3・ 4・ 6は柱穴と考えられるが、他の柱穴については不明である。P5は床面下で

検出され、P4と 重複している。

カマド:東壁の南寄りに付設されている。燃焼部、煙出しピットが検出された。燃焼部は両袖が検出されていない

ため規模は不明だが、幅55cm、 奥行き10cmで住居跡東壁から外側へ張り出している。燃焼部と考えられる場所に

浮と940m

P3   Pl  

「

940m

ｇ
ｏ
、
９
ｄ
一

勇

層位 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色 (10YR3/2) シルト 炭化物、焼土粒を含む、灰白色火山灰を含む

2 灰黄褐色 (10YR4/2) 結十留ンルト 多量の灰、炭化物、焼土粒含む、粘性ややあり

3 褐色 (10YR4/4) シ,レ ト 焼土粒を少 し含む

周溝

4 灰黄褐色 (10YR4カ ) シ,レ ト にぶい貨橙 (10YR6/4)シ ルトをアロック状に少し含む、埋土か?

5 にぶい黄楊色 (10m4/3) ル ト 炭化物を多量に含む、土器片を含む

6 黒褐色 (10YR3/2) ンルト にぶい黄橙 (10YR6 4)シ ルト小ブロック含む (崩落土 ?)

7 にぶい貰褐色 (10YR4 3) ンル ト え化物、焼上を含む

柱痕

8 著褐色 (10YR3れ ) ンル ト え化物、焼土多い、粘性ややあり

9 暗褐色 (75YR3/3) 省十旨シルト え化物、焼土多い、粘性ややあ り

黒褐色 (10YR3/2) シルト こぶい蓑橙 (10Y鶴ヽ )シ ルト、炭化物、焼土、土器片を含む

11 にぶい黄褐色 l10YRV3) ンルト 涜化物、焼土少し含む

暗褐色 (loYR3/2) 粘土質シルト え化物、焼土多い、粕性ややあり

ビットК No 土 色 土  性 備 考

1 叉責褐色 (10YR4泡 , シ,レ ト 炭化物、焼土あ り、粘性ややあ り

2 黒褐色 (25Y3/2) シ,レ ト 炭化物、焼土多い、 しまりややあ り

3 黒褐色 (25Y3ρ ) シルト 炭化物、焼土あ り、粘性ややあり

4 オリープ褐色 (25YV4) 油土貿シルト炭化物、粘性ややあ り

にぶ噛 褐色 は瞬R43) 祐土質シルト 暁上を多く含む、粘性ややあり

2 暗褐色 (10YR3/3) 焼土を少 し含む、粘性ややあ り

3 にぶヤ墳褐色 (10Y硝/0 粘性ややあ り

柱痕

暗褐色 (10YR3/4) ンルト 灰黄褐 (10Y馳2)シ ルトを含む、炭イヒ物、焼土多く含む

暗褐色 (10YR3/4, ンルト 炭化物、焼土、マンガン含む

り

柱痕

にパい黄褐色 tllYRν 0 粘上質シルト協 (10YR開 )ll上質シルトをアロック状に含む、粘性ややあり、浜さ駿m

暗褐色 (75Y3/4) 粘土質シルト協 (10Y誦れ)粘土質ンルトをブロック状に含む、粘性ややあり、派さ2cm

り

柱痕

にぶい黄褐色 (10YR34) シルト 炭化物、焼土含む、 しまりややあ り、深さ15cm

陪灰黄色 (25Y4/2) ンルト 炭化物、焼土含む、深さ15cm

闘 り

柱 痕

こがい黄褐色(10YR3/4) シル ト 深さ25cm

懸灰黄色 (25Y4/2) シルト しまりあり、深さ25cm

柱痕

こおい養褐色 (10YR3れ ) ン,レ ト 深 さ17cm

暗灰黄色 (25Y4カ ) しまりあり、深さ17cm

104H,

柱痕

オリ…ブ褐色 (26YV4) 粘土質シルト しまり、粘性ややあ り、深さ24cln

黒色 (10YR2/2) 粘土質シルトオリーブ掲96Y4れ)粘土貿シルトをブコッタ状に含む、粘性ややあり、派さ加m
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は幅65cm、 奥行き90cmの焼け面が観察されている。煙道部はSK35土坑によって削平され検出されなかったが、煙

出しピットの先端部が検出されている。検出された長さは25cm、 幅は30cm、 深さ1lcmで先端部が深くなっている。

焼け面の奥側に掘り方と思われるピットが検出された。

その他の施設 :床面中央部 2か所の焼け面が検出された。硬く焼け締まっている状態ではないが、出土遺物のなか

に羽口が見られることから鍛冶関係の痕跡の可能性もある。カマドを挟んで検出されたPl・ 2は位置や規模等か

ら貯蔵穴と考えられる。

出土遺物 :遺構検出面、堆積土中、床面、ピット、ヵマド、掘り方埋土から緑釉陶器、土師器、須恵器、土製品が

出土した。そのうち緑釉陶器碗 1点、土師器杯 2点、甕 1点、羽回 1点を図示した。

6

個
ν

一
　
　
　
　
　
　
／
／／

0                        10cm

(1/働

章ヽ
幸

種別 器種 外    面 底    面 内    向 備   考 写真図版 登録春号

1 と師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 黒色処理
2 S121 検出面 上師器 不 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 黒色処理
3 床面 上師器  霊 ロクロナデ ケズリ ナデ ロクロナデ

S121 検出面 土師器 奏 ロクロナデ ケスリ 回転ヘラナデ

No 遺構 層位 種  類 器  種 特   徴 産  地 時  期
法 通

写真図版 登録番号
口 径 底  径 器  高

5 Wl 陶器 疏 宅北窯か 緑釉 東濃 10C代 か (32) 369‐ 5 1424

No 道構  層位 種   別 特 徴 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 写真図版 登鍬沓号

6 S121 検出面 羽口 ヘラケスリ 了し径 19cm (77) 6` 381-1 Pお

第48図  S12刊 竪穴住居跡出土遺物

S122竪穴住居跡

遺構の確認 :H～ J-13～ 15グ リッドで確認した。S120竪穴住居跡、SD 7溝跡、ピットと重複しており、本遺構

は全ての遺構より古い。また、煙出しピットは後世の攪乱により上部が削平されている。

平面形 。規模 :全体の平面形・規模は不羽であるが、平面形は東西3.9m× 南北3.lm以上の隅九方形を基調とした

ものであると考えられる。西壁を基準とした方向はN-15° 一Wである。



堆積土 :4層認められた。暗褐色～にぶい黄褐色のシルト～粘土質シルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い東壁で32cmである。西壁は底面から急角度で立ち上がっているが、南壁、東壁は緩や

かに立ち上がっている。

床面 :住居跡中央部分は掘り方底面を直接床面としている。壁際周辺は掘り方埋土を貼床とし、その上面を床面と

している。平坦である。掘り方は深さ5～ 15cmで北側が低くなっている。

周溝 :住居跡検出部分では西壁際、南壁際で検出された。幅10～ 20cm、 床面からの深さは 3～ 8cmである。南偵J

の周溝は住居跡南壁から5～ 10cm離れている。

0                      2m。
〇
〇
ヨ

隠
ヾ
ド
ド
ミ

No 土   色 土  性 備 考

1 にぶセ域褐色 (lllYR4 0
味貢褐色 (10YR5/2,ン ル トを小 プロ ツタ状 に含 む、
災化物少量含 む、 (鉄津 あ り)し ま りややあ り

2 J音掲色 (10YR3/3) シルト
医黄褐色 (10YRrD 2)シ ル トを列ヽプロック状に含む、
炭化物、焼土粒少量含む、 しまりややあ り

3 灰黄褐色 (loYR4/2) 省iζシルト 炭化物、焼土粒を含む、 しまりややあり、粘性ややあり
4 こぶい費褐色 (10YR5潟 ) 粘土質シルト褐也伯oYR4/41枯 土質シルトをプロック猟:多 (含む、しま〕ややあ)、 縦ややあ〕僅協落土か1)

え黄褐色 (loYR4/2) ンルト 焼土ブロックを多 く含む

6 え黄褐色 (10YR4/動 ンルト 焼上を小ブロック状に含む

7 懸褐色 (10Y贈/3) 粘土質シルト 炭化物、焼上プロックを多量に含む、粘性ややあ り

こがい貰褐色 はOYRV9 省土質シル 炭化物、焼上を含む、粘性ややあ り

オリーブ褐色 (25Y33)
ンルト

部分的に、炭化物、焼上含む、 しまりあり、粘性やや
ありミ色 (25Y3/1)

哺 土   色 土  性 傭 考

1 悟禍色 (10YR3/4) 炭化物、焼土、多量に含む、粘性あり

2 黒褐色 (loYR3/2) シルト質粘土 炭化物、焼土、多量に含む、粘性あり

3 オリーブ褐色 (25Y4/4) シルト質粘土 炭化物少量含む、粘性あ り

P2
ユ 黒褐色 (loYR3/2) シルト質粘土 炭化物、焼土塊含む、粘性あり

2 オリーブ褐色 9門V0 シルト質粘土炭化物、焼土、Nolよ り大きな塊含む、粘性あり
P3 1 曽褐色 (10YR3/3) 占土質ンルト 演褐lω駒り枇質シルト惨 (含む、脚

`初

、触、側除崎む、縦ややあ

'

岬
練

にぶい貫褐色 l10Y融3) 占土質シルト 演掲tCV馳お粘土質ンルトを夕(含 b、 脚的、綻上、あま,見られない、格性ややあ〕

灰黄褐色 (10YRV2) 唆化鉄を含む、粘性ややあ り

げ

痕

剛

柱

酸化鉄を含む、粘性ややあ り

にぶヤ墳褐色 QllYRン3) 占土質ンルト酸化鉄をやや多 く含む、粘性ややあり

6鶴り
'柱痕

にぶヤ墳褐色 は∝ R「D3) 古土質シル| 酸化鉄を含む、粘性ややあり、

にぶヤ墳禍色 はOYRレ0 と土賓シルト酸化鉄をやや多 く、粘牲ややあり、
7冊リヲ

柱痕

灰黄褐色 (10YRγ 2) 古土質ンルトにがい賓褐 (10釈「D4)粘土質シルトをアロック状に含tr、 粘七ややあり

灰黄褐色 (10YR4胞 ) 古上質シルト 央化物、少量含む、粘性ややあり
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柱穴 :床面及び床面下から7個のピットが検出された。Plと床面下のP3は重複している。P4・ 5。 6に柱痕
跡が確認された。配置、規模からPl・ 4・ 5'6が柱穴と考えられる。
カマ ド:北壁の東寄りに付設されている。煙道部、煙出しピットが検出された。燃焼部はSD 7溝跡によって削平

されているため不明だが、幅50cm、 奥行き35cmのピットがSD 7溝跡の北壁面で検出された。燃焼部の掘り方と考

えられる。煙道部はSD 7溝跡から115cmの長さで幅は25～ 40cm、 深さは17～33cmで先端に向かって細くなり、底

面のレベルは低くなる。煙出しピットは上部が削平されているが、径35cm、 深さ40cmである。

出土遺物 :堆積土中および床面、ピット、掘り方埋土中から土師器、須恵器、石器が出土した。なかでも偏平な礫

石器が住居南辺の周溝に被せたような状況で検出された。そのうち土師器郭 1点、甕 1点、鉢 1点、礫石器 2点 を

図示した。

0                               10cm
l(1/3)

0                         1ocrn

(1/'1)

5

No 遺構 層位 種別 器種 外 面 内 面 備   考 写興凶版 登録番号
1 S122 土師器 杯 ケズリ・ミガキ マメツ ミガキ 黒色処理 337‐ 2 C■ 2

2 土師器 鉢 ナデ ヘラナデ 底面ナデ 337‐ 15 C■ 1

3 S122 上師器 甕 ヨコナデ・ハケメ オサエメ ヨヨナデ ハケメ 底面網代痕 33414

No 遺構 器種 種  別 (cm)長 さ 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石    材 備   考 写真図版 登録番号
S122 床面 礫石器 26[ デイサイト Kc 44

3 S122 礫石器 9( 2欲 デイサイ ト質凝灰岩 牧石 凹石

第51図  S122竪穴住居跡出土遺物



S123竪穴住居跡

遺構の確認 :J～ L-13～ 15グリッドで確認した。調査区の東側を拡張したがさらに東側の調査区外に廷びており、

全体は確認できなかった。S121竪穴住居跡、SD 7・ 14溝跡、SK30。 35・ 37土坑、SX 5性格不明遺構、ピットと重

複しており、本遺構は全ての遺構より古い。

平面形 。規模 :全体の平面形 。規模は不明であるが、平面形は東西4.5m以上×南北5。15mの方形を基調としたもの

であると考えられる。西壁を基準とした方向はN-6° 一Eである。

堆積土 :5層認められた。にぶい黄褐色～暗褐色の粘土質シルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い南壁で37cmである。周溝底面から急角度で立ち上がっている。

床面 :住居跡中央部分は掘り方底面を直接床面としている。壁際周辺は掘り方埋土を貼床とし、その上面を床面と

している。平坦である。掘り方は深さ 5～ 30cmで北側が浅くなっており、南側は一段深くなっている。

周溝 :住居跡検出部分ではカマド部分を除いて検出された。幅15～30cm、 床面からの深さは 6～ 10cmである。

柱穴 :床面で 8個のピットが検出された。SD14溝跡西壁で 1個のピットが検出され、これも本住居に伴うピット

と考えられるため、計 9個のピットが検出されたことになる。Pl・ 2は重複している。また、 P10・ 11も Plと

重複している。P5。 10'11に柱痕跡が確認された。配置、規模からP5と 10あ るいは11が柱穴と考えられる。他

の柱穴は不明である。 P12。 13・ 14は床面下での検出である。

カマド:北壁の中央部に付設されている。燃焼部、煙道部が検出された。煙出しピットはSX 5性格不明遺構によ

って削平されているため検出されなかった。燃焼部は袖は残存していないが、幅90cm、 奥行き100cm、 奥壁の高

さ10cmの底面に段が付 く掘り込みが検出された。掘り込み手前から幅70cm、 奥行き135cmの焼け面が検出され、

掘り込み底面の段の手前に径40cmの硬く焼け締まった部分がみられる。煙道部はSD7溝跡とSX5性格不明遺

構の間で残存部が検出された。幅42cm、 深さは25cmで、検出された長さは80cmであるが住居跡の壁面からの長さ

は140cm以上になる。

その他の施設 :カ マド左脇に検出されたPlは貯蔵穴であると考えられる。

出土遺物 :堆積土中および床面、ピット、掘り方埋土中から土師器、須恵器、石器が出土した。そのうち土師器郭

1点、高杯 1点、甕 4点、須恵器高台付郭 1点、礫石器 1点 を図示した。

S124竪穴住居跡

遺構の確認 :J・ K-12・ 13グ リッドで確認した。S121竪穴住居跡、SK36土坑、SX 5性格不明遺構、ピットと重

複しており、本遺構は全ての遺構より古い。また、位置的にSD 7溝跡との重複も考えられるが、直接の重複関係

は不明である。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平面形は南北3.8m以上×東西3.4mの方形を基調としたもの

であると考えられる。北壁を基準とした方向はE-3° 一Nである。

堆積土 :3層認められた。暗褐色～褐色のシルト～粘土質シルト層である。全体に炭化物、焼土粒を含んでいる。

壁 :壁高は残存状況の良い西壁で12cmである。周溝底面から急角度で立ち上がっている。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦である。掘り方は住居跡全面に認められ、深さは10～

15cmである。

周溝 :住居跡検出部分では検出されなかった。

柱穴 :床面で 5個のピットが検出された。SK36土坑底面で 3個のピットが検出され、これも本住居に伴うピット

と考えられるため、計 8個のピットが検出されたことになる。 P6・ 7に柱痕跡が確認された。配置、規模からP

6・ 7が柱穴と考えられる。他の柱穴は不明である。P9は床面下での検出である。
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修 多ケ″ク笏
層 4ヱ 土 色 土 性 備 考

ユ こぷい黄褐色 (10YR4/3) 粘土質シルト 炭化物、焼土を少量含む、しまりややあり、粘性あり

2 曽褐色 (10YR3/4) 省土賢シルト
反黄褐但OY酌9)粘上質シルトをアロック上に含み、にぷい黄栓(101聯 4)

粘土質シルトを小アロック状に含む、炭十助、焼土、骨を含む、粘性ややあり

3 暗褐色 (10YR3/3) 粘土質シルト炭化物、焼土を含む、粘性ややあ り

4 ら色 (10YRワ 4) 省土質シルト炭化物、焼上を含む、粘性ややあ り
5 ほ褐色 (10YR3/3) 省主質シルト炭化物、焼上を含む、粘性ややあ り
6 こぶい黄褐色 (10Y馳/3) ンル ト 完1ヒ物、焼上、砂岩片 (カマド和石のこわれたものか)を含む

音赤掲色 (10YR3/4) 省土質シルト 暁土、下面に炭化物の層、粘性あ り

8 明赤褐色 (5YR5/6) ンルト 焼土 (下面焼けてしまっている)焼土塊
9 褐色 (75YR4/4) ンルト 沃化物、焼土粒を含む、粘性ややあ り

暗褐色 (10YR3/4) 格土質シルト焼土多量、粘性ややあ り

11

署褐色 (10Y贈/4)

粘土質シルト しまりあり灰責褐色 (10YR4/2)

褐色 (10YR4/4)

土 色 土  性 備 考

1 暗褐色 (loYR3洛 ) 省土質ンル | え化物、焼土を多く含む、粘性ややあり

2 にぷい黄褐色 (10Y磁/3) 七i暫シルト i褐 10iP5お〕砂質シルトを小アロッタ状に含と、郎助、蛇土を含b、 枯性ややあ,

1 暗褐色 (75YR3/4) も土質シルト暁土ブロックを多く合む、粘性ややあり
陽色 (75YR4/4) 炭化物、焼と、灰を多量に含む、粘性ややあり、深さ閉cm

腸色 (75YR4/4) も土質ンルト文化物、焼と、灰を多量に含む、粘性ややあり、深さ24cm
け

痕

調

柱

灰黄褐色 (10YR4/21 Ъ土質シルトにぷt環褐90Y賄れ,粘土質ンルトをアロッタ状に含む、炭イ跡少量、渫さ仙m

灰黄褐色 (loYR4/2) 告土質シルト 暁土をやや多 く含む、深 さ66cm

柱痕

にぶい黄褐色 (10YRン4) 古土質シルトにぶい☆橙位OYR1/1)粘土質ンルトをアロッタ状に含む、粘性ややあり、派さ2“I
にぶい責褐色 (loYRy4) 古と質シル| やや炭化物を多く含む、深さ26cm

11掘り

柱痕

にぶい責橙色 (llYIly4) 古土質シル| 黒協(10YR3/3)粘 土質シルト、小アロック状に含む、粘性ややあり、漂さ削cm

黄褐色 (10YR5/6) 古土質シルト炭化物、焼土少量、粘性ややあり、深さ30cm

ピツト計測表 (cm)

No 6 8 9 14

深 さ 41
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0                        10cm
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―
~―   (1/3)

ｍ

�

No 遺構・層位 外 向 内 面 備   考 写具 凶倣 登録番号

1 S123 土師器  IT ヨヨナデ ケズリ ガキ 黒色処理 C■3

2 土師器・ 高獅 ケズリ ヨヨナデ ケズリ 337-10

3 S123 床面 土師器 発 ヨコナデ ハケメ ハケメ ヘラナデ 積上痕 338‐ 3 C■ 6

4 S123 土師器 整 ヨヨナデ ハケメ ナデ ヨコナデ ヘラナデ 積上反 未面木葉痕 338‐ 4 C■7

5 S123 土師器 菱 ヨヨナデ ナデ ヨコナデ ヘラナデ 338‐ 2 C■5

6 土 H�器 甕 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ

遺構・層位 外 白 底 面 内 面 備   考 写具 凶倣 登録脊号

7 S123 興恵器・高台付郭 ロクロナデ ヘラ切 り ロクロナデ 34歩 14 E>9

No 種  別 長さ (cm) 中冨 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (宮 ) 石 材 備   考 写真図版 登録呑号

8 S123 礫石器 デイサイト 僕核J 磨石 420‐ 3 Kc 22
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カマド:東壁の中央部に付設されている。燃焼部の手前側一部が検出された。燃焼部の奥側から煙道部・煙出しピ

ツトはSX 5性格不明遺構、SK36土坑によって削平されているため検出されなかった。燃焼部の残存部分は幅80cm、

奥行き90cmの範囲で、深さ6～ 10cmの掘り込みとして検出された。掘り込みには炭化物・焼土が多量に含まれて

いた。

その他の施設 :カ マ ド右脇に検出されたP3は壁際に土師器郭が重なった状態で出土しており、貯蔵穴であると考

えられる。また、カマ ドの左側に検出されたP2は多量の戊化物、焼上が含まれ、カマドの方向に向かって浅い溝

が付けられていることからカマドに関係したものである可能性がある。

出土遺物 :堆積土中および床面、ピット、掘り方埋土中から土師器、須恵器、石器が出土した。そのうち土師器郭

6点、高台付郭 6点、甕 2点を図示した。

0                      2m

日
寓
命
瀾
ｎ
　
　
」

層位 No 上   色 土  性 備 考

1 ヒ褐色 (loYR3/3) シルト 炭化物、焼土、 しまり、粘性ややあり

2
褐色 (10YRワ4)

粘土質シルト え化物、焼土少量、しまり、粘性ややあり
暗褐色 (10YR3/3)

3 G色 (10YR74) ンルト 炭化物少量、しまりややあり

阻
棘

4 こぶい責褐色 (1げrR,0 シル ト 灰化物を少量含も、 しまりややあり
5 掲色 (loYR4/4) ン,レ ト 炭化物を少量含む、しまりややあ り

柱痕
6
こぶい黄褐色 (loYR4/3) ンル ト 炭化物を少量含 f」、 しまりややあ り

掲色 (loY馳 /4) シルト 炭化物を少量含む、しまりややあ り

7 灰黄褐色 (loYR4/2) 粘土質シルト炭化物、焼土多量、土器片 (ロ クロ)、 不、多畳、粘性ややあり

8
暗褐色 (10YR3/3)

粘主質シルト炭化物少量、しまりあり、粘性ややあ り
黒褐色 (10YR3/2)

No 土   色 土  性 備 考

I 暗褐色 OYR3/3) シル ト 炭化物、焼土、少量、土器片含む

2 暗褐色 OYR3/4 シ,レ ト 掲色 (loYRク4)シ ル トを含む
P2 暗褐色 10YR3/4 省土質シルト炭化物、焼上、土器片含む、粘性ややあ り

ユ 者褐色 10YR3/3) 省主質シルト え化物、焼上、少量含む、粘性ややあ り

2 雫褐色 (10YR3/2, 省土質シルト虎イヒ物をプロックに含み、土器を多く合も、粘性ややあり

P4
I にぶい黄褐色 (loYR5/3) ンル ト 炭化物、焼土多い

2 掲色 (10YR4/4) 占■督ンルト 炭化物、焼土、少量含む、粘性ややあ り

1 暗掲色 (loYR3/4) ン,レ ト 炭化物、焼土を多く含む、しまりややあり

ユ
暗褐色 (10YRν4)

粘土質シルト
炭化物、少量、 しまりあ り、粘性あ り、掘 り方
理土肇褐色 (10YR3/2)

2 陽色 (75YR4/3) シルト 炭化物、少量、しまり、粘性ややあり
3 陽色 (10YR4//4) ル ト 炭化物、少量、 しまりややあ り
4 営褐色 (75YR3/4) 炭化物、焼上、少量、 しまり、粘性ややあ り

5 :ぶい黄褐色 (lllYR4 3) 粘土質シルト炭化物、灰少量、しまりややあり、粘性ややあり
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茅

0                         10Cm
(1/3)

No 外 面 底 面 内 由 備  考 写真図版 登録香号

1 土師器 郭 ロクロナデ 回転系切 り ガキ 黒色処理
2 土師器 IIN ロクロナデ 子持ちヘラケスリ ガキ 黒色処理

3 土師器 琢 ロクロナデ 手持ちヘラケズリ ミガキ 黒色処理 339‐ 6 D■ 7

S124 土師器・跡 ロクロナデ 手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 339‐ 4

5 S124 土師器・不 ロクロナデ 手持ちヘラケズリ ミガキ 黒色処理
6 S124 土師器 郵 ロクロナデ 回転系切 り ミガキ 黒色処理 339お D21

7 土師器 高台付郭 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 黒色処理 341つ D■ 5

8 S12麹 土師器 高台付不 ロクロナデ 回転系切 り ミガキ・黒色処理

9 S124 土師器 高台付郭 ロクロナデ ガキ 黒色処理 D■8

10 S124 土師器  高台利郭 ロクロナデ 回転糸切 リ ナデ ミガキ 黒色処理 339‐ 7 D20

11 土師器 高台付郭 ロクロナデ ナ デ ミガキ 黒色処理 11 D22

S124 ロクロナデ ミガキ 黒色処理 33併 9 D23

S124 土師器 菱 ロクロナデ ケズリ ロクロナデ ナデ D■0

14 S124 土師器 甕 ロクロナデ ケズリ ロクロナデ ヘラナデ
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S125竪穴住居跡

遺構の確認 :I・ 」-10グ リッドで確認した。S127・ 28

竪穴住居跡、ピットと重複しており、本遺構はS127。 28

竪穴住居跡より新しくピットより古い。

平面形・規模 :平面形は東西2.95m× 南北2.2mの長方形

であるが、西辺 。南辺が僅かに弧状になっている。東壁

を基準とした方向はN-4° 一Wである。

堆積土 :1層のみ認められた。褐色の粘土質シルト層で

ある。炭化物、焼土粒を含んでいる。

壁 :壁高は残存状況の良い北西壁で 6cmと 残存状況は

良くない。床面から急角度で立ち上がっている。

床面 :掘 り方底面を直接床面としている。平坦である。

床面のレベルは北側に向かって緩やかに傾斜している。

周溝 :検出されなかった。

柱穴 :床面で 4個のピットが検出された。全てのピット

に柱痕跡が確認された。配置、規模からP2が柱穴と考

えられる。他の柱穴は不明である。

カマド:検出されなかった。

出土遺物 :堆積土中および床面、ピットから土師器片、

石器が出土した。そのうち礫石器 1コミを図示した。
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No 土    色 土  性 備 考

1
掲色 (10YR4/4)

粘土質ンルト炭化物、焼土粒若干、 しまりややあり
オリーブ格色 (25Y4/3)

ット而 土    色 ■: ↑生 備 老

Pl掘 り方

柱痕

オリーブ褐色 (2昴■れ)
粘土賓シルト しまりややあり、深 さ51cm

褐色 (10YR4/6)

にがい黄褐色 (loY酌3) シルト 深 さ51cm

P2掘 り方

柱 FR

褐色 (10YRク4)
シル ト 深 さ14cm

オリーブ褐色 (25Y4/0

堵褐色 (10YR3/3) シル ト 深さ14cm

P3掘 り方

柱痕

鶴色 (10YR4/4) ンルト 炭化物を含む、粘性ややあ り、深さ45cm

暗褐色 (loYR3/3) シルト 炭化物含む、深さ45cm

P4掘 り方

柱痕

褐色 (10YR4/4)
も土資シルトしまりややあり、深さ16cm

褐色 (10YR4/6)

陽色 (10YR4 4) シルト 榮さ16cm

1

0                  10cm
(1/4)

種  別 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重見 石   材 備  考 写真図版 登録番号

1 礫石器 242 デイサイト質凝灰岩 審石 420‐ 5 Kc 23
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S126竪穴住居跡

遺構の確認 :K・ L-9・ 10グリッドで確認した。遺構

は北側、東側の調査区外に延びており、水路によって削

平されている。S127・ 28竪穴住居跡、SX 4性格不明遺

構、SD14溝跡、 ピットと重複 してお り、本遺構は

S127・ 28竪穴住居跡より新しく他の遺構より古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平

面形は東西 2m以上×南北 3m以上の方形を基調とした

ものであると考えられる。西壁を基準とした方向はN―

5° 一Wである。

堆積土 :4層認められた。暗褐色のシルト～粘土質シル

ト層である。炭化物、焼土粒を含んでいる。

壁 :壁高は残存状況の良い南西コーナー付近で14cmで

ある。床面から急角度で立ち上がっている。

床面 :西壁際周辺は掘り方埋土を貼床とし、上面を床面

としている。その他の部分は掘り方底面を直接床面とし

ている。平坦である。床面のレベルは北側に向かって緩

やかに傾斜している。掘り方は深さ20cm前後である。

周溝 :住居跡北西コーナー付近にのみ検出された。幅15

～20cm、 深さ5cm前後である。

柱穴 :床面で 5個のピットが検出された。全てのピット

に柱痕跡が確認された。配置、規模からP2が柱穴と考

えられ、Plも 可能性がある。他の柱穴は不明である。

P4は柱痕跡のみの検出である。P6は床面下での検出

である。

o                        2m
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⑥
l

○義

③
陀

◎

0                          10Cra

(1/3)

層位 土   色 上  性 備 考

1 暗褐色 (10YR3/3) ンルト 炭化物、焼土粒 を含む、 しまりあ り

2 にぶ�墳褐色 住OY財 3) 粘土質シルト炭化物、褐 (10YR4お )シ ルト霜降り、 しまりあり、粘性ややあり

3 暗褐色 (10YR3/4) シルト 炭化物、焼土池、褐 (10YR476)シ ルト霜llkり 、しまりややあり

4 オリーブ褐色 (25Y44) シ,レ ト 焼土粒若千、 しまりややあり

り方 5 協色 (10YR4/4) ル ト にがい黄橙 (10YR6/4)シ ルトをブロック状に含む

ピットNo 土    色 土  性 備 考

4掘 り方

柱 lR

嗜褐色 (10YR3/3) 粘土質シルト 土器片含む、粘性あ り、深さ34cm

暗褐色 (10YR3/3) 粘土質ンルト炭化物を含む、粘性あ り、深さ34cm

'2掘 り方

柱痕

暗褐色 (loYR3/3) 格土質シルト焼土粒を含む、深 さ38cm

黒褐色 (Ю YR3/2) 括土質シルト焼土粒を掘 り方より多く含む、粘性あり、深さ38cm
)3掘 り方

柱痕

暗褐色 (10YR3/3) 粘
′
性ややあ り、深さ39cm

暗褐色 (10YR3/4) 省土質シルト 院土粒を含む、粘性ややあ り、深さ39cm

P4柱●R 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘性ややあ り、深 さ51cm

No 遭穂 層位 外   面 底   面 内    向 備   考 写真図版 登録番号

1 S126 検出面 土師器 郭 ロクロナデ 回転系切 り ミガキ 黒色処理 33伊 10 D24

No 遺構 層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 車量 (富
'

石    材 備   考 写真図版 登録番号

2 S126 氏石 48 75( 頁岩 IfEか ら転用 426‐ 1 Kd 65

第59図  S126竪穴住居跡出土遺物



カマド:住居跡検出部分では検出されなかった。

出土遺物 :検出面および堆積土中、床面、ピット、掘り方埋土から土師器片、須恵器片、石製品が出土した。その

うち土師器郭 1点、石製品1点 を図示した。

S127竪穴住居跡

遺構の確認 :J・ K-9・ 10グ リッドで確認した。遺構

は北側の調査区外に延びており、水路によって削平され

ている。S126。 28竪穴住居跡、SK40。 41土坑、SX 4性

格不明遺構、ピットと重複しており、本遺構はS128竪穴

住居跡より新しく他の遺構より古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平

面形は東西3.lm以上×南北2.3m以上の方形を基調とし

たものであると考えられる。西壁を基準とした方向は

N-5° 一Wである。

堆積土 :1層のみ認められた。暗褐色のシルト層である。

焼土粒を含んでいる。

壁 :壁高は残存状況の良い南壁で16cmである。南壁は

床面から緩やかな角度で立ち上がっており、西壁は急角

S128竪穴住居跡

遺構の確認 :」 ・K-10グ リッドで確認した。S126・ 28

竪穴住居跡、SX 4性格不明遺構、ピットと重複してお

り、本遺構は全ての遺構より古い。

平面形・規模 :全体の平面形・規模は不明であるが、平

面形は東西2.7m以上×南北0,7m以上の隅丸方形を基調

としたものであると考えられる。南壁を基準とした方向

はE-10° 一Nである。

堆積土 :2層認められた。にぶい黄褐色のシルト層である。

壁 :壁高は残存状況の良い南西コーナー付近で20cmで

ある。床面から緩やかな角度で立ち上がっている。

床面 :掘 り方底面を直接床面としている。平坦である。

0                        2m

層 位 No 土    色 土  性 備 考

暗褐色 (loYR3/4) ル ト にぶい黄橙 (10YR6/4)シ ル トを小ブロックに含む

2 偕褐色 (10YR3/3) も■質シルトにぷい黄怜徹OYR6/4)を小アロック状に含む、炭化物をなむ、粘性ややあり
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度で立ち上がっている。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦である。床面のレベルは北側に向かって緩やかに傾斜

している。掘 り方は住居跡全面に認められ、深さは10～25cmで、中央部がやや浅く壁際が深くなっている。

周溝 :住居跡検出部分では検出されなかった。

柱穴 :ピ ットは検出されなかった。

カマド:住居跡検出部分では検出されなかったが、S126竪穴住居跡と重複する東側に焼土が詰まった窪みが検出さ

れている。壁面の一部が火熱を受けて赤変していることも考えると、カマ ドに関係したものである可能性がある。

出土遺物 :検出面および堆積土中、床面、掘り方埋土から土師器片、須恵器片が出土した。

ω
　
　
Ｔ
Ⅳ

ｏ
Ю
ｏ
ヨ

層位 No i   色 土  性 備 考

1 にぶい貨褐也 (10YM/3) シルト にぶい黄橙 (10YR6/4)シ ル トをやや多 く含む

2 にぶい黄褐色 (10YR513) ンルト にぶい黄橙 (10YR6/4)ン ル トを多く含む

周溝 3 褐色 (10Y融れ ) 性と質シルト こぶい責橙 l10YR6れ )シ ルトを含む、ll性ややあり、周浦

ビット計測表

麗
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周溝 :南壁際に130cmの長さで検出された。幅15cm前後、床面からの深さは 3～ 5cmである。

柱穴 :床面で 1個のピットが検出されたが、柱痕跡は認められず、位置的に柱穴とは考えられない部分にあること

から柱穴とは考えられない。

カマド:住居跡検出部分では検出されなかった。

その他の施設 :住居跡検出部分の東側で、40cm× 25cmの 範囲に焼土がまとまって検出され、焼け面も確認された。

カマドに関係したものである可能性がある。

出土遺物 :検出面および堆積土中、床面、掘り方埋土から土師器片、石器片が出土した。

S129竪穴住居跡

遺構の確認 :L-16・ 17グ リッド東壁の断面で確認し

た。平面では確認できなかった。

平面形 。規模 :平面形は不明であるが、南北の壁の間隔

は2.85mで ある。壁の方向は不明である。

堆積土 :2層認められた。

壁 :断面での壁高は北壁で25cmである。床面から急角

度で立ち上がる。

床面 :掘 り方底面を直接床面としている。小さな凸凹が

みられる。

周溝 :確認されていない。

柱穴 :確認されていない。

カマド:確認されていない。

出土遺物 :堆積土中から土師器片が出土した。

麟 940m

o               2m

S i30竪穴住居跡

遺構の確認 :」 ～L-22～ 24グ リッドで確認した。 S K65・ 66土坑、小溝状遺構群、ピットと重複しており、本遺

構は全ての遺構より古い。また、本遺構東狽Iで検出された円形周溝とも重複関係が考えられ、直接の関係は不明で

あるが形態を考えると本遺構より古いものであると考えられる。

平面形・規模 :平面形は東西5.3m× 4.25mの隅丸長方形であるが、東辺がやや広く、南辺がやや狭くなっている。

東壁を基準とした方向はN-5° 一Eである。

堆積土 :5層認められた。黒褐色～にぶい黄褐色のシルト層である。 3～ 5層 には炭化物、焼土粒、焼土ブロック

を含んでいる。

壁 :壁高は残存状況の良い北壁で39cmである。周溝底面から急角度で立ち上がる。

床面 :掘 り方埋土を貼床とし、上面を床面としている。平坦である。掘 り方は住居跡全面に認められ、貼 り床の厚

層位 土    色 土 性 備 考

1 Πξ褐色 (75YR3/3) 炭イしlv、 明女協 (10YR,8)シ ルトlIを含む、格性あり、 しまりややあり

2 暗褐色 (10YR3/4) シルト 炭化物、焼土粒を含む、 しまりややあ り

3
暗褐色 (10YR3/3) 粘土質シ

ルト
床面の雀み、粘性ややあ り

褐色 (loYR4/4)
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還 41L No 土    色 土  性 備 考 還構 上    色 土  性 備 考

ＳＫ９

０

1 天黄褐色 (10YR5/2) 粘主質シルト灰のブロック、焼土粒を多 く含む 1 暗灰黄色 (25Y72) 粘土質シルト 炭化物含む、焼土ブロック含む

2 又黄褐 (10YR5/2)粘 土質シルトの小ブロック含む、灰層 2 [1の小ブロックわずかに含む、焼土粒含む、灰層

3 え黄褐色 (10YR5/2) 粘土質シルト t191(25Y5/8}砂質シルトブロック、暗協但OTR3'3)シ ルトプロック含む 3 にパヤ域褐色 (10YR4/0 林土貿シルト

Ｋ９

Ｄ

にぶい責褐色 にOYR4/3) 粘■資シルト 炭化物粒含む 1 悟灰黄色 (25Y4/2) 粘主資シルト炭化物含む、焼土ブロック、焼土粒含む

5 こパい黄協 (10VR413)粘土質シルトを小プロック含む、焼土池含む、灰層 2 黒褐色 (10YR3/2) 卜1の小プロツク含む、炭十ヒ物、蛇土地、焼上プロック、非常に多い

6 暗褐色 (10YR3/3) 地i質シルト :ヽい黄褐(10TRI淵 )祐土質ンルトを小アロック含む、文化物lr、 焼土アロック含む
:ぷい衰褐色 (Ю YR4/3) シルト

黄褐 (25Y5/4)(砂 質シルト)の アロック、褐 (10YR4/6)

(シ ルト)の小ブロック、炭化物粒を含む
1 暗灰黄色 (25Y4/2) ll上質シルト 炭化物含む、焼土ブロック、焼土粒含む

2 にぶい☆褐t(10YR5/3) と土質シルト黄協 (25Y開 〕砂貿ンルトの小ブロック含む、炭化勒辻、t■iブロツク含む

3 灰黄褐色 (25Y5/4) ひ質シルト黄褐 (25Y5/4)F/1質 シルトの小ブロック含む、炭化物粒合む

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9

深 さ
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層位 No 土 色 土 性 備 考

1

黒褐色 (10YR3/2)
シルト

にぶい黄褐 (10YR5/4)シ ルト、黄褐 (10YR5お )

シルトの粒子を含む (黄褐 (10YR5/6)シ ルト)黄褐色 (10YR5/6)

2 にぶい貢僑色 (10YR4/3) シルト 黒褐 (10YR3/2)シ ル トのプロックを多 く含む

3 灰責褐色 (10YR4/2) シルト にがい黄褐 (10YR4/3)シ ルトのプロックを含む

4 灰黄褐色 (loYRν 2) シルト 詫化物荘、蛇土柱、携上の小アロッタ、黒色(1,VR3/2)ン ルトのアロックを合む

5 暗褐色 (10YR3/3) ンルト 炭化物粒を含む

周溝 6 にぶい黄褐色 (10YR5/2) シルト
責褐 (10YRν 6)→にぶい黄褐 (10YR3/2)シ ルト

黄褐 (10YRν 8)シ ルトの上ブロックを含む

カマト

7 黄褐色 (25Y5独 ) 砂質シルト災化物粒、焼土ブロックを含も、カマド、天丼部崩落土

8 にパい赤褐色 (5YR4/3) シルト
炭イヒ物プロック、焼土ブロックを多く含む、責協色 (25Yy4)粘土質シ

ルトのアロックを含む、煙道壁、カマド壁、天丼の崩語土(焼土アロック)

9 層

暗褐色 (5YR3/2)
少質シルト炭化物粒、焼土粒を含む

赤褐色 (5YR4為 )

11 暗赤掲色 (5YR3/2) シルト 黄褐(閉Ъ4〕 砂質シルトの小アロック及び、打的泣、焼土アロッタ(粒 )を多三に含b

にぶい責褐色 (10YR5/0 シルト 上面 (暗灰黄 (25Y4/2)と 炭化物)は焼けている、日い

黄褐色 (25Y5/4) 省土貿シルト焼土ブロック、焚化物ブロックを多く含む、煙道壁、天丼の崩落土

貼床

黒色 (10YR2/1) ンルト 炭化物恩、焼土プロックを多く含む、煙遭壁、天丼の崩落土

黄褐色 (25YR5/6) 砂質ンルト
ミ褐(1ば R2/切 シルトのアロックを含む、部T的には費裾儡OYRSお )砂買ンル

トと黒褐僧OIR3/か ンルトが層状に(互層)になっている、日(しまっている

据り力

黒褐色 (10YR2/2) ンルト 灰賞褐 (10YR41/2)シ ルトのプロックをわずかに含む、古い掘り方埋土

17 灰黄褐色 (loYR4/2) ンルト 具 (10YRン 2)シ ルトの小プロックを含む、古い掘り方埋土

にぶい黄褐色 (10YR74) ンルト
罵僧OYR3/2)ン ルトのアロッタを斑になみ、及び女褐 (10YR5お)シ

ルトのプロックを廷に含む、炭化物辻、焼土粒全む (新しい掘り方埋■)

黒褐色 (10YR3/2) ンルト にがい黄禍 (10YM3)シ ルトのアロック含b(新 しい周溝婦り方担■)

遭 格 土 色 土 T4 偏 考

SKl
1 隊褐色 (10YR3/3) シ,レ ト 炭化物、焼土粒を含む

2 こぷい黄褐色 (loYR73) シ,レ ト 炭化物粒含む

SK2

1 疋黄褐色 (10YR4/2) 結と資シルトにがい蓑褐 (10VR5浴 )シ ルトのアロックを含む、炭化物、焼土地を含む

2 僑灰色 (10YR4/1) 粘土質シルト炭化物粒含む

3 にぶい貨褐t l10YR4お ) 祐上質シルト

l 黒簡色 (10YR2/3) 鷺褐(bll嗚 )シルトのアロック含む、炭1助アロツク、炭イ駒寇、焼土アロックを多(含む

1 暗灰黄色 (25Y4/2) lF土質シ,レ トオリーア協 (25Y4/4)ン ルトのアロックを含む、炭化物粒、焼土社を含む

2 暗オリーブ褐色(25Y3/2) 粘土質シルト焼土、灰プロックを多量に含む (灰が多い)

3 黄褐色 (25Y5/4) シルト 炭化物粒、焼土ブロック多ヤ

SK5

1 黒褐色 (25Y3/1) 粘土質シルト オリーア禍 (26Y414)シ ルトのブロックを含む、炭化助匙、焼土辻を台

2
灰層 (住居生活層)ユ、2は住居跡の堆積上、3

の上坑の埋上が、落ち込んで堆積 した層

3 陽色 (10YRク4) 畢綺はOVW3)シルトをブロック状に含む、続iプロツクをわすかに含む

4 にぶい貨協色 (10YR4浴 ) 暁土ブロツクを多く含む

1 暗灰黄色 (25Y4/2) 粘土質シルト 炭化物、焼土ブロック含む、住居跡の堆積上

2 黒色 (25Y3/2) 粘土質シルト オリーブ褐 (25Y4/4)ン ルトのプロックを合む、住居跡の堆積J

3 にパい貨褐色 (loYR5 3) シ,レ ト 炭化物粒、焼土ブロックを含む

オリーブ灰色(あGV〕 帖土質シルト

SK7

1 暗褐色 (10YR3/3) 粘土資シルト黄冊(25Y5お )砂貿シルトのアロック含む、能土ブロック、炭化物を、峰土拉セ多(含む

2 にぶい黄褐色 (loYR,0 北土質シルト
褐 (10YR4/6)シ ルトの小ブロッタ含む、灰黄褐 (10VR4/2)粘土

質シルトブロック含み、炭化物全む、西半分はグライ化している

SK8

1 暗灰黄色 (25Y4/2) 粘土質シルト炭化物、焼土ブロック、焼上粒含む

2 粘土質シルト灰層、11の小ブロックわずかに含む、焼土ブロックを含む

3 にぶい賞褐色 (10YR4/0 粘■質シルト

第63図  S130竪 穴住居跡



さは 5～ 6cmと 浅く、掘り方埋上の下部の状況、掘 り方底面の状況から、本住居跡は北辺を除いた三辺が拡張さ

れていることが判明した。拡張前の規模は東西33～ 3.5m× 南北325～ 3.45mと 考えられ、西辺が幅25～ 30cm、 南

辺が幅25～ 60cm、 東辺では幅35cm以上で周溝状に掘り込まれている部分がある。この部分から西辺では lm、 南

辺では0.3～ 0.6m、 東辺で0.6皿拡張されている。また、住居跡南壁際には幅20～ 30cm、 深さ5～10cmの溝状の掘

り込みが検出された。拡張後の新しい周溝の掘り方と考えられる。

周溝 :カ マ ド部分を除いて全周している。幅は15～ 30cm、 床面からの深さは 4～ 10cmで、南東・南西コーナー部

分のレベルが最も高く北側へ緩やかに傾斜している。また、周溝内の堆積土上面の中央部に幅 4～ 5cmの 落ち込

みが観察された。住居跡の壁面を支える板壁等の痕跡である可能性がある。

柱穴 :床面で 8個のピットが検出された。全てのピットに柱痕跡が確認された。Pl・ 5、 3・ 7、 4・ 8が重複

関係にあり、 P5、  7、 8が新しい。新しいものが外側にあることから重複関係のないP2・ 6についても、P6

が外側にあることから、P6が新しく、P2が古いものと考えられる。柱穴としてはPl・ 2・ 3・ 4と P5・

6'7'8が 組み合うものと考えられ、柱をPl。 2。 3・ 4か らP5。 6。 7・ 8に建て替えたものと考えられ

る。 P10は床面下で検出された。

カマ ド:北壁の中央部のやや東寄りに付設されている。燃焼部・煙道部・煙出しピットが検出された。燃焼部は幅

90cm、 奥行き80cmの範囲であるが、右側の袖はピットによって削平されている。燃焼部の底面に幅45cm、 奥行き

80cmの焼け面が検出された。特に燃焼部の手前側が硬く焼け締まっている。また、側壁全面が火熟を受けて赤変

している。燃焼部奥壁と煙道部の境は段になっている。煙道部は後世の遺構による削平によって残存状況はよくな

いが、長さ105cm、 幅30～ 45cm、 深さは 5～25cmで先端に向かって深くなっており、壁は赤変してオーバーハン

グしている。煙出しピットは径25cm、 深さ45cmである。側壁は赤変している。

カマドの断ち割り精査をしたところ、燃焼部の焼け面が下層でも検出され、 2時期の焼け面が確認された。柱穴

の立て替えに伴ってカマドも作り替えたものと考えられる。

その他の施設 :床面で検出されたP9は カマドの反姑側に位置し、住居跡の出入り口に関する施設のピットである

可能性がある。その他に、床面および貼床下から土坑が検出された。床面からは 5基検出され、SK 2・ 3土坑は

重複しており、SK 2土坑が新しい。SK 5土坑は下部の堆積上の上に人為的に土を入れて埋め戻している。埋め戻

0                          10Crn
(1/3)

斡
ヽ
¨
▽゙

遺構  層位 種別 器種 外 面 内 面 備   考 写真図版 登録番号

ユ と師器 箋 ヨヨナデ ナデ マメツ ヨコナデ ナデ ヘラナデ・積上痕 罠面剥落 338-5
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した土は硬く締まっており、さらに埋め戻した土が落ち込んだ所に住居の床面の上が堆積している。その他の土坑

の堆積土にも炭化物、焼土が多量に含まれている。貼床下から8基検出されている。カマドの左側に 2基、右側に

6基と住居北東部に集中している。SK 6・ 9土坑は新旧 2時期の上坑が重複している。SK 6土坑は床面下 3cm程

で確認された。下部の堆積土の上に人為的に土を入れて埋め戻している。埋め戻した土は硬く締まっており、さら

に埋め戻した上が落ち込んだ所に住居の貼床の土が堆積している。その他の土坑にも堆積土中に炭化物、焼土が多

量に含まれているものがある。

出土遺物 :堆積土中および床面、カマド、掘り方埋土中から土師器、須恵器片が出土した。そのうち土師器甕 1点

を図示した。

土坑

前述したように古代～中世の土坑だけではなく、Ⅱ oⅢ 区から検出された土坑74基全てについて記述する。なお、

当初は78基の土坑を確認したが、SK 8・ 27の 2基の土坑は、調査中に丼戸跡であることが判明したことから、井

戸跡として扱ったため、この項の記述から除き、SK56・ 57の 2基はピットの重複であると判断されたことから久

番とした。

SKl土坑

E・ F-35'36グ リッドで確認された。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は1.3m× 1.lmの楕円形

で、深さは39cmである。堆積土は単層である。壁は底面から緩やかに立ち上がるが、急角度で立ち上がる部分も

ある。底面はややすり鉢状に凹んでいる。遺物は土器片が出土した。

SK2土坑

D-35グ リッドで確認された。遺構の東側は削平のため西側のみが確認された。平面形は1.85m以 上×1.2mの不

整な長方形を基調としたものであると考えられる。深さは33cmで ある。堆積土は 2層確認された。壁は底面から

緩やかに立ち上がる。底面は平坦であるが、やや南側に傾斜しており、中央が1.5m以上×0.45mで 深さ20cmの溝

状に落ち込んでいる。遺物は土器片が出土した。

SK3土坑

BoC-33グ リッドで確認された。SD 3堀跡、ピットと重複 しており、ピットより古くSD 3堀跡より新 しい。
平面形は1.9m× 1.35mの楕円形で、深さは46cmである。堆積土は 2層確認された。壁は底面から緩やかに立ち上

がる。底面はほぼ平坦である。遺物は土器片が出土した。

SK4土坑

B・ C-31。 32グ リッドで確認された。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は径約 lmの円形を基調

としたものであると考えられる。深さは15cmである。雄積土は単層である。壁は底面から緩やかに立ち上がる。

底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK5土坑

CoD-32グ リッドで確認された。平面形は1,7m× 1.6mの不整な円形で、深さは45cmである。堆積土は単層で

ある。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は出土していない。

SK6土坑

DoE-31・ 32グ リッドで確認された。平面形は1.55m× 1.15mの隅丸長方形で、深さは27cmである。堆積土は

単層である。壁は底面からやや急角度で立ち上がるが、オーバーハングする部分もある。底面は平坦である。遺物

は出土していない。
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遠 構 土 色 土  性 備 考 遺構 No 土 色 土  性 備 考

SKJ 暗灰黄色 (25Y5/2) 粘土雹ンルト酸化鉄、礫、砂を含む、粘性ややあ り 3K10 〕 にぶい黄褐色 (10WiR5 3) 掟化物、酸化鉄を多く含む、粘性ややあり

l 灰黄褐色 (10YR5/2) IL土質シルト皮イと物、木片、砂を含む、グライ化している部分があり、粘性ややあり
3Kll

1 灰黄褐色 (10YR5/2) 粘土質シルト炭化物、種子 (ウ リ?)、 石、砂、酸化鉄を含む、祐性ややあり

2 にパい責色 (25Y6潟 ) グライイとした粘上、磁器片を含む 2 吸黄褐色 10YR4/2) 粘土資シルト黄褐色砂を含み、文化物を少量を含む、粘性ややあり、掘り方

l 音灰黄色 (25YR5/2) 沙質シルト 褐灰 (10YR5/1)ン ル トを多く含む、炭化物を含む SK12 1 黄灰色 (25Y4/1) シルト質粘と 炭化物、黄褐色砂を含む、粘性ややあ り

2 貢灰色 (25Y6/1 駿化鉄を含む、下方がややグライ化している、粘性ややあり 灰黄褐色 ЮYR5海 ) ,レ ト 黒楊色と、耗土アロックを小プロッタ状に含む、骨を多量に含む、炭化物を少量含む

l 懸灰貢色 (25Y5/2) 省十暫シルト 砂、酸化鉄を含み、部分的に炭化物を含む、粘性ややあり 灰黄褐色 10YR5/2) ンルト 暁上を多 く含む、下からの加熟の影響カ

SK5 1 弼灰色 (loYR5/1) 缶i督シルト 炭化物、砂、酸化鉄を含む、粘性ややあり 2 灰責褐色 10YR5/2) ンルト 亀楊色土、炭化物、Fkを多三に含む、焼上を少畳含む、骨を多畳に含む

SK6 1 障灰黄色 (25Y5/2) 粘土質シルト た化物、酸化鉄を含む、下方がややグライ化している、粘性ややあり 灰黄褐色 とOYR4/2) ンルト 炭化物、焼とを含み骨片を少量含む、火熟の影響で非常に固くなっている

SK7 1 暗灰黄色 (25Y5/2) 粘土質シルト 責褐色砂、灰責褐色上を小プロック状に含む、粘性ややあり 婚褐色 (10YR3/3) 協十暫シルト 火熱の影響で焼けている、SK13下の土

SK9 1 髯灰色 (25Y5/1) 七土質シルト 露褐色砂、酸化鉄を含む、粘性ややあ り SK14 l にぶい黄穂色 (10YR4/3) 粘土質ンルト旱褐色上、にぷい黄楊色とをブロックよに台み、酸イと鉄を含む、落性ややあり

SK15
1 灰黄褐色 (10YR5/2) 士土萱シルト酸化鉄を多く含み、炭化物、焼とを少量含む、粘性ややあり

2 黒色 (10YR2/1) 炭化物 反層、暗反黄徹OY聯2)粘土質シルトを極少il含む、粘社ややあり
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SK7土坑

D-31グ リッドで確認された。平面形は1.45m× 1.Omの隅九長方形で、深さは21cmで ある。堆積土は単層であ

る。大部分の壁は底面から急角度で立ち上がるが、緩やかに立ち上がる部分もある。底面は平坦である。遺物は須

恵器片が出上した。

SK9土坑

C-30。 31グ リッドで確認された。位置的にSD13B溝跡と重複関係にあると考えられるが、溝跡が途切れている

ため、新旧関係は不明である。平面形は0.95m× 075mの不整な楕円形で、深さは14cmである。堆積土は単層であ

る。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は出土していない。

SK司 0土坑

C'D-29'30グ リッドで確認された。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は1.05m× 0.5mの不整な

長方形である。深さは 5cmであるが、削平され、南側の壁は残存していない。残存する壁は底面から緩やかに立

ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦である。遺物は出土していない。

SKll土坑

E-27グ リッド、SD 4堀 跡の堆積土上面で確認された。SD 4堀跡より本遺構が新しい。平面形は1.3m× 1.05m

の不整な楕円形の掘り方の内側に、掘り方の北東側に得せて1.lm Xo.85mのほぼ掘り方平面形と相似形の掘り込み

がある。深さは15cmである。堆積土は単層である。壁は底面から急角度で立ち上がる。遺構検出時に壁に沿って

竹製の枠と考えられるものが全周していたが、残存状況が悪く遺構の精査時に取り上げることは出来なかった。底

面は平坦である。遺物は肥前の白磁片、竹製の枠の一部、植物の種子が出土した。

SK司 2土坑

E・ F-25グ リッドで確認された。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は1.35m× 0.6mの隅丸長方形

である。深さは 5cmであるが、壁の立ち上がりはほとんど無い。堆積土は単層である。底面は平坦である。遺物

は須恵器片、土師器片、剥片石器が出土した。

SK13土坑

B・ G-21グ リッドで確認した。ピットと重複しており、本遺構が古い。遺構検出時、中央の焼土が輪郭より上

位で検出されたことから、遺構中央が盛 り上がった形で検出された。ピットによる削平のため、平面形、規模の詳

細は不明だが0.9m× o85m以上の隅丸方形を基調とした平面形であると思われる。深さは15cmである。壁は底面か

ら緩やかに立ち上がっている。壁面は火熟を受け堅く焼け締まっている。堆積土は 3層確認されたが、 1層は焼土

ブロックが含まれ、その状況は下からの火熟の影響を受けた痕跡を示している可能性がある。2層 には焼土粒、灰、

炭化物が多量に混入し、特に骨片が多量に含まれている。 3層 は火熱の影響で非常に堅く締まっている。壁の外側

2～ 3cmま で火熱の影響で地山が赤変している。底面は中央部が溝状に深くなり、東西の壁際が中央より約10cm

浅くなる二段構成となっている。壁同様に火熱の影響で赤変しているが壁ほど顕著に焼け締まってはいない。出土

した人骨は200点以上に及び下顎骨や歯等も見られる。人骨以外の遺物は出土していない。

SK司 4土坑

F-12グ リッドで確認した。S111竪穴住居跡と重複しており、本遺構が新しい。平面形は1.lm× 0.95mの不整な

長方形である。深さは16cmである。堆積土は単層である。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。

遺物は出土していない。

SK15」」元

C・ D-31グ リッドで確認した。平面形は0.95m× 0.55mの 隅九長方形である。深さは41cmで ある。堆積土は 2

層確認され、 2層 は戊化物層である。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は中央部が窪むすり鉢状になってい



る。遺物は出土していない。

SK16」J九

D-30グ リッドで確認した。
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遺構 土 色 土  性 備 考 遺構 No 土 色 土  性 備 考

SK16 1 :ぶい蓑褐色 (10YR4/3) ンルト К責褐色上、貰褐色上を小ブロック状に含み、石を少登含む 〕K23 1 陽灰色 (10YR4/1) シ ル 炭化物、焼上、焼壁片多 く含む

SK17
1 婚褐色 (10YR3/3) ンルト 驚褐色土をプロック状に少量含む

SK24

1 暗掲色 (10YR3/3) シ ル 炭化物、焼土含む、粘性あ り

2 悟褐色 (10YR3/3) シル ト 髯褐色土をブロック状に多量に含む
2
褐灰色 (10YR4/11

シルト 炭化物、焼土塊多く含む、粘性あり
SK18 1 え責褐色 (10YR5/2) シルト こぶい貨澄色とを極少量含み、焼土、酸イヒ鉄を含む、土器を多く含む 黒掲色 (10YR3/1)

SKl(

1 瞥褐色 (loYR3/4) ンルト た化物、黄褐色土を小プロック、焼土塊を含む 3 暗褐色 (10YR3/4) 佑土質シルト 帖性あ り

2 褐色 (10YR4/4) シルト 1 を褐色 (10YR3/3) ンル 災化物、焼土含む、粘性あ り

3 え黄褐色 (loYR4/2) 粘上質ンルト 奪褐色土池を層状に含む炭イヒ物あり、しまりややあり、粘性あり
2
黒褐色 (10YR3/1)

粘土買シルト
炭化物を多く、焼土含む、しまりややあり、粘

性ある4 褐灰色 (ЮYR4/1) 粘土資シルト え化物若千あり、しまりややあり、粘性あり 3K25 陽灰色 (10YR4/1)

1 こぶい貴褐色 (10YRy3) ンルト え化物、焼土ブロック、骨片を含む 3 にぶい黄褐色 (10YR4y3) 粘土質シルト炭化物含む、粘性あ り

こぶい貨褐色 住lVR4埼 ) シルト え化物、骨片を多く含む、焼土を少量含む 4 暗褐色 (10YR3/3) 粘土質シルト炭化物含む、 しまり、粘性ややあ り

3 こぶい責褐色 はOYR5 4) ンル ト 庚化物、焼土粒、骨片を少量含む 黒褐色 (25Y3/2) シルト 炭化物、灰、多 く含む、粘性ややあ り

1 瞥褐色 (10YR3/3) シルト :メ i瑣燈tll肺けシルトアロック、焼上塊儀けた璧〕、炭1助を含む、しま,ややあ, SK26 2 灰黄褐色 (10YR4/2) ンルト 炭化物、焼土少量含む、 しまり、粘性ややあ り

2 砦褐色 (10YR3/4) ンルト え化物粒、焼土粒を含む、粘性ややあり 3 暗灰黄色 (25Y4/2) シルト え化物、灰少量含む、しまり、粘性ややあり

3 にぶい黄僑色 (10YRy4) 粘土質シルト え化物粒、焼土粒を含む、粘性あ り
SK28

I 嗜褐色 (75YR3/3) ンルト 炭化物、焼土粒含む、 しまりあ り

IB/掲 色 (75YR3/3) シルト え化物、骨片を多く含む、 しまりあり 2 雫色 (75YR17/1, 粘土質シルI 炭化物、焼土塊、骨片多 く含む

SK22 2 黒色 (75YR17/1) 粘土質シルト え化物層、炭化物、骨片を多く含む、粘性あり

3 にがい責褐色 (10YR4/3) シルト 炭化物若干あ り、しまり、粘性あ り

第66図 ‖・ Ⅲ区 土坑 (2)
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遺構 No 土 色 土  性 備 考 遭 構 No 土 色 土  性 備 考

SK29
1 ピ褐色 (75YR3海 ) ンルト 炭化物、焼土若干含む、粘性ややあ り

SK35

] 暗褐色 (75YR3/3) 炭化物、焼土、 しまり、粘性ややあり

2 語褐色 10YR3/1 告土質シルト炭化物、酸化鉄含む、粘性ややあ り 2 褐色 (75YR4れ ) 粘土質シルト炭化物、焼土多く含む、しまり、粘性ややあり

SK30

1 壻褐色 OYR3/4) ンルト え化物、焼土粒含む、 しまりあり 3 暗褐色 (75YR3れ ) 炭化物、にぶい黄橙 (1びrR4/6)粘 土を小プロック含tf

2 黒褐色 10YR2/3) シルト 炭十駒、にパヤ噴橙但OYM/0粘主質ンルトアロックを含む、しま,ややあり 暗褐色 (10YR3/4) 省土質シルト焼土抱、にがい貨橙 (10VR4/6)粘とを含む、 しまりややあり、411あ り

3 黒褐色 OYR3/] ンルト 旋化物含む、しまり、粘性ややあり I 悟IIB色 (10YR3/3) シル 炭化物、焼土、 2層、 3層 のブロックを含む
暗褐色 10YR3/4) と土雪シル| 炭化物含む、 しまり、粘性ややあり SK箋 2 黒色 (75YR2/1) ン ル 炭化物 灰層

1 暗褐色 OYR3/3) シ,レ ト 炭化物、焼土、骨片含む、 しまりあ り 3 指鶴色 (10YR3/4) 暁土看十含む

SK31 2 暗褐色 OYR3/4) シルト 炭化物、焼上、骨片多 く含と、しまりあり

SK37

1

1 灰黄褐色 (10YR4/2) 明貨褐 (10YR閉 )シルトを小ブロック状に含む、炭十七物、能上、少二含む

3 にぶい責褐色 (10YR4お ) シ,レ ト 炭化物、焼土少量含む、 しまり、粘性ややあ り 2 黒褐色 10YR2/2) 炭化物、灰多髭に含む

1 雫褐色 (25Y3/2) シ,レ ト え化物、焼土含む、しまりあり 2 3 黒褐色 と土質シルトにぶい費橙 (10YR6/4)シ ルトを小ブロック状に少量含む
SK32 2 黄褐色 (25Y5/3) 暁土、酸化鉄、 しまり、粘性ややあ り 3 黒褐色 10YR2/2) 炭化物、反多畳に含む、明黄掲(101R76)シルトを小アロッタ状に含む、粘性ややあ,

3 暗灰黄色 (25Y4/2) 粘上質シルト炭化物、焼土若干含む、しまり、粘性ややあり 4 5 黒 Itl色 10YR3/1 古土質シルト炭十肋、にパい黄桂但ばR641シ ルトをアロッタ状に多く含む、粘佐ややあ
'I 暗灰黄色 (25Y4/2) シルト 炭化物、焼土、にぶい黄橙 (10YR7/3)シ ルトブロックを合も

5
6 肇褐色 10YR2/2) ンル 焚化物、灰を多量に含む、粘性ややあ り

3K33
2
灰黄褐色 (10YR4/2)

粘上質ンルト炭化物若干含む、しまりややあ り、粘性あり
雫褐色 5YR3/1 七上

褐色 (10YR4/6) 8 褐灰色 10YR4/1 砂

SK34

1 隠オリーブ褐色(25Y3/3) シルト 灰化物、焼土、 しまりややあ り、 黒褐色 10YR3/2) シルト 炭化物粒含む、自然堆積層

2 オリーブ褐色 (25Y4/31 シルト 掟イと傷、猛上と、にメい費糧uOYRI16)粘 土質シルトアロックをなと、しま,ややあ, 2 黒褐色 (25Y3/2) ンルト 炭化物粒含む、人為的埋土

3 黒褐色 (25Y3/2) え化物、灰含む、粘性ややあり 3 黒色 (25Y2/1) シルト 決化物粒含む、人為的埋土

暗褐色 (10YR3/4) シルト 炭化物、焼土粒含む 4 灰黄褐色 (10YR4/2) ル ト 人為的埋土

5 黒褐色 (25Y3/1) シ,レ ト 炭化物、灰含む、粘性ややあ り SK43 5 月責褐色 (10YRν 8) ル ト 人為的埋土

6 貢褐色 10YR5/6) 粘主1/fン ルト 入為的埋土

【ぷい貨褐色 住oYR5/4) 粘上質シルト人為的埋土

こぶい黄褐色 QOYR5/3) 粘土質ンルト 入為的埋土

褐色 (loYRν4) 粘土質シルト 輩の崩落上、人為的埋土

第67図  H・ III区 土坑 (3)



整な円形である。深さは27cmで ある。堆積土は単層である。壁は底面からやや急角度で立ち上がる。底面は平坦

である。遺物は出土しなかった。

SK17土坑

DoE-13グ リッドで確認した。ピツト、小溝状遺構群と重複しており、ビットより古く、小溝状遺構群より新

しい。平面形は1.2m× 0.8mの隅丸長方形である。深さは17cmである。堆積土は 2層確認された。壁は底面から緩

やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は土器片が出土した。

SK18土坑

F-15グ リッド、S114竪穴住居跡床面で確認した。S114竪穴住居跡より本遺構が古い。S114竪穴住居跡周溝によ

って削平され、南側は残存しない。平面形は0。75m× 0.45m以 上の円形を基調としたものであると考えられる。深

さは26cmである。堆積土は単層である。壁は底面から急角度で立ち上がる。底面は中央が低いすり鉢状になって

いる。遺物は堆積土中から土師器、須恵器が出土しており、土師器郭、須恵器長頸壷を図示した。

SK司 9土坑

」-16・ 17グ リッドで確認した。平面形は1.15m× 0,75mの長方形である。深さは24cmである。堆積土は 4層 に

分けられ、炭化物、焼土が含まれる。遺物は出土しなかった。

SK20土坑

H-14・ 15グ リッドで確認した。ピツトと重複しており、本遺構が古い。平面形は0,7m× 055mの不整な楕円形

である。深さは18cmである。壁は底面から急角度で立ち上がるが、緩やかに立ち上がる部分もある。壁は火熱を

受けて赤変し焼け締まっている部分がある。堆積土は 3層確認されたが、焼土ブロック、炭化物、骨片を多量に含

んでいる。底面はほぼ平坦であるが、東側が低くなっている。骨片以外の遺物は出土しなかった。

SK2刊土」克

H-14グ リッドで確認した。SD 7溝跡、ピットと重複しており、ピットより古く、SD 7溝跡より新しい。平面

形は1.lm XO.8mの不整楕円形である。深さは北側で35cm、 南側で15cmと北側が深い。壁は北側は底面から急角度

で立ち上がるが、南側は緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。炭化物、焼上が含まれる。底面には約

15cmの段があり、南側が高い。遺物は出土しなかった。

SK22土坑

I-15グ リッドで確認した。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は0,75m× 0.75m以 上の不整な円形

を基調としたものと考えられる。深さは15cmである。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 3層確認され

た。 1、 2層 には炭化物、焼けた骨片が多量に含まれる。底面の中央が幅30cm、 深さ6cmの溝状に一段低 くなっ

ている。雄積土中に多量の焼土は含まれるが壁や底面は火熱を受けて赤変したり、焼け締まった部分は見られない。

骨片以外の遺物は確認面で陶器の皿が出土した。

SK23土坑

K-15グ リッドで確認した。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は0,7m× 0.5mの楕円形である。深

さは17cmである。壁は底面から急角度で立ち上がる。壁は火熱を受け、焼け締まっている部分がある。堆積土は

2層確認されたが、 2層 には焼土、壁の焼けた破片、炭化物が多量に含まれ、少量ではあるが骨片が含まれる。底

面は平坦である。壁同様火熱を受け、焼け締まっている部分がある。骨片以外の遺物は出土しなかった。

SK24土坑

K-15'16グリッドで確認した。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は0.85m× 0.5mの I開九長方形で

ある。深さは24cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がるが、急角度で立ち上がる部分もある。堆積土は 3層

確認された。炭化物、焼土塊を含んでいる。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。



SK25土坑

K-15グ リッドで確認した。ピットと重複 しており、本遺構が古い。平面形は0,95m× 08mの不整な楕円形であ

る。深さは30cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 4層確認された。炭化物、焼土が含まれる。

底面は凸凹はないが中央が低いす り鉢状になっている。遺物は出土しなかった。

SK26■」丸

L-15グ リッドで確認した。SD14溝跡と重複しており、本遺構が新 しい。平面形は0.95m× 0.8mの楕円形である。

深さは20cmである。壁は底面から急角度で立ち上がるが、緩やかに立ち上がる部分もある。堆積土は 3層確認さ

れた。炭化物、焼土、灰が含まれる。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK28土坑

I-16グ リッドで確認 した。ピットと重複 してお り、本遺構が古い。平面形は1.lm× 0.8mの 隅丸長方形を基調

としたものと考えられる。深さは29cmで ある。壁は底面から急角度で立ち上が り、火熟を受けて赤変市堅く焼け

締まった部分がある。堆積土は 2層確認された。炭化物、焼土が含まれ、特に 2層 には焼土塊、多量の骨片が含ま

れる。底面は平坦だが、中央は幅30cm前後、深さ10cmの溝状に深 くなっている。底面は火熟を受け、焼け締まっ

た部分は見られない。骨片以外の遺物は出土しなかった。

SK29土坑

」-16・ 17グ リッドで確認した。平面形は一辺0.7mの隅丸方形である。深さは18cmである。壁は底面から急角

度で立ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK30土坑

K-13・ 14グ リッドで確認した。平面形は1.lm× 1.05mの 隅丸方形である。深さは55cmで ある。壁は底面から

急角度で立ち上がる。堆積土は 4層確認された。炭化物が多量に含まれる。底面は平坦である。遺物は土器片が出

土した。

SK31■」克

J-11グ リッドで確認した。ピットと重複 してお り、本遺構が古い。平面形は0,9m× 0.55mの 隅丸長方形である

が、南壁に張出す部分がある。深さは20cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。

戊化物、焼土が含まれ、特に 2層には骨片が多量に含まれる。底面は北側が深 く、南側から張出部にかけて浅くな

っている。壁、底面共に火熱を受けて焼け締まった部分は見られない。骨片以外の遺物は出土しなかった。

SK32土坑

I。 」-15グ リッドで確認 した。ピットと重複 しており、本遺構が古い。平面形は1.Om× 0,9m以上の不整な円

形を基調としたものであると考えられる。深さは46cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層

確認された。炭化物、焼土が含まれる。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK33土坑

J-16グ リッドで確認した。ピットと重複してお り、本遺構が古い。平面形は0.8m× 0.55mの楕円形である。深

さは37cmである。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 2層確認された。炭化物、焼土が多量に含まれる。

底面は平坦であるが東側に傾斜している。遺物は出土しなかった。

SK34土坑

」-14。 15グ リッドで確認した。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は1.lm× 0,7m以上の楕円形を

基調としたものであると考えられる。深さは30cmである。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 5層確認

された。炭化物、焼土が含まれる。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。



SK35」J丸

K-14グ リッドで確認した①平面形は1.15m× 1lmの不整な円形である。深さは45cmである。壁は底面から急

角度で立ち上がる。堆積土は 4層確認された。炭化物、焼土が含まれる。底面は平坦である。遺物は出土しなかっ

た。

SK36土坑

J・ K-13グ リッドで確認した。SD 7溝跡 と重複 してお り、本遺構が新 しい。平面形は3.35m× 1.8mの隅丸長

方形である。深さは30cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面は平坦であ

る。遺物は剥片石器、礫石器が出土した。
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遺構 土    色 土  ′陛 怖 考 遺構 No 土   色 土 性 備 考

SK38

1 陽色 (10YR4/4) シ,レ ト 貢☆褐色(101RV21シ ルト、炭化物、焼土社アロックを含む、しまりややありSK41 1 こがヤ墳褐色 (10YR4お ) 帰黄楊 (10YR7/0シ ルトをアロック状に多く含む、掟化物を少畳含b

2 陽色 (75YR4/4) ンルト 掲 (10YH/3)ン ルト霜降り、焼土地、若千含む、 しまり、粘性ややあり ユ 疋貢褐色 (10YR4/2) シルト 炭化物、酸化鉄を含む、 しまりややあ り

3 暗褐色 (10YR3/4) 粘土質シルト炭化物、焼土粒若千含む、粘性あ り 2 曽褐色 (75YR3/3) シ,レ ト 炭化物、焼土を多量に含む部分がある

4 暗褐色 (loYR3/3) 絶土蟹シルト炭化物含む、しまりややあ り 3 場色 (10YR4/4) シルト 炭化物、にぶい黄褐 (10YR5/4)粘 土質シルト小プロツクを含む

5 黒褐色 (25Y3/2) ルト質粘士炭化物、焼土粒若干含む、粘性あ り ユ 黒色 (25GY2/1) 粘土

6 オリーブ褐色(25Y4た ) 格土質シルト炭化物若干含む、しまり、粘性ややあ り 2 IgL緑 灰色 (75GY3/1) 枯土 オリーブ灰 (75GY5/1)粘土粒混入多 W

SK39

1 著灰黄色 (25Y72) ンル ト しまりややあり 3 駁灰色 (75GY5/D 枯土 地山プ ロ ックを含む

2
オリーブ褐色 (25Y4/3)

ンルト 炭化物若干含む、 しまりややあ り
SK5【

1 オリーブ灰色(5GY2/1) お土貨ンルト

黄褐色 (25Y5/4) 2 詈緑灰色 (10G3/1 土質シルト

I 黒褐色 (10YR2/2) ンルト 炭化物、焼土ブロックを多 く含む 3 オリーブ灰色(5GYVll 祐土質ンルト

l 階オリーブ褐色(25Y313) ンルト 炭化物粒、焼土粒を含む、 しまりあ り 4 営緑灰色 (10G4/1) 粘土質シルト地山ブロックを含む

2 オリーブ褐色 (25Y4/3) シルト 炭化物粒、灰自色火山灰を含む
1 黒褐色 (10YR3/2) シ,レ ト

掲 (10YR4 4)シ ルトの小ブロックを含む、[暗褐 (10YR3/4)

土ににぶい黄褐 (10YRV3)粒 含む]土器多く含む3 黒褐色 (10YR/2) 省土質シルト 多量の炭化物、焼土を含む、粘性あ り SKk
4 暗灰黄色 (10YR4ρ ) シル ト 炭化物粒、焼土粒を少量含む、粘性ややあり 2 陽色 (10YRワ4) ル ト にぶい黄褐 (10YR4/3)に 暗褐 (10YR3/4)粒 を含む

5 オリーブ褐色 (25Y4/4) 転十暫シルト 炭化物少量含む、 しまり、粘性ややあ り

第68図  ‖・ III区 土坑 (4)



SK37土坑

」・K-14～ 12グ リッドで確認した。ピット、SK23・ 34土坑と重複 しており、本遺構が古い。平面形は4.8m×

3.65mの楕円形である。深さは1.15mである。壁は底面から緩やかに立ち上が り、全体にす り鉢状になっている。

堆積土は大別 6層確認された。水分が多 く、木材、木片等植物遺体が含まれる。底面に凸凹はないが、中央がやや

低 くなっている。遺物は陶磁器、木製品、漆製品、砥石等の石製品、根固石と考えられる二面に使用痕のある礫、

古後等が出土した。

SK38土坑

」-10・ 11グ リッドで確認した。小溝状遺構群、ピットと重複 しており、小溝状遺構群より新しく、ピットより

古い。平面形は上端が東西0.8m× 南北0.7mの不整楕円形で、下端が径0.7mの円形となっている。深さは66cmで壁

は急角度で立ち上がるが、東壁はオーバーハングしている。堆積土は 6層確認されており、炭化物・焼土粒を含ん

でいる。底面は平坦である。遺物は土師器、須恵器が出土した。

SK39土坑

I-10グ リッドで確認した。ピットと重複しており、本遺構が古い。両端がピットによって削平されており、全

体の平面形は不明であるが、東西1.3m以上 ×南北 0。7mの精円形を基調 としたものであると考えられる。深 さは

19cmで壁は急角度で立ち上がる。堆積土は 2層確認されている。底面は平坦である。遺物は土師器、須恵器が出

土した。

SK40-①土坑

調査時S K40土坑の番号を二つの上坑に付けてしまったため、それぞれ①、②とし、本遺構は①としたものであ

る。K-9グ リッドで確認した。S127竪穴住居跡、SK41土坑と重複しており、本遺構が新しい。遺構北側は調査
区外に延びており、既に削平されているため遺構全体は不明であるが、平面形は0.9m× 0,75m以上の楕円形を基調

としたものであると考えられる。深さは20cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。

炭化物、焼土ブロックが含まれる。底面は中央が低く、すり鉢状になっている。遺物は砥石が出土した。

SK40-②土坑

調査時SK40土坑の番号を二つの土坑に付けてしまったため、それぞれ①、②とし、本遺構は②としたものであ

る。 IoJ-15。 16グ リッドで確認した。SK32・ 37土坑、小溝状遺構群、ピットと重複しており、小溝状遺構群

より新しく、ピットより古い。平面形は東西2.4m× 南北1.25mの不整な隅丸長方形である。深さは27cmで壁は緩

やかな角度で立ち上がる。堆積土は5層確認され、災化物・焼土とともに、灰白色火山灰が含まれている。底面は

凸凹があり、中央に6cmの段差がみられる。遺構検出面で、土師器郭が12点まとまって出土した。

SK41■」九

」・K-9'10グ リッドで確認した。S127竪穴住居跡、SK40-①土坑、ピットと重複しており、本遺構はS127竪

穴住居跡より新しく、SK40-①土坑、ピットより古い。平面形は2.lm× 1.3mの不整な楕円形である。深さは20cm

である。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層であるが、人為的な堆積状況である。底面は平坦である。

遺物は礫石器が出土した。

SK42-①土坑

調査時SK42土坑の番号を二つの土坑に付けてしまったため、それぞれ①、②とし、本遺構は①としたものであ

る。K-11・ 12グリッドで確認した。S126。 28竪穴住居跡、ピットと重複しており、本遺構が最も古い。全体の平

面形は不明であるが、東西1,95m× 南北1,75m以上の楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは20cmで

壁は緩やかな角度で立ち上がる。堆積土は3層確認され、炭化物・焼土を含む部分がある。底面は平坦である。遺

物は土師器、石製品が出土した。
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SK44

名

SK54

SK49

SK55

SK61

遺構 土 色 土 性 備 考 遺構 No 土 色 土  性 備 考

SK44

1 ミ色 (10YR2/1) 灰層、焼土粒多量に含む、煙管の雁首出土
SK52

l 黒褐色 (10YR3/2) ン71/ト こぶい黄褐 (10Y隠く)ン ルトのブロックを含と、炭化物池を含む

2 こぶい貢褐色 (10YRV3) シルト 木炭、焼土粒含む、 しまりあ り 2 明黄褐色 (10YRν 8) ンルト 酪 tO!鞘Юシルトの1ヽアロッタ、灰黄橋101P10シルトのアロックを含む、人務V141

3 黒褐色 (loYR3/1) 灰層、焼土粒多量に含む SK53 ] 砦褐色 (10YR3/3) ン,レ ト 炭化物粒を含む、人為的理土

4 掲色 (10YRン4) シルト 壁崩落土 1 黒褐色 (10YR3/2) ンルト 炭化物粒 を含む、人為的埋土

SK45
l え黄褐色 (lllYR4/2) シルト 文化物わずかに合む、酸化鉄、マンガン粒含む、しまりあり SK54 2 にぶい黄綿色 (loYR73) 少質シルト人為的埋土

2 こぶい黄褐色 (10YR5た ) シルト 酸化鉄含む 3 暗褐色 (10YR3/3) ンルト 人為的埋土

SK46
1 黒褐色 (10YR3/2) シルト 炭化物、マンガン粒含む、 しまりあり SK55 l にぶい責褐色 (10YR4/3) ンルト 炭化物粒を合む、灰貨褐 (10YRν )シ ルトのブロックを含む

2 暗褐色 (10YR3/4) 1 暗褐色 (10YR3/3) ンル ト 陀化物粒、にぶい貨褐 (10YR5 3)シ ルトのブロッタを含む、人為山埋土

1 天黄褐色 (10YR4/2) 炭化物わずかに含む、酸化鉄、マンガン粒含む、しまりあり SK58 2 黒褐色 (10YR2/2) ンルト 炭化物粒 を含む、人為的埋土

SK48 1

ミ褐色 (10YR3/2)

シ,レ ト 人為的埋土

3 鶴色 (10YR4/4) ンルト 炭化物、マンガン粒含も、人為的埋土

月黄褐色 (10YRν 8)

SK6]

1 にぶサ減禍色 住llYR4お ) シルト
黄褐 (10YR5/3)シ

'レ

ト、 暗褐 (10YR3/3)シ
'レ

ト
のブロックを含む (志野の皿/完形出土)

こぷい苗褐色 (loYR4 3)
2 暗褐色 (10YR3/4) ンル ト

灰黄褐 (10YR5/2)砂 質シル ト、黒桐 (10YR3々 ,フ ル ト
蓋褐 (10YRν 8)シ ル トのブロックを含と、人為的埋土

SK4〔

1 黒褐色 (10YR3/2) シルト 荒化物多量に含む、にぶい黄褐 (10YR4 3)シ ルトのブロックを含む

2 黒褐色 (10YR2/2) ル ト え化物、灰を含む 3 黒褐色 (10YR2/3) シ刃/ト にぶい黄褐 (lllY貯3)シルトのブロックを含む、人為的埋土

3 黒色 (10YR〃 1) 炭化物含む、上層より灰を多 く含む
SK63

1 にぶい黄褐色 (10YR4 3) シルト

ユ え責褐色 (10YR4/2) シルト 炭化物粒を含む 2 黒色 (10YR2/1) シルト

1 にぶい貰褐色 QoYR4/0 シルト 人為的埋土

2 黒褐色 (10YR3/2) シ,レ ト 人為的埋土

3 瞥褐色 (75Y路 れ ) シルト 人為的埋土
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SK42②土坑

調査時SK42土坑の番号を二つの土坑に付けてしまったため、それぞれ①、② とし、本遺構は② としたものであ

る。H・ I-28グ リッドで確認した。SD 4堀跡と重複 してお り、本遺構が新しい。規模は1.45m× 1.4mの円形で

ある。深さは55cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上が り、上端から15～20cmで傾斜が更に緩やかに変わる。

堆積土は 3層確認された。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK43土坑

K-24・ 25グ リッドで確認した。SK70・ 71土坑、SD26溝跡と重複 してお り、本遺構が新 しい。平面形は2.6m×

2.5mの円形である。深さは31cmである。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 9層確認された。 1層は自

然堆積層で、以下の層は人為的な堆積状況である。底面には細かい凸凹がある。遺物は出土しなかった。

SK44土坑

」-36グ リッドで確認した。平面形は1.5m× 1.05mの不整な楕円形である。深さは13cmである。壁は底面から

緩やかに立ち上がる。堆積土は 4層確認された。炭化物、灰が多量に含まれる。底面は平坦である。煙管の雁首が

出土した。

SK45土坑

I・ 」-29グ リッドで確認した。平面形は1.45m× lmの不整な楕円形である。深さは26cmである。壁は底面か

ら緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面は平坦であるが、北西側が低 くなっている。遺物は出土し

なかった。

SK46土坑

」-32グ リッドで確認した。平面形は075m× 0.7mの不整な円形である。深さは19cmである。壁は底面から緩

やかに立ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面は平坦である。遺物は出上しなかった。

SK47土坑

」-29グ リッドで確認した。平面形は1,3m× 0,95mの精円形である。深さは13cmである。壁は底面から緩やか

に立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦であるが、西側が低 くなっている。遺物は出土しなかった。

SK48土J九

H-24グ リッドで確認した。平面形は1.45m× 1.05mの 隅丸長方形である。深さは35cmである。壁は底面から緩

やかに立ち上がる。堆積土は単層である。底面から壁面にかけて薄い灰層が見られる部分があるが、人為的な堆積

状況である。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK49土坑

H-23グ リッドで確認した。平面形は1.2m× lmの不整な隅丸長方形である。深さは33cmで ある。壁は底面

から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。炭化物、灰が含まれる。底面は平坦である。遺物は出土しな

かった。

SK50土」九

H・ I-24グ リッドで確認した。ピットと重複 してお り、本遺構が古い。平面形は1.65m× 1.15mの楕円形を基

調としたものであると考えられる。深さは 8cmである。壁は底面から緩やかに立ち上が り、浅い皿状になってい

る。堆積土は単層であるが、炭化物を含む。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK51■坑

I-21・ 22グ リッドで確認した。ピットと重複 してお り、本遺構が古い。平面形は1.3m× 0,75mの 隅丸長方形で

ある。深さは32cmで ある。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 3層確認された。人為的な堆積堆積状況

である。底面は平坦である。遺物は出土していない。



SK52土坑

I-21グ リッドで確認した。ピットと重複しており、本遺構が古い。平面形は0.8m× 0.65mの 精円形である。深

さは40cmである。壁は東側は底面から急角度で立ち上がるが、西側は緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層確認さ

れた。人為的な進積状況である。底面は平坦である。遺物は陶器の皿、土師質の焼塩壺、剥片石器が出土した。
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SK69

遺橋 土 色 土  性 備 考 遺構 No 土 色 土  性 備 考

SK60

ユ 暗褐色 (10YR3/3) シル ト :おい黄褐住OYR開)粘土質シルト、にぷい☆糧但Ol曲 0細砂をアロック状に含む
I

にぶい貢褐色 (10YR514) にぶい黄褐 (10YR5/4)ン ル ト (地山)ブロック、黒緒

(25Y3/1)シ ルト (近世整地層)ブロックの混合2 天黄褐色 (loYR4/2) シ,レ ト 責禍 (10YV61粘 上質シルト、にパい寅e(lovR開 )細砂をアロック状に含む 黒褐色 (25Y3/1)

3 黒褐色 (10YR2/2) シ,レ ト 傷位8YR4れ )粘土質シルト、灰交協僧Ol曲り珊りをアロンクよに含b、 炭イ働多い SK67 2 にパい黄色 (25Y6/4) 細 砂

SK62
におい黄褐色 (10YR4/3) シルト 尻責協(10YR4/跡 シルト、黄楊(10YR5/8)シ ルトのアロックを含む、人為的避土

3
にぶい黄色 (10YR6/4) にぶい黄褐 (10YR5/4)シ ルト (地 山)ブロック、黒褐

(25Y3/1)シ ルト (近世整地層)ブ ロックの混合2 灰黄褐色 (10YR4/2) シルト 褐 (10YR4/6)シ ルトのプロックを含む、人為的埋土 黒褐色 (25Y3/1)

3K6コ 1 黒褐色 (25Y3/2) シル ト 地山粒多量に含む、底面より漆器、皿出土、人為的埋土
SK68 1

にぶい責褐色 (10YV4) にぶい黄褐 (10YR5/4)シ ルト (地 山)ブロック、黒褐

(25Y3/1)シ ルト (近世整地層)ブ ロックの混合

SK65

l 黒褐色 (10YR2/3) 黒褐色 (25Y3/1)

2 肇褐色 (25Yプ 1) シルト 黄褐 (10YR5/8)地 山粒混入多ヽ
SK69 1

にぶい黄褐色 00YRyl) にぶい黄褐 (10YRν4)シ ルト (地 山)プロック、黒褐

(25Yプ1)シ ルト (近世整地層)ブ ロックの混合3 黄褐色 (10YR5/8) シ,レ ト 壁の崩落土 黒褐色 (25Y3/1)

SK66

1 にぶヤ減褐色 tllYR4/0 砂質シルトオリーブ里 (75Y3/2)シ ルトプロックを含む、人為的埋土
SK71 l

にぶい貨褐色 (loYR5/4) にぶい黄褐 (10YRン4)シ ルト (地山)プロツク、黒褐

(25Y3/1)ン ,レ ト (近世整地層)プ ロックの混合
2 オリープ黒色(75Yγ2) シルト

にパい貰褐 (1ば RV3)砂 買ンルト、暗オリーア灰 (5GYyl)シ ルトの上のアロ

ック含む、酸化鉄集積層を下面に層状に倉↓、大海的煙土、グライ化している

黒褐色 (25Y3/1)

SK72 1 黒褐色 (10YR3/2) シルト 文化物含む

3 オリーブ灰色15CIY3/1) シル ト 暗オリーブ灰 (2К V4/1)のとをわす力Hこ含む、大春的選と、グライ十としている

オリーブ灰色(25GYV〕 観砂 暗オリーザ灰 (5GY71)の上をわずかに含む、大島的埋土、グライイとしている

第69図  ‖・ III区  土坑 (6)



SK53土坑

H-21・ 22グ リッドで確認した。ピット、SD29溝跡 と重複 してお り、ピットより古 く、SD29溝跡より新 しい。

平面形は0.95m× 0.95m以上の不整な円形を基調としたものであると考えられる。深さは22cmである。壁は底面か

ら緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。炭化物が含まれるが人為的な堆積状況である。底面は平坦である。

遺物は出上しなかった。

SK54土坑

I-20・ 21グ リッドで確認 した。ピットと重複 しており、本遺構が古い。平面形は lm× o.8mの 隅丸長方形で

ある。深さは1lcmである。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 3層確認された。人為的な堆積状況であ

る。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK55土坑

I-21・ 22グ リッドで確認 した。平面形は0.75rn× 0.6mの楕円形である。深さは18cmである。壁は底面から急

角度で立ち上がる。堆積土は単層である。人為的な堆積状況である。底面は平坦である。遺物は出土 しなかった。

SK58土坑

I-19グ リッドで確認した。ピットと重複 しており、本遺構が古い。平面形は1.lm以上×0.85mの楕円形を基調

としたものであると考えられる。深さは38cmで ある。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 3層確認され

た。人為的な堆積状況である。底面は平坦であるが、壁面との境は丸みを持つ。遺跡は土器片が出土した。

SK59土坑

SD 4堀跡を掘 り下げる途中、H・ I-27グ リッドで確認した。SD 4堀跡が埋まりきる前に掘 り込まれたものと

考えられる。平面形は1.15m× lmの不整な精円形をである。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 4層確

認された。底面は平坦である。遺物は出土 しなかった。

SK60土坑

K・ L-31グ リッドで確認 した。SD23溝跡と重複 してお り、本遺構が古い。平面形は1.35m× 0,9mの楕円形で

ド 920m

騨 1920m

功
馬

辛;j SK73

遺構 No 上    色 土 性 備 考 遺構 土    色 土  性 備 考

1 天責褐色 (10YRV2) シ,レ ト ほとんどの土が整地層餞禍OIVR5イ 0シ ルトプロッタ〕である,大務的避土

SK73

1 灰黄褐色 (10YR4/2) シ,レ ト
黄褐 (10YR5/6)シ ルト、にぶい責褐 (10YR5/4)シ ルト、

オリーブ (5Y5/4)シ ルトのプロックを含む、人為的埋土
褐色 (10YR4/6) シルト

地山〔褐 (75YR4/6)シ ルト)、 整地層〔灰黄掲 (10YR4/2)シ
ルト〕、〔貨褐 (10YR5/6シ ルト〕のプロックを含tr、 人為的埋土

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3) シルト
オリーブ褐 (25Y413)黄 褐 QOYR518)、 黒褐 (10YR2/2)、

シルトのブロックを含む、人為的埋土3 褐色 (loYR4/4)

オリーブ黒 (5Y3/1) シ,レ ト 人為的埋土 SK74 1 暗褐色 (10YR3/3) シルト 地山粒が多量に含まれている、人為的埋土

オリーブ灰(5GYVl) シルト 粘土質シル トと砂のプロックを含む、人為的埋土 SK7〔 黒褐色 (loYR2/3) シ,レ ト 焼土混入多ヤ

6 黄褐色 (10YR5/6) シルト 地山〔賭褐 はOYRyl)シ ルト)のブロックを多く含む、大彦的埋土

第7刊 図 ‖・ III区  土坑 (7)



ある。深さは32cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。人為的な堆積堆積状況

である。底面は平坦である。遺物は土師質土器が出土した。

SK61■」九

K・ L-31グ リッドで確認した。SD23溝跡と重複しており、本遺構が古い。平面形は1.9m× 1.45m以上の楕円

形を基調としたものであると考えられる。深さは31cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層

確認された。人為的な堆積状況である。底面は平坦である。遺物は陶器の皿、茶壷 ?が出土した。
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0                          10Cm
(1/3)

‐０ 0     5cm
ヒここ
=EttEttE」  (1/4)

No 遺構 層位 種 類 器  種 特   徴 産 地 1時 期
法 量

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SK22 検出面 陶器 丸皿 志野 灰釉 美濃    116c末～17c初 5[ 3644

2 旬器 皿 灰釉陶器 重ね焼跡 刷毛塗り 庚投 1435

3 1'雪 滋気  自磁 lJ猪 ロ 型押 し lB前     18cか 19c 11) T‐85

No 遺構 層位 外 面 内 面      1  備  考 写真図版 登録番号

SK58 弩文土器・深鉢 宇孔  ミガキ              1沈 線文 A6

No 種別 器種 外   面    1   底   面 内    面 備  考 写真図版 登録杏号

5 SK18 1層 土師器 養 ケズリ ケズリ ナデ ヘラナデ 338‐ 8 C>34

SK18 1層
須恵器 .

高台付長顕壼
ロクロナデ・ヘラケズリ ナ デ ロクロナデ 自然釉 342-13 E‐8

遺構 層位 種  類 器  種 特   徴 産 地 1時 期
法 量

写真図版 登録番号
コ径 (cm 底径 (cm 器高 (cm)

7 SK52 上師質土器 一霊 小型壷  内面に墨付着 ? 在地    1江 戸時代 3 344‐ 7 Ca 16

遺構・層位 種   別 特     徴         1全 長 (cm)1火 皿径 (cm)維宇日経 ∝m)1吸 日 (cm) 写真図版 登録番号

SK44 1層 雁首 1補強常有。全体に鷹食が著しい、駿字日付近は欠損がひどく下方に析れ曲がっている|     (57)1       131     (05)|

No 種  別 長さ (cm)1 幅 (cm)1厚 さ (cm)1 重量 (g) 石   材 備   考 写真図版 登録脊サ

9 砥 石 47 18 505 デイサイト質凝灰岩 425‐ 9 Kd 58

SK12 凹石 磨石 11 3 1   560 1安山岩 420「D KC 24

第72図  H。 111区  土坑出土遺物 (1)



0                           10cm
(1/3)

Nα 外 薗 属 回 四 ロ 備   考 写冥 凶倣 登録香号

1 SK40 土師器 '郭 ロクロナデ 回転糸切り ミガキ・黒色処理 33餅12 D‐27

2 SK40 土師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 341‐ 2 D50
3 SK40 ロクロナデ 回転系切 り ミガキ 黒色処理 341-3 D‐51

4 SK40 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 34015 D望8

5 SK40 ロクロナデ 回転糸切 り 34014 D‐47

6 SK40 土師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 341-1 D望9

7 SK40 土師器・不 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 341‐ 4 D‐52

8 SK40 土師器・不 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 340-13 D望6

9 SK32 ロクロナデ 回転系切 り ロクロナデ D25
No 遺構  層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 石 材     1   備  考 写真図版 登録番号

SK40 砥石 デイサイト質凝灰岩 4263 Kdお7

11 SK42 石皿 9( ユ 25 ( デイサイ ト質凝灰岩 420-10 KC毛0+31

SK41 検出面 磨石・散石 9 デイサイト 4207 KC 27

第73図 H。 lII区 土坑出土遺物 (2)



SK62土坑

」-37グ リッドで確認 した。南側の調査区外に延びているため、遺構の全体は不明である。ピットと重複 してお

り、本遺構が古い。平面形は lm× o。7m以上の楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは27cmで ある。

壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 2層確認された。人為的な堆積状況である。底面は平坦であるが、壁

面との境は丸みを持つ。遺物は出土しなかった。

SK63土坑

K・ I-23グ リッドで確認した。ピットと重複してお り、本遺構が古い。平面形は0.8m以上 ×0.55mの 隅丸長方

形を基調としたものであると考えられる。西側に20cm以上の幅で25cmの張出がある。深さは18cmで ある。壁は底

面から急角度で立ち上がる。堆積土は 2層確認された。 1層は焼土を含んでいるが、人為的な堆積状況である。 2

層は炭化物、灰、骨片を多量に含んでいる。底面は平坦であるが、中央が幅25cm、 深さ10cmの 溝状に深 くなり、

張出部に続いている。底面から壁面にかけて、火熱を受けて赤変 してお り、堅 く焼け締まっている部分がある。張

出部分は煙出しであると考えられる。骨片以外の遺物は出土しなかった。

SK64土坑

G-34グ リッドで確認 した。SD 2溝跡、SD 3堀跡と重複してお り、SD 2溝跡より古 く、SD 3堀跡より新 しい。

平面形は1.6m× 0,7m以上の楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは44cmである。壁は底面から緩や

かに立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦である。遺物は漆器の皿が出土した。

S」65EL坑

」・K-22・ 23グ リッドで確認した。SK66土坑 と重複 してお り、本遺構が新 しい。平面形は285m× 1.7mの不

整な楕円形である。深さは33cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。底面は平

坦である。遺物は中国産の青磁片が出土した。

SK66土坑

K-22～ 24グ リッドで確認した。SK65土坑と重複 しており、本遺構が古い。平面形は345m× 2.lmの 隅丸方形

である。深さは38cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 4層確認された。人為的な堆積状況で

ある。底面は平坦である。遺物は煙管の吸日と雁首が出土した。

SK67■ J克

J-25グ リッドで確認 した。ピット、SD27溝弥と重複 してお り、本遺構が古い。平面形は1,4m× lmの不整な

楕円形である。深さは28cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。人為的な堆積

堆積状況である。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK68土坑

」-26グ リッドで確認 した。SD 4堀跡、SD22溝跡と重複 してお り、本遺構が古い。平面形は1.05m以上 ×0.4m

以上の楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは19cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆

積土は単層である。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK69土坑

」-25。 26グ リッドで確認した。SD 4堀 跡と重複してお り、本遺構が古い。平面形は0.9m以上×0.8mの 隅丸長

方形を基調としたものであると考えられる。深さは15cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単

層である。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK70土坑

」～ L-25グ リッドで確認した。ピット、SK43土坑、SD26溝跡 と重複 してお り、本遺構が古い。平面形は3.95

m以上×1.6m以上の隅丸長方形を基調としたものである。深さは35cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。



1

―抑め◎

餞 0       3cm

―

    (1/2)

〔 二 11)5

0                   10cln
(1/4)

遺穂・層位 外 面 底 面 内 面 備   考 写真図版 登録香号

1 ,K37 ロクロナデ 回転系切 り ミガキ・黒色処理 33餅 11 D‐26

No 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録答号

2 〕K37 5種 加工木 下端部に加工痕あり、全長 (217)幅 53 4043 Lo73
No 遺構・層位 種  別 特 徴             1外 径 (cm)1重量 (だ 写夏図版 登録番号

3 SK37 4層 銅製品 銭貨 無寧元宝 (宋) (初 鋳年 1068年 )                    1    24     28 429‐9 N争9

No 遺構・層位 種   別 長さ (cm) ls(cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 右 材 傭   考 与具 凶脇 登録沓号

4 SK37 氏石 3. デイサイ ト質凝灰岩 426ワ Kと66

5 )K37 暦石 デイサイ ト質凝灰岩 420-6 KC‐26

6 3K37 凹石 磨石 225 380C デイサイト 420お 【C98
7 SK37 5層 凹石・磨石 166E 雰山岩 420‐ 9 KG29

第74図  ‖。III区  土坑出土遺物 (3)



堆積土は 6層確認された。人為的な堆積状況である。底面は平坦であるが、東側が西側より15～20cm浅 くなって

いる。遺物は出土しなかった。

SK71土坑

K-24・ 25グ リッドで確認した。SK72土坑、ピットと重複しており、ピットより古く、 S K72土坑より新 しい。

平面形は東西0.7m× 南北1.15mの不整楕円形である。深さは21cmで壁は緩やかな角度で立ち上がる。堆積土は単

層である。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK72EL坑

K-24・ 25グ リッドで確認した。SK71土坑、ピットと重複しており、本遺構が古い。全体の平面形は不明であ

るが東西1.5m以上×南北0.6mの長方形を基調としたものであると考えられる。深さは21cmで壁は急角度で立ち上

がる。堆積土は単層である。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK73■」克

K・ L-22グ リッドで確認した。ピット、SD29溝跡と重複しており、ピットより古く、SD29溝跡より新 しい。

0                          10crn
LI―

―
―

― ―    (1/3)

∽ ③
◎ ⇒
1   7

0            5cm
l       (1/劾

◎

＼◎

遺構 層位 種 類 器  種 特    徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
回径 (cm) 罠径 (cm) 手高 (cm)

I SK61 町器 皿 志野織部、長石釉、鉄釉で文様 美濃 17c前半 2 367-6 と372

2 崎器 茶壼 ? 鉄釉 (外面及び内面日縁部)古瀬戸 瀬戸 14cか 15c 11 3645
「
371

3 SK60 土師質土器 皿 美部回転系きり、胎上に白色針状初資台む 在地 江戸時代 54 343‐ 13 Cと6

No 遺構・層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

SK64 1層 漆器 皿
日縁部はほば水平に鍔状に広がる、内外面黒色漆塗仕上げ、内面中央に赤色漆で文様

(菊 葉文)あ り、文様は全体を漆で丸 く塗った後に、針描 きで花弁の輪郭を区面 して
いる、中央の花芯は暗赤色漆塗、日径 10 0cm 底径7 0cm 器高2 0cm

ブナ属 La-62

No 種   別 特 徴 外径 (cm) 真量 (2) 写真図版 登録番号

5 SK66 溺製品 銭貨 宣徳通宝 (明) (初 鋳年1433年 ) 432‐ 7 Na発 3

第75図  ‖・ III区  土坑出土遺物 (5)

No 遺梅 層位 種  別 特 徴 全 長 (cm) 火皿径 (cm) 紐字日経 (cm) 吸ロ (径 ) 写真図版 登録番号

6 SK66 1遭 雁首 腐食が署 しやヽ、 Nb18と H一 か (39) 433-15 Nb-17

7 SK66 1層 残回 Nb17と 同一か (27) Nb 18



平面形は1.2m× 0.8m以上の楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは43cmである。壁は底面から急角

度で立ち上がる。堆積土は 2層確認された。人為的な堆積状況である。底面は平坦であるが、壁面との境は九みを

持つ。遺物は出土しなかった。

SK74土坑

K-18グ リッドで確認した。ピットと重複してお り、ピットより古い。また、SX 6性格不明遺構掘 り下げ作業

中に遺構が確認されたことから、SX 6性格不明遺構より新しい。平面形は1.lm× 0.8m以上の楕円形を基調とした

ものであると考えられる。深さは21cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。人為的

な堆積状況である。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SK75土坑

」-29グ リッドで確認した。小溝と重複 しており、本遺構が古い。平面形は1.05m× 0.8mの楕円形である。深さ

は20cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦であるが南端が浅 く凹んで

いる。遺物は出土しなかった。

SK76土坑

I-21グ リッドで確認した。 V層に掘 り込まれたものであるが、確認面が掘 り込み面より下がってしまい、遺構

内部の遺物が堆積土の上に浮いた状態で検出された。小溝状遺構群、ピットと重複 しており、本遺構が古い。全体

＼
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No 遺構 層位 外 面 内 面 備   考 写具凶倣 登録杏号

1 SK76 1層 上師器 壷 キザ ミ ヨコナデ ハケメ 刺突文 ヨコナデ ハケメ ナデ ヘラナデ 338-1 C40

第76図  ‖・ III区  土坑出土遺物 (4)



の平面形は不明であるが東西1.3m× 南北0.9m以上の楕円形を基調としたものであると考えられる。深さは10cmで

残存状況は良くない。壁は緩やかな角度で立ち上がる。堆積土は 2層確認された。V層・Ⅵ層のブロック・土粒を

含んでいる。底面はやや凸凹がみられる。出土遺物には土師器の一括資料がある。大型の壼である。V層上面から

の畑の耕作によって横倒しに潰れて動いたものと思われ、上にV層が乗っている状態であった。この土師器壷 1点

を図示した。

清跡

SDll清跡

G-18～ 20グ リッドで確認した。ピット、小溝と重複しており、本遺構が古い。確認した長さは4mであるが、

2mに渡って削平により途切れている。方向はN-0° 一Eである。上幅は20cmで、深さは 7cmである。壁は底

面から急角度で立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SD15溝跡

B～ D-21グ リッドで確認した。小溝、SK13土坑、ピットと重複しており、本遺構が古い。確認した長さは3.6

mで、方向はE-0° 一Nである。西側の調査区外に延びている。上幅は80～90cmで、深さは22～ 25cmである。

壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面はほぼ平坦であり、傾斜は見られない。遺物は

出土しなかった。

SD司 9洋輸募

F・ G-21・ 22グ リッドで確認した。小溝、S117竪穴住居跡と重複しており、本遺構が古い。確認した長さは 3

mで、S117竪穴住居跡から東へ延びている。方向はE-0° 一Nである。平成 4年度の調査区で確認したが、東側

の平成 6年度の調査区では検出されなかった。上幅は70～ 85cmで、深さは 6～12cmである。壁は底面から緩やか

に立ち上がる。堆積土は単層である。底面はほぼ平坦であるが、やや東へ傾斜している。規模と確認した位置関係

からSD15溝跡との関係が考えられる。遺物は出土しなかった。

SD26溝跡

J・ K-24。 25グ リッドで確認した。ピット、SK43土坑、SD27溝跡と重複関係にあり、SD27溝跡より新しく、

他の遺構より古い。確認した長さは3.4mで、方向はN-10° 一Eである。上幅は40～95cmで、南側が広い。深さ

は17～26cmで南側が深い。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦である。遺物は

出土しなかった。

SD27清跡

」。K-24・ 25グ リッドで確認した。SD 4堀跡、SK67・ 68土坑、SD26溝跡と重複関係にあり、SK67・ 68土坑

より新しく、他の遺構より古い。確認した長さはSD 4堀跡から北へ21m、 更に東へ1.25mである。上幅は20～

30cmである。深さは 6～ 10cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦であ

る。遺物は出土しなかった。

SD23溝跡

G～ 」-23。 24グ リッドで確認した。ピットと重複しており、本遺構が古い。平成 3年度の調査区のG-23グ リ

ッド西半部では確認されていない。確認した長さは8.7mで、やや湾曲しているが、方向はE-20° 一Sである。

上幅は20～30cmである。深さは 8～12cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。底面

は平坦である。遺物は出上しなかった。

SD29清跡

G～ L-22グ リッドで確認した。東側は調査区外に延びている。西側はSD31溝跡と接しているが、新旧関係は
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遺梅 土 色 土  性 備 考

SD7

西141

黒褐色 (10YR3/2)

2 黒褐色 (10YR3/3) ンルト 黄褐色土をプロック状に少量含む
3 黒褐色 (10YR3/3) シルト 責褐色土をプロック状に多量に含む

SD7

東側

1 髯褐黄色 (25Y4/2) シルト 炭化物粒、焼土粒、酸化鉄、礫を含む、しまりややあり

2 黒褐色 (25Yν2) 枯土質シルト戊化物、酸化鉄を含む、しまり、粘性ややあり
リーブ褐色(わY,9 シルト 駿化鉄、風化礫を含む、 しまりややあ り

SD8 黒褐色 (10YR2/3) 黄褐色上をプロック状に含む

SD9
黒褐色 (10YR3/1) シルト 露褐色土をプロック状に少量含む

黒褐色 (10YR3/2) シルト 麗鶴色土をプロック状に多量に含む

SD10
黒褐色 (10YR3/1) シルト

黒褐色 (10YR3/1) シルト 黄褐色上をプロック状に多量に含む

SDlつ
にぶい貢褐色 llttty3) ンルト 黒色土をプロック状に多量に含む

鶴灰色 (lCIYR71) 祐土質シルト 葺褐色土をブロツク状に含む、粘性ややあり

D13ハ にぶい黄橙色 (loYR7お ) 催■貿シルト 疋貢褐色、黄褐色土を小ブロック状に含む、粘性ややあり

にぶい賞橙色 (10YRi731 粘土質シル 疋責褐色、責褐色■を小プロック状に含む、粘性ややあり

SDl〔
黒掲色 (10YR3/1) ンルト質北土 焉褐色上を制かなプロック状に多く含む、粘性ややあり
褐灰色 (10YR4/1) ンルト質粘土 黄褐色土をブロック状に多く含と、粘性ややあり

黒褐色 (10YR3/2) 艦土 にぶい黄協 (10Yおお)粘上のアロッタを多く含む、しまり、粘性あり

SD21 にぶい責褐色 (10YV3) ンルト にオい黄構 (10Ⅵ賂れ)粘土質シルトアロッタ、炭化物あり、 しまりあり
掲色 (10YR4/4) シルト にぶい黄陰 (10YR73)砂 をブロックに含む、大為的埋土

2
灰黄褐色

(10YR4/2)
シルト

貢褐 (1ばrR5/61粘 土質シルト、にぶい黄橙 (10YR6/4)

粘土質シルトをプロック状に含む、人為的埋土

:ぶい資褐色 (loYR5 3 省土質ンルト 黒褐 (10Y贈 /2)シ ルトをプロック状に含む、大為山埋土

第77図 溝跡 (1)
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遺構 土 色 土 性 傭 考

SD25

1 こぶい黄褐色 (loYR4/31 ンルト
明召(75YV8)シルト、灰費褐(1側R9リ シルト、灰黄褐(10WR4 2)、

にぷい寅褐(101R431砂質シルトのプロックを合と、大為的堆積土

2 掲灰色 (loYR4/1) 粘土質シルト
責褐 9翼5/3)シルト、褐 QOY鵡ヽ シルトを班状に含
む、層上面に部分的に薄く灰が進積している、人為的堆積土

SD26 l にぶい黄褐色 (loYR2 3 少質シルト 明貢褐 (10YR6海)シ ル ト粒 を含む
SD28 l 黒褐色 (10YR2/3) ンルト thl環褐OllP・ 51dシルトと責福(』RVOシ ルトのアロックを含む、人為飾理土

SD29 1 暗褐色 (10YR3//3) シルト にぶい黄褐 (10YR73)シ ルト、地山粒混入多ヤ

SD30 1 黒褐色 (10YR/3) ンルト にパヤ環褐(101P511)シ ルトと黄褐住鰐椒VOシ ルトのアロックセ含む、大洛的避土

SD32 1 著褐色 (10YR3/3) シルト

1 渇色 (10YR4/6) 砂質シルト

SD33 2 婚禍色 (10YR3/3) シルト

3 にぶい貢褐色 (10YR4 3) 砂質ンル I 冒下面に粗砂 〔にぶい黄褐 (10Y恥 /4)〕 を多く含む

第78図 清跡 (2)



 ` 2

¨ ¨6

0   2cm(1/2)

―

0                        10cm
L三ユ三三
=三
コ三三正三」三三正三三E=]三三正三」 (1/3)

(  を

緯

遺椰・層ぼ 外    面 底    面 内    面 備   考 写真凶版 登録 番号

1 土師器 菱 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 342-1 D28

2 SD31 1層 ロクロナデ ロクロナデ 猿投 343‐ 6

遺構 層位 種  別 凸 面 凹 面 備   考 写真図版 登録番号

a SD24 平瓦 墨書あ り 燻 し瓦 G■3

4 Sつ24 1層 平瓦 ナ デ 燻 し瓦

種  別 特 徴 外径 lcm) 写真 凶淑 登録番号

6 溺製品 銭貨 洪武通宝 (明 ) 21 427‐ 8 Na‐8

遺構 層位 種   別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 石   材 備   考 写真図版 登録番号

5 氏石 5 1087 デイサイト質凝灰岩 駿化鉄付着あり 426‐ 4 Kdお 8

第79図 溝跡出土遺物 (1)



不明で、一連のものである可能性も考えられる。ピットと重複しており、本遺構が古い。確認した長さは14.4mで、

方向はE-10° ―Sである。上幅は0,7～ 1.lmである。深さは 8～13cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。

堆積土は単層である。底面は平坦で東側へ緩やかに傾斜している。遺物は出土しなかった。

SD30・ 31'吉跡

G～ I-20～ 22グ リッドで確認した。調査時には異なる溝跡として 2つの番号を付したが、重複関係が確認され

なかったため、一連の遺構とした。SD31溝跡とした部分は西側の平成 3年度の調査区のG-20。 21グ リッドでは

確認されていない。東側はSD29溝跡と接しているが、新旧関係は不明で、一連のものである可能性 も考えられる。

ピットと重複しており、本遺構が古い。SD31溝跡とした部分は南北方向でH-21グ リッドで屈曲し、東西方向の

SD30溝跡とした部分となる。確認した長さは南北方向が5.2m、 東西方向が3.8mである。南北方向の部分は不明だ

が、東西方向の上幅は1,1～ 1.4mである。深さは12～31cmで、東端が深い。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆

積土は単層である。底面は平坦で東側へ緩やかに傾斜している。遺物はSD31溝跡部分から土器が出土した。

SD32溝跡

L-19～ 21グ リッドで確認した。ピット、SX 6性格不明遺構と重複しており、本遺構が古い。確認した長さは

6.9mで、方向はN-3° 一Eである。上幅は55～80cmである。深さは19～25cmである。壁は底面から緩やかに立

ち上がる。堆積土は単層で、人為的堆積状況である。遺物は出土しなかった。

SD33溝跡

KoL-32グ リッドで確認した。小溝、SD23溝跡、SD 3堀跡、ピットと重複しており、本遺構が古い。確認し
た長さは6mで、SD 3堀跡から東へ延びている。方向はE-18° 一Nである。東側の調査区外へ延びている。上

幅は 1～ 1.lmで、深さは24～ 30cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。底面は

ほぼ平坦であるが、やや西へ傾斜している。遺物は出土しなかった。

その他の清跡

その他に古代以前と考えられる溝跡が小溝状遺構群と重複して 4条確認した。 G・ H-23グ リッドに 1条、H～

J-36・ 37グ リッドに 3条である。いずれも小溝より古い。小溝と同様の規模で上幅20～30cm、 深さ15～25cmで

ある。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦で、方向は一定しない。遺物は出土し

なかった。

円形周溝

SX 7円形周清

E～ G-18～ 20グ リッドで確認した。ピット、小溝と重複しており本遺構が古い。平面形は外周で5.3m× 4.7m

の楕円形である。溝の上幅は40～ 55cmである、深さは 5～1lcmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積

土は単層である。底面は平坦であるがゆるやかな凸凹がある。遺物は土器片が出土した。

SX8円形周溝

L-23グ リットで確認した。ピット、小溝と重複しており本遺構が古い。位置的にSI 1 30竪穴住居跡と重複して

いるものと考えられ、S130竪穴住居跡確認時には本遺構が確認されなかったことから、本遺構がS130竪穴住居跡よ

り古いものと考えられる。平面形は外周で直径約2.5mの 円形を基調としたものであると考えられる。確認した長

さは1.7mである。深さは 5～ 9cmである。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面は

平坦である。遺物は出土しなかった。



SX8

L+1
23+

渉

上    色 土 性 備 考

二褐色 (loYR2/3) 粘土 魅色 (10YR4/6)粘 土のブロックを含む、底面ほど多い

名      騨≧930m

蒻

名 l 浮≧930m

o                     2m

土    色 土 性 備 考

ユ 黒褐色 (10YR3/2) シルト 2層の上をブロック状 1こ 含む

2 にぶい歳褐色 (10YR5/1) 七土費シルト

第80図 円形周清

小溝状遺構群

小溝状遺構群はⅡ区およびⅢ区で確認した。 I区には分布しない。月ヽ溝状遺構群の分布状況はⅡ区北半部および

Ⅲ区南半部では希薄であり、Ⅱ区南半部～Ⅲ区北半部では濃密で重複関係も顕著である。SD3堀跡とSD4堀 跡

の間の平成 5年度の調査区ではC～ F-29～31グ リッドに調査区を設定して小滞状遺構群を調査した。これらの小

溝状遺構群は方向と重複関係から3群に分けられる。

第 1群

Ⅱ区からⅢ区中央部にかけて分布する東西方向の小溝状遺構群である。SD 3堀跡以南には分布しない。また、

16ラ イン以北では分布が希薄で、11ラ イン以北には分布しない。21ラ イン以南では東側の調査区外に延びており、

以北では東西の調査区外に延びている。古墳時代から古代の遺構との重複関係は、S114・ 15。 16。 17・ 20。 30竪穴

住居跡、SK75'76土 坑、SDll。 15。 19。 33溝跡、SX 7円形周溝、第 2。 3群の小溝状遺構群より新しく、S111・

12・ 13・ 18。 19。 21・ 24竪穴住居跡、SK38・ 40②土坑、SD 9・ 10溝跡より古い。また、中世以降の遺構により削

平されている部分が多い。上幅20～ 88cm、 深さは 6～47cmである。方向は調査区西側でE-2～ 5° 一Nと なっ

ているが、中央付近でE-0～ 8° 一Sに湾曲する。小溝の間隔は16ラ イン以南で、小溝が途切れて確認されなか

った部分や蛇行して接近した部分を除くとット々間で60～ 175cmである。16ラ イン以北では 3m以上の部分もある。

断面形はU字形のものが多いが、皿形、台形のものも見られる。堆積土はV層主体で、Ⅵ層の混入の状況で 2～ 3

層に分層される。底面は平坦であるが、緩やかな起伏が見られる。また、底面に鋤等の工具痕 (耕作痕)は見られ



なかった。遺物は土器片が少量出土した。

第 2群

Ⅱ区からⅢ区にかけて分布する南北方向の小溝状遺構群である。C～ Kラ インに分布し、SD 3堀跡以南には分

布しない。また、21ラ イン以北では分布が希薄で、11ラ イン以北には分布しない。特に平成 5年度の調査区では16

ライン以北では確認されず、平成 7年度の調査区では18～21ラ インにかけて 1条のみしか確認されない。古墳時代

から古代の遺構との重複関係は、S115。 17竪穴住居跡、第 3群小溝状遺構群より新しく、S118・ 21竪穴住居跡、

SK40②土坑、SD10溝跡、第 1群小溝状遺構群より古い。また、中世以降の遺構により削平されている部分が多い。

上幅15～ 70cm、 深さは 5～22cmである。方向はN-15° 一E～ N-8° 一Wであるが、西方向のものはC～ F―

21グ リッド以南のもののみである。小溝の間隔は小溝が途切れて確認されなかった部分や蛇行して接近した部分を

除くとJふ々間で55cm～3.25mである。平成 7年度調査区の22ラ イン以南の間隔が広くなっている。断面形はU字形

のものが多いが、皿形のものも見られる。堆積土はV層主体で、Ⅵ層の混入の状況で 2～ 3層 に分層されるが、単

層のものが多い。底面は平坦であるが、緩やかな起伏が見られる。また、底面に鋤等の l_具痕 (耕作痕)は見られ

なかった。遺物は土器片、土製品が少量出土した。
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土   色 土  性 備 Oヾ 土    色 上  性 傭 考

1 黒tBJ色 (loYR3/2) ンルト質粘土 パい黄褐 (10YRy3)粘 土を(検出而の上|プロック状に含む、しま,ややあ,、 粘性あ,
1 黒褐色 (10YR3/2) ルト質粘土

にぶい責橙 (10YR7/4)シルト質粘土 (古代面の検出面)を

ブロック状に含む (底面の方ほどブロックが大きく多い)
2 黒褐色 (10YR3/3) 粘土

にぶい黄lBJ(10YR5/3)粘土をブロック状に含む、底面に行くlJ

どブロックが大きく多くなる、しまりややあり、粘性あり 2 暗褐色 (loYR3/3) 質粘土 にぶい黄橙 (10YR″ 4)シ ルト質粘土を含む、しまり、粘性ややあり

3 黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土
にぶい黄褐 (10YR5/3)粘土を (検出面の上)ブロック
状に含む、 しまりややあ り、粘性あ り

3 褐色 (10YR74) しまりややあり、粘性あり

におい蓑褐色 l10YR4 3) 黒褐 (10YR2/2)粘土をブロック状に含む、粘性あ り

4 黒褐色 (10YR3/2) ルト質粘土
にぶい責褐 (10YR5/3)粘土を (検出面の上,ブロック状に

含む、どの溝にも耕作痕あり、しまりややあり、粘性あり

第81図 小清状遺構群 (1)
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No 土    色 土  性 衛 考

I 暗褐色 (10YR3/2) シルト 暗楊 (10Y烹 3/2)主体ににぶい黄褐 (10YR4/3)粒多く混ざる

2 暗褐色 (10YR3/4) シルト 晴褐 l10YR3/4)シ ルトとにぶい黄褐 (10YR4/3)刈 プヽロック含む

3 にぶい黄褐色 IЮYR3/4) ンルト にぶい箕協住OV投 4)3)シルトのブロックに暗褐佃OYR112)シ ルト小アロック含む

暗褐色 (loYR3/4)

暗褐色 (loYR3/3) 鶴 (10YR4/4)シ ル トブロックを含む

褐色 (10YR4/4) にぶい黄褐 (10YR5/4)シ ル トブロックを含む

褐色 (10YRク 4)

No 土    色 上 性 考備

5 褐色 (10YRク 4, ンルト

6 掲色 (10YR4 4) シルト

7 にバい黄褐色 (10YR4'3)

第83図 小溝状遺構群 (3)
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第 3群

Ⅱ区からⅢ区中央部にかけて分布する南北方向の小溝状遺構群である。平成 5年度の調査区ではC～ F-29～ 31

グリッドに設定した調査区のみで確認され、SD 4堀跡以北では確認されなかった。20～21ラ インでは途切れてい

る。古墳時代から古代の遺構との重複関係は、 S115。 30竪穴住居弥、SD33溝跡、SX 8円形周溝より新しく、第

1。 2群小溝状遺構より古い。また、中世以降の遺構により削平されている部分が多い。上幅10～ 56cm、 深さは

4～20cmである。方向はN-23° 一E～ N-23° 一Wであるが、H～ Lラ インではN-0～ 5° Eにおさまる。

小溝の間隔は小溝が途切れて確認されなかった部分や蛇行して接近した部分を除くと心々間で55cm～ 185cmであ

る。断面形はU字形のものと、浅い皿形のものがある。堆積土はV層主体で、Ⅵ層の混入の状況で 2層 に分層され

るが、単層のものが多い。底面は平坦であるが、緩やかな起伏が見られる。また、底面に鋤等の工具痕 (耕作痕)

は見られなかった。遺物は土器片が少量出上した。

0        5cm
L三コ三三工三ニエ

==E=」
 (1/3)

臣

◎
No 遺構 層位 種   別 特 徴 長さ (cm) 中冨 (cm) 厚さ (cm) 重量 写真図版 登録番号

1 H区小溝 支脚 ? (50) 3802ユ P-11

第34図 小溝状遺構群出土遺物

3B近世の遺構と遺物
区ではЦ層上面で確認した。古代の遺構と同じ面である。Ц・Ⅲ区ではⅢ層上面で確認した。

I区

I区では堀跡 1条、掘立柱建物跡 1棟を確認した。その他に多数のピットを検出したが、建物は確認できなかっ

た。

堀跡

SDl堀跡

A～ I-1～ 7グ リッドで確認した。SR l河川跡、S14竪穴住居跡、SK10～ 12・ 14土坑、ピットと重複してお

り、本遺構が最も新しい。確認した長さは285mである。方向はE-25° 一Nである。上幅は5.3～ 6.8mである。底

面までの掘 り下げは調査区の東西の壁際のみで行った。深さは0.8～ 1,lmである。壁は底面から緩やかに立ち上が

る。堆積土は東側で 6層、西側で 5層確認された。東側では北側の壁が検出されていないため、西側の堆積状況を

図示した。底面は平坦である。東西でのレベル差は見られない。遺物は陶磁器片、土師器片、須恵器片、弥生土器

107



o                      2m

層位 No 土    色 土  性 備 考

'善

イ立 No 土   色 土  性 備 考

I にぶい資褐色 00YR4/9 シル ト 黒色上をブロック状に含む
3
3 にぶヤヽ黄褐色 (10YR4/0 路土質シルト粘性ややあり

2 2 にぶい費褐色 (10YR5/4) 暗褐色 (10YR3/4) ルト質粘土 灰色粘土をブロック状に含む、粘性ややあ り

5 暗灰黄色 (25Y4/2) 粘土質シルト 黄褐色土をブロック状に含む、粘性ややあ り
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遺構 層位 種  類 器 種 特   徴 産  地 時  期
法 見

写真図版 登録番号
回径 (m) 底径 (m) 器高 (m)

1 陶器 皿 え釉 瀬戸美濃 ? 16C以降 367-3 と365

種別 器種 外 面 内 薗 偏   考 写真図版 登録番号

2 SDl 層 妹生土器 不明 刺突文 沈線文 ナ デ 335-24 B‐35

3 層 な生土器 鎌 刺突文 ナ デ 336-3 B38

4 層 ム生土器 霊 連弧文 (二本一構沈線 ) B‐29

5 層 隆線文 (三本一描沈線 ) ナ デ 3362 B37

6 層 称生土器 重 連弧文 (二本一積沈線 ) マメツ B31

層 小生土器 '壺 三本一猫沈線 ナ デ 33∈1 B36

8 層 称生土器・不明 三本一描沈線 ナデ 335-21 B32

9 SDl 層 旅生土器 壷 三本一描沈線 ナ デ 335-22

層 な生土器 壷 重山形文 (二本一描沈線 ) ナ デ

11 3Dl 壁際 麻生土器 巽 三本一描沈線 B‐40

SDl l層 脚部 B望

No 遺構  層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石   材 備   考 写冥 図倣 登録番号

13 SDl l層 石鏃 (17) 1 流紋岩 417-3

第35図 SDl堀跡土層断面・出土遺物

片、石器が出土した。

掘立桂建物跡

SBl掘立柱建物跡

I区の中央部やや東寄りG-5。 6グ リッドで確認した。S14竪穴住居跡、SK

9土坑、SX l性格不明遺構と重複しており、本遺構が新しい。桁行南北 2間 (総

長約2.9m)、 梁行 1間 (柱間約1.65m)の南北棟である。桁行柱列の方向はN―

2° 一Wである。柱穴堀方は径18～40cmの 円形を基調としたものである。掘 り方

の深さは30～ 65cmである。柱痕跡が確認されたものは径 8～20cmの 円形のもので

ある。                                   第86図 I区SBl掘立柱建物跡



Ⅱ・ Ⅲ区

Ⅱ・Ш区では溝跡12条、堀跡 2条、井戸跡 4基、埋設土器 1基、掘立柱建物跡30棟、性格不明遺構 6基の遺構が

確認された。溝跡、掘立柱建物跡の中には中世のものが含まれている可能性があるが、ここで一括して記述する。

清跡

溝跡については、SD16～ 20お よび24は欠呑とした。

SD2溝跡

F～ K-26～ 36グ リッドで確認した。 F・ G-36か らF・ G-26グ リッドにかけて直線的に延び、FoG-26グ

A'
トー 910m

%

.だ

5と ,.

青 ドットは抗位置

No 土    色 土  性 考備 哺 土    色 土  性 備 考

I 灰黄褐色 (loYR4/2) 砂 微～粗砂 I 明褐色 (75YRν 6) 砂 細砂～粗砂

2 暗灰黄色 (25YR5/2) 砂 微砂～2mm大の礫 2 灰褐色 (75YR5/2) 砂 微砂～粗砂

3 黄灰色 (25Y71) 帖土 砂～粗砂を含む 3 褐灰色 75YRク 1 粘 土 細砂～粗砂を含む

4 暗灰黄色 (25Y4/2) 砂 微～粗砂 4 褐灰色 75YR5/1) 砂 微砂～粗砂を含む、2mm大の礫少々含む
5 黄灰色 (25Y4/1) 粘上 微～細砂を含む 5 黄褐色 10YR5/6) 佑土 地山 (壁)崩 落土
6 黄灰色 (25Y4/1) 砂 数～粗砂 6 褐灰色 75YR4/] 砂 褐灰 (75YR4/1)の粘土塊を含む

黒褐色 75YR3/J 枯土 細砂～粗砂を含む

8 黒褐色 (75YR3/1) 粘土 牧砂～粗砂を含む

9 黒褐色 (75YR3/1) 砂 佃砂～礫を含む

褐灰色 (75YR4/1) 枯土 佃砂～礫を含む

第37図 SD2溝跡
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遺構 層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

1 SD2 底面 漆器 椀 外面黒色漆の上に赤色漆で文様 (3単位 )、 内面赤色漆仕上げ、高台部欠損 ブナ属の一種 385‐ 6 La 31

2 SD2 底面 漆器 椀 7r面黒色漆の上に赤色漆で文様 (3単位 )、 内面赤色漆仕上げ ブナ属の一種 385‐ 7 La‐ 32

3 SD2 底面 漆器 蓋 勺外面赤色漆仕上げ、摘み外面に黒漆で「イJの銘有、木都劣化の為断面計測不可能 ブナ属の一種 385-10 La 35

4 SD2 底面 不 明 tさ 61cm 幅21cm 厚さ0■m 友面、緑世 もによく磨かれている、裏面に組かい刃物痕、留本的に黒色 (濤等をとった可能性も有)柾目材 不明 広菜樹 (散孔材 ?) 394お Lc■6

5 SD2 底面 アクヌキの構 髭さ79 7cm 幅 (256)cm 高さ17 7cm 断面は逆台形、芯持材 40115 Lc 49

遺構 層位 凸 面 凹 詢 備   考 写真図版 登録番号

6 SD2 底面 丸瓦 ナ デ 市目痕 沈線】大圧展 ケズリ 燻 し瓦 Ftta

7 SD2 底南 丸瓦 ナ デ 市目●R 沈線状圧痕 燻 し瓦 F4b

No 遺構 層位 種   別 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 童豊 (宮 ) 石 材 備   考 写具 凶放 登録番号

8 SD2 底面 砥 石 7 3 デイサイト質凝灰岩 4277 Kd■ 02

9 SD2 底面 硯 葺岩 422‐ 8 Kd■ 5

第38図 SD2溝跡出土遺物 (1)



リッドでほぼ直角に曲がり、東へ延びる。FoG-33～ 35グ リッドでSD 3堀跡と重複し、屈曲部から東へ延びる

部分はSD 4堀 跡と重複しており、本遺構が新しい。南側、東側共に調査区タトヘ延びている。確認した長さは南北

方向に延びる部分で31.5m、 方向はN-10° 一E、 東西方向に延びる部分で175m、 方向はE-5° 一Sである。

新旧 2時期の変遷がある。南北方向に延びる部分では新期の溝が旧期の溝の東側へ移動している。東西方向の部分

では同一ヶ所に重なっている。南北方向に延びる部分は平成 5年度と平成 7年度の調査区境にあたり、平成 5年度

の調査では遺構の確認のみで、掘り下げを行っていない。そのため、遺構の大部分が平成 5年度の調査区内に入っ

ている旧期の溝跡の詳細は不明である。新期の溝跡は南北方向の部分で、上幅2.2～ 1.4mで、深さは35～ 50cmであ

る。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦であり、南から北へ若干の傾斜が見られる。東西方向の部分で

は上幅3,7～ 2.6mで、深さは50～ 60cmである。屈曲する部分が広く、東へ向かって徐々に狭くなる。壁は底面から

緩やかに立ち上がる。堆積土は南北方向の部分では10層確認された。東西方向の部分では 6層確認された。堆積土

中には砂が多く含まれている。内部に水流があったためと考えられる。底面は平坦でほぼ水平である。屈曲する部

分では底面から西壁にかけて拳大から人頭大の礫を敷き、礫の部分から東へ2.5mま で杭を打ち、更にその東には、

アク抜き用のフネを杭で止めて水を堰止めるためと考えられる施設を設けている。これは洗い場として設けられた

河棚の痕跡であると考えられる。旧期の溝跡は南北方向の部分では上幅は最も広い部分で2.8m以上である。東西

方向の部分はほぼ新期の溝跡と重複、一体化しているが、調査区東端では上幅が3.lmと 新期の溝跡より広くなっ

ている。底面は屈曲部分では凸凹が著しく、水流で削られた痕跡であると考えられる。東へ延びる部分では平坦で

あるが、新期の溝跡のフネを用いた水を堰止める施設付近から東へ徐々に傾斜し、調査区東端では新期の溝跡より

50cm低い。遺物は溝跡の屈曲部から東へ延びる部分から出土したものが大部分である。そのため、遺物の取り上

げは新期の溝跡の層位に基づいており、SD 2を 1・ ゼ2、 配石出土遺物 =新期の溝跡出土遺物、SD 2を 3出土遺

物 =旧期の溝跡出土遺物である。陶磁器類、木製品、金属製品 (煙管・古銭等)がある。しかし、遺物からは新旧

の溝跡の間的な差は明確ではない。

0                                      10cm
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第89図 SD2溝跡出土遺物 (2)

No 遺構 層位 種  別 長さ (cm) 厚さ (cm, 術 考 写真図版 登録番号

2 SD2 底而 刀 27 Ncl
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遺構・層位 種  類 器  種 徴特 産  地 時  期
法 景

写真図版 登録番号
口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

SD2 3層 陶器 小イ 自濁釉 大堀相馬 18C後 半以降 355-1 お

2 SD2 3層 陶器 小郭 白濁釉 大堀相馬 19C後 半以降 (32) 80

3 SD2 3層 陶器 /1ヽ碗 灰釉、呉須絵 頼戸美濃 18C末 7 43 35歩 3

4 SD2 3層 19器 小不 自濁釉 (堀相馬 19C後 半以降 35}5

5 ,D2 3層 掏器 小不 灰釉 大堀相馬 18C後半 ?

6 5D2 3層 陶器 小杯 灰釉 大堀相馬 19C後半 ? 38 35}6

,D2 3層 陶器 /1ヽ碗 灰釉 大堀相馬 18C後 半以降

8 SD2 3層 陶器 小碗 灰釉、高台内露胎 大堀相馬 19C中 頃以降 &4 33

9 SD2 3層 陶器 碗 灰釉 大堀相馬 18C前 半以降 4 59 353‐11

SD2 3層 陶器 碗 自濁釉 大堀相馬 18C後 半以降 56 353‐13

ID2 3層 陶器 碗 自濁釉 (堀相馬 18C後半 57 353-5 51

SD2 3層 切器 碗 天釉 た堀相馬 18C前 半以降 4 58 353‐ 9

SD2 3層 η器 脆 天釉 大堀相馬 18C前 半以降 5鬱 67 353-6

3層 陶器 碗 灰釉 大堀相馬 18C前 半以降 51 72 3545 167

SD2 3層 陶器 碗 灰釉に飴釉流 し 大堀相馬 18C 11 (55) 353‐ 12

SD2 3層 陶器 碗 自濁釉に緑釉流し、高台付露胎 大堀相馬 19C前半 353‐10

SD2 3層 陶器 椀 灰釉 大堀相馬 18C前 半以降 11 4 73 35争 7

SD2 3層 陶器 碗 灰釉
一
ＨＩ 17C後 半以降 10 4 69 352‐ 7

SD2 3層 翻器 碗 淡青色 lfH、 内面に日跡あり 卜野相馬 18C前 半以降 (57) 35多 2

SD2 3層 旬器 碗 天釉 単剛 17C後 半以降 352‐ 5

SD2 3層 陶器 碗 灰釉 単削 17C後 半以降 72

SD2 3層 陶器 碗 灰釉 単剛 17C後 半以降 (40) 352‐ 9

SD2 3層 陶器 碗 灰釉 一副 17C後 半以降 (22)

SD2 3層 陶器 碗 I巴前 224

SD2 3層 陶器 碗 灰釉、丁寧なつ くり 太堀相馬 18C前半 ? 4 353‐ 14

SD2 3層 陶器 碗 灰釉 (堀相馬 18C前 半以降 48

SD2 3層 旬器 碗 天釉 平剛 17C後 半以降

第90図 SD2溝跡出土遺物 (3)



∇
8

18
19

20

23

0                        10cm
L三コ三三H三ニユ三二工

=三
土三
=〔
三三E三コE三二三」 (1/3)

2

フ
6

No 遺権  層位 種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
]径 にm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD2 3層 旬器 碗 医XIH、 畳付け磨 大堀相馬 18C前 半以降 98 ■1 54 354‐ 3 I-165

2 SD2 3層 町器 碗 灰釉 大堀相馬 18C前 半以降 99 (40) I-163

3 SD2 3層 旬器 碗 灰釉 夫堀相馬 18C前 半以降 102 3542 1164

4 SD2 3層 掏器 碗 掛け分け (上半灰釉、下半鉄釉 ) 大堀相馬 18C前 半以降 107 4 68 35411 I-173

5 SD2 3層 旬器 寃 灰釉 大堀相馬 18C前 半以降 100 3541

6 3D2 3層 旬器 宛 灰釉 大堀相馬 18C前 半以降 102 I‐ 162

SD2 3層 旬器 宛 灰釉、祈枝梅花文、畳付釉なし 瀬戸美濃 19C前半 352‐ 2 二134a

8 】D2 3層 電器 碗 折4t梅花文 瀬戸美濃 19C前半 (100) 352‐ 2 I-134b

9 SD2 3層 電器 碗 白濁釉、高台内露胎 大堀相馬 19C前 半 3と 354‐ 13

〕D2 3層 旬器 碗 白濁釉に飴釉流 し 大堀相馬 19C前 半 35412
1〕 SD2 3層 4」器 硫 灰釉 大堀相馬 18C前 半 101 4 35415 I-177

12 SD2 3層 旬器 碗 掛け分け(上半尻釉、下半鉄釉)内部底部の技化物刊 大堀相馬 18C前 半 3 3549

SD2 3層 陶器 碗 掛け分け 上半灰釉、下半鉄釉 ) 大堀相馬 18C前半以降 3548 1170

14 SD2 3層 阿 器 死 酢け分け 半灰釉、下半鉄釉 ) 大堀相馬 18C前 半 3547 I-169

15 SD2 3層 胸器 隣け分け 半灰釉、下半鉄釉 : 大堀相馬 18C前半以降 354-10 I-172

16 SD2 3層 陶器 掛け分け 上半灰釉、下半鉄釉 ; 大堀相馬 18C前半以降 100 354‐ 6 〔168

17 SD2 3層 陶器 碗 わら灰釉 太堀相馬 19C前 半 98 354-14 [176

SD2 3層 脇器 皿 白1蜀釉 大堀相馬 18C前半以降
「
187

SD2 3層 陶器 灯明皿 淡青色釉、底部回転糸切 り 小野相馬 18C以 降 94 352-10 [145

3層 陶器 尿/1L小 皿 】響ブィm習桁>帝 :ギ濯言堺I埼 瀬戸 15C初 (21) 357-2 [‐222

,D2 3層 切器 皿 青緑釉 (内面及び外llの日緑部まで)、 覚の日釉劇き 工醐 17C後 半 352-4 【-137

SD2 3層 何器 皿 七釉、翌押し成形、扇形の皿、焼茂不良、偲う)k60 大堀相馬 355‐9 [‐186

〕D2 3層 陶器 陰花、見込み蛇の目釉剥 ぎ 小野相馬 18C (27) 353毛

;D2 3層 陶器 皿 合花、見込みに再イL状の印花文、陀の日釉劇ぎ 小野相馬 57

第91図  SD2清跡出土遺物 (4)
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No 遺構・層位 種  類 器  種 お 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD2 3層 陶器 天吹き 淡青色釉、 とても珍 しヤ 小野相馬 17C後 半 366-7 352

2 SD2 3層 胸器 天吹 き 自濁釉に緑釉流 し 夫堀相馬 19C後 半 (5B) 355-10

3 SD2 3層 陶器 S炉 内外面灰 Th、 古涌戸 瀬戸 15C初 351-12

SD2 3層 陶器 電 灰 釉 小野相馬 ? 353望

5 SD2 3層 町器 播鉢 情 目 5条以上 堤 ? 18C P (310, 355-13 204

6 SD2 3層 陶器 糖鉢 橋 目 9条 堤 ? 18C以降 (316) 355-11 203

7 SD2 3層 陶器 橋鉢 繕 目 5条 不明 江戸時代 (123) 355-16

8 SD2 3層 陶器 土瓶 白濁鵜、外面下部に露胎部分に炭化物■者 大堀相馬 18C後 半以降 35,7

9 SD2 3層 陶器 糟鉢 帽 目 9条 岸窯系 17C後 半以降 (121) 355‐ 12 202

10 SD2 3層 陶器 蓋 大堀相馬 18C後 半以降 355‐8 185

II SD2 3層 陶器 奨 常滑 370‐ 11 449

SD2 3層 切器 焙烙 鉛釉 (透明釉 ) 堤 19C前半 (141) (110, 355‐ 15
=207

SD2 3層 旬器 焙熔 鉛釉 (透明釉 ) 堤 19C前半 (148) (128) 355-14 [206

14 SD2 3層 陶器 焙始 船釉 (透明釉 ) 堤 19C前半 (118) 33 【208

第92図 SD2溝跡出土遺物 (5)
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No 遺構 層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
日径 (cm) 民径 (cm) 器高 (cコ

1 SD2 3層 磁器 小碗 染付、外面 :紫束文 lL前 18C～ 19C 9【 37多 8

2 SD2 3層 磁 器 /」 碗ヽ 染付、 くらわんか手 単硼 18C～19C 94 372-10

3 SD2 3層 磁 器 /1ヽ碗 染付、外面 :紫束文、漆つぎ IB前 18C～ 19C 83 372‐ 5

4 SD2 3層 磁器 月ヽ碗 楽付、外面 紫束文 肥前 18C～ 19C 93 372-6 ‐23

5 SD2 3層 陸器 /1ヽ碗 柴付、外面 :紫東文 肥前 18C～ 19C 9【 372‐ 7 ‐24

SD2 3層 阪器 月ヽ 碗 果付 瀬戸美濃 19C前半～牛 372-11

7 SD2 3層 磁 器 小碗 染付、内面 :かぶ文 ?く らわんか手 肥前 372つ

SD2 3層 磁 器 皿 染付、内面 :コ ンiャ クE「判 (五弁花)、 漆つぎ 肥前 18C前半 34

SD2 3層 磁 器 皿 染什、内面:コ ンニャク印判 (二弁花)、 二重周線、 くらわたか手 肥前 18C前半 8コ 32 3733 33

SD2 3層 磁 器 皿 業‖、内面:コンニャク印ll(五弁花)、 漆つぎ、 くらわんか子 肥前 3 39

11 SD2 3'目 磁器 皿 染‖、内面:蛇の日釉尉き、(漆付着)、 コンエャク印判 (■弁花) 一副 81 39 373‐ 2 32

SD2 3層 毯器 皿 果‖、内面:コンニャク印判(五弁il}、 高台内に銘あり、「大明日午」肥前 18C前半 (26) 373も 35

SD2 3層 臨器 皿 柴付、型押 し変形皿、瑠璃釉 一硼 17G前半 78× 50 38X2( 15 373‐ 7 37

SD2 3層 磁 器 皿 IB前 17C前半～18C 113 37歩 13

15 SD2 3層 磁器 皿 柴付、芙蓉手 ? 中国 17C前半 (05, 372-12

SD2 3層 磁器 瓶 染付、外面 :網 目文 肥 前 17C後半 (87) 373‐ 6

第93図 SD2清跡出土遺物 (6)
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No 遺構 層位 種  別 凸 面 凹 向 備   考 写真図版 登録番号

3D2 3層 平瓦 ナ デ ナ デ 燻 し瓦 C卜 2

2 SD2 3層 丸瓦 ナ デ 布目痕・沈線状圧痕 燻 し瓦 381-6 卜 5

3 )D2 3層 平瓦 382‐ 3 ∈ 1

種   "V 特 徴 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (富 ) 写具 凶倣 登録番号

4 SD2 3層 土鈴 (305, (535) 380‐ 23

5 ,D2 3層 堤人形 人形の顔 (211 380‐ 14 P望5

遺構・層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録香号

6 SD2 3層 皿 ほぼ完形、日径96cm 底径6 0cm 器高15cm 内外面とも木挽き痕 明瞭 ブナの一種 394つ Lc‐ 15

7 ,D2 3層 不明 長さ12 8cm 幅 (29)cm 厚 さ0 2cm 上部に 2穴有、 (2穴 とも貫通 )、 柾 目材 スギ 401‐3 Lc 5J

8 SD2 3層 不明 長さ12 2cm 幅 (98)cm 厚 さ1 7cm 中央部に長さ1 5cmの 穴あ り、柾 目材 ス ギ 401望 Lc‐55

9 SD2 3層 加工木 上、下端部に加工痕あり、長さ (233)cm 幅、径42cm イチイ 4022 Lc 57

,D2 3層 不明 長さ (3猛2)cm 幅24cm 厚 さ1 5cm 柾 目材 モミ属 401-2 Lc 56

第94図 SD2溝跡出土遺物 (7)



季
1

2

0          3cm
中 ⑫/o

0                        10cm

(1/9

No 途構  層位 種  別 長さ (cm) 甲岳 (cm)
'早

さ (cm) 重量 (質 ) 石   材 備   考 写真図版 登録番号

1 3D23層 不定形 30 と質貞岩 4184 K体170

2 】D2 3層 石匙 (25) 瑳質頁岩 41μ ll KJ■

3 3D2 3層 眠石 53 デイサイト質凝灰岩 4279 Kd■09

4 5D2 3層 砥石 122 77 砂質凝灰岩 4278 【d-104

第95図 SD2溝跡出土遺物 (3)



6

＼

7

0                                10

(1/3)

No 遺構 層位 種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 電

写真図版 登録番号
ヨ径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD2 2層 電器 小郭 灰釉 大堀相馬 (28)

2 SD2 2遷 匂器 小イ 白1蜀釉 大堀相馬 18C後半 ? 39 347-15 工ηЭ

3 SD2 2層 町器 碗 灰釉 大堀相馬 18C前 半以降 (49) 349‐ 5

SD2 2層 翻器 碗 灰釉 大堀相馬 18C前 半以降 I‐72

5 SD2 2層 陶器 碗 灰釉、高台部露胎 大堀相馬 18C前 半以降 3482 173

6 SD2 2層 胸器 /1ヽ碗 ヨ濁釉に緑釉流し 大堀相馬 19C前半 34″ 14

SD2 2層 陶器 碗 当濁釉に飴釉流し、内面に飴釉 大堀相馬 18C後 半以降 348‐ 4 I‐ 75

8 SD2 2層 陶器 碗 ヨ濁釉に飴釉流し、内面の一部に飴釉 大堀相馬 348‐ 3 I‐ 74

9 SD2 2層 Ixt器 小不 白濁釉 大堀相馬 18C前 半以路 348‐ 1

SD2 2層 翻器 腕 白濁釉に飴釉流 し 大堀相馬 と9C前半 348-12 I‐84

SD2 2層 翻器 碗 白濁釉 ? 大堀相馬 19C前半 349‐ 1 と88

SD2 2層 陶器 魔 自濁釉、高台部露胎 大堀相馬 19C前半 3493 90

SD2 2層 陶器 虎 白濁釉 大堀相馬 19C前 半 94 348-14 36

SD2 2層 陶器 売 自濁 した紫色の釉 大堀相馬 19C前 半～ 98 3 34&15 お7

SD2 2層 陶器 亮 JI蜀釉に飴釉流し、体部下半、露胎の部分有大堀相馬 19C前 半 (49) 34&Iユ 鶴

SD2 2層 陶器 宛 灰釉、畳付研磨 大堀相馬 84 3487 78

17 SD2 2層 掏器 死 掛1分 )(上半:辰職、下キ1畢諭)高台と畳付|:鉄紬 大堀相馬 19C前 半 ? 86 348‐ 13

SD2 2層 陶器 虎 白濁釉に鮪釉流し、

“

部に凹み有 (5ケ 所〕 た堀相馬 18C中 唄 90 348‐ 5

SD2 2層 Ial器 宛 灰 釉 大堀相馬

SD2 2層 陶器 苑 灰釉、高台部露胎 大堀相馬

SD2 2層 陶器 宛 灰釉、畳付研磨 大堀相馬 18C前半以降

5D2 2層 陶器 抗 灰釉、体部下半に沈線 大堀相馬 3489

〕D2 2層 陶器 兎か鉢 大堀相馬 19C前 半 4 3492 189

SD2 2層 陶器 宛 淡青色釉 小野相馬 18C前半以随 3508 1113

3D2 2層 陶器 売 灰釉、貫入が細かし 肥前 17C後半以降 (109) 4 34410 I‐63

SD2 2層 陶器 小碗 灰釉 京信楽 34 347‐ 9 I‐59

SD2 2層 陶器 碗 灰釉 肥前 17C後半以降 I‐65

第96図  SD2清跡出土遺物 (9)



―

l碁
8

ゝ

‐３

0                         10cm
ヒ三コE三コ三三工三三正三三土三三正三三正三二正三三正三」 (1/3)

No 選構・層位 種  類 器  種 特 TLk 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

I SD2 2層 陶器 碗 黒釉、飛飽、漆つ ぎ 大堀相馬 19C前 半 (41) 34&10
2 SD2 2層 翻器 碗 天釉 肥前 17C後半以降 34子 13

3 SD2 2層 留器 碗 天釉 把前 17C後半以降 34作11

SD2 2層 η器 椀 戻釉、内面に目跡 一別 17C後半以F4 34412
5 SD2 2層 陶器 灯明皿 映釉 幸窯孫 18C後半 350-1 1103

6 SD2 2層 陶器 鉢 決釉 是 350-3

7 SD2 2層 陶器 仏飯具 え釉、飴釉流 し κ堀相馬 18C半ば以降 Iつ3

8 SD2 2層 陶器 皿 ? え釉、ケズリ出し輪高台 古瀬戸 15C後半 357‐3 I‐223

SD2 2層 陶器 皿 疋釉、ひだ皿、型押し成形、鉄絵 大堀相馬 19C前半 17 349望 と9]

SD2 2層 η器 at 炎青色釉、見込みに日跡 (5ケ 所) 小野相馬 18C前 半以降 350‐9

11 SD2 2層 幻器 層鉢 ヨ縁部、鉄釉 瀬戸美濃 (22) [104

12 SD2 2層 掏器 誕 ? 在地 37118

SD2 2層 旬器 菱 常滑 37119 【-448

3D2 2層 町器 橋鉢 察目 8条以上 不明 18C P 350‐5 [108

SD2 2層 旬器 橋鉢 内部底部磨耗が著 しヤ (5D [105

SD2 2層 掏器 籍鉢 自濁釉に緑釉流し、鮎釉、濃つき,日跡3 大堀相馬 19C前半 202 94 349-6 Iつ 2

第97図 SD2溝跡出土遺物 (10)
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No 遺構 層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
回径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD2 2層 陶器 信鉢 尼 (338) (62) 1107

2 SD2 2層 掏器 弩 映釉に鮪粕流 し、菖ね焼きの跡石 岸窯系 ? 17～ 18C (135) I‐ 102

3 SD2 2層 翻器 筈烙 船釉 (透明釉 ) 堤 19C前半 (137) (119) 35 350‐ 7 I‐ 110

4 SD2 2層 掏器 吉烙 鉛釉 (透明釉 ) 堤 19C前半 (123) (102) I-11la

5 3D2 2膳 駒器 密烙 船釉 (透明釉 ) 堤 19C前半 (124) (106) I‐ 109

6 SD2 2層 陶器 花入れ 岸窯系 ? 17C中頃 202 3497 I‐ 10]

7 SD2 2層 陶器 亮 染付 瀬戸美濃 19C前半 40 371-15

8 SD2 2層 IPD器 宛 染付、漆つ ぎ 把前 17Cか 18C (102) (42) 371-16

9 SD2 2思 陶器 階日 単副 19C前半 75 372ワ

SD2 2層 阿器 占炉 tの日高台(鉄釉)、 高台に砂付着、見込みに砂付着 肥前 17C前半 372-3

11 SD2 2層 阿器 染句 肥前 17C後半以降 (188) 372‐ 4

12 SD2 2層 旬器 皿 楽付、 くらわんか手 工硼 372-1

SD2 3層 瓦質土器 手焙 り 在地 江戸時代 378‐ 8 T‐20

No 遺l14 層位 種   別 特 徴 長 さ (cm) 嶋 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 写真図版 登録番号

14 SD2 2層 是人形 お内裏様 3( 380‐ 15 Pワ0

第98図 SD2溝跡出土遺物 (11)
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No 種  別 特 徴 樹  梃 写真 凶版 登録沓号

ユ SD2 2層 運歯下駄 (積、積目V、 台幅が狭い剖,に歯辞が高ヤゝ 歯訃は下が広い台形である、横給欠は後歯の前、台部長191cm 台幅 (V)cm 高さ67cm モクレン属 3925 Lb-21

2 SD2 2層 漆器 椀 対外面赤色漆塗 り仕上げ ブナ属の一種 385つ Lと34

3 SD2 2層 漆器 蓋 利外 白黒色漆 塗 り仕上 t プナ属の一種 385-11 La-36

SD2 2層 漆器 蓋 外面黒色漆の上に赤色漆で文様有 (3単位)、 内面赤色漆塗仕上げ ブナ属の一種 385‐ 4 La 29

SD2 2層 連歯下駄 ま十競形、根目‖、指圧寵残る、横雑穴から鼻糀穴へ向けて、鼻絡が引っ諏ら1たような長が虎る、横給穴は後歯の後、台部長釣

“

m台報飩cm高 さ]れ m ス ギ 393‐ 1 Lbワ 2

6 Sつ 2 2層 漆器 皿 再外面黒色漆塗仕上げ、内面黒漆塗仕上げの上に赤漆で文様有、内面周縁部に金箔 ?有 グナ属の一種 La 56

第99図 SD2清跡出土遺物 (12)
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遺構 層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

I SD2 2層 警 ほぼ完形、長さ23 2cm 最大径07cm 断面→四角形 ヒノキ属 4162

2 ;D2 2層 完形、長さ20 9cm 最大径06cm 断面一四角形 とノキ属 416-3 Lc‐1l①

3 SD2 2層 黒漆塗、長さ (213)cm 最大径0 7cm 断面→楕円形 ヒノキ属 4163 しc-1l②

4 SD2 2層 不 明 長さ (223)cm 幅16cm 厚さ0 7cm 上部に径0 2cmの 木釘入 り、柾目材 ヒノキ属類似種 416‐ 1 Lcつ

5 SD2 2層 不明竹製品 長さ15 9cm 幅30cm 厚さ (065)cm 上部中央に穴 (貫通、径約04cm)有 性 3946 Lc-12

6 SD2 2層 不 明 長さ (352)cm 幅90cm 厚さ23cm 片側面に釘穴3有 (上部1穴は貫通)下部加正面に焼こlJE有 、柾目材 スギ類似種 399望 Lc‐ 45b

SD2 2層 不 明 ミさ (321)cm 幅8 9cm 厚さ2 3cm 片側面に釘穴3有 (上部2穴 は貫通し、本釘1■cm残存; ヒノキ属類似種 399望 Lc望 5b

8 SD2 2層 枠 髭さ44 3cm 幅229cm 厚さ10cm 釘穴有 (表面 3、 側面 2、 上部 4、 下部 4 ス ギ 411111 Lc‐ 46

第100図  SD2溝跡出土遺物 (13)
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No 遺構 lel位 T4  別 特 徴 全長 (cm) 火皿径 (cm) 絶字日径 (cm) 歿旧径 (cm) 写兵凶版 0鍬沓号

1 SD2 2層 煙省 雁首 火皿のみ残存、全面に鍍金の痕跡有 1 Nb3

2 SD2 2暫 煙 管 雁首 全体がつぶれて変形、Nb7と 同一か ? 15X01 02× 10 Nb5

3 SD2 2層 煙 省 雁首 全面に鍍金の痕跡布 1 433-3 Nb4

SD2 2層 睡省 吸
「

| 吸日先端部破損、一部に鍍金の及跡有、Nb5と 同一か ? (05X03) 433-6 Nb7

遺構 局位 種   別 特 徴 外径 (cm) 重量 (g) 写真図版 登録沓号

5 SD2 2層 鋼製品 銭貨 新 寛永通宝 Na‐21

6 SD2 2層 鋼製品 銭貨 古 党永通宝 345 430‐ 4 Na 22

7 SD2 2層 銅製品 銭貨 古 寛永通宝 (285) 430‐ 5 Na93

SD2 2層 銅製品 銭貨 新 寛永通宝 24 Naワ4

SD2 2層 銅製品 銭貨 新 寛永通宅 430‐ 7 Na 25

10 SD2 2層 銅製品 銭貨 新 寛永通宝 430‐ 8 Na 26

11 SD2 2層 lll製品 銭貨 新 寛水通宝 14 Na 27

】D2 2層 鋼製品 銭賃 新 党永通宝 430‐ 10 Na 28

13 SD2 2層 鋼製品 銭貨 新 党永通宝 430-11

14 SD2 2層 鋼製品 銭貨 寃永通宝 24 430‐ 12 Nta 30

SD2 2層 鋼製品 銭貨 古 寛永通宝 430‐ 13 Na 31

SD2 2厨 鋼製品 銭貨 新 寛永通宝 431115 Na‐33

17 SD2 2層 鋼製品 銭貨 新 寛永通宝 431116 Na 34

SD2 2層 鋼製品 銭貨 新 寛永迪宝 430‐ 17 Na 35

SD2 2層 鋼製品 銭賃 新 寛永通宝 431118 Na 36

SD2 2層 鋼製品 銭貨 新 寛永通宝 255 431-2 Na 38

SD2 1 1M 新 寃永通宝 431-1 Naお7

SD2 2層 仙台通宝 135 430‐ 14 Na32

第102図  SD2溝跡出土遺物 (司 5)
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No 遺構・層位 種  別 長さ (cm) nB(cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 石 材 4扁   考 写 具 凶淑 登録番号

l SD2 2層 不定形 27 1 15 頁岩 41岳 ] Kを 156

2 SD2 2層 不定形 6 珪質頁岩 418-2 Ka‐ 157

3 SD2 2層 百製 品 デイサイト質凝灰岩 422-2 Kdワ

SD3 2層 紡錘車 11 12〔 デイサイト質凝灰岩 422望 Kd望

5 SD2 2層 石製品 6 2 疑灰岩頁岩 4223 Kd3
6 SD2 2層 砥石 5〔 デイサイ ト質凝灰岩 427ワ Kd 94

7 SD2 2層 IIR痢 デイサイト質凝灰岩 424ユ Kd 93

8 SD2 2層 紙石 24 デイサイ ト質IJ/N岩 42710 K■ 111

第103図  SD2清跡出土遺物 (16)



９

＝

24

o                               10cm
l                                 (1/3)

遺構 層位 種  類 器 種 徴特 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 層 陶器 小不 白濁釉 大堀相馬 18C後半 ? 2〔 3466

2 層 陶器 小 lTN 天釉 大堀相馬 18C後半 60 346望

3 層 陶器 /1ヽ碗 灰釉 大堀相馬 71

4 層 陶器 可ヽ碗 天釉 大堀相馬 78 34$3

5 SD2 層 翻器 宛 白濁釉、高台内露胎 大堀相馬 18C後半以障 84 3

6 SD2 層 切器 宛 白濁釉 た堀相馬 18C後半 90 3

層 胸器 碗 掛け分I)(口縁部から内面白濁釉、本部はFr鼻色和、非桁上の文樵)高台と畳付けに鉄剤 た堀相馬 19C前半 ? 80 17

8 層 胸器 碗 掛け分け (日縁部から内面白i蜀釉、体部は言景色釉、井III状の文様)高台と豊付けに鉄剤 大堀相馬 19C前半 345,7

9 層 旬器 碗 白濁釉に飴釉流 し、高台内露胎 大堀相馬 18C後半

層 旬器 碗 白濁釉に緑釉流 し、高台裏に墨書「十」か、高台部露胎 大堀相馬 19C前半 4 15

11 層 旬器 碗 灰 /1H 大堀相馬 18C前半以降 122 (59) I‐23

3D2 層 旬器 碗 又釉、貫入が細かい 大堀相馬 18C前半以露 34rDぉ

SD2 層 43器 碗 灰釉、高台露胎 大堀相馬 18C前半以隠 345‐ 2

14 層 町器 碗 灰釉、貫入が細かい 大堀相馬 18C前半以降 I‐22

15 層 旬器 碗 白濁釉 大堀相馬 19C前半 45 345‐ 10

SD2 層 句器 碗 白濁釉 大堀相馬 19C前半 87 3 45 346‐ 2

17 層 匂器 碗 掛け分け (上半 :灰釉、下半 :鉄釉 ) 大堀相馬 18C前半以降 (54) 345-12

SD2 層 匂器 碗 掛け分け (上半 :白濁釉、下半 :鉄釉 ) 大堀相馬 18C半ば以降 56 345-11 工25

SD2 思 掏器 兎 掛け分け (上半 :白濁釉、下半 :鉄釉 ) 大堀相馬 18C後半以降 3461 工27

SD2 層 町器 宛 白濁釉、見込みに鉄絵 大堀相馬 19C前半 345-13

21 SD2 層 町器 売 灰釉、鈷釉流 し、飛飽 太堀相馬 19C前半～+ば幕末 34ry5

層 胸器 苑 え釉、貫入が細か� 大堀相馬 lSC前半以降 3451 112

層 陶器 小碗 え釉、漆つぎ? 美濃 7ユ 34415 【望

24 層 陶器 亮 辻茶碗、黒釉 (内面及び日縁部 , 瀬戸美濃 a44‐ 14

SD2 督 陶器 免 天釉、飴釉流 し 小野相馬 ? 18C前半～19C前 半 46 73 347‐ 7 I-56

第104図 SD2溝跡出土遺物 (17)
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No 遺構・層位 種 類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
回径 (cm) 蔓径 (cm) 器高 (cm)

1 SD2 層 陶器 亮 蛇茶碗、黒釉 (内面及び日縁部) 瀬戸美濃 18C 34414 ワ a

2 SD2 層 翻器 死 天TJI 瀬戸美濃 ? 17C後 半 ?

3 3D2 層 旬器 市」毛目文、現川焼か ? 把前 18C以 降 (21) 357‐ 5 1225

4 層 掏器 え釉、蛇の日高台、 lヶ所に鉄給 爪信楽 18C以 降 34416 18

5 SD2 層 陶器 皿 灰釉、鉄絵 大堀相馬 18C末～19C (24) 346‐ 8 X■ 3

6 SD2 層 陶器 皿 鉄絵、ひだ皿、かぶ文 大堀相馬 19C前 半 ? 8 135

7 3D2 層 陶器 皿 鉄絵、ひだ皿、かぶ文 大堀相馬 19C前 半 ? 9 X36

8 層 陶器 皿 え釉、高台内輪トチン痕、大窯1期 瀬戸美濃 344-13 11

9 層 陶器 灯明皿 是 6 347‐ 3

SD2 層 翻器 灯明皿 是 60 6

11 SD2 層 均器 香炉 全向施 BII、 三 IH 江戸時代 89 65

層 陶器 中皿 わら灰釉 ?鉄絵 (風景 ) 大堀相馬 18C後半以降 240 56

勤 2 層 陶器 壷 六角形の霊か、鉄釉、理抑しによる文様 大堀相馬 19C前 半 56 346‐ 10

層 陶器 蓋 青紬、土瓶または急須の書 大堀相馬 と9C前 半 74 3442 I‐39

第105図 SD2溝跡出土遺物 (18)
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遺構 層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真凶版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

I SD2 層 陶器 片 日 灰釉 美濃 ? 18C後半以降 (208) (104) 344-18

2 SD2 層 翻器 饗 灰釉 瀬戸美濃 18C? 180

3 SD2 層 陶器 鉢 鉄釉 堤 19C前 半 (47) 34作 5 I‐53

4 層 陶器 害烙 鉛釉 (透明釉 ) 堤 19C前 半 (124) 356‐ 9 I‐219

5 SD2 層 陶器 仏花瓶 鉄釉 (黒釉)に長石釉散 らし 美濃 18C後半以昭 3“‐17

層 陶器 層鉢 堤 19C前 半 I「D2

層 陶器 ム飯具 吸釉 大堀相馬 51 (25) 34″ 1 138

8 層 磁器 」ヽ碗 染付 ? lB前 371‐ 4 J判

層 磁器 魔 業付、外血1痛花文、高台裏に男‖言J)石 把前 4] 371‐ 2

SD2 層 磁器 」ヽ不 栄付 一別 17C (27) (32) 371‐ 6

11 SD2 層 磁器 卜碗 染付 肥前 17C後 半 (35) 371‐ 5

12 SD2 層 磁器 仏飯具 業付、外面:雨降文、内両国撒部‖近に演化物‖落 肥前 (27) 371-14

層 磁器 虎 染付、外面 :梅樹文 肥前 18C後 半 371‐ 1 Jl

層 磁器 允 染‖、内BI コンニャク印判、 くらわんか手 一日‐ 371-3 J3

15 層 磁器 虎 半筒碗、染付、外面に菊文 lB前 18C後 半 (78) 371-7 卜7

SD2 層 磁器 虎 中国 1lC後 半か15C前 半 (lo o) (28) 37615 J‐92

17 層 磁器 薔日 肥前 19C前 半 371-11

層 磁器 階ロ 肥前 371-12

19 層 磁器 猪日 奈つ ぎ 一副 19C前 半 74 371‐ 13

層 磁器 皿 熊付、内面 :折れ松葉文?蛇の日到ぎ 平削 18C後半以降 125 371-8 Jお

層 磁器 皿 染付、見込み蛇の目剥ぎ 肥前 17C後 半～18C 371‐ 9 Jつ

SD2 層 磁器 沐 命花、口縁部に鉄釉 把前 74 371-10

土 R市質土器 S炉 !面 :ロクロナデ、焼け焦げ存、タト面IT軍なミガキ 在地 江戸時代 344‐ 6 Ca 15

第106図  SD2溝跡出土遺物 (19)
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No 遺権 層位 樋  頼 器  種 特 徴 産 地 時  期
法 曇

写真図版 登録番号
日径 (cm) 氏径 (cm)器 高 (cm)

1 SD2 1層 瓦質上器 鉢 胎土に自色針状物質含む 在地 18C～ 19C前 半 (200) (44)

2 SD2 1層 瓦質土器 然       l jH付 き、InN土 に自色争I状物質含む 1在地 (246)

道構 壇位 種   別 凸 面 凹 面 備   考 写真図版 登録番号

3 SD2  1'習 丸瓦 ナ デ 剥離 箕し瓦 F-1

遺構・壇位 種   別 特 徴 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 写真図版 登録番号

4 SD2 1層 児人形 人形の下著L (47) 380-16 P‐44

5 SD2 1層 土偶 1脚 380-20

No 遺穂 層位 種   別 特 徴 樹   種 写真 I�版 登録番】

層 椀 外面黒色漆の上に赤色漆で文様 (三階菱 ?)有 、 (3単位 )、 内面赤色漆塗仕上げ ブナ属の一極 385-5 La‐30

7 SD2 層 椀 内面赤漆仕上げ、外面黒漆仕上げ、その上に赤色漆で文様有 ブナ属の一種 389‐ 3 Lμ64

8 SD2 層 椀 外面黒色漆の上に赤色漆で文様わずかに有、内面赤色漆塗 り仕上げ ブナ属の一種 385‐ 8 La 33

9 SD2 層 蓋 内外面赤色漆塗 り仕上げ、摘み外面に黒色で (「 イJ)の銘有 ブナ属の ‐種 388‐ 5 La 59

10 層 明ヽ 長さ14 8cm 幅 (45)cm 厚さ0 75cm 板 目材 Lc‐7

11 層 不 明 長さ (319)cm 幅 (62)cm 厚 さ31cm 上部に刃物痕有 ス ギ Lc 5]

12 jl J:木 上部二又になっている、下端部に加工痕有、全長 (■ 22)cm幅 、径34cm Lc‐50

No 遺 II 層位 種  別 特 徴 全長 (cm) 火皿径 (cm) 羅宇口径 にm)映 日径 (cm) 写兵凶版 鍛 番号

13 SD2 1層 哩管 雁 盲 全向に鍍金の痕跡有、火皿、羅宇 |コ がつぶれている 3 19Xl] 07X09
14 SD2 1層 煙管 吸 日 Nb 2

第107図  SD2清跡出土遺物 (20)
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No 遺構 層位 種  別 長 さ (cm 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石   材 備   考 写真図版 登録番号

ユ 3D2 層 砥石 8C デイサイト砂岩 42μ13 Kd■ 18

2 3D2 層 氏石 2 デイサイト質凝灰岩 4243 Kd 97

3 SD2 盾 砥石 デイサイ ト質凝灰岩 427望 Kdつ8

4 SD2 層 氏石 11 5 デイサイ ト質凝灰岩 乾子12 Kd‐ 117

5 SD2 層 砥石 240 デイサイト質凝灰岩 42子H Kd l15

6 層 砥石 デイサイト質凝灰君 42″ 6 Kd‐ 100

7 SD2 層 抵石 翻 デイサイト質凝灰岩 42″14 Kd l19

8 SD2(古 )1層 抵石 砂質凝灰岩 427も Kdつ9

9 SD2(古 ) 砥石 10; 6 162 デイサイト質堤灰岩 42613 Kdお5

第司08図 SD2溝跡出土遺物 (21)
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遺構 層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 虞径 (cm) 器高 (cm)

1 SD2 配石中 η器 碗 日濁榊 入堀相馬 18C後半以隠 98 42 351‐ 6 卜123

2 SD2 酉己石中 陶器 碗 わら灰釉 大堀相馬 18C 351‐ 5 工122

3 SD2 酉己石中 陶器 碗 灰釉 一副 17C後半以降 351‐ 11

4 SD2 配石中 陶器 碗 灰釉 lB前 17C後半以降 (48)

5 SD2 配石中 陶器 皿 台花、見込みに菊花状の印花文、比の日釉則ぎ 小野相馬 37 351‐ 1

SD2 配石中 掏器 皿 禽lL、 見込みに菊花状の印花文、屹の日釉剥ぎ 小野相馬 351‐ 2

7 SD2 配石中 切器 Ill 台花、見込みに菊花状の印花文、比の日釉則ぎ ]ヽ野相馬 138 351‐ 3

SD2 配石中 何器 香炉 炎青色釉 (外面及び肉面日縁部) 1ヽ野相馬 ? 351-4 21

SD2 配石中 陶器 灰吹き ? 灰釉、内面も施釉 大堀相馬 351-7

10 SD2 配石中 陶器 播鉢 岸窯系 17C中頃 34子 8

ll SD2 配石中 陶器 橘鉢 岸窯系 ? 17C中頃 ? I‐ 126

SD2 配石中 陶器 悟鉢 岸窯系 17C後半以降 351-9
=127

SD2 配石中 陶器 種鎌 悟目 8条以上 不明 江戸時代 351‐ 10 I‐ 129

第109図 SD2溝跡出土遺物 (22)



,|

ｍ
ｈ
ｕ

はヽ
ど 7

No 遺構 層位 種 類 器  種 特    徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD2 配石中 陶器 橋鉢 35歩 1 工128

2 SD2 配石中 翻器 甕 常滑

3 SD2 配石中 陸器 蓋 染付、小型の壷か鉢、急須の蓋か 肥前 18C? (47) 373‐ 9 J‐39

4 SD2 配石中 磁器 碗 染付、外面:二重網目文、くらわんか予 肥前 18C後半

5 SD2 配石中 土師質土器 皿 A、 Fll蟄♂附手と普型こ 在地 江戸時代 50 343‐ 14 Cと7

No 遺構 層位 種  別 凸 面 凹 回 備  考 写真図版 登録香号

6 SD2 配石中 丸瓦 ナデ 布目痕・沈線状圧痕 蕉し瓦 381望 F3

7 SD2 酉己石中 丸瓦 ナ デ 布 目痕 重し瓦 F2

No 種   別 特 徴 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (宮 ) 写真凶倣 登録番号

8 SD2 配石中 堤人形 入形の下部 (48) 381117 PB4

第110図 SD2溝跡出土遺物 (23)
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遺構 層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重呈 (宮 ) 石 材 備   考 写真図版 登録番号

6 SD2 配石中 氏石 0( 41 デイサイ ト質砂岩 426‐ 15 Kd 87

SD2 配石中 氏石 4 2 81 デイサイ ト質凝灰岩 426‐ 16 Kよ88

8 SD2 配石中 氏石 6 2 鶴 デイサイト質凝灰岩 426‐18 Kd 90

9 SD2 配石中 砥石 4 2 デイサイ ト質凝灰岩 426‐ 14 Kd‐ 86

SD2 配石中 砥石 7〔 デイサイ ト質凝灰岩 426‐17 Kd 89

SD2 配石中 砥石 砂質rt灰岩 42417 Kd■ 24

SD2 配石中 抵石 3 46( デイサイト砂岩 427‐ 16 【d■ 23

第111図 SD2溝跡出土遺物 (24)
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遺権 層位 種 類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 畳

写真図版 登録番号
回径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD2 層不明 陶器 小 IT rll蜀釉 大堀相馬 18C後 半以降 215

2 SD2 層不明 阿器 小lT 天釉 瀬戸美濃 17C後 半以降 356‐ 4

3 SD2 層不明 旬器 /1ヽlT えllH 柔濃

4 SD2 層不明 陶器 小郭 太堀 相馬 19C前半 ? 356‐ 5

5 SD2 層不明 陶器 碗 色絵 (緑 ) 京信楽 18C前半 356‐ 2

SD2 堆積土 陶器 天目茶碗 句II鉄釉、タト面底部岳陥、ケズリ出し摯高台 瀬戸美濃 17C初 356‐ 3

7 Sつ2 層不明 陶器 ）霊 美釉、底部窄孔あ り 堤 ? 19C前半 ? (26) (39) 35″ユ 220

SD2 層不明 陶器 橋鉢 種目 6条以上 堤 ? 18C以降 3567

9 SD2 層不明 laJ器 焙熔 蔭釉 (透明釉 ) 堤 19C前半 29 35∈ 8

SD2 層不明 何器 層鉢 雷目5条、注ぎ日内面に刻E「 (O) 産地不明 17C代以降 156 35610

土師質土器 皿 在地 江戸時代 (22) 343-15

12 土師質土器 皿 外ヽ面の日縁部に炭イ働付着(灯明皿として使用か,} 在地 江戸時代 20 343‐16 Cを9

135

No 層位遺構 種   別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

13 SD2 層中 皿 ? 底径8 2cm 器高 (17)cm 内面木挽 き痕有、外面底都調整有 ブナ属の一種 39410 Lc‐ 18

第113図 SD2溝跡出土遺物 (26)



SD2清跡出土陶器 時期別集計表 (産地別 )
時 期 古HM戸 瀬戸美濃 美  渡 肥  前 大堀相馬 小野相局 岸窯来 堤 京信楽 唐  津 在  地 不  明 計

13世紀後半～14世紀前半 1 1

15世紀 3

16世紀前半 1

16世紀末～17世紀初頭 2

16世紀～17世紀 1

17世紀 1

17世紀前半 2

17世紀中頃～後半 2 1 1

17世紀後半～18世紀初頭 2

17世紀後半～18世紀 1

17世紀～18世紀 1

18世紀 7 1( 1(

18世紀前半

18世紀中頃～後半 I 1 1

18世紀後半～19世紀前半 1 1 2

18世紀～19世紀 2

19世紀 2 8

19世紀前半～中頃 51 ユ Iモ

江戸時代 1 ユ 1 1

不 明 1 1 2

計 1 2( 11 3( I 1

SD5溝跡

C～ G-24～26グ リッドで確認した。上面でプランを確認し、一部を掘り下げたのみで、遺構全体の掘り下げは

行わなかった。SD 4堀跡の北側に弧状に張り出す状況になっているが、重複関係はなく、SD 4堀跡と同時にその

支流のように機能していたものと考えられる。上幅 1～2.5mで 、西側でSD 4堀跡に接続する部分がやや幅が広く、

東側で接続する部分が狭くなっている。深さは一部を掘り下げたのみであるため全体は不明だが、掘り下げた部分

では55cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。 2層 は人為的堆積状況である。

底面は中央が凹む船底形である。掘 り下げた部分では遺物は出土しなかった。

SD7清跡

B～ L-31～ 15グ リッドで確認した。ピット、小溝、S112・ 14。 16・ 20～ 23竪穴住居跡、SK21・ 36土坑、SD14

溝跡と重複しており、ピット、SK36土坑、SD14溝跡より古く、他の遺構より新しい。東西の調査区外に延びてい

る。確認した長さは31.5mで、方向はE-10° ～20° 一Nで、東へ行くほど北へ向かう。上幅は0.85～ 1.5mで、東

側が広くなる。深さは35～ 50cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層確認された。底面は平

坦であるが緩やかな起伏があり、傾斜は見られない。土器片が出土した。

SD8溝跡

D～ G-13・ 14グリッドで確認した。ピット、S112・ 16竪穴住居跡と重複しており、ピットより古く竪穴住居跡

より新しい。確認した長さは107mで、方向はE-10° 一Nである。SD 7溝跡と平行している。上幅は55～ 75cm

である。深さは 5～ 8cmと 浅い。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦であるが、

やや東へ傾斜している。遺物は出土しなかった。

SD9清跡

F・ G-22・ 23グ リッドで確認した。小溝と重複しており、本遺構が新しい。確認した長さは2.45mで、方向は

N-5° 一Wである。上幅は25～45cmで北側が広い。深さは 3～12cmで北側が深い。壁は底面から緩やかに立ち

上がる。堆積土は 2層確認された。底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SD10滓軸弥

D・ F-22・ 23グ リッドで確認した。小溝と重複しており、本遺構が新しい。確認した長さは35mで、やや蛇

行しているが、方向はE-2° ―Nである。上幅は35～60cmである。深さは 5cmである。壁は底面から緩やかに

立ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面は平坦である。遺物は出上しなかった。



SD12溝跡

B～ I-17～ 19グ リッドで確認した。ピット、SX 6性格不明遺構、小溝と重複しており、ピット、SX 6性格不

明遺構より古く、小溝より新しい。西側は調査区外に延びており、東側はSX 6性格不明遺構に削平されている。

確認した長さは21mで、方向はE-8° 一Nである。上幅は1.5mであるが、G-18グ リッドで幅65cmと くびれて

いる。深さはくびれた部分で25～ 30cm、 くびれ部分から西側は55～ 60cm、 東側が40～47cmと くびれ部分を境に西
側がやや深い。壁は底面から緩やかに立ち上がるが、くびれ部分は急角度で立ち上がる。堆積土は 2層確認された。

人為的堆積状況である。底面は平坦である。くびれ部分から西狽Iは底面は東へ緩く傾斜し、東側も同様に東へ傾斜

している。遺物は土器片が出上した。

SD13溝跡

C-30～32グ リッドで確認した。東西に 2条途切れながら平行している。ピットと重複しており、本遺構が古い。

位置的にSK 4・ 9土坑との重複も考えられるが、確認されなかった。西側をA、 東側をBと した。Aは確認した

長さは4.95mで、やや蛇行している。方向はN-5° 一E、 深さは 3～ 6cm、 壁は底面から緩やかに立ち上がる。

堆積土は単層で、底面は平坦である。Bは確認した長さは5.55m、 やや蛇行している。方向はN-7° 一E、 深さ

は 3～ 8cm、 壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層で、底面は平坦である。遺物は出土しなかった。

SD14溝跡

L-9～ 17グ リッドで確認した。ピット、SX 6性格不明遺構、小溝、SD 7溝跡、S119、 23、 26竪穴住居跡と重
複しており、ピット、SX6性格不明遺構より古 く、他の遺構より新しい。確認した長さは23.5mで、方向はN一

5° 一Eである。深さは45～ 75cmである。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 7層確認された。上層の

1～ 3層は人為的堆積状況である。底面は平坦であるが、L-11グ リッドで段が付き、北側が15cm高 くなる。南

から北へ緩やかに傾斜するが、段の部分から北は、逆に南へ向かう傾斜になる。遺物は土器片が出土した。

SD21清跡

H・ I-12・ 13グ リッドで確認した。西側は平成 3年度の調査区のF-12グ リッドでは確認されなかったことか

ら、Hグリッドの範囲内に納まる遺構であると考えられる。ピットと重複しており、本遺構が古い。また、南側の

一部は攪乱によって削平されている。確認した長さは6.6mで、弧状になっている。上幅は50～ 70cmで、深さは 8

～16cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。底面は平坦である。遺物は出土しなか

った。

SD23溝跡

K・ L-31・ 32グ リッドで確認した。SD 3堀跡から北側へ L字状に張り出しており、重複関係は確認できなか

つた。SK60・ 61土坑と重複関係にあり、本遺構が新しい。確認した長さはSD 3堀跡から北へ4.2m、 更に西へ4.3m

である。上幅は0.7～ 1.5mで屈曲部が広くなっている。深さは15～33cmで、北側の東西方向の部分が深い。壁は底

面から急角度で立ち上がる。堆積土は 3層確認された。人為的堆積状況である。底面は平坦であるがSD3堀跡側
から先端部に向かって緩やかに傾斜している。遺物は磁器片が出土した。

SD25溝跡

I-35。 36グ リッドで確認した。ピット、SD 3堀跡と重複しており、本遺構が古い。確認した長さはSD 3堀跡

から南側へ3.4mで、方向はN-8° 一Eである。上幅は1.0～ 1.25mで ある。深さは42～57cmで、SD 3堀跡側が深

くなる。堆積土は 2層確認された。人為的堆積状況である。底面は平坦であるがSD 3堀跡側へ緩やかに傾斜して

いる。本遺構はSD 3堀跡を構築する際の作業用通路として掘り込まれたものである可能性が考えられる。遺物は

出土しなかった。



堀跡

調査当初は溝跡として精査を開始したが、調査中、遺構の規模や調査区周辺の状況から、SD l・ 3。 4・ 6溝

跡の 4条を堀跡とした。

SD3堀跡

B～ L-32～ 35グ リットで確認した。SD23溝跡が本遺構から北側へ L字状に張り出しているが、重複関係は確

認できなかった。SD 2・ 25。 33溝跡、SK 3・ 8・ 64土坑、小溝と重複しており、SD 2溝跡、SK 3・ 8・ 64土坑

より古く、SD25。 33溝跡より新しい。確認した長さは32mで、方向はE-5° 一Sである。上幅は9。2～7.8mであ

るが、GoH-34・ 35グ リットでは南側の上端が約 3mに渡って内側に屈曲し、幅は5,4m前後に狭 く、 くびれる

形になる。ちょうどこの部分がSD 2溝跡に削平されており、本来は5.8m前後になるものと考えられる。平成 5年

度の西側の調査では遺構上面でプランの確認と一部の掘込みのみを行ない、平成 7年度の東側の調査では全面の掘

込み精査を行った。

西側の状況 :上面では確認されなかったが、掘り下げた部分で南北に 2時期の堀の重複を確認した。北側の堀が新

しく、南側の堀が古い。北側の堀は上幅23～2.8m以上で、深さは 1～ 1.05mで ある。壁は底面から緩やかに立ち上

がる。堆積土は 4層確認された。底面は平坦である。南側の堀は上幅5.75～ 5,9m以上で、深さは15m以上である。

壁は底面から緩やかに立ち上がるが、北側の壁の中位には幅10～ 35cmの段が設けられている。堆積土は 4層確認

された。底面は平坦であるが、中央付近に杭が打ち込まれていた。下端線の方向はN-0° 一Wであり、やや上面

で確認されている方向と異なっていることから、底面はやや蛇行している可能性がある。この西側の 2条の堀で東

側の堀と一体になるものは、その規模から南側の堀である可能性が高いと考えられるが、北側の堀が掘 り下げた部

分の東西からどの様に延びているかは不明である。

東側の状況 :深 さは幅が狭くなっている部分で 1～ 1.15m、 その東側で2.1～ 2.15mと 幅の広い部分が深 くなってい

る。壁は底面から緩やかに立ち上がるが、深い部分と浅い部分の境と浅い部分の壁は急角度で立ち上がっている。

堆積土は全体が一様ではないが、 6～ 10層確認された。上層は人為的堆積状況である。底面は平坦であるが、深い

部分では 3段の段差があり、段差の縁に下端幅70～ 90cm、 上端幅20～ 50cm、 高さ25～42cmの畝状の高まりが検出

された。また、浅くなっている部分では南北方向に平行する 2列の杭列が検出された。東側が17本、西側が11本で

ある。杭列の間隔は145～ 1.65mで、列の中での杭の間隔は0.4～ 12mである。杭は太いもので直径25cmあ り、細

いもので 5cmである。これらの杭列はSD 3堀跡に架けられていた橋の橋杭であると考えられる。この杭列の両外

側にも下端幅40～ 65cm、 上端幅10～35cm、 高さ10～23cmの畝状の高まりが検出された。

遺物は、陶磁器類、木製品、深製品、木材、金属製品、土器類、土製品、瓦類、石製品、獣骨類等多種のものが

出土した。特に木製品は遺存状態が良く、種類、数量も多い。遺物の取り上げに際しては上位 (土層断面図C―

C′ でNo.1～ 3・ 7・ 8)の ものをを1、 中位 (同No.4～ 6・ 9～ 15)の ものをを2、 下層 (同 No.16・ 17)の も

のを23と して取り上げた。遺物の図示は取り上げた層毎に全ての種類の遺物を示した。

SD3堀跡出土陶器 時期別集計表 (産地別 )
時 期 古 IIR戸 瀬戸美浸 乗  濃 肥  前 大堀相馬 岸窯系 堤 京信楽 唇  津 常  清 不  明 計

15世紀 3

16世紀 1

16世紀前半 1 1

16世紀後半 1 1

17世紀 5 2 l

17世紀前半 1

17世紀中頃～後半 1 3

17世紀後半～18世紀前半 1 I

18世紀 7 3 2 1

18世紀前半以降 3 3

19世紀 1 1

19世紀前半 I 1 2

江戸時代 1

不明 1 1

計 5 2 l ユ 氣
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No 遺構・層位 種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
回径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD3 3層 陶器 天 目茶碗 鉄釉、古瀬戸 瀬戸 3588 I-253

2 SD3 3層 陶器 平碗 ケズリ出し、輪高台 瀬戸 15C後 半 (49) (12) 3587 1952

3 SD3 3層 陶器 籍鉢 転 日 5条以上 不明 (堤焼 P) 18C P I-255

4 SD3 3層 陶器 暇類 映釉 夫堀相馬 18C以 降 358つ 1954

5 SD3 3層 磁器 宛 柴付、外面 :草花文、網 目文 せ前 17C後半～末 3743

6 SD3 3層 磁器 婉 染付、焼 きつぎ 覇戸美濃 19C前 半 34 3749

7 SD3 3層 瓦質土器 糖鉢 (以 ,も燃 煙獅W顔碑刻 r 在地 16C代 377-12

No 遺構  層位 種  別   1       凸   面 凹 面 備   考 写真図版 登録番号

8 SD3 3層 平瓦 ナ デ ナデ 燻 し瓦 C卜 7

9 SD3 3層 平瓦       蝿即 き目か らナデ 布 目痕、ナデ 側面ケズリ 古代瓦 3827

No 種   別 特 徴 樹   種 写真図版 登録香号

SD3 底面 蓋哲下駄の歯 完形、板 目羽、歯底面に砂利付着、歯部上幅80cm 函部下幅 16 0cm 高さ10 1cm ケヤキ 3916 Lb-13

SD3 5層 曲物 (漆入れ容器) 側板 :高 さ6 2cm 厚 さ0 1cm 底板 :底径49× 5 0cm 厚さ06cm 394ワ Lcも

SD3 5層 柄杓の柄 長さ (174)cm 幅14cm 厚さ0 8cm 黒漆塗りか ?下部に釘穴 lヶ 所有、 (木釘)柾目羽 ヒノキ属 395‐ 5 Lc 24

第115図  SD3堀跡出土遺物 (司 )
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No 種  別 特 徴 樹   種 写冥 凶倣 登録番号

1 SD3 3層 連歯下駄 欠損、志持ち材、横緒穴は楕円形に近く、後歯の前、台部長 (182)cm 台部幅■9cm 高さ54cm コシアプラ 391-2

2 SD3 3層 漆器 椀 内外面黒漆の上に赤色漆の文様わずかに有、日径 13 4cm 底径7 3cm 器高5 9cm ブナ属の一部 385‐ 1 しa‐26

3 SD3 3層 漆器 椀
外面黒色漆塗の上に赤色漆で文様有、内面赤色漆仕上げ、底部外面に線刻数条石、底

径 (60)cm 器高 (33)cm
ブナ属の一部 3853

4 SD3 3層 漆器 椀
外面黒色漆塗の上に濃淡赤色漆で文様有、内面茶褐色湊仕上げ、底部外面に十字の線

刻有、底径 (63)cm 器高 (72)cm
ブナ属の一部 385-2 La 27

5 SD3 3層 連歯下駄
急形 (表面欠損)芯持ち材 (芯は抜いてある)、 指圧痕残る、横緒穴は後歯の前、台

長ヽ 15 2cm 台部幅7 7cm 高さ4 0cm
モクレン属 39多 2 Lb-16

第可16図 SD3堀跡出土遺物 (2)
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No 遺構・層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 lcm) 器高 (cm)

1 SD3 2層 旬器 碗 灰釉、 目跡 3ケ 把前 17C後 半以降

2 SD3 2層 掏器 碗 天釉 唐津 ? 17C 358‐ 1 1244

3 SD3 2層 旬器 皿 森花皿、御深井釉、日跡有、高台部毎胎 美濃 17C前 半～中 128～ 140 26^-28 35410 I‐237

4 SD3 2層 翻器 瑞反皿 灰釉、大窯 1期 瀬戸美濃 15C末 35413 I_240

5 SD3 2層 陶器 香炉 ? 三脚、鉄釉、焼きが日ヤ 岸窯系 17C中 ～後半 35伊 5 I‐ 248

6 SD3 2層 陶器 香炉 鉄釉、日縁部のみ灰釉 岸窯系 ? 17C後半 (37) 358‐ 3

7 SD3 2層 句器 香炉 ? 灰 釉 17C後 半 35 358‐ 4

SD3 2層 陶器 皿 析緑皿、志野織―i、 長石釉、鉄絵(文 li、 高台解怖 美濃 16C末 ～17C初 357‐ 4 I-238

SD3 2層 陶器 皿 耕け,け (男袖と灰釉)、 型押しの輪祀皿、日跡]ケ 瀬戸美濃 17C前半～中 42～ 47 357-15 I‐242

SD3 2層 陶器 句勺 青織部、鉄絵、脚付 美没 17C初 ～前半 (15) 357-11 と236

SD3 2層 脇器 片ロ 灰釉 大堀相馬 18C以降 250

SD3 2層 掏器 水注 灰釉、吊 り耳付水注 岸窯孫 17C後 半 35&2 245

SD3 2層 陶器 御 日付大皿 ? 灰釉、漆つぎ、古瀬戸 瀬戸 15C中 ～後半 (236) 3548

SD3 2層 陶器 変 常滑 370‐ 13 452

】D3 2層 陶器 甕 自石窯 (100) 370‐ 12

第118図  SD3堀跡出土遺物 (4)
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No 遺構・層位 種  類 器 種 特   徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 頃径 (cm 午高 (cmi

1 SD3 2層 匂器 楯鉢 層目 6条 幸窯系 17C後 半以降 (65) 358‐ 6 Iワ51

2 SD3 2層 滋器 婉 柴付、外面 :草花文 一酬 17C後半 (35) 373‐ 12 」‐43
3 SD3 2層 磁器 碗 伝世品か ?龍泉窯系 ? ■国 14C 376‐ 16 」-93

4 SD3 2層 磁器 見込み蛇の目釉剥 ぎ 一削 17C後 半 J46
SD3 2層 酸器 皿 見込み蛇の目釉剥 ぎ 一剛 17C後 半 374J T‐ 47

6 SD3 2層 磁器 瓶 柴付 一剛 17C

7 SD3 2層 磁器 皿 柴付、畳付に付着 肥前 17C中 ～後半 (21, J45
SD3 2層 滋器 碗 中国 15C後 半以降 37410 J■ 07

SD3 2層 匠質土器 層鉢 悟目 4条 在地 290 (52) 377‐ 11

SD3 2層 厄質土器 曳 中央部磨耗著 しセ 在地 江戸時代 長さ (86) 幅51 厚み17

種   別 山 面 凹 面 備   考 写真図版 登録番号

lユ SD3 2層 平瓦 ナデ ナ デ 蕉し瓦 Gも

SD3 2虐 平瓦 ナ デ 燻 し瓦 G4

種  別 特 徴 長さ (cm) 甲昌 (cm 厚さ (cm) 重量 (g) 写真図版 登録沓号

13 SD3 2層 と製円盤 死線文 295 3793

SD3 2層 土製円盤 マメッ 34 380‐ 1

SD3 2層 土製円盤 マメツ 42 11 226 379‐ 4 P‐37

16 3D3 2層 土製円盤 09 200 380‐ 2 P毛9

第119図 SD3堀跡出土遺物 (5)
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No 布菫    "U 特 徴 機  種 写真図版 登録番号

I 3D3 2層 漆器 椀
外面黒漆仕上げ、内面赤色漆仕上げ、底部内面及び口縁の一部に焼痕有、高台欠損、

口径11血m 器高 (38)cm
ブナ属の一種 3849 La 23

2 SD3 2層 漆器 椀
外面黒漆仕上げ、内面赤色漆仕上げ、底部内面に焼痕有、高台欠損、日径11 7cm 底

径 (50)cm 器高 (37)cm
ブナ属の一種 38411 Lと25

3 SD3 2層 漆器 椀
舛面黒色漆の上に赤色藤の文様わずかに有、内面赤色漆仕上げ、日径94cm 底径

`2cm 
器高4 25cm

ブナ属の一種 3845 La■9

4 SD3 2層 茶器 椀 内外面赤色添仕上げ、底部外面に黒色漆の文様わずかに有、底径 (52)cm 器高 (30)cm ブナ属の一種 383‐ 6 しa-12

5 SD3 2層 奈器 椀 内外面赤色漆仕上げ、高台部欠損、器高 (39)cm ブナ属の一種 384‐ 6 La 20

6 SD3 2層 査器 椀
外面黒色漆の上に赤色漆の文様わずかに残る、内面茶褐色仕上げ、内面底部に線刻 2

条有、底径 (68)cm 器高 (49)cm
ブナ属の一種 3843 しⅢ17

7 SD3 2層 黍器 椀
内外面黒色漆仕上,大 底都外面に黒色漆の上に赤色漆の文様わずかに有、日径12 0cm

底径56cm 器高74cm
ブナ属の一種 383お La‐ 14

SD3 2層 奈器 椀
内外面赤色漆仕上げ、底部外面に黒色漆の上に赤色漆の文様わずかに有、高台及び外

面の一部に焼痕有、日径12■m 底径 (54)cm 器高 (70)cm
ブナ属の一種 3848 La 22

SE13  2層 査器 椀 内外面赤色漆仕上げ、高台部欠損、器高 (48)cm ブナ属の一種 38■ 10 La 24

SD3 2層 漆器 椀
外面赤色漆仕上げ、内面茶褐色仕上げ、底部外面は赤色漆の上に「 X」 の線刻有、割れ面

に焼痕有、かなり使い込まれている椀である、底径 (71)cm 器高 (63)cm
ブナ属の一種 384‐ 1 Lと15

11 SD3 2層 漆器 杭
外面黒色漆の上に赤色漆でわずかに有、内面茶褐色漆塗仕上げ、内面底部に焼痕有、

日径14 4cm 底径71cm 器高 (73)cm
ブナ属の一種 3837 Lと13

SD3 2層 漆器 椀
内外面赤色漆仕上げ、底部外面に赤色漆の上に黒漆の文様有、ゆ力`み大、底径 (47)cm

器高 (55)cm
ブナ属の一種 383‐ 2 Lと8

第120図 SD3堀跡出土遺物 (6)
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遺橋 層位 種   別 特 徴 樹  種 写真 凶倣 登録香号

1 SD3 2層 漆器 椀
内外面黒漆色の上に赤色漆で三引両文風の文様有、外面は三引両文風の文様と竹笹風

の文様で構成 (二単位 )、 底径 (71)cm 器高 (46)cm
ブナ属の一種 383‐ 3 Lと9

2 SD3 2層 漆器 杭
外面黒色漆の上に濃淡の赤色漆で文様有、内面茶褐色漆塗仕上げ、底面外面は黒色漆

の上に赤色漆で線刻有、底部外面に線刻有、内面底都及び断面に焼痕有、底径 (73)cm
器高 (59)cm

ブナ属の一種 383‐ 5 La‐ 11

3 SD3 2層 漆器 椀
外面黒色漆の上に赤色漆で文様、内面茶褐色漆塗仕上げ、底面外面に♯状の線刻有、

口径13 5cm 底径7 1cm 器高63cm
ブナ属の一種 3842 Lと16

4 SD3 2層 奈器 椀
内外面黒漆色の上に赤色漆の文様有、内面は剥落多 く文様不明瞭外面底部に線刻数条

有、底径 (78)cm 器高 (30)cm
ブナ属の一種 3847 La 21

5 SD3 2層 余器 椀
内外面赤色漆仕上げ、底部外面は赤色漆の上に赤色漆 ?で 「源」の銘有、口径11 2cm

底径56cm 器高47cm ブナ属の一種 383‐ 1 La 7

6 SD3 2層 奈器 椀 外面黒色漆の上に赤色の文様わずかに有、内面赤色仕上げ ブナ属の一種 3844 Lと18

7 SD3 2層 奈器 蓋
外面黒色漆の上に銀自色に近い顔料で文様残る (三 単位)、 内面赤色漆塗り仕上げ、

底径 (47)cm 器高 (27)cm
ブナ属の一種 383-4 Lと10

第司21図  SD3堀跡出土遺物 (7)
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柄杓模式図

ヽ準

遺穏 層位 種   別 特 徴 衡  種 写真図版 登録番号

1 SD3 2層 由物 (柄杓 )
側板 :高 さ89cm 厚さ04cm 底板 :底径 1103× &3cm 厚 さ03cm 2列 前内 4段
後内 2段 綴 じ、底板はめ込み

マツ属複雑管束亜属

の一種
393‐ 6 Lc3

2 2層 円形板
191cm× (98)cm 厚さ13cm 中央に 2ヶ 所、周縁に 4ヶ 所小孔有、樹皮摘み全面に
焼焦 I手長有、板 目材

カツラ 3953 Lcワ2

3 SD3 2層 不明 長さ (250,cm 幅23cm 厚さ0 9cm 板目材 ヒノキ属 4002

SD3 層中 j諷工木 下端部に加工戻有、全長 (297,cm 鴨 径33cm 395つ Lc 25

5 SD3 2層 不明 長さ (691)cm 幅7 1cm 柾 目材 コナラ属コナラ亜種コナラ節 Lc詢

No 種  別 特 徴 外径 (cm) 重量 (宮 ) 写真凶倣 登録沓号

6 SD3 3層 鋼製品 銭貨 洪武通宝 (明 ) (初 鋳年 1368年 ) Na 48

Nα 遺構 層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (真 ) 備 考 写真図版 登録番号

7 3D3 2層 阪状鉄製品 5 1

第124図 SD3堀跡出土遺物 (10)
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No 種   別 長さ (cm) 幅 (cm)
'早

さ (cm) 童量 (Я , 石    材 備   考 与具 凶版 登録 沓号

1 SD3 2層 詈裂石 (22) 岩 418-7 K=1
2 SD3 2層 獣石 デイサイ ト質凝灰岩 428‐ 1 Kd■39
3 SD3 2層 防錘車 24 凝灰質買岩 42歩5 Kd5
4 SD3 2層 石皿 (242) (231111) 安山岩 423‐ 7 KdB2
SD3 2層 石臼 (655) 安山岩 423お Kd31

6 3D3 5層 石臼 (19o) 250 安山岩
7 SD3 2層 改石 150 デイサイト 限刻 4217 Kc望6

第125図 SD3堀跡出土遺物 (11)
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遺構・層位 種 房U 器 種 特 徴 産  地 時  期
法

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD3 1層 旬器 宛 え釉 肥前 17C後半以降 Iワ30

2 SD3 1層 陶器 亮
灰Ia、 体部を打ち欠き高台だけ残千、

(高台部のみを篭として使用したものか)
肥前

17C後 半―

18C前 半

3 SD3 唐 陶器 丸皿 ま野、漆つぎ、高台の裳露胎、大窯 美濃 16C末 76 3576 ■228

4 層 陶器 宿鉢 君目 6条 岸窯系 17C後 半 I‐232

5 層 陶器 沐 ]筒形の鉢、内面及び体部下半|!鉄釉、高台ll近は録胎 肥前 17C後 半 (25) 1‐263

6 層 翻器 ll 志野織部、長石釉、鉄釉で文様 美濃 17C前 半 35乍7 I_229

7 SD3 層 磁器 皿 濃つぎ 中回 (景徳鎮) 16C末 373‐ 1]

8 SD3 層 磁器 仏飯具 災付 肥前 17C後 半 373‐ 10 」整0

9 層 瓦質土器 橋鉢 橘 目 4条、小製品 在地 16C-17C 3約 二 T37

No 種別 器種 外 向 内 面 備   考 写真図版 登録番号

SD3 1層 縄文土器・深鉢 隆線文 沈線文・刺突文 貫通孔 沈線文 刺突文 33413 A■ 3

SD3 1層 不明 刺突文 335‐ 19

SD3 1層 不明 隆線文 刺突文 ナデ 335‐ 23

遺構 層位 種   別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 童見 (富 ) 石 材 考備 写真凶版 登録番号

13 )D3 2層 石臼 (312) (3200) 安山岩 423-5 Kd 27+28

;D3 2層 石臼 (350) (43111) 安山岩 Kd-33

第126図  SD3堀跡出土遺物 (12)
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⑭

No 遺構 層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

ユ 層 漆器 椀 内外面赤色漆仕上げ、底部外面は黒色漆の上に赤色漆の文様 (銘 ?)わ ずかに有 ブナ属の一種 38211 しa4
2 層 漆器 椀 外面漆剥落、内面赤色漆塗、底部外面黒色漆塗 382-12 しと5

3 SD3 層 漆器 椀 内外面赤色漆仕上げ ブナ属の一種 3887 Lょ61

4 層 黍器  椀 界面黒漆の上に赤色漆で全面に文様、内面茶褐色深塗仕上げ、底径7 5cm 器高 (63)cm ブナ属の一種 382‐ 9 La3
5 層 飛器 杭 利外山赤色漆盗仕上げ、底部外面は具色漆の上に赤色漆で「小聞久O」 の銘有、底径 (55)cm 器高 (67)cm ブナ属の一種 382‐ 8

6 SD3 1屑 連歯下駄
欠損、柾 目材、指圧痕残る、後歯磨耗著 しい、横緒穴は後歯の前、台部長16 9cm 台

部幅 (45)cm 高さ29cm 台部形状長方形 歯都形態垂直
マツ属複雑管束亜属 389‐ 6

7 SD3 1層 連歯下駄
欠損、補修のためか前歯の前後 2ケ 所に木釘が打ってある、横緒穴は後歯の後、台部

長23 6cm 台部幅 (33)cm 高さ33cm
ヒノキ属 38伊 7

8 SD3 1層 運歯下駄 欠損、板 目材、横緒穴は後歯の後、台部長22 3cm 台部幅 (50)cm 高さ2 3cm 38>8

第127図  SD3堀跡出土遺物 (13)
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No 遺構・層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

l 層 連歯下駄 災損、板日材、全体に焼痕残る、横緒穴は後歯の中、台部長19 6cm 台部幅 (52)cn 高さ34cm ヽリ ギ リ 3899 Lb望

2 層 差歯下駄の歯 欠損、板目材、歯部 と幅106cm 歯部下幅 (52)cm 高さ割9cm ケヤキ Lb‐14

3 層 不明 長さ (164)cm 幅50cm 厚さ22cm 3穴 の直径 14～ 15cm、 1穴破壊、板 目材 39伊ユ Lc-19

4 層 不明 長さ (111)cm 幅 (26)cm 厚さ07cm 柾日材 ヒノキ属 39;2 L●20

5 層 連歯下駄 完形、板目材、指圧戻残る、後歯の潜耗著しい、横絡穴は後歯の前、台部長295cm 台部幅8飩m 高さ34cm ヒノキ属 390‐ 2

6 層 連歯下駄 欠椙、板日II、 後曽は台略部から続いている、後曽観面と積籍欠に示色濃残っている、會部長 (126)cm 台部幅 (73)cm 高さ31cl モクレン属の一種 390-1 Lbも

第128図  SD3堀跡出土遺物 (14)
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No 種  別 長さ lcm) 幅 (cln) 厚さ (cm9 重量 (a 石   材 備  考 写真図版 登録番号
1 SI13 1層 遭 FF碁 3優 34t 21111111 舜山措 42213 Kd 22

第129図  SD3堀跡出土遺物 (15)
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N0 還構・層位 種   別 長さ (cm) 幅 にm) 厚塔 (cm, 璽量 (g, 石   材 備  考 写真図版 登録香号

1 SD3 1層 石臼 (300, (1∈0 打alll え山岩 423-9 Kd 30+47

2 SD3 1層 石日 (lα41 (121) 1501 安山岩 4233 Kd 25

3 SD3 1層 蓉石 45 421お Kc 47
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種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石 材 備   考 写真図版 登録番号

層 砥石 111 59 1 デイサイト砂岩 42418 Kd■ 3ユ

2 層 砥石 69 I デイサイト 42″ 19 Kd■33

3 層 砥 石 5 デイサイ ト質凝灰岩 427-20 Kd■34

4 層 硯 頁岩 η2つ Kd■ 6

0              10cm
(1/9

No
層位

種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

5 SD3 陶器 碗 灰釉 肥前 17C後半以降 109 (61) I-262

6 SD3 陶器 天目茶碗
擬釉、鉄釉の上に鉄rヒ粧 (高台も鉄化粧)、 内反り高台、内面茶

せんずりの痕、大窯 Ia期 、と257、 1958を中に入れた形で出土
瀬戸美濃 15C末 358‐ 10 と256

SD3 陶器 端反皿
灰釉、全面施釉、印花文、高台裏に輪 トチンの痕、大窯

Ib期 、天 目茶碗 (1256)と 入れ子になって出土
瀬戸美濃 15C末 80 358‐ 11 と257

8 胸器 端反皿
灰釉、全面施釉、印花文、高台裏に輪 トチンの痕、大窯

Ib期 、天目茶碗 (1956)と 入れ子になって出土
瀬戸美濃 15C末 5( 24 と258

9 SD3 η器 瑞反皿 医llt、 全面施釉、大窯 Ib期 瀬戸美濃 16C初
SD3 陶器 橋 鉢 捕 日 8条 岸窯系 ? 17C中頃 866‐ 16

SD3 陶器 橋鉢 18C?

SD3 陶器 緒鉢
柄目8条、内面底部付近の磨耗著しい、外面底部付近に

炭化物刊着、糟鉢機能の後で鍋として使用 ?
岸窯系 17C中頃 35&14 1964

第131図  SD3堀跡出土遺物 (17)
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外 面 内 面 偏   考 写真図版 登録番号

1 縄文土器・深鉢 ミガキ 33414

遺構・層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録杏号

2 SD3 差歯下駄の歯 欠損 ケヤキ Lb‐25

3 3D3 不明 58X(50cm 厚さ (24)cm 板目材 モクレン属 395‐ 6 Lc 26

4 SD3 不 明 長さ (408)cm 幅 (109)cm 厚さα9cm 擦痕有、板目材 Lc‐76

5 3D3 比材 抗 (No6)、 全長 (287)cm 幅 径3 6cm 408ワ L争 96

6 SD3 杭 材 抗 (No4)、 全長 (441)cm 幅・径3 3cm 4073 Lc 94

7 SD3 杭材 抗 (No5)、 全長 (980)cm 幅 径40cm 40Sl Lo95

8 SD3 元本オ 橋抗、全長 (963)cm 幅 径 12 4cm Lc‐ 131

第132図  SD3堀跡出土遺物 (刊 8)
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◎

No 遺構 層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

1 SD3 院材 構杭 (No 15)、 全長 (441)cm 幅・径13 5cm 広葉樹 (散 7Ltt P) 411お Lol19
2 虎材 杭 (No 13)、 全長 (564)cm 幅 径 12 9cm ク リ 408マ Lc 103

3 SI)3 院材 腕 (No3)、 全長 (750)cm 幅・径71cm 407‐ 2 Lc‐ 93

4 院材 院 (No7)、 全長 (699)cm 幅・径26cm 408‐ 6 Lc 97

5 SD3 比材 魔抗 (No 23)、 全長 (327)cm 幅・径9 1cm エワトコ 4143 Lc‐ 127

6 SD3 院材 腐杭 (No 20)、 全長 (357)cm 幅・径49cm ク リ Lc■24

7 SD3 此材 構杭 (Nol)、 全長 (497)cm 幅・径50cm ク リ 4088 L∈104

8 SD3 此材 橋杭 (No9)、 全長 (276)cm 幅・径48cm クリ類似種 4119 L●112

第133図  SD3堀跡出土遺物 (19)
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No 遺構・層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録沓号

l SD3 院材 喬杭 (No 24)、 全長 (396)cm 幅 径42cm ク リ 4144 Lc 129

2 SD3 杭材 橋杭 (No 25)、 全長 (307)cm 幅・径54cm ク リ 4145 Lc■28

3 杭材 鷹杭 (No7)、 全長 (346)cm 幅 径 11つcm ヤマグワ 410‐ 3 Lol10

4 SD3 杭材 臆杭、全長 (諺 6)cm 幅 径9 2cm 415‐ 2 L●lM

5 SD3 杭材 橋杭 (No 17)、 全長 (836)cm 幅 径 114cコ トネリコ属の一種 412‐ 2 Lc 121

6 SD3 杭 材 橋杭 (No 17)、 全長 (836)cm 幅・径H4cm トネリコ属の一種 411-7 Lc■20

7 S圧)3 杭材 僑杭 (No 22)、 全長 (536)cm 幅・径9 4cm ク リ 4142 Lc■26

第134図 SD3堀跡出土遺物 (20)
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No 種   別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

1 SD3 杭材 聞杭 (No 19)、 全長 (503)cm 幅 径76cm ヤナギ属の一種 413つ Lc‐ 123

2 SD3 悦材 喬杭 lNo 14)、 全長 (432)cm 幅 径18 8cm 411-5 Lc l17

3 SD3 航材 庇 (No ll)、 全長 (1593)cm 幅 径56cm 4084 Lo10ユ

SD3 杭 材 廃 (No2)、 全長 (843)cm 幅・径60cm 4044 Lc-92

5 抗材 院 (No 10)、 全長 (1274)cm 幅・径9 1cm 4083 Lc‐

6 SD3 杭材 喬杭 (No 14)、 全長 (304)cm 幅 径14 3cm Lc 6

7 SD3 杭材 喬杭 (No 12)、 全長 (338)cm 幅・径2 5cm ク リ Lc‐ 5

8 働 3 杭務 喬杭 (No 10)、 全長 (171)cm 幅・径5 3cm ヤナギ属の一種 Lc 3

第135図 SD3堀跡出土遺物 (21)
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SD4堀跡

A～ L-26～ 29グ リットで確認した。SD 2・ 22溝跡、SKm。 42・ 59・ 68・ 69土坑、SX l・ 2性格不明遺構、ピ

ット、小構と重複している。SD 2溝跡、SKll・ 42・ 59土坑、SX l・ 2性格不明遺構より古く、その他の遺構より

新しい。また、 G・ H-26グ リッドでは遺構の北側に別の溝跡と考えられる部分が確認されたが、SD 4堀跡によ

って削平され、詳細は不明である。確認した長さは32mで、方向はE-6° 一Sである。上幅は7.5～8.Omである

が、SD 3堀跡と同様にG・ H-28・ 29グ リットでは南側の上端が約 6mに渡って内側に屈曲し、幅は5,8m前後に

狭 く、くびれる形になる。ちようどこの部分がSD 2溝跡に削平されており、本来は 6m前後になるものと考えら

れる。平成 5年度の西側の調査では遺構上面でプランの確認と一部の掘込みのみを行ない、平成 7年度の東側の調

査では全面の掘込み精査を行った。遺構の北壁の輪郭が平成 5年度の調査時のラインと平成 7年度の調査時のライ

ンがずれ、西側がやや南にずれる様な形になっている。

西側の状況 :弧状のSD 5溝跡が北側に接しているが重複関係は確認されず、同時に機能していたものと考えられ

る。掘 り下げた部分では深さ1.4mで、壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 4層確認された。 3層以外は

自然堆積層であると考えられ、特に 2層 に流水の痕跡が見られる。底面は壁際近くは平坦であるが、中央付近はや

や深くえぐれている。

雨 可

団

0                        10cm

― ―
― ― ― ― ―  (1/3)

No 遺構 層位 種  類 器  種 特    徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
日径 (cm)

‐
A径 (cm) 器高 (cm)

SD4 3層 匂器 瑞反皿 灰釉、大窯 Ia期 瀬戸美 lrt 15C 366‐ 5

2 3D4 3層 旬器 天目茶碗 鉄釉、漆つぎ、大窯 Ⅱ a期 瀬戸美濃 16C前 半 (18) 366‐ 4 工347

3 SD4 3幅 陶器 鉢
Щ角 形の郎 か 、釦緑 釉 、蛇 の H承 1
ま 内面 2条 のた級 文が 四方 に右、
お台 (ケ ズリThし )、 体部下半 F4胎

肥前 17C末 ～18C中 頃 366‐ 6 工349

4 SD4 底面直上 陶器 卸皿 曰縁部釉かかってる 古瀬戸 14C 87 45 369つ 1429

5 SD4 3層 磁器 碗 染刊、外面 :山水文 1国 16C-17C 3701

6 SD4 3層 磁器 碗 与J花文、龍泉窯系 1]国 12C後半～19C前半 (132) 376‐ 20

7 SD4 3層 磁器 皿 染付 輪花 1日 (景徳鎮) 16C茉 ～17C前 半 (194) 375‐ 12

8 SD4 3層 臨器 皿 染付、漆つ ぎ 中国 16C後半 (15)

9 SD4 3層 眩器 仏飯具 色絵 (赤 ) 把前 17C後 半以降 (25) 375‐ 11

種   別 長さ (cm) 中冒 (cm) 厚 さ (cm) 重量 石    羽 備   考 写真図版 登録番号

SD4 4層 砥石 168砂質凝灰岩 428‐ 2 Kd■ 43

SD4 3層 砥 石 45     32     21    52デ イサイト質凝灰岩 Kd■ 73
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遺捕 No 土 色 土  性 備 考

SD4

A― B

l にぶい蓑褐色 (10YR5 4) 砂質ンルト褐色 (10YR4/4)砂 を層状に含む、自然堆積

2 オリーブ黒色 (10Y3/1) り質シルト層状に推職している、自然堆積 (こ の時期水が流れていた)

3 灰黄褐色 (10YR72) 粘土
にぶい責褐 (10YR5/4)粘上のアロックを倉tj、 上部に炭化物の層を筋状に含

む、そこより焼いたallが出としている、大_4堆積と、しまり、粘とややあり

4 にぶい責褐色 (loYV3) 粘土
底面で掟化物を多く含b、 中央の底面で文化物に混じって動物遺存体め

出としている、この層より橘鉢が出生している、しまり、粘性ややあり

SD5

1-J

l 黒褐色 (loYR2/3) シルト質粘生 自然堆積

2 黒褐色 (10YR2/2) 粘土 にぶい黄橙 (10YRγ 4)粘土含む、人為堆積上、 しまりあり
3 オリープ黒色 (5Y2/2) シルト質粘土 底面は砂、自然堆積、グライ化している、しまり、粘性ややあり

遺穂 No 土 色 土  性 備 考

SD4

3-D

1 オリープ黒色 (15Y3/1) 粘主質シルト 1回 目の上

1層 2 オリーブ黒色 (5Y3/1) 粘土質シルト 聴に地山プロックを含む、1回 目にSD4を 埋めた土

3 オリーブ黒色 (15Y3/] 砂 饂砂～狙砂、地山ブロツクを含む、1回 日にSD4を埋めた■

2層
4 灰黄褐色 (loYR4/2) ル ト

徴砂～粗砂を含む、酸化鉄を含む、層下面に植物追

存体が薄く堆積している (SD4の括れ部分を削る溝)

5 暗緑灰色 (10GR3/1) Ia土質シルト 也山プロックを含む、lH～粗秒を含む (SDlの括れ部分を削る濫l

遺構 No 土 色 土 ′rt 捕 考 遺穂 No 土 色 土  性 備 考

6 オリーブ単色 (5Y3カ ) 粘土質シルト 島(10YRV6)シ ルト、暗オリーブ灰 (開YVl)を 斑状に合む

SD4

E― F

1 灰黄褐色 (10RY4/2) も土質シルト酸化鉄を含む、遺物取 り上げ‐1層
7 オリーブ黒色 (5Yン 1) 粘土質シルト 傷 (10YR76)シル トを斑状に含む 1層 2 嗜緑灰色 (10GY3/1) 告土質シルト微砂～粗砂を含む、遺物取 り上げ =1層
8 オリーブ黒色 (5Y2/2) 粘土質シルト 掲 (10YR4/4)ン ル トを斑状に含む 3 暗灰黄色 (25Yク 2) も土質シルト細砂～粗砂を含む、遺物取 り上げ‐1層
9 黒褐色 (25Y3/1) 粘土質シルト えオリーブ (5Y4/2)粘土質シルトを斑状に含む

2層

4 悟緑灰色 (10GY4/1) 告土質シルト 頃面に礫を含む、遺物取 り上げ =1層
オリープ黒色(15Y3犯 ) 粘土質シルト 嗜緑灰 (5GYν l)粘土質シルトプロックを含む 5 暗緑灰色 (loGY3/1) 細砂～粗砂を含む、遺物取 り上げ‐1層

1】 オリーブ黒色 (■ 5Y〃

"
も土質シルト黒 (75Yグ 1)粘土、オリーブ具 (10Y3/2)油土をプロックに含む 6 暗オリーブ灰色 (25GYyl) 古土質シルト底面に礫を含む、遺物取 り上げ‐1層

2層 オリーブ黒色 (75Y3/1) 省土質シルト 黒 (75Y2/1)粘土をプロックに含む、層下面に多い 7 暗緑灰色 (75GY4/1) 古と質シルト微砂～粗砂を含む、遺物取 り上げ‐1層

13 オリーブ黒色95Y3″) 粘土質シルト
七オリーブ灰 (5GY3/1)粘 土、オリーブ褐 (25Y4/6)

シルト、にぶい費 (25Y641シ ルトのプロックを含む

8 悟オリーア尻色 (25GYVl) 古土質シルト微砂～粗砂を含む、遺物取 り上げ‐1層

9 オリーブ具色(75Y3カ ) 古土質シルト遺物取り上げ‐2層
オリーブ黒色 (5Y3/1) 粘土質シルトオリープ褐 (25Y4/4)シ ル トを班状に含む 悟緑灰色 (■5CY3/1) 古上質シルト 置物取 り上げ‐1層

オリーブ旱色 (75Y3カ ) 粘土質シルト褐 (10YR76)シ ル トを斑状に含む 11 録黒色 (75GY2/1) 古土質シルト 置物取 り上げ‐1層

オリーブ鼻色(75Y3/2) 粘■質シルト黒 (75Y2/1)粘 上を班状に含む 講灰(κ ttltl〕 セアロッタに含し、鶏凱山アロッタを含む、遺物取,J,・彊

17 暗褐色 (10YR3/3) ンルト 灰黄褐 (10RY4/2)シ ル トを斑状に含む 暗緑灰色 (■5GYワ 1) 右土質シルト端に地山プロックを含も、遺物取り上げ‐1層

3層 暗縁灰色 (78GY4/1) 省上質ンルト暗オサいアhⅥOシルト、オサーブ畢(酬紗)粘土ゆルトを力 7ク状に含む
3層 オリーブ黒色 (75YV2) も土質シルト

黒 (75Y2/1)が縮状に薄く何層かに (5層前後)堆積 t

ている、端に地山ブロックを含む、遺物取り上げ‐2層

第司40区] SD4堀跡 。SD5清跡
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遺穂・冒位 種  類 器 種 壻 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
ヨ径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD4 2層 陶器 小不 え釉、貫入が細かい 大堀相馬 7℃ 3( 363‐ 14 330

2 SD4 2層 陶器 小不 ス釉 大堀相馬 18C前半 363‐ 13 329

3 SD4 2層 阿 器 碗 吹釉 顕戸 71 363‐4

4 SD4 2層 陶器 碗 黒釉 取戸 19C前半 2℃ 5 363‐2 317

5 SD4 2層 陶器 碗 冶釉の上に青色の釉を流し掛け、内面に文様 (陰亥J) 瀬戸 18C以降 363‐3

6 SD4 2層 陶器 碗 鉄釉 瀬戸 363‐5 320

7 δD4 2層 陶器 碗 え釉、日跡 1ケ所 京信葉 (32) 工321

8 SD4 2層 陶器 碗 天釉に緑釉流 し 美濃 17C 36多 1 1301

9 SD4 2層 陶器 碗 天釉 肥前 17C後半 7 363‐ 8 1324

SD4 2層 阿 器 碗 え粕 把前 17C後半 363‐ 9 I‐325

SD4 2層 陶器 碗 え釉、呉器手 J巴前 17C後半 363-7 1323

SD4 2層 陶器 碗 え釉 (刷毛 目文 ) 肥前 17C末 ～18C前 4( 71 363-11 I‐327

13 SD4 2層 陶器 碗 京焼風陶器、高台裏に「i青水Jの銘有、透明釉 肥前 17C後半 363-10 と326

SD4 2層 陶器 碗 京焼風陶器、高台裏に銘有「木ノ下弥」 肥前 17C末 ～18C前 363-12 と328

SD4 2層 陶器 碗 まだら唐津、ワラ灰釉か、高台はトキン、左まわ,のロクロ、終l 唐津 17C前半 363-6 と322

SD4 2層 陶器 碗 卜杉茶碗 笑濃 (23) 862-2 I-302

17 SD4 2'詈 陶器 丸皿 天釉、漆つ ぎ有、全面施釉 顆戸美濃 16C中 362-5 工306

SD4 2層 陶器 碗 用緑釉 】じ前 17C後半
=397

SD4 2層 陶器 丸皿
灰釉、見込みに重ね焼きの跡、 2次元的火
熟有、外面体部 下半～底部に炭化物付着

瀬戸美濃 17C後半 3627 と308

SD4 2層 陶器 皿か鉢 掛け分け (灰釉、鉄釉の湊淡)、 内面は黒釉、畳付きが藩耗 瀬戸美濃 17C前 半 (25) 362‐ 10

SD4 2層 陶器 折縁皿 え釉、丸彫 瀬戸美濃 16C末 51 18 r307

SD4 2層 陶器 丸皿 ま野 美濃 16C末 361-13 I-299

SD4 2層 陶器 丸皿 よ野、高台裏露胎、大窯I期 発濃 16C末 ～17C初 361-12 I‐298

SD4 2層 η器 丸皿 ま野、大窯 I期 莞濃 16C末 ～17C初 361-11 1297

第142図 SD4堀跡出土遺物 (2)
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No 遺構 層位 種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

l 3D4 2層 陶器 皿 隣け分1)(鉄釉と灰釉)、 型押しの輪花皿 瀬戸美濃 17C前半～中 (144) 6〔 41～ (4】 36歩 8 1310

2 】D4 2層 陶器 皿 隣け分け (鉄釉と灰釉)、 型押しの輸lL皿 瀬戸美濃 17C前 半～中 7 (34) 36歩 9 I毛 11

3 ;D4 2層 旬器 変形 皿 鉄釉、全面施釉、外面にわず力1こ黒釉有 産地不明 江戸 ? 36■ 1 1331

4 ,D4 2層 匂器 大皿 灰釉 岸窯系 17C後半 293 (64) 365‐ 1 I‐ 336

5 SD4 2層 匂器 小鉢か小型向付 碁筍底、全面施釉 莞濃 1∝末～17C初 27 361-14 工300

6 SD4 2層 陶器 大皿 鉄釉に食釉流 し、内面に飴釉 幸窯系 17C後半 348 36翻い5 工335b

7 SD4 2層 旬器 向付 筒形、志野織部 美濃 17C初 3623 工303

8 SD4 2層 駒器 大 皿 三脚、鉄釉|【鯨袖流し、内面:鮪織、内面底部にピン痕岸窯系 17C後半 3644 I‐335a

9 SD4 2層 胸器 煙硝福
日縁部～体部夕1面第釉、内面底部摩ltし、付着

物 (言黒い斑状歩い)内面及引本部下部は露胎
美濃 17C後半 36歩 4 IB05

SD4 2層 町器 盾鉢 轄日5粂、鉄釉、日縁部鉄釉、内外面林部鉄化北 幸窯系 17C中 頃 365‐ 4 I-339

11 )D4 2層 陶器 鉢 五脚 幸窯系 17C後半 I-337

第143図 SD4堀跡出土遺物 (3)
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遣構 層位 l●_ 類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録香号
口径 (cm) 頃径 (cm) 器高 (cm)

1 SD4 2層 町器 橋 鉢
信目7条、日縁部付近に鉄釉、内面に炭イヒ物付

着、破片を後に砥石として使用 (断面に磨面右)
岸窯系 17C後半 P 365‐ 3

=338
2 SD4 2層 η器 FmP鉢 矯目6条、日縁部付近は灰釉、体郡は鉄雅 辛窯系 17C中 頃 9( 36}5 1340
3 SD4 2層 旬器 橋鉢 悟目 5条以上 顆戸美濃 17C初 36歩 11 【315
SD4 2層 陶器 層鉢 落目 5条以上、鉄化粧に鉄釉がけ 岸窯系 ? 17C中 頃 367‐よ [364

5 SD4 2層 陶器 橋鉢 岸窯系 17C中 頃 [346
SD4 2層 陶器 橋鉢 腐目5粂、策釉、日縁部に布で補強した、漆つぎ有 瀬戸美濃 17C初 363‐ 1 と316a
SD4 2層 陶器 播鉢 橋 目13条、鉄釉 綴戸美濃 17C初 (57) 卜316b
SD4 2層 陶器 橋鉢 橋 目 9条、鉄釉、日縁部に灰釉 幸窯系 17C中 頃 36∈ 1 IB41

8 SD4 2層 陶器 信鉢 口縁部に鉄釉、体部鉄化粧 ギ窯系 17C中 頃 366お I‐342

第144図 SD4堀跡出土遺物 (4)



∬7

＼

o                         10cm

(1/3)

No 遺構 層位 種  類 器  種 徴特 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
回径 にm) 底径 (cm) 器高 (cm)

l SD4 2層 陶器 層鉢 岸窯系 17C中 唄 3662
「
343

2 SD4 2層 陶器 層鉢 言目8条、鉄化粧に鉄釉、内面底部付近磨素 幸窯系 17C中 頃 IB44

3 SD4 2層 陶器 層鉢 信目 8条、鉄化粧に鉄釉 幸窯系 17C中 頃 IB巧

4 SD4 2層 翻器 甕 決釉に飴釉流 し、日縁部に飴釉 幸窯系 17C後半 10( 364‐ 3
=334

5 SD4 2層 翻器 甕か徳利 笑釉に飴釉rRし、体部に1ケ所凹み、破片に擦り曲石(砥石に転用1) 岸窯系 17C後半 13を (140) 3649 と333

6 SD4 2層 中世陶器 霊 常滑 370‐ 15 1454

7 中世陶器 甕 在地 13～ 14C 370‐5 [443

8 SD4 2層 磁器 腕 来付、外面に炭化物付着 肥前 37412 卜60

9 】D4 2層 磁器 兎 柴仕、外面1革花文、内面に掟化物付着、畳付に砂付着 一則 17C末 ～18C前 半 37413

10 SD4 2層 磁器 苑 染付 lB前 17C後 半以降 37414 62

11 3D4 2層 藤器 宛 染付 把前 37■ 15

SD4 2層 磁器 売 陶胎来什、見込みIt銘存「覇」、高台襲に墨‖着(昌入れに転用か 肥前 18C前 半 375-1

SD4 2層 磁器 皿 見込みの蛇の目釉剥 ぎ、高台に砂付着 肥前 17C後半 4 38 375-7

SD4 2層 磁器 皿 見込み蛇の日剥 ぎ 肥前 17C後半 13ι 37 71

SD4 2層 磁 器 皿 柴付、畳付に砂付着 肥前 17C後半 7

16 SD4 2層 磁器 皿 中国 (景徳鋲) 16C前半 10И 37,3 67

第145図 SD4堀跡出土遺物 (5)
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No 遺構 ,層位 種 類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD4 2層 綾器 皿 柴付、内面に水辺に烏上部に草、畳付に砂付着 肥前 17C前 半～中葉 5ι 37伊 5 J69
2 SD4 2層 綾器 皿 染付、高台内に工具痕 中国 (景徳鎮) 16C来 ～17C前 半 176 37;4 J‐68

3 SD4 2層 駁器 店複形猪日 蔭つ ぎ 一副 85 37$17

4 SD4 2層 磁器 腟 ? 龍泉窯

'じ

前 17C中 頃～後半 34618

5 SD4 2層 磁器 香炉 染付、漆つ ぎ !巴 Hl 18C? (47) 375お J-73

6 SD4 2層 磁器 徳利 ? 染付、外面 :かぶ文 ?畳付に砂付着 肥前 17C中 頃～後半 (1171 375つ

7 SD4 2層 磁器 瓶 染付 肥前 17C中 頃～後半 (185) 」-74

8 SD4 2層 尾質土器 繕鉢 信目 3条以上 在地 16C代 T9

9 SD4 2層 瓦質土器 摺鉢
信目6条、日縁部内タト面ロクロナデ、体部内藤縦

ナデ、斬縁日縁、胎とに自色針状物質多く含む
在地 16C代 Tお

SD4 2層 比賀土器 百鉢 腐目5粂、胎土に自色針状物質を多く含も 在地 16C代 T‐7

第146図 SD4堀跡出土遺物 (6)
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置構 層位 種 類 器 種 特   徴 産  地 時  期
法     量

写真図版 登録番号
国径 (cm) 頃径 (cm; 器高 (cm)

1 SD4 2層 瓦質土器 橋鉢
橋目
`条

、日縁部外面ヨコナデ、体部タト面ナデ、転縁日緑、片日、

胎上に自也針状物貿含む、内面積方向にG粂の櫛目がlヶ所有
在地 16C代 124 129 3約 -3 T38

2 SD4 2層 土師質土器 皿 底部回転糸切 り、胎上に白色針状物質含む 征地 I戸時代 344]

第147図  SD4堀跡出土遺物 (7)
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築

遺箱 層位 種  別 凸 面 凹 面 備   考 写具凶版 登録番号

1 SD4 2層 札瓦 ナデ 布 目痕 沈線状圧痕 ケズリ 燻 し瓦
2 ,D4 2層 丸瓦 ナ デ 布 目痕・沈線状圧痕 箪し瓦 F■6

3 SD4 2層 九瓦 ナデ 市目痕 網 目状庄痕 沈線状圧痕 ケズリ 燻 し瓦 381-10 F■3

SD4 2層 平瓦 ナデ ナ デ 箪し瓦 Gll
遺構 層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

5 ,D4 2層 漆器 椀 内外面赤色漆仕上げ、高台部欠損 グナ属の一種 38作3 Lと52

6 ,D4 2層 膝器 椀 外面赤色漆の上に黒色漆で文様有、内面赤色漆塗 り仕上げ グナ属の一種 38子2 L}51

7 SD4 2層 痰器 椀 ホ面早色漆の上に銀自色に近い瀕梓で文様有、内面赤色漆塗り仕上げ、蓋の可能性有、日径,髄m 器高 (311)cm ブナ属の一種 386-3 しa望 1

8 SD4 2層 小型杵 昆さ郷 8cm 最大径2 3cm 最小径145cm 芯持材 モミ属 395-10 Lc 32

9 SD4 2層 誓 長 さ 150)cm 最大径0 7cm 断面→楕円形 ヒノキ属 416つ Lc‐ 33①

SD4 2層 箸 長 さ 132)cm 最大径07cm 断面→四円形 ヒノキ属 416つ Lc-33②

SD4 2層 箸 長 さ 165)cm 最大径0 6cm 断面→ほぼ四円形 ヒノキ属 416つ Lc33③

SD4 2層 箸 長 さ 120)cm 最大径0 5cm 断面→四円形 ヒノキ属 416‐ 9 Lc33④

SD4 2層 櫛 長さ (39)cm 幅90cm 厚 さ08cm 393-4 Lc-1

第148図 SD4堀跡出土遺物 (8)
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No 種   別 凸 面 凹 面 備   考 写真凶版 登録番号

ユ SD4 2盾 丸瓦 ナ デ 布目戻 網 目状圧痕 沈線状圧涙 燻し瓦 381つ F上 12

2 SD4 2層 丸瓦 ナデ 布目痕 沈線状圧痕 燻し瓦 舟15

3 SD4 2層 平瓦 ナデ ナ デ 蕉し瓦 38多 4

4 SD4 2層 平瓦 マメツ ミガキ 唇き目あり'転用 峰し瓦 Gつ

5 SD4 2層 IIL瓦 則離 布 目痕・沈線状圧痕 F18

6 SD4 2層 電瓦 ナデ 冠瓦の破片 382‐ 2 F23

7 SD4 2層 肝九瓦 金箔押巴文軒丸瓦 連珠 巴の部分の尾が長い 爆 し瓦 3813

8 SD4 2層 丸瓦 ナ デ 布目痕 沈線状圧痕 燻し瓦

第149図  SD4堀跡出土遺物 (9)
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No 遺構  層位 種  別 特 徴 樹  種 写具凶肋 登録 番号

1 2層SD4 曲物 セイロ ?

則板 :外側 高さ6 2cm 厚さαl～0 15cm 中 高さ■2cm 厚さ04cm
勺側 高さ11 0cm 厚さ03cm～o4cm
則板 (上部)1列 内に 4段綴 じ、側板 (下部)1列 上外内 2段綴 じ
藍板 :底径218cm X 228cm 厚さ12cm 釘穴17(木釘残存12本 )、 釘結合曲物

ヒノキ属
″

＆
Lc-44

第150図 SD4堀跡出土遺物 (10)
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No 種  別 特 徴 樹   種 写真図版 登録番号

1 SD4 2層 曲物 則板 (上部のみ残存):高 さ25cm 厚さ02～α3cm 内面はほぽ黒漆、皮穴有 ヒノキ属 Lc35

2 SD4 2層 尊の天板 よ12cm× (149)cm 厚さ13cm 栓孔径30cm 中央部に加工痕有 モ ミ属 395‐12 Lc34

第151図  SD4堀跡出土遺物 (11)
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No 遺構 層位 種  別 特 徴 外径 (cm) 重量 写真図版 登録番号

1 3D4 2層 銅製品 銭貨 (古 )寛永通宝 24 431-7

2 SD4 2層 鋼製品 銭貨 (新 )党永通宝 365 431-8 Na 45
3 ぅD4 2層 鋼製品 銭貨 永楽通宝 (明 )(初鋳年 1408年 ) 431‐ 6

4 SD4 2層 銅製品 銭貨 熙寧元宝 (宋 )(初鋳年 1068年 ) 4319

No 種別 特 徴 全 長 (cm) 火皿径 (cm) 絶宇日経 l・m) 晩口径 (cm) 写真図版 登録番号
5 SD4 2層 ll百 補強帯布、全面に鍍金の痕跡右 13 433-9 Nb ll

6 〕D4 2層 煙管
経宇最大径 1 lcm 羅字が約14cm雁 首内に入る、雁首、

吸口 全面に鍍金のTR跡 布
(248)雁 首5:

吸日41
】 Nb=29

7 】D4 2層 lXE首 全面に鍍金の痕跡有、全体がつぶれて変形 33 21X04 08X02 433‐ 7

8 SD4 2層 煙管銭 全面に銭金有 直径21 432‐ 16 Nb■0
9 SD4 2層 吸日 04X03 433‐ 11 Nb 13

SD4 2層 雁首
補強帯有、全面に鍍金の痕跡有、灰落としの際のつぶ

れの痕跡 ?有
7 433お Nb 10

SD4 2層 唆ロ 空面に鍍金の痕跡有 433‐ 12 Nb■ 4

SD4 2層 唆日 全面に鍍金の痕跡有、全体がつぶれて変形 11× 04 04X01 433‐ 10 Nb■ 2

No 遺穂 層位 種   別 長さ (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 考備 写兵 凶倣 登録番号

SD4 2層 刀子 (137) Nc6
SD4 2層 飾金具 3 9 Ncワ

15 SD4 2層 切 羽 (32) Nc7
SD4 2層 鍔 Nc4

第152図  SD4堀跡出土遺物 (12)
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No 遺構・層位 種  別 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (2) 石   材 備   考 写具凶倣 登録番号

l SD4 2層 不定形 58 48 畦質頁岩 4183 Kと 158

2 3D4 2層 百皿 152 106 765 貢岩 4243 Kと36

3 SD4 2層 石 臼 ■43Э 安山岩 4242 Kd 35

4 SD4 2層 石 自 1,505 え山岩 4%1 Kd34

5 SD4 2層 石 臼 (202, (131) 2,400 ,山岩 425‐ 1 Kd望6

6 SD4 2層 石鉢 (143) 424 え山岩 4244 Kエン

第153図  SD4堀跡出土遺物 (13)
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No 種  別 長さ (cm) 幅 (cm)
'厚

さ (cm) 重量 石   材 備   考 写真図版 登録番号

1 SD4 2層 監石 9 1愛 デイサイ ト質凝灰岩 42312 Kユ 155

2 SD4 2層 段石 4 11 54 デイサイ ト質凝灰岩 42310 Kよ 152

3 SD4 2層 砥石 デイサイト質凝灰岩 428つ Kよ 151

SD4 2層 氏石 Z〔 3 1( 碇 デイサイト質凝灰岩 42&11 K■ 153

5 SD4 2層 砥石 7 10∝ 寵灰質砂岩 4284 Kd‐ 145

6 3D4 2層 砥石 44 デイサイ ト質凝灰岩 428℃ Kと 148

7 SD4 2層 低石 2 デイサイト質凝灰岩 428-13 Kd 156

8 SD4 2層 氏石 6 2 デイサイト砂着 4287 Kと 149

第154図 SD4堀跡出土遺物 (14)
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再

遺樽 層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
日径 にm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 SD4 層 胸器 碗 刷毛 日文 一副 17C来～18C前 半 360-10 卜284

2 SD4 層 陶器 碗 灰釉、漆つぎ 肥前 17C後半以降 (60, [277

3 SD4 層 陶器 航 灰釉 肥前 17C後半以降 (43) 360‐ 11

4 層 陶器 宛 灰釉 肥前 17C後半以降 (37) 360‐ 6 と980

層 陶器 兎 え釉 肥前 17C後半以И 360‐ 8

6 層 筒器 宛 天釉 肥前 と7C後半以階 81 361-]

7 3D“ 層 陶器 宛 戻釉、畳付 きを研磨 lB前 17C後半以降 360-9
=283

層 陶器 売 天釉 卍前 17C後半以降 360望 と278

9 層 陶器 宛 天IEI 単剛 17C後半以降 3605 卜2的

層 陶器 苑 天釉 肥前 17C後半以降 (31) I‐287

SD4 層 陶器 宛 天釉 肥前 17C後 半以降 5 360‐ 7 Iワ81

層 陶器 売 煮続風陶器、高台内に亥‖字有、高台部II胎 一別 17C後 半以降 5 361‐ 3 I-289

SD4 層 η器 宛 京焼風陶器、灰釉、見込みに箕釉有、高台裏に銘 肥前 17C後 半以降 4 361ワ
「
288

SD4 層 匂器 端反皿 灰釉、大窯 Ia期 瀬戸美濃 3609 と273

層 匂器 録釉小皿 底部内面磨耗、古瀬戸 瀬戸 15C後半 359‐ 1 工266

層 胸器 灯明皿 鈴釉(抵明釉)、 日縁部に油煙が付惹、内面芯受嚇 18C以降 361-8 I‐294

,D4 層 胸器 緑釉小皿 灰釉 (口縁部 )、 古瀬戸 瀬戸 15C後半 (27) 35>2 Iツ67

SD4 層 陶器 司付 藤織著Ⅲ、角型、
H■l押 し成形 (布日痕) 美濃 17C初 35餅 3 Iワ68

層 中世陶器 墾 常滑 370‐ 4 1442

第155図  SD4堀跡出土遺物 (刊 5)
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No 遺梅 層位 種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 褒径 (cm) 器高 (cm)

1 3D4 層 何器 太鉢 鉄絵で文様有 莞濃 17C初 154 359‐ 4 I-269

2 D4 層 陶器 香炉
=脚
、日隷部を社ル等て

'1,ヽ

た棋有、購 としに転用 乗濃 17C後半 359‐ 5 I-2紹Э

3 SD4 層 旬器 鉢 灰釉、刷毛 目文 肥前 18C以降 361‐ 4 I-290

SD4 層 旬器 精鉢 胎土に山砂含 b 不 明 I-296

5 SD4 1層 旬器 香炉
三脚、鉄釉+オ リーブ色の釉、内面

に付着物有 (皮化物か ?)、 全面施rll
堤 ?

17C末～

18C前 半
361‐ 9

6 SD4 層 町器 橋鉢 鉄釉、日縁部に灰釉 岸窯系 17C中 頃 3616 I‐ 292

SD4 層 旬器 盾鉢 隔日10条、日縁～体部 内外面ロクロナデ 岸窯系 17C中 頃 361‐ 5 I-291

8 SD4 層 旬器 片 口 灰釉、漆つ ぎ 美濃 17C後半以降 208 I‐ 271

第156図  SD4堀跡出土遺物 (16)
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No 遺構 層位 種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
回径 (cm) 氏径 (cm) 器高 (cml

la SD“ 層 陶器 僑鉢 映釉、①と同一個体 瀬 戸 36tl] 1972②

lb 層 陶器 言鉢 楯目17条、鉄釉、②と同一個体 瀬戸 (134) 36111 I"2①

2 SD4 層 臨器 晩 染付 把前 (102) 37■ 16

3 層 磁器 菟 柴仕、高台内に銘有、「大明日日」、ζ付にifj‖着 把前 17C前 半 (27) 3745

4 層 磁 器 碗 業付、,卜面1網目文(一重)、 高台内に銘有、十日明」把前 17C後 半 374‐ 4

5 SD4 層 磁器 皿 染付P畳付に砂付着、蛇の日釉副き 単削 17C中 ～後半

6 層 磁器 皿 中国 15C後半～16C前 半 144 374お ‐55

SD4 層 磁器 中皿 柴付 ?畳付に砂伺着 平削 17C後半 (72) ‐57

8 SD4 1層 磁器 皿

楽付 、 内面 :人物 文桜 P四 方 タス
キ文  商台 内 に波 射 状 に工 具 JR
壁付 に砂付着 漆つ ぎ

中国 (景徳鎮) 16C末～17C前半 26 3746 J‐53

9 SD4 層 磁器 水滴か香合 染付 昭前 江戸時代 37410

層 磁器 皿 染付、蛇の日高台 中国 17C前半 374‐ 7

3D4 層 磁器 鎌 染付、外面 :唐革文、日唇部に鉄釉 昭前 7C末～18C初 88 376‐ 2 J‐約

層 磁器 仏花瓶 柴付、瓢箪の形の耳付 肥前 17C? 374‐ 11

層 瓦質土器 橋 鉢 選日1条以上(日稼部付llに積万同)、 火鳥を受けて変色 在地 16C代 378-1

層 匠質土器 貿入れ 胎土に自色丼状物質含む、灰色で砂虎し,の胎上 在地 江戸時代 (51X34) (60× 44) 37関 T27

層 瓦質土器 鉢 内夕1面に炭化物1意、胎上に白色,キ状物質含む 江戸時代 (281) T‐26

第157図 SD4堀跡出土遺物 (17)
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No 遺構 '層位 種   別 凸 面 凹 面 備   考 写真図版 登録番号

ユ 矯 丸瓦 ナデ 沈線状圧痕

“

日展 '縄目状圧摸 ケスリ 燻し瓦 381‐ 5 F7
2 層 北瓦 ナデ 剥離 蕉し瓦 F9
3 層 丸 見 ナ デ 布目痕 古代 F‐ 6

層 九瓦 ナ デ ナ デ 燻 し瓦 F8

遺構 層位 種  別 特 徴 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 写真図版 登録番号
5 SD2 1屑 是人形 人形片 (208) 380‐ 13

No 遺穂・層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

層 黍器  椀
'卜

面黒色漂の上に渡淡の赤色漆で文rx有 (草花文?)内面茶褐色漆仕上げ、日径148em 底径 (70)cm 器高 (62)cm 386‐ 6

7 層 黍器 椀 il血景色漆の上に赤色漆で文様 (三階松P)有 (3単位)、 内而赤色漆壮上げ、に1径103cn 底径52cm 器高眈 m ブナ属の一種 386‐ 2 La望0

8 層 黍器 椀 外面黒色漆の_とに赤色漆で文様有、内面茶褐色漆仕上げ、底部内面にコゲ痕有、器高 (38)cD ブナ属の一種 La 53

SD4 1層 黍器 椀 外面黒色漆の上に銀白色に近い槻料で文様有 (3単位)、 内面赤色漆仕上げ、底径 (53)cm 器高 (29)cm ブナ属の一種 38″〕 La 48

第158図  SD4堀跡出土遺物 (18)



協 )

No 種  別 特 徴 樹  種 写夏図版 登録番号

1 層 漆器 椀 内外面赤色漆塗仕上げ、底部外面黒漆盗、底径 (51)cm 器高 (43)cm ブナ属の一種 3868 La‐46

2 】D4 1層 漆器 椀
内外面赤色漆仕上げ、底部外面黒漆の上に赤色漆で「源茶 ?」 の銘有、口径12 11cm

底径 (56)cm 器高76cm
プナ属の一種 3851 L消 9

3 SD4 層 黍器  椀 舛面黒色漆塗仕上げ、内面赤色漆仕上げ、高台部のみ残存、底径 (51)cm 高台高17cm ブナ属の一種 L265

層 奈器 杭 内外面赤色漆仕上げ、底部外面黒漆の上に赤色漆の銘有、底径 (56)cm 器高 (69,cm ブナ属の一種 386つ La47

5 SD4 1層 漆器 椀
内外面黒色漆仕上げ、外面に赤色漆で文様わずかに有、底部内面を中心に焼痕有、底

径 (70)cm 器高15cm
ブナ属の一種 3867 Lと45

6 SD4 1層 漆器 椀
外面黒漆の上に赤色漆で文様有、内面赤色漆仕上げ、底部外面に漆塗付以前に「―J

に線刻及び、漆塗付後に十字の線刻有、回径 (134)cm 底径 (76)cm 器高 (35)cm
ブナ属の一種 38G5

7 SD4 1層 漆器 椀
外面黒色漆の上に赤色漆で文様有、内面茶褐色漆仕上げ、内外面に焼痕有、底径

15 6cm 器高 (137)cm 高台高 (48)cm
カツラ 387‐ 6 Lと50

8 SD4 1層 漆器 椀
外面黒色藤の上に赤色で文様有 (3単位 )、 内面茶褐漆仕上げ、高台部欠損、日径

(116)cm 器高 (32)cm
ブナ属の一種 386望 Lと42

第159図  SD4堀跡出土遺物 (刊 9)
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No 遺構・層位 種   別 特 徴 樹  種 写真図版 登録香号
l SD4 層 連歯下駄 まば完形、柾目材、指圧痕残る、横緒穴は後歯の後、台部長17 5cm 台部幅76cm 高さ3 0cm ヒノキ属 Lb-18
SD4 層 箸 長さ23 6cm 最大径0 7cm 断面→四角形 ヒノキ属 416お Lc 28

SD4 層 箸 長さ23 5cm 最大径07cm 断面→四角形 とノキ属 416‐ 8 Lcワ 8

3 SD4 層 警 長さ20 8cm 最大径07cm 断面→四角形 ヒノキ属 416‐ 7 Lc 27

4 3D4 1層 連歯下駄
久損、柾目材、指圧痕残る、台部中央及び、鼻緒脇に加工穴、横緒穴は後歯の後、台

部長 (194)cm 台都幅 (68)cm 高さ3 2cm
ヒノキ属 39多 4 Lb‐ 19

5 SD4 層 栓 長さ (69)cm 最大径33cm 芯持材 ク リ 395‐ 7 Lc 29

6 SD4 層 小型杵 長さ (138)cm 最大径23cm 最小径18cm 芯持材 A粟樹 (散孔材 ) 395-11 Lc30
7 SD4 層 独楽 日径40cm 底径α5cm 器高53cm マツ属複雑管束亜属 395お Lc31
8 SD4 層 ヨ形板 最大径10 0cm 厚さ08cm 由物底板 P 柾 目材 とノキ属 399‐ 1 Lc 41

第160図  SD4堀跡出土遺物 (20)
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遺梅 層位 種  別 特 徴 外径 (cmi 重 量 (π ) 写真凹版 登録香号

1 SD4 1層 銅製品 銭貨 (古 )寛永通宝 4313 Na 40

2 SD4 1層 鋼製品 銭貨 (古 )寛永通宝 23 431‐ 4 N}41
3 SD4 1層 用製品 銭貨 老元重宝 (唐 ) (295) 431-10 Na 4i

SD4 2層 銅製品 銭貨 (百 )寛永通宝 2 431-5 N}42
遺構 層位 種  別 特     徴         1全 長 (cm)1火皿径 (cm) 騒字日経 (cm) 吸日径 (cm) 写真図版 登録番号

SD4 1層 確首 火皿のみ残存                   |  (16)1    14 Nb‐8

遺構・層位 種  別 凸      面 凹      向 備   考 写真図版 登録沓号

6 SD4 1層 FF丸瓦 ん曜文 381ワ

No 遺構  層位 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重畳 (g) 石 材 偏   考 写具 凶倣 登録 脊号

7 SD4 1層 防錘軍 4 36` 蛇紋岩 422‐ 6 Kd6
8 SD4 1層 嵐石 4 0を デイサイト質凝灰岩 Kd■47

9 SD4 2層 氏石 5廷 48 2 デイサイ ト質凝灰岩 42よ 8 K■ 150

10 SD4 1層 砥石 デイサイ ト質凝灰岩 428‐ 3 Kd■坐

11 SD4 1層 瓜石 デイサイ ト賀疑灰岩 428‐ 16 Kd■ 71

第刊62図 SD4堀跡出土遺物 (22)
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No 遺構 層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

SD4 堆積土 旬器 廃 決釉 (三種類以上を混合 ) 瀬戸美濃 17C中 半～後半 1359

2 SD4 堆積土 阿器 丸 皿 更釉、
/1N面施釉、高台の裏に輪トチンの痕、漆つざ、大窯 瀬戸美濃 16C前 半 101 54 I-356

3 SD4 1t積土 匂器 丸皿 天釉、高台内露胎 瀬声美濃 366-12 工358

4 SD4 堆積土 町器 卸皿 口縁部に灰釉、古瀬戸 瀬戸 15C後半 3668

5 SD4 堆積士 旬器 丸皿 灰釉、釉だまり 瀬戸美 IPH 366‐ 11 I‐357

6 SD4 堆積土 句器 斑 灰釉、底部内面に目跡有 岸窯系 17C後半 366‐ 14 工360

7 SD4 堆積土 旬器 PI 外面鉄釉、内面自尚釉 大堀相馬 19C前 半 (67) 366‐ 15

8 SD4 2層 中世陶器 小型重 在地 370‐ 14

9 SD4 1t橋 土 土師質土器 皿 麦部回転糸切 り 在地 江戸時代 5( (15) 344‐ 9 Cょ18

遺構 層位 外 面 底 面 内 面 備  考 写真図版 登録番号

SD4 賃恵器 壷 平行 W'き 目        |             1当 て具反 オサエメ 343-5 E■ 5

No 遺構 層位 種  別 凸 面 凹 面 備   考 写真図版 登録沓号

11 SD4 層中 平瓦 ナ デ ナ デ にし瓦

SD4 堆積土 平瓦 縄 H口 き目からナデ 平行 H「 き胃 古代瓦 G■ 2

遺構 層位 種  別 特     徴         1長 さ (cm)1 幅 (cm)1厚 さ (cm)1重量 (g 写真 凶脇 登録番号

13 】D4 東壁 土鈴 (23)       |   (305) 381122

No 遺構 層位 種  類 器  種 徴特 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

14 SD4 堆積土 瓦質土器 信鉢 折縁日縁、火熱を受けている 在地 16C代 T■ 3

15 SD4 堆積上 瓦質土器 信鉢 箱 目 4条 在地 16C代 13

SD4 堆積土 瓦質土器 信鉢 在地 16C～ 17C 378-5 T■ 1

17 SD4 堆積土 瓦質土器 播鉢
層目7条、折縁日縁、火熟のため変色

している、胎土に自色針状物質含む
在地 16C代 279-2 T■0

第刊63図 SD4堀跡出土遺物 (23)
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No 遺穂・層位 種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 氏径 (cm) 器高 (cm)

1 SD4 堆積土 瓦質土器 構鉢
橋日4条、角頭タイプの日縁、片日わず

かに残存、火熱受け内外面に炭化物付着
在地 16C代 37&6 T12

2 SD4 堆積土 瓦質土器 訴炉 本部外面に斜格子文及び枕緞存、胎上に自色斗状物質含b 在地 16C以 降 37}10 T98
3 SD4 堆積土 瓦質土器 火鉢 卜部に突稀石、胎上に自色針状物質含む 在地 17C～ 18C (256) 37伊 11 T鬱9

4 SD4 堆積土 瓦質土器 脚付、砂が底部内外面に付着、焼成不良 在地 江戸時代 (190) (57) 37812 T30
No 種  別 特 徴 側  種 写興凶版 登録香号
5 3D4 層中 不明 長さ (217)cm 幅2 1cm 厚さ15cm 板 目材。 スギ類似種 3994 Lc‐43
6 SD4 堆積土 院 長さ (377)cm 最大径73cm 404‐ 5 Lc 77

No 種  別 特     徴         1全 長 (cm)1火 皿径 (cm)羅字日径 化m) 吸日径 (cm) 写真図版 登録番号
7 】D4 堆積土 雁首 腐食者 しい、補強帝有、Nb‐16と 同一か ? (32) (05) 433‐ 13 Nb 15
8 SD4 堆積土 吸ロ 全面に鍍金の痕跡有 433-14 Nb‐16

No 遺構 層位 種  別 長さ (cm) lH(cm)1厚 さ (cm)1重量 (g)1    石   材 備   考 写真図版 登録香号

9 SD4 埋 上 不定形 22    855流 紋岩 418‐ 5 Ka‐192

第164図 SD4堀跡出土遺物 (24)



東側の状況 :幅が狭くなっている部分の深さは0.55～ 0,6mで、その東側は1.35～ 1.45mと 幅が広い部分が深くなっ

ている。壁は底面から緩やかに立ち上がっているが、底面から40～ 60cm上がった部分に幅0.6～ 2.7mの 段が見られ

る。また、深い部分と浅い部分の境の壁は急角度で立ち上がっている。堆積土は15層確認され、3層 に大別される。

最下層が自然堆積層で、上層は人為的堆積の状況である。下位の人為的堆積土は本遺構を 1回 目に埋めた土で、北

半では礫、砂、地山ブロックを含み、遺物を多く含んでいる。南半では地山ブロックを含む上で遺物の量は少ない。

土層断面 (土層断面図C― C′ )の観察で先に南側から埋め、次いで北側から埋めているものと考えられる。上位

の人為的堆積土は本遺構を2回 目に埋めた上で、シルトあるいは粘土質シルト土に地山ブロックが多量に含まれる

土で、遺物の量は少ない。これらの人為的推積の違いは時期的な違いであるか、埋め戻しの工程で入れた土の違い

であるかは不明である。広い部分の底面は平坦であるが、狭くなっている部分の底面は、SD2溝跡 (古期)に よ

って削られ、凸凹になっている。幅の狭くなっている部分にはSD3堀跡で検出されたような橋杭等の橋の痕跡は

見られなかったことから、土橋状になっていた可能性が考えられる。

遺物は、陶磁器類、木製品、漆製品、木材、金属製品、土器類、土製品、瓦類、石製品、獣骨類等多種のものが

出土した。遺物の取り上げに際しては上位の人為的堆積土のものをを1、 下位の人為的堆積上のものをを2、 最下層

のものを23と して取り上げた。遺物の図示は取り上げた層毎に全ての種類の遺物を示した。

SD6堀跡

B～ G-10～ 12グ リッド、 I区とⅡ区の境に位置しており、その一部のみを確認した。SB l掘立柱建物跡、SX

3〃l■格不明遺構と重複しており、本遺構はSX 3性格不明遺構より古く、SB l掘立柱建物跡より新しい。上幅は2.5

m以上で方向はE-20° 一N前後である。掘り下げていないため、遺構の詳細は不明である。

井戸跡

調査当初は土坑として精査を開始したが、調査中遺構の状況からSK 8土坑およびSK27土坑の 2基については井

戸跡と判明したため、この項で記述する。

SK8土坑

E・ F-32グ リッドで確認された。当初土坑としていたが、井戸跡として記述する。SD 3堀跡と重複しており、

本遺構が新しい。平面形は直径約1.75mの不整な円形である。深さ90cmま で掘 り下げたところで、底面を検出しな

SD4堀跡出土陶器 時期別集計表 (産地別 )
時 期 古瀬戸 瀬戸美濃 美  濃 肥   前 大堀相馬 小野相馬 岸窯系 瀬  戸 堤 京信楽 唐  浮 不  明 計

13世紀～14世紀 1

14世紀～15世紀 ユ

15世紀後半 1

16世紀 4

16世紀前半～中頃
4

t6世紀末～17世紀初顕 7 1(

17世紀 1 1

17世紀前半 1

17世紀中頃～後半

17世紀後半～18世紀前半

17世紀末～18世紀中頃

18世紀 1 4 1 6 2(

18世紀前半 1 1

18世紀後半以降 1
1

19世紀前半 1 1

19世紀後半 I
ユ

工戸時代

不明 1

計 1 51 1 5 7 1
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蜻
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遺穏 土 色 土  性 備 考 選 構 土 色 上  性 備 考

SK8 ユ ぞ灰黄色(25Y5/2) 沙質シルト酸化鉄を多 く含む、下方グライ化 している

SE]

1

こがい黄橙色 (10YP6 4)
ンルト

にぶい黄栓 (10YR6れ)シ ル ト、暗褐 (10YR3/S
ンル トをプロックに含む、人為的埋土

SK27

1 黒褐色 (26Y3/2) ンルト 炭化物、焼土塊、小礫含む、しまりあり 暗IFJ色 (loYR3/3)

2 婚灰貢色 (25Yワ 2) ンル ト え化物、明責褐色 (10YR6ん )砂質シルトブロックを含む

2

こぷい費構色 (107R6/4)

ンルト 混合、人為的燿土
3 黒褐色 (10YR3/1) シル ト 炭化物、焼土粒を含む 月責褐色 (10YR5/8)

4
黄褐色 (10YR5/6)

炭化物若干含む
暗褐色 (10YR3/3)

灰黄褐色 (loYR4/2) ンルト 医貢簡色 (10YR5泡 )

黄褐色 (loYR5/6) 少質シルト
明黄褐 (10YR6 6)礫 砂、にぶい蓑褐 (10YRV3)ン ルト

ブロックを多く合む、径10数cmの礫含む、人為的埋土

3 味色 (75Y4/1 隊～細砂 医 (75Y4/1)の シルトプロックを含む、人為的埋土

4 オリープ具色 (75Yyl) シルト 〔ぷい黄種 (10YMl)シ ルト、暗協 (101RV3)ン ルトの記合アロツク、人為t14土

6 票褐色 (10YR2/2) 告土質シルト しまりややあり、粘性あり 5 オリーブ黒色 (15Yyl) 粘土質シリレト砂、礫を多 く含む、人為的埋土

7 貢灰色 (25Y4/1) 右土質シルト 木材混入、粘性あ り
6
灰賞褐色 (10YR5/2)

シル ト 壁の崩落土
にぶい黄褐色 (loYRy4) 木材多量に混入、粘性あ り 暗褐色 (10YR3潟 )

9 オリーブ黒 (10Y3/1) 古土質ンルI 木材多量に混入、粘性あ り

7

にぶい貨橙色 はOYR6/4)

ンルト 混合、壁の崩落土
オリープ黒 (5GY2/1) と土暫シルⅢ木端、暗オリーブ灰 (5GY4/1)砂 質ンルトブロックを含む 引貢褐色 (10YR5/8)

指褐色 (10YR3/3)

灰黄褐色 (10YRν 2)

彰

″

笏

騨 1920m

SD22
Q引            卜⊇,20m

0                     2n

遺構 No 土 色 土  性 備 考

1 え黄褐色 (10YRケ 2) シ,レ ト
責Tl色 (10YR5 8)砂質シルト、褐 (15Y4/6)シルト、貢褐

(15Y4お )ン ルト、にぶい責色 (25Y6れ )細砂をブロック状に含む

2 唇灰黄色 (25Y4/2) 砂 細砂

3 庭オリーブ也 (5YV2) 砂質シルト
オリ峠ア景 (5Yy2)粘土質ンルト、黄協 (25Y54)シ ルト、オリープ

灰 (10YV2)粘■質シルト、費褐 (10YR5/81細 砂をブロック状に含む

4 オリーブ灰色(25αVD rD■賃シルト

SD多

暗灰黄色 (25Y72) シル ト
褐 (10YR4/6)粘 土質シルト、褐 (10YR4れ)粘土賢シルト、に

ぶい蓑褐 (10VRy3)組 秒をアロック状に含む、人務的避土

2 黄褐色 (25Y5た | lm砂、人為的理土

3 疋黄褐色 (10YRν 2) ンルト
褐 (10YR4 6)粘 と質シルト、暗掲 (10YR3/4)粘 主質シルト、

にぶい黄褐 00YRy3)剤 砂をプロック状に含tF、 大為的埋土

こぶい養澄色 (10YR6 3) ンルト 酸化鉄含む、人為的埋土

第刊65図 井戸跡・SD22溝跡
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種   別 特 徴 樹   種 写真凶 lJx 登録番号

1 SK27 底面 漆器 鉢 外面黒色漆の上に赤色漆で文様あり (3単位)内面黒漆塗り仕上げ トキノキ 38}1 La 55

SK27 2層 桶か樽の側板 長さ15 9cm 幅5 1cm 厚さ15cm 上部に13X16cmの方形の貫通孔あ り、板 目材 ク リ 402‐5 Lc-60、 61、 67

3 SK27 7層 加工木 下端部に加工痕あり、全長 (235)cm 幅8 5cm イテイ 4024 Lcも9

SK27 7層 加工木 上 下端部に加工痕あ り、中心部に lヶ 所穴あ り (縦 に貫通 している) 403-6 Lc69 ①

5 SK27 7層 加工本 全長 (217)cm 403-2 Lc 62

6 SK27 7層 桶か樽の側板 2粒接合、長さ (92)cm 幅12 0cm 厚 さ1 6cm 柾 目材 403-5 La 68

第166図  井戸跡出土遺物 (刊 )
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No 選構  層位 種   別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号
1 SK27 7層 加工木 下端部に加工痕あ り、全長 (267)cm 幅7 5cm 402‐ 3 しc68
2 SK27 7層 加工木 全長 (260)cm 幅8 0cm 403∃D Lc‐ 63②
3 SK27 7層 加工木 全長 (304)cm 幅7 9cm 40争 3υ Lc‐ 63砲9
4 SK27 7層 加工木 全長 (309)cm 幅10 2cm 403望 La 65

No 遺構 '層位 種  別 器 種 特   徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

5 SEl l層 例器 脈縁皿 灰釉、丸彫、大窯 V期 瀬戸美濃 16C末唄 14 367‐ 3
=3686 磁器 皿 ロプし 中国 13～ 14C 37「 1

7 SEl 底面 土師質土器 1ヽ型重、底部に回転糸切 り 在地 江戸時代 34410

No 遺構・層位 種  別 特 徴 樹  種 写具 凶 Ajt 登録香号
8 � 1 5層 炊楽 ヨ径3 5cm、 器高4 8cm、 底径 0 7crn 415望 Lc-136

No 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 菫量 (富 石    材 備   考 写真図版 登録番号
9 氏石 0( デイサイ ト質凝灰岩 425‐ 10 Kと開
10 SEl l層 砥石 4 凝灰質買岩 425‐ 11 Kd 60

遺穂 層位 種   別 特 徴 長さ (cm) 中冨 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g, 与票凶倣 登録番号
11 SD22 1層 土製円盤 01 3803 P41

第167図 井戸跡出土遺物 (2)



かったが、掘り下げを中止した。このため、深さは不明である。掘り下げた部分での堆積土は単層である。壁は急

角度で立ち上がるが底面は未確認のため不明である。遺物は礫石器が出土した。

SK27」」九

H・ I-16・ 17グ リッドで確認した。当初土坑としていたが、井戸跡として記述する。ピットと重複しており、

本遺構が古い。平面形は2.75m× 2.5mの 円形に近い精円形である。深さは2.5mである。素掘りの井戸であり、井戸

枠は確認されなかった。壁は底面から急角度で立ち上がっているが、東側の壁は中位で垂直に近い角度になり、上

端近くでゆるやかな角度になっている。堆積土は大別 5層確認された。 2層が人為的堆積土であると考えられる。

底面は平坦である。遺物は磁器、木製品 (杭・桶の側板・加工木)、 石製品 (砥石)、 礫 (焼礫・分割礫・擦痕のあ

る礫)が出土した。

SEl井戸跡

I・ 」-24・ 25グ リッドで確認した。ピット、SE 2井戸跡と重複しており、ピットより古くSE 2井戸跡より新

しい。平面形は2.3m× 24mの 円形である。深さは32mである。素掘りの井戸であり、井戸枠は確認されなかった。

壁は底面から急角度で立ち上がっているが、底面からlmま では壁の崩落のためか、オーバーハングし、上端近く

でゆるやかな角度になっている。堆積土は 7層確認された。 6・ 7層 は壁の崩落土で、 1～ 5層 は人為的堆積状況

を示している。底面は平坦である。遺物は陶磁器、土師質土器、木製品 (独楽)、 石製品 (砥石)が出土した。

SE2ぅ昨戸跡・ SD22溝跡

I。 」-25。 26グ リッドで確認した。 2基の遺構に重複関係は確認されなかった。そのため、同一の遺構として

記述する。ピット、SE l井戸跡、SD 4堀跡、SK68土坑と重複しており、SK68土坑より新しく、ピット、SE l井

戸跡より古い。また、確認時にはSD 4堀跡の堆積土がSD22溝跡上を覆っていたが、 2基の遺構は重複関係はなく

同時期のものであると考えられる。確認した長さは3.7mで、方向はN-13° 一Wである。上幅はSE 2井戸跡とし

た部分で1.4m、 SD22溝跡の部分で125～ 0,7mと SD 4堀跡に向かって狭くなる。深さはSE 2井戸跡とした部分で

1.lm、 SD22溝跡の部分で58～ 40cmである。堆積土はSE 2井戸跡 。SD22溝跡部分で各々 4層確認された。人為的

堆積状況を示している。底面は平坦であるが、南から北に向かって傾斜し、SE2井戸跡部分で段を形成している。

遺物は出土しなかった。

SE l井戸跡とSE 2井戸跡 。SD22溝跡の関係は、確認時点では前述のようにSE l井戸跡がSE 2井戸跡
。SD22溝

跡より古いとしていたが、SE 2井戸跡とした落ち込み部分は、SD22溝跡に伴うものであり、SD22溝跡はSE l井

戸跡構築の際の作業通路であると考えられる。また、SE 2井戸跡とした部分はSE l井戸跡構築の際の掘り出した

土を上にあげるための足場である可能性がある。

埋設土器

1号埋設土器

I-18グ リッドで確認された。畑の耕作によって掘り方の上部は削平され、土器の上部が現れていた。ピットと

重複しており、本遺構がピットより新しい。確認した掘り方は21cm× 18cmの不整な円形で。深さは17cmで ある。

埋設されていた土器は土師質土器の壺で、日径9.3cm、 底径6.9cm、 最大径13.5cm、 器高17.7cmで、正位置に置か

れており、径9.6cm、 器高1,2cmの蓋が被せられていた。壼内部は内面全面に泥が膜を張ったような状況で、底部に

は砂が入っていた。その他には埋納物や混入物はなく、空の状態で、遺物はなかった。
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性格不明遺構

SXl性格不明遺構

DoE-26グ リッドで確認した。SD 4堀跡と重複しており本遺構が新しい。SD 4堀跡に入れた トレンチによっ

て、西側を削平したため全体は不明であるが、平面形は27m以上×1.6mの 楕円形を基調としたものであると考え

られる。深さは1.lmである。壁は底面から急角度で立ち上がるが、一部オーバーハングする部分もある。堆積土

は 3層確認された。底面は平坦である。遺物は漆器の椀等の木製品、石臼等が出土した。

SX 2性格不明遺構

F-26グ リッドで確認した。SD 4堀跡、SD 5溝跡と重複しており本遺構が新しい。平面形は3.05m× 1.35mの 不

整な楕円形である。深さは145mで ある。壁は底面から急角度で立ち上がる。堆積土は 3層確認された。底面は平

坦であるが、西側が段になり20～25cm高 くなっている。遺物は出土しなかった。

SX 3性格不明遺構

調査区北壁断面で確認され、調査区を拡張し、E-11グ リッドで確認した。SD 6堀跡と重複しており本遺構が

新しい。南側を側溝で削平され、全体は不明であるが、平面形は1,6m× 0.95m以上の楕円形を基調としたものであ

ると考えられる。深さは20cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面は凸凹

が著しい。遺物は縄文土器が出土した。

土   色 土  性 考

褐色 (loYR4/4) ンルト質砂 据り方埋土

砦褐て二 (10YR5/6) 饂砂～粗砂 特に混入物なし、土器の内部の上

No 遺構 層位 種  類 器 種 特   徴 産  地 時  期
法

写真図版 登録番号
日径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

1 Ⅱ区束埋設土器 土師質土器 蓋 ]転糸切 り 在地 江戸時代 835 34412 Ca-20①

2 Π区束埋設土器 土師質土器 士更 可転糸切 り 在地 江戸RI代 1605 3a-20②

第168図  1号埋設土器



SX4性格不明遺構

K-9。 10グ リッドで確認した。平面形は1,9m× 1.lmの 隅丸長方形で北側のコーナーから幅35cmの溝が北側の

調査区外まで延びている。深さは25cmで、北側の溝は 8～ 9cmで北側に傾斜している。壁は底面から急角度で立

ち上がる。堆積土は 2層確認された。底面は平坦である。遺物は煙管が出土した。

SX 5性格不明遺構

K・ L-12・ 13グ リッドで確認した。遺構東側は当初の調査区外に延びていたが、調査区を拡張して全体を確認

した。SK36土坑と重複しており、本遺構が古い。平面形は2.65m× 1.55mの 不整な楕円形である。深さは55cmであ

る。壁は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 5層確認された。底面は平坦である。遺物は磁器、土製品が出土

した。
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逮 T4 土    色 土  性 備 考 選 構 土    色 土 ′陛 備 考

SXユ

ユ オリーブ黒色 (10Y3/1) 粘土 (5Y4/1)砂 をブロック状に含む、しまり、粘性あり
SX3
la にぶい貰褐色 (10YR4/3) シルト にぶい黄褐色土を小ブロック状に含む

2 黒色 (75Y2/1) 粘土
植物遺存体、動物遺存体を含む、底面より漆器が出土し

ている、壁の内側に挟まれている、しまり、粘性あり

lb にぶい黄褐色 (10YR4/り シルト え化物を粒状、帯状に部分的に含む

SX4
1 にぶい蓑褐色 (10YR4 3) 炭化物、焼土を含む

3 オリーブ黒色 (10Y3/11 佑土 H絡 1ば Pti/〕 祐土をアロッ/11に含む、簡落上、石臼が鶴土しllお、しま,、 411ややあ〕 2 掲色 (10YR4/4) 粘土質シルトしまり、粘性ややあり

SX2

1 オリーブ早色 (5Y2つ ) 粘土 オリーブ (5Y4/2)シルトを含む、しまり、粘性ややあり 1 婁褐色 (10YR3/1) シル ト 炭化物粒、オリーブ協 (郷Y4お)シルト霜降りに含む、しまりややあり

2 黒色 (5Y2/1) 粘土 植物遺存体を含む、この層より獣骨が出上、粘性ややあり 2 尋種島色 (loYR3/2) 稿土質シルト財肋、焼土性を含む、オリーブ褐(肌4Ю 砂質シルトアロック、しまり、祐性ややあ
'

3 オリーブ黒色 (5Y3/1) 帖土 オリーブ反(25GYyDンルト質lbとを含む、粘性ややあり SX5 3 暗褐色 (75YR3/3) シ,レ ト 炭イヒ物、責褐 (25Yy3)粘 土質シルト小アロックを含む、粘壮ややあり

4 黄褐色 (25Y5/3) 粘土質シルト黒褐 (10Y酌 2)粘土質シルトアロックを含む、 しまりややあり、粘性あり

5 :ぶい蓑褐色 (10YPtrO/0 粘土資シルト 駿イヒ鉄、マンガン粒を含む、しまりややあり、粘性あり

第刊69図  ‖・Ⅲ区 性格不明遺構 (1)
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No 外 面 内 面 備   考 写真図版 登録番号

I SX3 1層 縄 文 (RL) ナ デ 334-11 A■ 1

No 遺構 層位 種  類 器 種  1  特  徴   1産 地 1時 期
法 量

写真図版 登録番号
回径 (cm) 員径 (cm)器 高 (cml

2 SX5 堆積土 磁器 鉢      1陶 胎染付 一削 377‐ 8 J■ 05

No 種  別 特 徴 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm)1 重量 (g) 写真図版 登録番号

3 SX5 堆積土 土錘 マメツ 子し径05cm (42) (175) (07)   (90)
No 種  別 llt

徴 樹  種 写真図版 登録番号

4 SX1 2層底面 蔭器  椀 内外爾赤色漆仕上げ、氏面外麗黒漆仕上げ、外面の一部及び内面見込みに焼戻有、底径■Ocm 器高 (30)cm ブナ属の一種 389‐ 5 La‐ 71

5 SXl 2層 漆器 椀 外面黒漆の上に赤色漆仕上げで文様わずかに有、内面赤色漆塗rd:上げ ブナ属の一種 3894 La72
No 遺構 層位 揮二    /J」 特 傲 全長 (cm) 天皿径 (cm) 整字日径 にm)1吸 日径 (cmi 写真図版 登録番号

6 SX4 吸 日 Nb‐24と 同一か ? (09) 433-20

7 騒字 羅宇 最大径0 7cm Nb 24

No 種   別 長さ (cm)1 幅 (cm)1厚 さ (cm)1 重量 (g)1     石   材 備   考 与具 図版 登録番号

8 SX1 3層 石日 (154)     |     1   2040安 山岩 424-10 Kd望4

第170図  ‖ III区 性格不明遺構出土遺物 (1)
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No 直構 層位 種  類 器  種 徴特 産  地 時  期
法 髭

写真図版 登録番号
口径 lcm) ミ径(cm) 器高 (cm)

SX6 9層 陶器 天目茶碗 鉄釉、古瀬戸 瀬戸 14C後 半 (57) 367-9 と377

2 SX6 2層 翻器 丸皿 FIn、 謙つざ:よる機含改片、高台の裏に韓|チンの実、全面権釉,大黎Ⅱも野 瀬戸美濃 16C 3648

3 SX6 1層 陶器 天目茶碗 鉄釉の上に鉄化粧、大窯 Ia期 瀬戸美設 15C末 3647 I‐375

4 SX6 2層 陶器 灰 fIH陶器 猿投 7 (20) I望41

5 SX6 切器 鉢 在地 237 (78) 369-12

No 遺梅 層位 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

6 漆器 椀 朴面黒色漆の上に濃淡の赤色漆で文様有、内面茶褐色漆仕上げ、底部外面に漆塗付前の繰刻有 ブナ属の一種 388‐3 Lょ57

7 SX6 漆器 椀 外面黒色漆の上に赤色漆で文様有、内面茶褐色漆仕 上げ、底部外間に漆塗付副の線 //1 ブナ属の一種 388‐4 La 58

8 SX6 長さ (175)cm X幅 (82)cm 厚さ04cm 表面に加工摂有、板 H材 ヒノキ属の一種 394-3 Lc 6

9 SX6 不明 長さ (905)cm 幅26cm 厚 さ08cm 釘穴 2ケ 所有 (1ケ所は木釘入 り)柾 目材 スギ 396-2 Lc‐36

種   別 特 lJk タト径 (cm) 童 量 写真図版 登録番号

SX6 鋼製品 銭貨 或平元宝 (北宋) (初 鋳年  1868年 )
4 429-1 Nal

ll 】X6 用製品 銭貨 皇宋通宝 (北宋) (初 鋳年 1039年 ) 2 42餅2 Na2

12 3X6 鋼製品 銭貨 皇宋通宝 (北宋) (初 鋳年 1039年 ) 2( 429‐ 3 Na3

用製品 銭貨 開元通宝 (唐) (初 鋳年 621年 ) 2Z 429-4 Nと4

銅製品 銭貨 宋通元宝 宋) (初 鋳年 968年 ) 2 429-5 Na5

SX6 鋼製品 銭貨 皇宋元宝 南宋 初鋳年  1253年 2 429-6 Na6

銅製品 銭貨 元祐通宝 北宋 初鋳年 1086年 )
2 27 429-7 Na7

SX6 all製品 銭貨 サ熙寧元宝 北宋 初鋳年 1068年 )
2 432‐ 15 Na 71

銅製品 銭貨 景祐元宝 北宋 初鋳年 1034年 14 Na 51

第司71図 H・ III区 性格不明遺構出土遺物 (2)
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遺構 土 色 土  牲 備 考

'X6新

掘
　
　
　
　
　
　
一　
　
媚

l こぷい責召色 (10YR4/3) ンルト 苺褐(10Hly6)シ ルトのプロックを含む、炭化物わすかに含む
2 暗褐色 (loYR3/3)

3 掲色 (loYR4/6) シルト
にぶい黄褐 (10YR5/4)ン ルト、灰黄褐 (10YR4 2)

シルト、褐 (75YR4/6)シ ルトのブロックを含む

黒褐色 (10YR3/2) シルト
にパい黄褐 (10VR4/3)シ ルト、黄褐 (10YR5/3)シ ル

トのブロックを含む、層上面に灰層が薄く堆積している

5 黒色 (10YR2/1) ンルト
黒褐 (10YR3/2)シ ルト、にぶい責褐 (10YR5/3)シ ルト、

オリーブ協 (25Y46)の アロックを含む (灰を多量に台む)

6 黄灰色 (25Y4/1) オリーア掲(わ Vげωンルト、にポi瑣掲101ttnシルトの小アロッた含む

7 黒色 (10YR17/1) ンルト
灰黄禍 (10YR4/2)シ ルト、黒褐 (10YR3/2)ン ルト、オリーブヨ

●5Y3/2)シ ルトのアロックを含む (植物遺存体と灰を多畳に含む)

8 黒色 (10YR17/1) ンルト 薄 く堆積 している→植物遺存体層
9 天黄褐色 (10YRV2) シル ト 黄褐 (10YR5 6)の イヽ ブロックを含む

働∞古

l層 10 音オリーブ灰色 (5GY4/1) 簡土 オリーブ黒 (5GY″ 1)の アロックを怠む、ほはグライイとしている

2層

l] 黒色 (10YR2/1) 薄く堆宿している→植物遺存体層、層はグライ化している

12 オリーブ黒色 (5CY2/1) 階土
オリーア黒色 (6GY2/1)のアロックを下半分に多く含む、層下

面のラインは直線的ではなく乱れている、層はグライ化している

遺穂 土 色 土  性 備 考

'X6新

1 黄褐色 (10YR5/6) 少質シルト 東alのみ炭化物、しまりあ り

2 黒褐色 (loYR3/1) 貢化功、朝黄協色(10ゞR,9粘 土費ブロック、しま,ややあり、祐性あ,

3 黒色 (10YR17/1) え化物、焼上親、灰を含む、粘性あ り

:ぷい黄褐色 (loYR4/3) 少質シルト 炭化物含む、粘性あ り

SX6古

5 オリープ褐色 12田 4ん ) 砂質シルト酸化鉄を含む、 しまりややあ り、粘性あ り

6 黒褐色 (25YR3/2) ンルト 炭化物、焼土を含む、しまり、粘性ややあ り
7 暗灰貢色 (25Y4/2) ンル ト 酸化鉄を含む、粘性あ り

8 オリープ褐色 (25Y44) 枯性ややあ り

A― B

名          浮 1960m

1

遣梅 土 色 土  性 師 考

SX6新

1層

1 暗灰黄色 (25Y4/2) ンルト
オリーブ(5Y5/6)ンルトを斑状にオリーブ褐(25Y4/6)シルトと黄

褐(,5Y5/4)シルトのアロックを含む、灰を部分的にプロックで含む

2 黒色 (10YR2/1) 灰層、オリーブ (5Y5/6)シ ル トを斑状に含む

3 暗灰黄色 (25Y4/2) ンルト
オリーブ (5Y5/6)シ ルト、オリーブ楊 (25Y4/6)シ

ルトのブロックを含む、灰を部分的にブロックで含む

4 黒褐色 (25Y4泡 ) ンルト
褐 (75Y4/6)シ ルト、黄褐 (25Yν 4)シ ルトのプロッ

クとオリーブ (5YV6)シ ルトのブロックを斑状に含む

2層
5 黒色 (loYR2/1) ンル ト

灰☆掲 (10YR4/2)ン ルト、早掲(10YR3/2)シ ルト、オリーブヨ

(15Yy2)ン ルトのプロックを含む(格物選存林と反を歩呈に含む)

6 オリーブ黒色 (5Y3/1) 階土 層上面に黒 aOYR1/)の 層 (楷lh遺存榊 が薄く層状に推積している

SX6古

7 黒褐色 (25Y3/1) ンルト オリープ (5Y5/6)シ ル トを斑状に多 く含む

8 暗灰黄色 (25Y4/2) ンル ト オリーア脩YVOシルトを蹴に多(各む、黄掲(蹟Wiリ シルトセ小アロック叙

層 9 暗灰黄色 (25Y4/2) 古土質シルト黄欄(雰対,釧 シルトをアロックで含む,オサーアf引冊 シルトを斑状に含b

鼻オリーブ灰色 (5Gh41D 粘土

11 オリーブ黒色(75Y321 粘土 オリーブ (25VV6)シ ルトブロックを含む、炭化物池を含む

2層

黒色 (10YR2/1) 薄 く堆積 している→植物遺存無

13 オリーブ単色 (75Y3/1) 簡土

黒色 (75YR2/1) 簡土

15 オリーブ黒色 (5Yyl) 脂土 黄褐 (10Y5/6)シ ル トを小プロックで含む

遺構 土 色 土  性 備 考

SX6新

ユ 黄褐色 (10YR5/6) シルト質砂 しまりあり
2 黒褐色 (10YR3/1) シルト しまりややあ り、粘性あ り

3 黒色 (10YR17/1) 古土資シルト灰化物、焼上、灰多 く含む、粘性あ り

4 にぶい貢網色 (10YR4/3) 古土質シルト え化物多く含む、粘性あり

鷺構 土 色 土 T■ 偏 考

SD14

1 にぶい賞褐包 (10YR4 3) も十暫シルト暗褐 (10YRV4)砂質シルトプロック、 しまり、粘性ややあり
2 黒褐色 (10YR3/2) 暗灰黄 (25YR4/2)粘土質ブロック

3 暗灰黄色 (25YR亨 2) 古土質シルト炭化物、マンガン、酸化鉄を含む、粘性あり

4 灰責褐色 (10YR4/2) 右土質シルト炭化物若千含む、しまりややあり、粘性あり
5 掲灰色 (10YR4/1) 告土質シルト 文化物を千含む、灰貨褐(10Y晰9)粘土貿シルトを層状に上部に含む、粘性あり

6
灰黄褐色 (10YRγ 2)

灰黄褐色 (loYR5/2)
告土質シルト粘性あ り

7 にぶい奮褐色 (10YR52) 古土質シル| しまり、粘性ややあ り

第172図 性格不明遺構 (2)SD刊 4溝跡
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No 遺格  層位 種   別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 布 材 備   考 写真図版 登録番号

I 砥石 3 デイサイ ト質凝灰岩 42◆5 Kd 70

2 砥 石 ■1 168 デイサイ ト質凝灰岩 426‐ 6 Kと71

3 砥 石 2680 デイサイト 425‐ 13 Kd.6二十69

No 種別・静種 外 面 内 面      1 備  考 写真図版 登録脊サ

4 SD14 土師器 高郭 ナデ ケズリ             |ナ デ ヘラナデ ケズリ G20
No 外 面 瓜 向 内 面    1  備  考 写真図版 登録番号

5 泥線文 床」突文      |             1当 て具痕 343‐ 4 513
No 種   別 日径 (cm) 器高 (cm) 厚さ (cm) 重見 (g) 冶 材 備   考 写真図版 登録番号

6 石鉢 (310) (65) 3て 39( 女山岩 42■ 9 Kd‐42

第173図  ‖ III区  性格不明遺構出土遺物 (3)。 溝跡出土遺物 (3)
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SX 6性格不明遺構

I～ L-16～21グ リッドで確認した。東側の調査区外に延びており、全体は不明である。本遺構の調査が 2年に

渡ってしまったため、遺構が途切れてしまう部分が調査区境の部分でみられる。ピット、SD12・ 14。 32溝跡と重

複しており、ピットより古く、 3条の溝跡より新しい。また、本遺構廃絶後埋まりきる前にS K74土坑が掘り込ま

れている。本遺構は 2時期の変遷がある。新期の遺構は平面形が103m以上×5.8m以上の隅丸長方形を基調とした

ものと考えられ、北西のコーナーから幅1.lm～ 1.4mの 溝が 6mの長さで西へ延びている。遺構の深さはおよそ 1

mで、西側の溝の深さは20cmである。壁は緩やかな角度で立ち上がり、中段で傾斜がより緩やかになる部分があ

る。堆積土は大別 2層確認された。1層は人為的な堆積状況である。2層 には植物遺体が多量に含まれる層がある。

底面については当初新旧の重複関係を捉えられず、底面まで掘り下げてしまったため、新期の底面の状況は不明で

ある。旧期の遺構は新期の遺構による削平と東側の調査区外へ延びていることから平面形は不明であるが、14.5m

以上×5.5m以上の規模である。深さは1,7mである。北東コーナーが幅1.5m、 長さlmで北東に張出している。壁

は底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は大別 2層確認された。 1層は人為的な堆積状況である。 2層 には植物遺

体、細砂ブロックを含む層がある。底面は乱れ、細かな凸凹が見られる。遺物は陶器、木製品、古銭等の金属製品

等が出土しているが、新旧どちらに属すものか明確に分離できなかった。

掘立柱建物跡

調査区全域からピットが確認されている。整地層の上面から掘り込まれたものを含めて全てⅢ層上面で確認した

ため、中世～近世のものが混在している可能性がある。

SBl掘立柱建物跡

調査区北部のB～ G-11～ 15グ リッドで確認した。SD 6堀跡、SK14土坑と重複しており、本遺構が古い。東西

7間以上 (総長14.8m以 上)、 南北 3間 (総長約6.2m)の 身舎部分の南面及び北面に各々 1間 (柱間各々1.8m)の

庇あるいは縁がつく東西棟である。桁行柱列方向はE-0° 一Nでほぼ真東を向く。身舎には間仕切りがある。柱

穴は一辺60～40cmの方形を基調としたものと径60～ 50cmの 円形を基調としたものがある。柱穴の深さは20～60cm

で全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径20cm前後の円形のものが多いが、一辺18cmの角柱の痕跡も見

られる。身舎部分と庇あるいは縁の部分で柱穴と柱痕跡に規模の違いは見られない。

SB2掘立柱建物跡

調査区北部のG～ I-10～ 14グ リッドで確認した。SB 3・ 4・ 5掘立柱建物跡と重複し、SB l掘立柱建物跡の

東に隣接する。 SB3。 4掘立柱建物跡より古い。SB5掘立柱建物跡とは位置的に重複しているが、直接柱穴の

重複がないため新旧関係は不明である。東西 1間以上 (総長2.5m以上)、 南北 4間 (総長約9,8m)の 身舎部分の南

面及び北面に各々 1間 (柱間各 0々.85m)の庇あるいは縁がつく東西棟であると考えられる。東側は後世の耕作等

による削平で本遺構を構成する柱穴を確認できなかったものと考えられる。梁行柱列方向はN-0° 一Eでほぼ真

北を向く。南北に幅0.85mの庇あるいは縁が付 く。柱穴は一辺35～ 60cmの方形を基調としたものと径25～ 40cmの

円形を基調としたものがある。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～20cmの 円形のものである。

身舎部分と庇あるいは縁の部分で柱穴と柱痕跡に規模の違いは見られない。

SB3掘立柱建物跡

調査区北部のG・ H-10～ 14グ リッドで確認した。SB 2・ 4・ 5掘立柱建物跡と重複し、SB l掘立柱建物跡の

東に隣接する。SB 2掘立柱建物跡より新しく、SB 4掘立柱建物跡より古い。SB 5掘立柱建物跡とは位置的に重複

しているが、直接柱穴の重複がないため新旧関係は不明である。東西 4間以上 (総長98m以上)、 南北 4間 (総長



No 土 色 土  性 備 考

1 灰黄掲色 (loYR4/お 告土資シルト にぶい黄褐色上を含む、粘性ややあ り

2 灰黄褐色 (Ю YR4/2) 古土質シルト 夫化物を含む

3 灰黄褐色 (loYR4/2) 古土質シルI にぶい黄禍色土を含み、炭化物、焼と、と器片を多く含と、地桂ややあり

褐灰色 (10YR4/1) 古土質シルト黄褐色上、焼土プロック、炭化物を含む、粘性ややあ り

5 灰黄褐色 (10YR4/2) にがい黄褐色土を小プロツク状に含む、粘性ややあ り

6 灰貢褐色 (10YR4/2) 古土質ンルト にぶい黄褐色土、やや少ない、土器片を含む、粘性ややあり

灰黄褐色 (10YR4/2) 占土質シルトにぶい黄褐色上、やや多く含む、土器片を含む、粘性ややあり

8 灰黄褐色 (10YR4/2) にぶい黄褐色上、にぶい黄橙色土を含む、粘性ややあり

9 灰黄褐色 (loYR4/2) 右土質シルト にぶい貢褐色土を含む、粘性ややあり

灰黄褐色 10YR4/2) 志■督シルト にぶい黄褐色土を小ブロック状に含む、粘性ややあ り

天黄褐色 10YR4/2) 鼈土質シルト にぶい黄褐色上を多く含む、粘性ややあり

天責褐色 10YR4/2) 佑土質シルト炭化物、焼土を含む、粘性ややあ り

火貢褐色 10YR4/2) 態土質シルト土器片を含む、粘性ややあ り

にぶヤ域褐色 10YR4 0 〔ぶい貢橙色土を小ブロック状に含む、炭化物を含む、粘性ややあり

灰黄掲色 (loYR4/2) 粘土質シルト 〔ぶい貢褐色土を小ブロック状にaむ、炭化働を含tr、 粘性ややあり

にパい賞褐色 QOYRV3) 粘土質シルト灰黄褐色 (loYR5/2)土 を下方に含む、粘性ややあ り

灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土質シルト え黄掲色 (10YptO/2)と を多く含み、駿化鉄を含む、粘性ややあり

灰責褐色 (10YR6/2) 粘と質 え黄掲色 (loYR4胞 )上を小プロック状に合も、粘性ややあり

働灰 色 (10YR4/1) 粘上質 灰黄掲色 (10YRν2)粘土質シルトを小プロック状に含む

P15

P13   型4   ◎
No 土 色 土  性 備 考

灰黄褐色 (loYRυ 2) 粘土質ンルト にぶい黄褐色土を含む、粘性ややあ り

にぶt墳褐色 住OYR4お ) 粘土質シルト にぶい黄燈色シルトを合み、炭化物を含む、粘性ややあり

天貢褐色 (10YR4/2) 粘土質シルト にぶい黄褐色土を少量含み、焼土を含む、粘性ややあり

陽灰色 (10YR4/1) 粘土質シルト にぶい黄褐色上を少量含み、炭化物を少畳含む、粘性ややあり

掲灰色 (loYR4/1) 粘土質シルト 死土を多く含む、粘性ややあり
え黄褐色 10YR4 2) 土質シル にぶい黄褐色上を少量含む、粘性ややあ り

え黄褐色 10YR4/2 IB土質シルト炭化物を含む、粘性ややあり

え責褐色 10YR4/2) 粘土質シルト炭化物を少量含む、粘性ややあり
天責褐色 (10Y黒4/2) 粘土質シルト にぶい黄褐色土を少量含む、粘性ややあり

戻責褐色 (Ю YR4/2) 粘主賓シルト炭化物を含む、粘性あ り

え責褐色 10YR4/2) 粘主質シルト にぶい黄褐色土を少孟含む、炭化物を含む、粘性ややあり

31 え黄褐色 10YR4/2) Thi質シルトややにぶい黄褐色上を多 く含み、炭化物を含む
え黄褐色 10YR4/2) 粘土質シル 炭化物を多 く含む、粘性ややあり

え黄褐色 10YR4カ ) 粘土質シルト焼土を少量含む、粘性ややあ り

こボV減褐色 住OYR4お ) 土質シルト にぶい黄燈色土を少量含む、炭化物を含も、粘性ややあり

0                     4m

東狽1柱列
7                          P18

P28 北側庇柱列

南側庇柱列

トー 930m

トーー930m

|―-930m

0                      2m
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約9,3m)の 身舎部分の南面及び北面に各々 1間 (柱間は南側で1.lm、 北側で幅1.2m)の庇あるいは縁がつ く東西

棟であると考えられる。東側は後世の耕作等による削平で本遺構を構成する柱穴を確認できなかったものと考えら

れる。梁行柱列方向はN-0° 一Eでほぼ真北を向く。柱穴は径35～60cmの 円形を基調としたものである。全て

の柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径15～20cmの円形のものである。身舎部分と庇あるいは縁の部分で柱

穴と柱痕跡に規模の違いは見られない。

SB4掘立柱建物跡

調査区北部の G・ H-11～ 14グ リッドで確認した。SB 2・ 3・ 5掘立柱建物跡と重複し、SB l掘立柱建物跡の

東に隣接する。SB 2・ 3掘立柱建物跡より新しく、SB 5掘立柱建物跡とは位置的に重複しているが、直接柱穴の

重複がないため新旧関係は不明である。南北 5間 (総長約102m)を確認したが、SB 2・ 3掘立柱建物跡と同様の

東西棟であると考えられる。東側は後世の耕作等による削平で本遺構を構成する柱穴を確認できなかったものと考

えられる。柱列方向はN-0° 一Eでほぼ真北を向く。南北に幅1.4mの庇あるいは縁が付 くものと考えられる。

柱穴は径25～ 40cmの円形を基調としたものである。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～ 20cmの

円形のものである。身舎部分と庇あるいは縁の部分で柱穴と柱痕跡に規模の違いは見られない。

SB5掘立桂建物跡

調査区北部の G・ H-11～ 13グ リッドで確認した。SB 2・ 3・ 4掘立柱建物跡と重複している。直接柱穴の重

複がないため新旧関係は不明である。南北 2間 (総長約37m)、 東西 1間以上 (総長1.8m以上)の東西棟であると

考えられる。東側は後世の耕作等による削平で本遺構を構成する柱穴を確認できなかったものと考えられる。梁行

柱列方向はN-4° 一Wである。柱穴は径30～50cmの円形を基調としたものである。全ての柱穴で柱痕跡が確認

された。柱痕跡は直径10～ 15cmの 円形のものである。

SB6掘立柱建物跡

調査区中央部のC～ H-19～ 21グ リッドで確認した。SB 7・ 8・ 9掘立柱建物跡と重複している。本遺構がも

っとも新しい。東西 6間 (総長約15.4m)、 南北 3間 (総長約7.6m)の東西棟である。桁行柱列方向はE-5° 一

Nである。柱穴は一辺45～60cmの方形を基調としたものと径35～60cmの円形を基調としたものがある。全ての柱

穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径15～20cmの円形のものである。柱穴のなかには古銭 (永楽通宝)を 出土

したものがある。

SB7掘立桂建物跡

調査区中央部のC～ I-18～ 22グ リッドで確認した。SB 6・ 8。 9掘立柱建物跡と重複している。SB 6掘立柱

建物跡より古く、SB 8'9掘立柱建物跡より新しい。桁行東西 7間 (総長約16.4m)、 梁行南北 3間 (総長約 6m)

の身舎部分の南面および北面に各々 1間 (柱間約1.8m)の庇あるいは縁がつく東西棟である。桁行柱列方向は

E-11° 一Nである。身舎部分の柱穴は一辺60～80cmの方形を基調としたものと径40～ 80cmの円形を基調とした

もので、庇あるいは縁の柱穴は径25～35cmの円形を基調としたものであり、身舎部分の柱穴の規模が庇あるいは

縁の柱穴より大きい。柱穴の深さは20～ 60cmで身舎部分と庇あるいは縁の柱穴の深さは変わらない。柱痕跡が確

認されなかった柱穴もあるが身舎部分の柱痕弥は直径15～25cmの 円形のもので、庇あるいは縁の柱痕跡が直径10

～20cmと 、身舎部分の柱痕跡が大きい。また、身舎部分の柱穴には砂を掘り方の埋土としているものがある。

SB8掘立柱建物跡

調査区中央部のB～ F-20～ 21グ リッドで確認した。SB 6'7・ 9掘立柱建物跡と重複している。SB 6。 7掘

立柱建物跡より古く、SB 9掘立柱建物跡より新しい。桁行東西 5間 (総長約11,7m)、 梁行南北 2間 (総長約4.7m)

の東西棟である。桁行柱列方向はE-3° ―Sである。柱穴は一辺40～ 60cmの 方形を基調としたものと径25～

60cmの 円形を基調としたものがある。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径20～25cmの円形のもので
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甲明           ⌒剛

No 土 色 土  性 備 考

I こぶい黄褐色 (lllYRV3) 缶■暫シルト にぶい黄橙色土、砂を含む、粘性ややあ り

2 疋黄褐色 (10YRウ② 粘土質シルト にぶい黄褐色土、砂を含む、粘性ややあり

3 え黄褐色 (10YRV2) も土質ンルトにぶい黄褐色土、砂を含む、粘性ややあり
4 疋黄褐色 (10YRV肋 古土質シルト 砂を含む、粘性ややあ り

5 疋黄褐色 (10YRν 2) 駿化鉄を含む、粘性ややあり
6 場灰色 (10YR4/1) 省土賀ンルトにぶい責褐色土を含む、粘性ややあ り

7 疋黄褐色 (10YR7) 駿化鉄を含む、粘性ややあ り

8 場灰色 (Ю YR4/1) 省十暫シルト にぶい黄褐色土を含む、粘性ややあり

9 B灰色 (10YR4/1) も土雪シルト砂、酸化鉄を含む、粘性ややあり
疋黄褐色 (10YR5/2) 小石、土器片を含む

11 疋黄褐色 (Ю YR5/2) 告土質シルト にぶい貢褐色土を多 く含む、粘性ややあ り

にぶい貢褐色 (1ば r烈ン4) も土質シルト砂を多 く含む、下方に酸化鉄の集積、粘性ややあ り
た貢禍色 (10YR4/21 にぶい黄褐色上、小石、砂を含む、粘性ややあ り

え黄褐色 (10Y酌?) にぶい貢褐色上、炭化物、砂を含む、粘性ややあ り

15 灰黄褐色 (loYR4/2) も土管シルト炭化物を含む、粘性ややあ り

灰黄褐色 (10YR4/2) も土質シルト炭化物を多く含む

17 にぶい責褐色 (10YV3) 小石を含む

灰黄褐色 七土質シルト砂を含む、粘性ややあり

灰貢鶴色 (10YR4/雰 も土資シルト にぶい貢褐色上、炭化物を含み、砂を少量含む、粘性ややあり

土 色 上  整 偏 考

灰黄禍色 (10YR4/2) も■瞥シ,ン ト砂を多く含む、粘性ややあり
にぶい責褐色 (10YRy3) も土質シルト灰黄褐色土を上部に含み、炭化物、砂を含む、粘性ややあり
にぶい黄禍色 (10YR5 3) 右土質シルト砂、小石を多く含む、粘性ややあり
天責褐色 (10YM21 苫土質シ,レ ト にぶい黄橙色土を、小ブロック状に含む、粘性ややあり

北柱列 (東西方向)

南柱列 (東西方向)

卜 940m

0                      2m

トー930m

西側 (南北方向)

第176図  ‖・Ⅲ区 掘立柱建物跡 (3)
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ある。

SB 9掘立柱建物跡

調査区中央部のC～ 」-18～ 21グ リッドで確認した。SB 6。 7・ 8。 11・ 28掘立柱建物跡と重複している。

SBll掘立柱建物跡より新しく、他の遺構より古い。桁行東西11間 (総長約20.5m)で 東側 5間分 (長さ約10.8m)

北側に 2間 (長さ約2.6m)張 り出している。桁行南北 2間 (総長約4.8m)の 身舎部分の南面および北面に各々 1間

(南面柱間約1.lm、 北面柱間約1.4m)の庇あるいは縁がつく東西棟である。庇あるいは縁がつくのは南面で 7間

(長さ約142m)、 北面では北側に張り出す部分までの 6間 (長さ約12m)である。建物の東部は梁行 5間 (総長約

9m)で ある。桁行柱列方向はE-4° 一Sである。身舎部分には間仕切がある。身舎部分及び東側の柱穴は一辺
45～ 60cmの 方形を基調としたものと径35～ 70cmの 円形を基調としたもので、庇あるいは縁の柱穴は径30～ 65cmの

円形を基調としたものであり、身舎部分の柱穴の規模が庇あるいは縁の柱穴より大きいものが多い。身舎部分の柱

痕跡は直径15～25cmの円形のもので、庇あるいは縁では柱痕跡が確認されなかった柱穴もあるが柱痕跡の規模は

身舎部分のものと変わらない。

SB10掘立柱建物跡

調査区中央部南寄りのE～ G-22～ 23グ リッドで確認した。SA l柱列と重複しているが直接柱穴の重複関係が

ないため、新旧関係は不明である。桁行東西 3間 (総長約6.lm)、 梁行南北 2間 (総長約3.lm)の 東西棟である。

桁行柱列方向はE-5° 一Sである。柱穴は一辺50～ 70cmの方形を基調としたものと径30～65cmの 円形を基調と

したものがある。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径15～ 25cmの 円形のものである。北西角の柱穴

には柱材が残存していた。SB 8・ 9掘立柱建物跡の南に本遺構が平行して位置している。また、本遺構の東側 1

mにSA 2柱列が平行している。

SA14主テ昭

調査区中央部南寄りのG-22～ 24グ リッドで確認した。SBlo掘立柱建物跡と重複しており、本遺構が古い。確

認した長さは柱穴 3基で4.5mである。方向はN-0° 一Eである。柱穴は径40～ 50cmの楕円形を基調としたもの

である。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径15～20cmの円形である。

SA 2オ主テU

調査区中央部南寄りのG-22～24グ リッドで確認した。確認した長さは柱穴 4基で4.8mで ある。北側の柱間が

0.8mと 狭い。方向はN-4° 一Eである。柱穴掘 り方は径15～35cmの楕円形を基調としたものである。全ての柱

穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～ 15cmの 円形である。

SBll掘立柱建物跡

調査区中央部南寄りの I・ 」-12～ 23グ リッドで確認した。SB 9掘立柱建物跡と重複しており、本遺構が古い。

桁行南北 3間 (総長約5.4m)、 梁行東西 2間 (総長約3.6m)の南北棟である。桁行柱列の方向はN-5° 一Eであ

る。柱穴掘り方は一辺30～55cmの隅丸方形を基調としたものと径30～ 40cmの 円形を基調としたものがある。全て

の柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～ 15cmの 円形のものである。北側中央の柱穴には柱材が残存して

いた。本遺構の西側南半のO.5mに SA 3柱列が平行するように位置している。

SA 34主テU

調査区中央部南寄りの I-22～25グ リッドで確認した。確認した長さは柱穴 4基で約9.2mである。方向はN―

3° 一Eである。柱穴掘 り方は径30～40cmの 円形を基調としたものである。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。

柱痕跡は直径15cmの円形のものである。SBll掘立柱建物跡西側南半からSB14掘立柱建物西側まで続いている。



SB12掘立柱建物跡

調査区中央部南寄りのK・ L-23・ 24グ リッドで確認した。SB13・ 14掘立柱建物跡と重複しているが、柱穴の

直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。東西 1間 (柱間約3.2m)、 南北 1間 (柱間約35m)で ある。

西側柱列の方向はN-2° 一Wである。柱穴掘 り方は径30～55cmの円形を基調としたものである。全ての柱穴で

柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径15～20cmの円形のものである。本遺構の南0.5mに SA 4柱列が平行するように

位置している。

SA 4柱列

調査区中央部南寄りの J～ L-24グ リッドで確認した。調査区外の東側に廷びている。SB13・ 14掘立柱建物跡

と重複しているが、柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。確認した長さは柱穴 4基で約 7m

である。方向はE-4° 一Nである。柱穴掘 り方は径30～ 40cmの円形を基調としたものである。全ての柱穴で柱

痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～20cmの円形のものである。

SB13掘立桂建物跡

調査区中央部南寄りの I～ L-24・ 25グ リッドで確認した。SB12。 14掘立柱建物跡、SA 4柱列と重複している

が、柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 4間 (総長約8.4m)、 梁行南北 1間 (柱

間約 4m)の東西棟である。桁行柱列の方向はE-5° 一Sである。柱穴掘 り方は一辺40～50cmの隅丸方形を基

調としたものと径30～ 50cmの円形を基調としたものがある。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10

～20cmの円形のものである。

SB司 4掘立柱建物跡

調査区中央部南寄りの I～ L-24・ 25グ リッドで確認した。東側の調査区外に廷びている。SB13・ 14掘立柱建

物跡、SA 4柱列と重複しているが、柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 4間以

上 (総長約8,7m以上)、 梁行南北 3間 (総長約5.Om)の東西棟である。桁行柱列の方向はE-5° 一Sである。柱

穴掘 り方は一辺40～ 50cmの隅丸方形を基調としたものと径25～50cmの円形を基調としたものがある。全ての柱穴

で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～ 20cmの 円形のものである。柱穴の中には柱材、根固め石が残存してい

るものがある。

SB15掘立桂建物跡

調査区中央部南寄りのD～ F-25・ 26グ リッドで確認した。SD 4堀跡と重複しており、本遺構が新しいものと

考えられるが、重複部分で 2個の柱穴しか確認していない。桁行東西 3間 (総長約7.lm)、 染行南北 1間 (柱間約

2.85m)の東西棟である。桁行柱列の方向はE-8° 一Sである。柱穴掘り方は径30～ 45cmの円形を基調としたも

のである。柱痕跡が確認されたものは直径10～20cmの円形のものである。

SB16掘立柱建物跡

調査区南部のB・ C-29。 30グ リッドで確認した。西側の調査区外に延びている。桁行東西 1間以上 (総長約

3.Om以上)、 梁行南北 1間 (柱間約4.Om)の 東西棟と考えられる。桁行柱列の方向はE-10° 一Sである。柱穴掘

り方は径30～ 50cmの円形を基調としたものである。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径15～20cmの

円形のものである。

SB17掘立柱建物跡

調査区南部のBoC-30～ 32グ リッドで確認した。西側の調査区外に延びている。SK 4土坑と重複しており、

本遺構が新しい。桁行東西 1間以上 (総長約2.8m以上)、 梁行南北 1間 (柱間約4.Om)の東西棟と考えられる。桁

行柱列の方向はE-5° 一Sである。柱穴掘 り方は一辺30～50cmの隅丸方形を基調としたものと径30～ 40cmの円

形を基調としたものがある。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径15～20cmの円形のものである。
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SB18掘立柱建物跡

調査区南部のBoC-30～ 32グ リッドで確認した。SD 4堀跡、SB19掘立柱建物跡と重複しており、SD 4堀跡よ

り新しいが、SB19掘立柱建物跡とは柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 2間

(総長約4.7m)、 梁行南北 2間 (総長約4.4m)の東西棟である。梁行の柱間は北が3.lm、 南が1.3mと 北側が広い。

桁行柱列の方向はE-6° 一Sである。柱穴掘り方は一辺25～45cmの隅九方形を基調としたものと径25～ 45cmの

円形を基調としたものがある。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径13～ 18cmの 円形のものである。

SB19掘立柱建物跡

調査区南部のBoC-30～32グ リッドで確認した。 S B18掘 立柱建物跡と重複しているが、SB19掘立柱建物跡
とは柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 2間 (総長約50m)、 梁行南北 2間 (総

長約4.4m)の東西棟である。重複するSB18掘立柱建物跡と同様梁行の柱間は北が2.85m、 南が1.45mと 北側が広い。

桁行柱列の方向はE-7° 一Sである。柱穴掘り方は一辺30～35cmの隅丸方形を基調としたものと径30～45cmの

円形を基調としたものがある。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～ 15cmの円形のものである。

本遺構およびSB16。 18掘立柱建物跡を囲むように、東側 lmか ら南側 2mの位置に逆 L字形にSA 8柱列が配置さ

れている。

SA 8オ主ラ昭

調査区南部のB～ E-28～ 31グ リッドで確認した。調査区外の西側に延びている。SD 4堀跡、SB17・ 20。 21掘

立柱建物跡と重複している。SD 4堀跡より新しいが、他の掘立柱建物跡は柱穴の直接の重複関係がないため、新

旧関係は不明である。SB16・ 18・ 19掘立柱建物跡を囲むような逆 L字形である。東側の南北方向の柱列は柱穴 6

基で約8.3m、 方向はN-4° ―Eである。南側の柱列は柱穴 4基で約1lmで あるが、更に西側へ延びるものと考

えられる。方向はE-4° 一Nである。柱穴掘り方は一辺45～ 70cmの 隅丸方形を基調としたものと径30～ 50cmの

円形を基調としたものがある。南北方向の柱列の柱穴掘り方が東西方向の柱列の柱穴掘 り方より規模が大きい。柱

痕跡が確認されたものは直径12～ 18cmの円形のものである。中には柱材が残存するもの、根固石が残存するもの

がある。

SB20掘立柱建物跡

調査区南部のE・ F-28～ 31グ リッドで確認した。SB21掘立柱建物跡、SA 8柱列と重複しているが、柱穴の直

接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行南北 4間 (総長約6.6m)、 梁行東西 2間 (総長約3.8m)の

南北棟である。桁行柱列の方向はE-7° 一Sである。柱穴掘り方は一辺20～50cmの 隅丸方形を基調としたもの

と径25～45cmの円形を基調としたものがある。柱痕跡が確認されたものは直径15～25cmの円形のものである。

SB21掘立柱建物跡

調査区南部のE・ F-28～ 31グ リッドで確認した。SD 4堀跡、SB20掘立柱建物跡、SA 8柱列と重複しており、

SD 4堀跡より新しいが、SB20掘立柱建物跡、SA 8柱列とは柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明で

ある。桁行南北 4間 (総長約7.75m)、 梁行東西 2間 (総長約3.8m)の 南北棟である。桁行柱列の方向はN一

7° 一Eである。北東角の柱穴は確認できなかったが、柱穴掘り方は一辺30～50cmの 隅丸方形を基調としたもの

と径20～45cmの円形を基調としたものがある。柱痕跡が確認されたものは直径13～20cmの円形のものである。

SA 54主ラ1

調査区南部のB～ F-32グ リッドで確認した。SK 8・ 3土坑と重複しているが、直接の重複関係がないため、

新旧関係は不明である。確認した長さは柱穴 5基で約10.lmで あるが、さらに西側へ延びているものと考えられる。

方向はE-4° 一Sである。柱穴掘り方は径20～ 35cmの円形を基調としたものである。柱痕跡が確認されたもの

は直径10～ 15cmの 円形のものである。本遺構はSB16～ 21掘立柱建物跡の南面に位置し、SD 3堀跡に沿っている。
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SB22掘立柱建物跡

調査区南部の I・ 」-30グ リッドで確認した。SB25掘立柱建物跡と重複しているが、柱穴の直接の重複関係が

ないため、新旧関係は不明である。南北 1間 (柱間約2.Om)、 東西 1間 (柱間約1.6m)の南北棟である。西側柱列

の方向はN-7° 一Eである。柱穴掘 り方は径30～45cmの 円形を基調としたものである。全ての柱穴で柱痕跡が

確認された。柱痕跡は直径10～ 15cmの円形のものである。

SB23掘立柱建物跡

調査区南部の」～L-29・ 30グ リッドで確認した。調査区外の東側に延びている。SB24・ 25掘立柱建物跡と重

複しているが、柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 2間以上 (総長約5.5m以上)、

梁行南北 3間 (総長約4.8m)の 東西棟であると考えられる。桁行柱列の方向はE-5° 一Sである。柱穴掘 り方

は径25～45cmの 円形を基調としたものである。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～20cmの円形

のものである。

SB24掘立柱建物跡

調査区南部のK・ L-29。 30グ リッドで確認した。調査区外の東側に延びている。SB23。 25掘立柱建物跡と重

複しているが、柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 1間以上 (総長約4.5m以上)、

梁行南北 3関 (総長約5.Om)の 東西棟であると考えられる。桁行柱列の方向はE-4° 一Sである。柱穴掘 り方

は径20～ 50cmの円形を基調としたものである。全ての柱穴で柱痕跡が確認された。柱痕跡は直径10～20cmの円形

のものである。

SB25掘立柱建物跡

調査区南部のK・ L-28～ 30グ リッドで確認した。調査区外の東側に延びている。SB22・ 23。 24掘立柱建物跡

と重複しているが、柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 4間以上 (総長約10.8m

以上)、 梁行南北 3間 (総長約4.5m)の東西棟であると考えられる。桁行柱ア1の方向はE-6° 一Sである。柱穴

掘り方は径20～ 60cmの円形を基調としたものである。柱痕跡が確認されたものは直径10～ 15cmの円形のものであ

る。

SB26掘立柱建物跡

調査区南部の I～ K-31・ 32グ リッドで確認した。桁行東西 3間 (総長約5.85m)、 梁行南北 1間 (柱間約3.lm)

の東西棟である。桁行柱列の方向はE-8° 一Sである。柱穴掘 り方は径20～40cmの円形を基調としたものであ

る。柱痕跡が確認されたものは直径10～ 15cmの 円形のものである。

SA 64主テ可

調査区南部のH-31'32グ リッドで確認した。SA 7柱列と重複しており、本遺構が古い。確認した長さは柱穴

3基で約4.Omであるが、さらに南側へ延び、SD 3堀弥と重複している可能性も考えられる。方向はN-12° 一E

である。柱穴掘り方は径35～ 50cmの 円形を基調としたものである。柱痕跡が確認されたものは直径15cmの 円形の

ものである。また、南側に1.35mの 間隔で 2基の柱穴を確認した。本遺構と直交しており、関連するものである可

能性がある。

SA 7オ主夕1

調査区南部のH-31グ リッドで確認した。SA 6柱列と重複しており、本遺構が新しい。確認した長さは柱穴 3

基で約2,7mである。方向はN-8° 一Eである。柱穴掘 り方は径39～ 40cmの円形を基調としたものである。柱痕

跡が確認されたものは直径15～ 18cmの円形のものである。

SB27掘立柱建物跡

調査区中央部南寄りのE・ F-21～ 23グ リッドで確認した。SB 6・ 7・ 8・ 9。 10掘立柱建物跡と重複してい
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るが、柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行南北 4聞 (総長約8.Om)、 梁行東西 1関

(柱間約2.Om)の南北棟である。桁行柱列の方向はN-3° 一Eである。柱穴掘り方は一辺35～ 60cmの 隅丸方形を

基調としたものと径25～ 40cmの円形を基調としたものがある。柱痕跡が確認されたものは直径10～20cmの円形の

ものである。中には根固石が残存するものがある。

SB28掘立桂建物跡

調査区中央部南寄りのH～ K-21～ 23グ リッドで確認した。SB 9。 11。 12掘立柱建物跡、SA 3柱列と重複 して

いるが、柱穴の直接の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 4間 (総長約435m)、 梁行南北 3

間 (総長約6.3m)の 東西棟である。桁行柱列の方向はE-5° 一Sである。柱穴掘 り方は一辺30～ 85cmの隅丸方

形を基調としたものと径20～ 70cmの円形を基調としたものがある。柱痕跡が確認されたものは直径10～22cmの 円

形のものである。中には柱材が残存するもの、根固石が残存するものがある。

SB29掘立柱建物跡

調査区中央部南寄りの I～ K-36・ 37グ リッドで確認した。SB30掘立柱建物跡と重複しているが、柱穴の直接

の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 3間 (総長約6.75m)、 梁行南北 1間 (柱間約3.lm)の

東西棟である。桁行柱列の方向はE-10° 一Sである。柱穴掘り方は径15～25cmの円形を基調としたものである。

柱痕跡が確認されたものは直径10cmの 円形のものである。

SB30掘立柱建物跡

調査区中央部南寄りのH～ 」-35・ 36グ リッドで確認した。SB29掘立柱建物跡と重複しているが、柱穴の直接

の重複関係がないため、新旧関係は不明である。桁行東西 3間 (総長約8.Om)、 梁行南北 1間 (総長約2.5m)の東

西棟であるが、東及び南の柱列は確認していない。南側の調査区外に延びる可能性も考えられる。桁行柱列の方向

はE-9° 一Sである。柱穴掘 り方は径25～ 40cmの円形を基調としたものである。柱痕跡が確認されたものは直

径10～15cmの 円形のものである。

遺構外出土遺物

Ⅱ・Ⅲ区の古代以降の各層の遺構に属さない基本層出土遺物および側溝、表土出土遺物のうちの主なものを図示

する。出土遺構の不明な遺物についてもここで図示する。
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No 選種 層位 種別・器種 面 内 面      1 備  考 写真図版 登録番号
1 Ⅱ区西 P39] 電文土器 深鉢 沈線文・刺突文            |ナ デ 334-5
2 Ⅱ区西 P40] な生土器・壷 重菱形文 (二 本一描沈線)       |ナ デ 336‐ 19 B5盟
No 遺構 層位 外 面 底 面 内 面 備   考 写真図版 登録沓号
3 H区東Pl 土師器 郭 ロクロナデ ]転系切 り ミガキ 黒色処理 340-2
4 Ⅱ区東P2 土師器 杯 ロクロナデ ケズリ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 D37
5 Ⅱ区西 P412 土師器 斥 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 黒色処理 D-68

No 遺構 層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm:

6 Ⅱ Ⅱ区東P410 土Rp質土器 皿 胎土に自色針状物質含む 在地 I戸時代 Ca2
7 Ⅱ Ⅲ区東P410 土師質土器 皿 胎土に自色針状物質含む 在 地 工戸時代 38 19 343‐ 12 Ca‐ 5
8 コ ‐Ⅲ区東P410 土師質土器 皿 底部回転糸切り、胎上に自色引状物質含む 在 地 江戸時代 343‐10 Ca 3
9 Ⅱ 肛区東P410 土師質土器 皿 発部回転糸切り、胎土に自色弊状物質含む 在地 江戸時代 92 19 343-11 Ca望
Ⅱ・Ⅱ区東P410 土師質土器 Ell 氏部回転糸切り、胎とに白色針状物質含む rt地 江戸時代 4 343‐8
Ⅱ区東Ⅵ層上面 土師質土器 皿 表部回転糸切り、胎上に自色針状物質含む [地 江戸時代 344-2 CとJ

12 Ⅱ区東Ⅵ層上面 土師質土器 皿 冶土に自色針状物質含む 在地 江戸時代 Ca■ 7
Ⅱ 皿区東P410 土師質土器 高台付皿 示焼土器 ?(古代 ?) 5【 17 Ca91
H・ Ⅱ区東Pユ η器 土鍋 ★釉 不明 19C後半 367-10 I‐378

15 Ⅱ Ⅲ区東Pl rrl器 丸皿 え釉、高台葵:輪トチンの痕、前面施釉、大宰]b郷 瀬戸美濃 16C後半 36″ 1] 工379
16 Ⅱ Ⅲ区東Pl 陶器 看鉢 内外面鉄釉 堤 19C後 半 36子15 IB86
17 Pit 42、 58 陶器 輔反皿 灰釉、大窯 期 顧戸美濃 15C末～16C前 半 367‐14 I‐385

陶器 端反皿 灰釉、漆つ ぎ、大窯 I期 顧戸美没 16C前 半
Pit208 陶器 豪釉小皿 日縁部灰釉 瀬戸 15C後 半 36″12 1382

20 Ⅱ Ⅱ区東Pl 磁器 宛 楽付、信絵 (見込みに稲絵で環状の松竹梅) 瀬戸美溌 19C後 半 3 376‐ 6
Ⅱ・皿区東Pl 滋器 染付、外面 :文字文 瀬戸美濃 19C中 頃 376‐5 Jお 2

No 選構・層位 種  別 特     徴         1長 さ (cm)1 幅 (cm)1厚 さ (cm)1重量 (g) 写真図版 登 録番号
H・ Ⅲ区 東P276 奉状土製品 (16) P‐8
Ⅱ Ⅲ区 東P218 土製円盤 ガキ                       |  (215) 37チ5 P-7

遺構 層位 極  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

Ⅱ Ⅲ区 東P411 漆器 椀
外面黒色漆の上で赤色漆で文様有、内両赤色漆塗

高 (18)cm 389‐2 La 63

第刊79図  ビット出土遺物 (刊 )
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種  別 特 徴 樹   種 写真図版 登録番号

1 Ⅱ区東 Pll 柱材 柱痕、下端部に加工痕有、全長 (423)cm 幅 径14 0cm Lc 84

2 Ⅱ区東 P26 柱材 性痕、下端部に加工戻有、中は空洞になっている、全長 (537)cm 幅 径 14 7cm ク リ 406‐ 3 Lc 85

3 巨区東 P6 柱材 柱痕、下端部に加工痕有、全長 (422)cm 幅 径9 0cm ク リ 406‐ 1 Lc 83

遺構 層位 種  別 特 徴 外径 にm) 重量 写真凶倣 登録番号

Ⅱ区東 Pl 鋼製品 銭貨 永楽通宝 (明)(初鋳年 1408年 ) 431-12 Na 49

5 Ⅱ区東 P2 鋼製品 銭貨 永楽通宝 (明)(初鋳年  1408年 ) 429-13

6 Ⅱ区東 P2 銅製品 銭貨 (古)寛永通宝 Nと57

Ⅱ区東 Pit 銅製品 銭貨 央武通宝 (明 ) 2 432‐ 5 Nょ60

8 Ⅱ区東 Pit 溺製品 銭貨 元豊通宝 (北宋 (初鋳年 1078年 ) 432‐ 4 Na 59

9 Ⅱ区東 P3 詞製品 銭貨 詞元通宝 ?(唐 (初鋳年 621年 ) 075 Na‐62

10 ■区西 P置 銅製品 銭貨 永楽通宝 (明 ) 初鋳年 1408年 ) Na 10

11 Ⅱ区西 Pit 冊製品 銭貨 北豊通宝 (北未 (初鋳年 1078年 ) 205 429-12 Nょ 12

12 ■区西 P628 用製品 銭貨 熙寧通宝 (北宋 (初鋳年 1068年 ) 265 429-15 Na 15

Ⅱ区西 Pit 銅製品 銭貨 皇宋通宝 (北宋 (初鋳年 1039年 ) 36 42チ 16 Nと 16

Ⅱ区西 P630 銅製品 銭貨 至大通宝 (元 ) 初鋳年 1310年 ) 4302 Na 20

15 Ⅱ区西 Pl 鋼製品 銭貨 42911 Na J

No 選格 層位 種  別 径 にm)1高 さ にm)1 重量 (g)1     石   材     1     備 考 写真図版 登録番号

16 Ⅱ区束 P5 石鉢 (383)|  (103)1   1425石 質凝灰岩 424-7 Kd 40

第180図  ピット出土遺物 (2)
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No 置穏 層位 種  別 (cm)長 さ 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 石 材 備   考 写真図版 登録番号
ユ Ⅱ区 P■ 小玉 01 ガラス玉
2 Ⅱ層 Pit2 氏石 2C デイサイト質凝灰岩 425‐ 12 Kと62
3 Htt P128 言孔円板 デイサイ ト賓凝灰岩 428‐ 2] Kd■83
4 [区東 P5 ム石 3 130 デイサイ ト質凝灰岩 426つ Kd 75
5 Ⅱ区東 Pl 砥石 4 デイサイ ト質砂岩 426‐ 10 K■76
6 Ⅱ区東 P129 氏石 8 デイサイ ト質凝灰岩 426‐ 11 【d77
7 Ⅱ区 砥石 4 47 デイサイト質凝灰岩 426‐ 7 Kよ72
8 Ⅱ区 P3 砥石 11 154 デイサ イ ト質凝灰岩 42G8 Kd 74
9 Ⅱ区束 P2 砥石 2〔 65 デイサイ ト質兵灰岩 42}19 Kd■ 75
Ⅱ区 P3 砥石 2 40 デイサイト質凝灰岩 428‐ 20 Kd■80

11 Ⅱ区 P144 賦石 9〔 デイサイ ト質凝灰岩 42『 18 Kd 174
12 ■区 P413 砥石 37 珪化木 Kc38

第18刊 図 ピット出土遺物 (3)
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遺構 層位 外 面 内 面 備   考 写真図版 登録番号

ユ ■区北西 表土 健文土器 深鉢 沈線文 ミガキ 3347 Aヤ

2 巨区東 西側溝 隠文土器 深鉢 マメツ 先線文

3 Ⅱ区西 掘堆積土中 縄文土器・深鉢 沈線文 不明 i・B文 ナ デ 3349

4 Ⅱ区西 掘堆積土 縄文土器 深鉢 燃糸文 九線文 334‐ 10 A■0

5 罠土 弥生土器 蓋 こ弧文 (二本一猫沈線) 通孔 ナデ 336お

No 種別・器種 外 面 底 面 内 面 備   考 写真図版 登録番号

6 Ⅱ区東 表土 と師器 不 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 339-13

Ⅱ区東 Ⅲ層 ロクロナデ ナ デ ガキ 黒色処理 3401

8 Ⅱ区東Ⅱ層 土師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 340‐ 3

9 Ⅱ区東皿層上面 土師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 3404 D33

Ⅱ区東Ⅱ層 土師器 杯 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 34115 D‐34

11 I区東 表土 土師器 '不 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 3406 D35

Ⅱ区東 表土 土師器 ITN ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 340‐ 7 D38

Ⅱ区東 表土 土師器・郷 ロクロナデ・ナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 340お D39

Ⅱ区東 表土 土師器  郷 ロクロナデ ナデ 回転糸切 り ロクロナデ 340つ D40

Ⅱ区東 表士 土師器・郷 ロクロナデ ガキ・黒色処理 340‐ 10 D41

Ⅱ区東 表土 上師器 郭 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 340‐ 11 D42

Ⅱ区東 表上 土師器・郭 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 黒色処理 340‐ 12 D43

Ⅱ区東 Ⅱ層中 土師器 高台付郭 ロクロナデ ナ デ ガキ 黒色処理 341-12 D44

豊構検出面 土師器 高台付 lT ロクロナデ・ミガキ 高台付・ナデ ガキ 黒色処理 341-8 D69

東側溝 土師器 高辱 マメツ マメツ 脚部 C39

Ⅱ区W 検出面 土師器・箋 ケズリ マメツ 338‐ 9 C37

Ⅱ区東 表土 土師器・誕 ロクロナデ ケズリ ロクロナデ

第182図 遺構外出土遺物 (2)
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No 種別 器種 外 面 底 面 内 面 備   考 写真図版 登録番号
1 Ⅱ区東、層上面 土師器・霙 ロクロナデ ロクロハケメ ナデ・ヘラナデ え化物 着 34013 D45
2 H区西Ⅲ層中 土師器・甑 ナデ ナデ ヘラナデ ケズリ 337-18 C‐38
3 Ⅱ区東Ⅲ層 須恵器 郭 ロクロナデ 」転糸切り ロクロナデ 342‐10
4 表土 須恵器・郭 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ B14
Ⅱ区西 霞恵器・郭 ロタロナデ ナデ 沈線文 兼J突文 ヘラ切り ロクロナデ 3433 E5

遺構 層位 種  類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) FR径 (cm) 器高 (cm)

Ⅱ区東境乱底面 土師質土器 皿
氏罰
'回

転糸切り、内外面 日縁部に

炭イと物Ⅲ着 (灯明皿として使用か ?)
在地 江戸時代 344‐ 3 Cか 12

7 Ⅱ区東 表士 土師質土器 皿 底部回転糸切 り 在地 江戸時代 8 (17) 3444 Ca■ 3
8 近世整地層 土師質土器 鉢 三脚、夕1面丁寧な麻き、胎土に自色針状物質含む 任地 江戸時代 (84) 6 (53) 3型6 C争 14
9 Ⅲ層上面 W器 縁 和小皿 灰釉 (回縁部)、 氏部回転糸切り、古瀬戸 環戸 15C後半 21-26 368‐ 4
Ⅱ区西遺穏検出面 陶器 縁釉小皿 灰釉 (日縁部 ) 瀬戸 15C後半 36移 7 IB98

11 Ⅱ区西遺穂検出面 陶器 灰吹き ? 次釉 (二種類)、 日縁訃は黒色の第釉 大堀相馬 19C P 368‐ 10 1412
12 Ⅱ区西遺構検出面 翻器 碗 市]毛塗り 猿投 ,C 370‐ 2 1440
近世遺構検出面 倒器 碗 火糊 に緑釉 流 し 美濃 17C中頃 (57) 368‐ 9 I-400

近世遺構検出面 陶器 小 皿 鉄釉 P 幸窯系 17C後 半以降 22 368-10 1402
近世遺構検出面 陶器 オヽ皿 え釉、全面施釉、 目跡 頼戸美濃 17C前半 ll1 3 20 368も と395
こ世整地検出面 陶器 在地 37∈ 16 1455
こ世整地検出面 陶器 捕鉢 幸窯 17C 工4「j6

18 Ⅱ Ⅲ区東側溝 陶器 碗 総織部 美濃 17C 367-16 と389
Ⅱ・Ⅲ区東側溝 旬器 皿 長石釉、高台内露胎 美濃 16C末～17C初 368‐ 1 工390
不明 阿器 天目茶碗 鉄称、灰被、底部内返り、見込みに奏せんfけ 中回 13C～ 14C (33) 36『 11 I望03
Ⅱ Ⅲ区東 表土 陶器 /1ヽ郭 灰釉 大堀相馬 73 368‐15 1415
E 江区東 表土 胸器 碗 灰釉 一削 17C以 降 (52) 1428
E・ Ⅲ区東側溝 陶器 折縁皿 灰釉、九彫、大窯 V期。 瓶戸美濃 (17) 36y2 1391
Ⅱ・ Ⅱ区東 表土 陶器 小杯 灰釉 大堀相馬 18C以 降 368-13 1413
江区束 表土 陶器 皿 快釉、古瀬戸 瀬戸 14Cか 15C 369‐ 7

=426
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No Ё構 層位 種 類 器 種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
日径 (cm) 医径 (cm) 器高 (cm)

1 Ⅱ区東 表土 陶器 鉢 灰釉 大堀相馬 19C 144 (67) 368‐ 14

2 Ⅱ区東 表土 陶器 灰釉、口縁部に使用痕 堤 ? 264 368‐16 1416

3 Ⅱ区東 表土 陶器 鉄釉 え ? 19C (136) 368-17 μ 17

Ⅱ区東 表土 翻器 層鉢 橋 目 8条 19C? 36チ4 423

5 1区東 表土 旬器 層鉢 幡 目 8条、鋲釉 369‐ 1 I-420

6 巨区東 表土 掏器 播鉢 情日 5条以上 幸窯系 17C後半以降

7 Ⅱ区東 表土 陶器 揺鉢 雷目7条以上、火熱を受けて外面破損及び坊色、内面磨耗著しt 岸窯系 368-18

8 Ⅱ区東 表土 陶器 播鉢 言目 6条以上、鉄 Bj4 堤 18C? I望21

9 Ⅱ区束 表土 胸器 盾鉢 悟目 8条、鉄 /11 堤 工戸時代 1422

近世整地層 磁器 紅猪口 勺面型打ち (丸形 ) 肥前 18C前 半 13 16 3767 J‐84

近世整地層 磁器 碗 71・面 :連弁文、龍泉文 申国 19C後半～1lC前半 377も

近世整地層 磁器 Il 染付 中国 15C後半～16C前半 377-7

近世整地層 滋器 宛 龍泉窯系 中国 15C～ 16C P 377‐6

こ世遺穂検出 Hl 滋器 宛 外面 :龍泉窯系 中国 13C後半～14C前 半 377-4

15 Ⅲ区東 表土 骸器 苑 染付、外面 :松樹文、浴つ き 肥 前 17C後半以降 99 37613 Jつ0

Ⅲ区束 表土 磁器 皿 楽付、外面 :網 日文 月8前 17C後 半 94 (26) 376‐9 T86

17 Ⅲ区東 表土 磁器 宛 染付
HiM戸美濃 19C前 半～中 90 3 376‐ 14

18 題区束 表土 磁器 皿 楽付、内面 :蛇の目釉剥 ぎ 肥前 7 376-11 卜88

Ⅲ区東 表土 磁器 皿 染付 肥前 18C後半 (36) 87

20 皿区東 表土 磁器 鉢 口縁部に鉄釉、輪花
一副 19C P 7 476-12 」‐89

第184図 遺構外出土遺物 (4)
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No 遺構 層位 種  類 器  種 特 徴 産  地 時  期
法 量

写真図版 登録番号
口径 (cm) 貴径 (cm)器 高 (cm)

1 ■区東 表土 瓦質土器 店鉢 角頭タイプの口縁、片回 在地 16C代 (37) 378‐ 7

2 Ⅱ区束 表土 瓦質土器 糖鉢 手惜りの可能性有、内面に炭化物付着、laN土 に自色引状物質含む1在地 工戸時代

遺構 層位 種   別 凸 面 凹 面 備   考 写真 凶倣 登録番号

3 [世整地層 軒丸瓦 巴文・瓦当に離れ砂の痕跡あ り 燻し瓦 F21
4 表土 丸瓦 ナ デ 布目痕・沈線状圧痕

「

20

5 表土 冠瓦 ナ デ ナデ 沈線状圧痕 玉縁短い 382-1 F■ 22

6 Ⅱ区 I層 平瓦 ナデ ナ デ 燻し瓦

No 種  別 特 徴 長 さ (cm (cm)幅 厚さ (cm) 重 量 (質 ) 写真図版 登録番号
7 掘堆積土中 製円盤

1縄
文 (RL) 4 065 13

8 Ⅱ区 表土 棒状上製品 (25) (22) 380‐ 9 P‐ 3

9 Ⅱ区 表土 土錘 マメツ 孔径 0 65cm 380‐ 10 P― 4

Ⅱ区 表土 錘 ラケズリ 孔径 0 5cm 11 380‐ 11 P,

Ⅱ区 表土 錘 マメツ 了L径 0 55cm 381112 P

狂区東 京側溝 児人形 脚 (126) 381118

13 不 明 堤人形 狐 (51) (216) 98019 P‐42
No 遺構 ,層位 種   別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

不明 柱材 住3、 (SB10)下 端部に加工痕有、全長 (1&7)cm 幅 径 (&5)cm 4054 Lcお 1

不明 ll材 柱 1、 GB20)下 端部に加工痕有、全長 (176)cm 幅 ,径 (172)cm 405‐ 2 Lc 79

第185図 遺構外出土遺物 (5)
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No 種  別 特 徴 樹  種 写真図版 登録番号

ユ 不明 円形板 (537)cm× (116)cm 厚さ10cm 木釘穴痕 1ケ所有、柾 目材 スギ類似種 4065 Lcお7

2 不 明 不 明 長さ (818)cm 幅 (ll1 0)cm 厚 さ (71)cln 芯持材 ク リ 4041 Lc‐ 38

3 不 明 不 明 '95cm X(116)cm 
厚さ21cm 釘穴有 :右側 5ケ 所 (内 lヶ 所は穴のみ)左側 4ヶ

折、外面 :カ ンナ肖」り痕 3ケ 所有、内面 :両側に木組み痕有、割痕有、柾目材
カヤ 406‐4 Lc86
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No 遺構  層位 種  別 特 徴 外径 にm) 重量 写真図版 登録番号

l 近世整地層 罰製品 銭貨 洪武通宝 (明) (初 鋳年 1368年 431-17 Na 54
2 近世整地層 阿製品 銭貨 聖宋元宝 (北宋) (初 鋳年 1101年 ) 431-18 Na 55

3 近世遺構検出面 用製品 銭貨 (新)寛永通宝 431‐15 Nと52

近世遺構検出面 銅製品 銭貨 共武通宝 (明 ) (初 鋳年 1368年 432お Na 58

5 近世遺構検出面 銅製品 銭貨 共武通宝 (明 ) (初 鋳年 1368年 23 27( 431‐ 16 Nと53

6 Ⅱ区東 表土 銅製品 銭貨 永楽通宝 (明 ) 初鋳年 1408年 2 43歩12 Na 68

Ⅱ区東 表土 銅製品 銭貨 永楽通宝 (明 ) 初鋳年 1408年 27 432‐8 Na 64

8 ■区東 表土 醐製品 銭貨 永楽通□ (明 ) 初鋳年 1409年 Na 70
9 Ⅱ区東 表土 銅製品 銭貨 熙寧通宝 (宋 ) 初鋳年 1068年 ) 432‐6 Na‐61

Ⅱ区東 表土 銅製品 銭賞 19 431‐ 1 N体56

Ⅱ区東 表土 鋼製品 銭貨 至適元宝 (北宋) (初 鋳年 995年 ) 27 43歩10 N缶66
Ⅱ区東 表土 銅製品 銭貨 元豊通宝 (北宋) (初 鋳年 10お年 ) 432-9 Na 65

Ⅱ区東 表土 鋼製品 銭貨 熙寧元宝 (北宋) (初 鋳年 1068年 ) 432-11 Na 67

14 Ⅱ区東 表土 鋼製品 銭貨 19 432-13 Na 69

下明 銅製品 銭貨 永楽通宝 (明) (初 鋳年 1408年 24 17 429‐ 13 Na 13

不明 銅製品 銭貨 永楽通宝 (明) (初 鋳年 1408年 34〔 430‐〕 N}19
17 不 明 鋼製品 銭貨 永楽通宝 (明 ) (初 鋳年 1408年 ) 42>18 Nと 18

不明 鋼製品 銭貨 元豊通宝 (北宋) (初 鋳年 Ю硲年 ) 2 28〔 429-14 Na‐ 14

不 明 銅製品 銭貨 嘉祐元宝 (宋) (初 鋳年 1056年 ) 429-17 Na 17

遺構 層位 種  別 特 徴 全長 (cm) 火皿径 (cm) 維写口径 (cm 写 真 凶倣 登録 沓号

近世整地層 雁首 補強帯有 (25) 433‐18 Nb 20

不明 雁 首 全面に鍍金有 433‐21① Nb‐31①

近世遺構検出面 吸 口 433-19 Nbジ 1

不明 師り金具 全面に鍍金有、彫金 (215,X15 43391② Nb31の
No 種   別 長さ (cm) 中属 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) ね 材 備   考 写真図版 登録番号

西側溝 ドリル 0〔 5 珪化凝灰岩 417-10 K卜4

Ⅱ区 表土 ドリル 0〔 買岩 419‐ 3 K13
近世遺構 検出面 不定形 流紋岩 41作15 Ka■ 05

第187図 遺構外出土遺物 (7)
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No 遺構 層位 種   別 (cm)長 さ 中昌 (cm) 厚 さ (Cm' 重量 (g) 石    材 備   考 写真図版 登録番号

1 Ⅱ区西検出面 磨製石斧 (46) (40) (505) 壱紋岩 4188 Kf2

2 近世整地層 石皿 5400 露山岩 42}1 Kdワ 3

3 Ⅱ区表土 石皿 147 え山岩 3246 Kと38

4 Ⅲ区表土
『
臼 1595 舞山岩 Kよ39

5 廃乱 熊石器 14 128 珪化木 4219 Kc 39

6 Ⅲ区 検出面 板碑 1880 安山岩 422-12

第188図 遺構外出土遺物 (3)228
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No 遺構 '層位 種  別 長 さ (cm) 鴨 (cml 厚 さ (cm) 重量 (gl 石   材 備  考 与具 凶放 登録脊号

I I区中央部 硯 6 12 買岩 42予 5 Kdち 4

表土 児 11 貢岩 42歩 10

不明 石鉢 (284) (H4) 1185 安山岩 425お Kd■ 9

4 表土 百鉢 (223) 263 740 砂質凝灰岩 42441 Kd望 1

表土 戻碑 323 263 7230 デイサイト 種子「ア」薬研彫 42211 Kdワ 0
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Ⅵ まとめ
1日 遺跡の構成

今回の調査では、縄文時代、弥生時代、古墳時代、古代、中世、近世の遺構と遺物を検出した。各時代の遺跡の

構成について考えてみたい。

(1)縄文時代

縄文時代の遺物は基本層及び古代以降の遺構内堆積土中から出土しているが、遺構は検出されていない。出土し

た土器は大部分が破片であり、全体が復元されたものはSX 3〃 l■格不明遺構出土の深鉢 1点のみである。地文のみ

であり、詳細な時期は不明であるが、概ね後期以降のものであると考えられる。他の文様が判然とするものは後期

以降のものであり、その他の土器についても同様の時期と考えられ、石器についても後期以降のものと考えられる。

(2)弥生時代

I ttSD l堀 跡以南のⅣ層上面で確認された水田跡はⅡ区の北側のBoC-15～ 」-11を むすぶ線から北側へ広

がっている。南側の非耕作域との境に畦畔と段が確認され、下層に疑似畦畔が確認されたものもある。焦川を隔て

た北側に広がる富沢遺跡で弥生時代の水田跡が検出されており、今回の調査で魚川以南にも同時代の水田が広がっ

ていたことが確認された。遺物はⅣ層およびV層から出土しているが、全体を把握できる資料がないため、詳細は

不明である。地文や沈線の施文状況等の特徴から、宮城県一迫町青木畑遺跡出土土器に類例を求められるが、断定

はできない。水田跡はこの時期以降のものであると考えられる。

また、古代以降の遺構検出面や遺構内堆積土から出土した弥生土器には、二～三本一単位の沈線による山形文、

連弧文波状紋を特徴とする十三塚式、二重回縁に刺突文が施文される天王山式のものがある。

(3)古墳時代

古墳時代の遺構はSK76土坑 1基のみである。出土した土器は大型の重 1点である。複合口縁で、体部は球形に

近い。口唇部および複合口縁の段の部分に刻目文が施文されている。肩部にも同様の工具による連続した刺突紋が

施文されている。外面体部および口縁下部、内面上部にハケメ、日縁内外面はヨヨナデ、内面下都はヘラナデ、ナ

デが施されている。この土器は器形の特徴等から、塩釜式に位置づけられるものである。

(4)古代

古代の遺構はV層 (I区 はⅡ層)上面で確認された。竪穴住居跡は I区で 6軒、Ⅱ区で21軒の27軒確認された。

出上した遺物について、分類は行っていないが、土師器には製作にあたってロクロを使用していないもの (非ロク

ロ)と 使用しているもの (ロ クロ)がある。非ロクロ土師器には郭、甕、高郭がある。郭は外面に段を持つもの、

九底のもの、平底のものがあり、すべて内面にミガキ・ヨヨナデが施されその後黒色処理が施されている。外面は

ヨヨナデ・ケズリあるいはミガキが施されている。奏は頸部に段や沈線のないもので、外面は日縁部にヨコナデ、

体部にハケメ 。ナデ 。ケズリが施されており、内面は口縁部にヨヨナデ、体部にハケメ・ナデ・ヘラナデが施され

ている。類似する資料は本遺跡第 1次調査で出土しており、 8世紀代のものと考えられている。今回の調査資料に

ついても8世紀前後の年代が考えられる。ロクロ土師器は杯、高台付郭、奏がある。必、高台付郭は内外面ロクロ

調整で内面はミガキ・黒色処理が施されている。郭の外面体部下端にケズリが施されているものがある。奏は内外

面ロクロ調整で内面はナデ 。ヘラナデ・ハケメが施され、外面は体部下半にケズリが施されている。同様の特徴を

持つ本遺跡第 1次調査の出土資料は10世紀前後の年代と考えられている。今回の調査資料についても同様の年代が



考えられる。非ロクロ土師器を出土する竪穴住居跡はS12・ 7・ 10。 11・ 14・ 15'17・ 22・ 23'30竪穴住居跡の10

軒で、土坑はSK18土坑の 1基のみである。10軒の竪穴住居跡は土師器と同時期であるものと考えられる。SK18土

坑はS114竪穴住居跡の掘り方によって削平されていることから、住居跡より古いものと考えられる。ロクロを使用

している土師器を出土する竪穴住居跡はS13・ 12'13。 18。 20・ 21・ 24・ 26竪穴住居跡の 8軒である。土坑は

SK40-② の 1基のみである。土師器と同時期と思われる。遺構内の堆積土に灰白色火山灰が全く見られないことか

ら10世紀前半以前のものであると考えられる。その他の竪穴住居勢は時期を決定する資料がないが、重複関係から

大きく時期の変わるものはないものと考えられる。また、この他の古代の遺構は、土坑については上記の 2基の他

には、 I区のSK 6・ 9～ 15土坑、Ⅱ・Ⅲ区のSK38。 39。 40-①・41・ 42・ 75土坑の14基である。滞跡はSDll・

15・ 33溝跡の他、小規模な溝跡がある。

小溝状遺構群はⅡ区の北部からⅢ区中央付近に分布している。 3群確認されたが、第 1群が最も新しく、第 3群

が最も古い。竪穴住居跡との重複関係から第 1群は10世紀前半以前の竪穴住居跡より古く、第 3群は 8世紀代の竪

穴住居跡より新しい。このことから小溝状遺構群は 8～ 10世紀代に営まれていたものと考えられる。

(5)中世

中世の遺構は I区で確認された竪穴建物跡 1棟の他は全てⅡ区のⅡ～Ⅲ層で確認された土坑である。SK13・

20。 22・ 23・ 28。 31・ 32・ 33・ 34・ 63土坑の10基である。これらの上坑は火葬墓であると考えられる。焼土、炭化

物が多量に含まれ、焼けた人骨が出土している。H～ K-15。 16グ リッドを中心として、B・ c-21、 K・ L-24、

J-11グ リッドに分布する。王ノ壇遺跡で検出されている火葬墓と同様のものであるが、三ノ壇遺跡のものは底面

中央が溝状に掘り込まれて外側に張り出す形態になっている。本遺跡の場合は王ノ壇遺弥のものと同様の形態のも

の、溝状の掘り込みがないもの、溝状の掘り込みがあっても外恨1に張 り出さないもの等、様々な形態のものがある。

その他の中世の遺構には、竪穴建物の他に近世の整地層の下部で確認された、SD26～ 32溝跡が中世の遺構である

可能性がある。小規模な区画を画する区画溝と考えられる。掘立柱建物跡の存在も考えられるが、近世のものとの

明確な区別をすることが困難な状況であり、建物構成等は不明である。

(6)近世

出土遺物について

近世の出土遺物には陶磁器、土師質土器、瓦質土器、木製品、土製

品、金属製品、石製品等がある。ここでは特に出土量の多いSD 3・

4堀跡、SD 2溝跡の出土陶磁器について述べる。

磁 器

磁器は358点出土している。SD 2溝跡は 2時期の変遷があるが、そ

の時間差は遺物上からは明確ではなかったことから、まとめて記述す

る。出土点数は139点 あり、全体の 4割近くを占め、最も多くなって

いる。年代は17世紀以前のもの 3%、 17世紀代のもの16%、 18世紀以

降のもの81%と なっており、多くは18世紀代のものである。17世紀以

前のものは中国産で、17世紀以降のものは肥前産が多く、瀬戸美濃産

のものも見られる。SD 3堀跡からは37点出土しており、全体の 1割

強と出土数は少ない。年代は16世紀前半以前のもの11%、 16世紀後半

～17世紀後半のもの49%、 18世紀以降のもの40%と なっている。17世

磁器 遺構別集計表 (産地別)
遺   IH 中国産 肥  前 瀬戸美濃 産地不明

11

2, 1

SD 5 1

SD 5

SD23 21 2

SKll 1

SK19 22 1

1 1

SK51 1 J

SK61 I

SK65 ゼ1 ユ

IK66 ゼ1 2

El ゼ] 1 1

SX 5

SX 6 1 1

120 '1 1 ユ

H21 Pl ユ 1

■21 P4 1

H22 Pl 1

122 P2 1 1

K23 P2
E30 P376 1 ユ

不明 Pl 1 1

不明 P8 I 1

近世整地層

表土等 4

合   計 282 1(



紀代以前のものは中国産が多く、それ以降のものはほとんどのものが肥前産である。SD 4堀跡からは99点出土し

ており、全体の 3割弱を占める。年代は17世紀以前のもの14%、 17世紀代のもの58%、 18世紀以降のもの28%と な

っている。その中でも17世紀中～後半のものが多い傾向にある。17世紀以前のものは全て中国産で、17世紀代以降

のものはほとんどが肥前産のものである。その他に土坑等の遺構から16点、整地層から14点、表土等から42点出土

している。それらも16世紀以前のものは中国産が多く、17世紀以降のものは肥前産のものが多い。

陶 器

陶器は753点出土している。SD 2溝跡は磁器と同様まとめて記述する。出土点数は387点 と陶器総数のなかでも

5割をやや超す割合を占め、最も多くなっている。年代は17世紀以前のもの 2%、 17世紀代のもの14%、 18世紀代

のもの61%、 19世紀代のもの21%、 その他 2%である。17世紀以前のものは瀬戸産、瀬戸美濃産、美濃産が多く、

17世紀代のものは肥前産、岸窯産が多く、特に肥前産では碗、岸窯産では情鉢が多い。18世紀代のものは大堀相馬

産のものが多く、特に碗が多い。19世紀代のものは大堀相馬産、堤産が多い。SD 3堀跡からは70点出土しており、

全体の 1割に満たない。年代は16世紀以前のものが17%、 17世紀代のもの53%、 18世紀代のもの23%、 19世紀代の

もの 4%、 その他 3%である。16世紀以前のものは瀬戸産が多い。17世紀代のものは美濃産、肥前産、岸窯産が多

い。18世紀代のものは大堀相馬産のものが多い。SD 4堀跡からは159点出土しており、全体の 2割強を占める。年

代は17世紀以前のもの15%、 17世紀代のもの64%、 18世紀代のもの15%、 19世紀以降のもの 6%である。17世紀以

前のものは瀬戸産、瀬戸美濃産、美濃産が多い。17世紀代ではその 8割近くが中葉～後半のもので、肥前産、岸窯

産のものが多い。また、美濃産の煙硝楯がSD l堀隊出上の破片と接合した。18世紀代のものは大堀相馬産、京信

楽産のものが多く、19世紀以降のものは大堀相馬産の他産地は不明である。その他に土坑等の遺構から21点、整地

陶器 遺構別集計表 (産地別 )
遺   構 点  数 古瀬戸 瀬戸美 lTx 美  渋 打世  前 大堀 4H馬 小野相馬 岸窯系 堤 京信楽 唐  津 常  滑 在  地 不  明 中  国

1 ,

SD 2 3 13(烹続き 1

3 7 1( 1( 2 2 1 1

13 8 1 1 7

1 〕 1

I 1

3K19 1
1

SK22 1 1

1 1

1

SK66 1 2

,X3 1

を1

を2

ゼ 9

不 明

1 1

1

1 1

1 1

SE l  を 1 1 ユ

(貼床 ) 1 1

16 Pl 1

18 Pl 1 1

1

'19 P205
1 1

,19 P208 1 1

319 P220 I 1

D20 P193 1 1

'21 P42
ユ 1

H22 P] 1

K23 P2 1 1

E28 P4 1 1

不明 P6 1 1

近世整地層 2 1

[区遺穏検出面 2

中世逮梅検出面 2 l 1

近世遺構検出面 2 1 1 1 1

表土 2 8 7 1 1 2 1

西壁面 |

江層 1 1

Ⅲ層上面 1 1

2

合   計 27 2( 4 I

232



層から3点、ピットから12点、表土等からlol点 出土している。それらについても17～ 18世紀代のものが多い。

以上のことからSD 2溝跡出上の陶磁器は18世紀以降、19世紀代までのものが 8割以上を占め、磁器ではほとん

どが肥前産で、19世紀代に瀬戸美濃産等他のものが見られるようになる。陶器では18世紀代になると大堀相馬産の

占める量が多 くなり、19世紀代まで続 く。また、器種は碗、皿類等の什器類が多 く、バラエティが豊富である。

SD 3堀跡はSD 2溝跡、SD 4堀跡と比べると陶磁器の出土量が少ないが、17世紀代のものが 5割以上を占める。中

でも17世紀後半のものが多い。磁器では17～ 18世紀代を通して肥前産が多く、陶器は17世紀代には美濃産、岸窯産

が多く、18世紀代になると大堀相馬産が多 くなる。SD 4堀跡出土の陶磁器は17世紀代のものが多く6割以上を占

める。その中でも特に17世紀中葉から後半にかけてのものが多く、陶器では 8割を超している。磁器では大部分が

肥前産のもので、陶器では肥前産、岸窯産のものが多く、18世紀以降大堀相馬産のものが多くなる。

土師質土器、瓦質土器、木製品、金属製品については集計表に示す。

土師質土器集計表 (登録資料のみ)
遺   構 皿 鉢 香  炉 小型市 一範 蓋 計

ID 2  ゼ1
I I

配石中

層 中 2

SD 4  ゼ2 ユ
I

層 中 ユ ユ

SK52
1 ユ

1

SE l 底面 I ユ

1号埋設土器 1 1

Ⅱ区西P 410

近世整地層 1 I

Ⅵ層上面G18 P2 2

表土 1

攪乱 I

1 1 2 ユ ユ

瓦質土器集計表 (登録資料のみ)

遺   構 時   期 鎌 橋  鉢 香  炉 手あぶ り 髯水入れ 火  鉢 硯 計
】D2  ゼ1 18～ 19世紀前半

工戸時代 3 J

配石中 正戸時代 2

SD 3 を 1
16～ 17世紀 1 1

正戸時代
ユ I

16世紀 3

を 3 16世紀 1
1

SD 4  セ1
16世紀

江戸時代 ユ 1

ゼ 2
16世紀

江戸時代 1
1

層 中

16世紀 3

16世紀以降 1

16～ 17世紀 1 ユ

工戸時代 I 1

ゼ 2 16世紀 ユ I

E22 P35 16世紀 ユ 1

K23 P2 ,～近世 1
1

(L22)

(G ■21)

表土    (■ 19)

16世紀 1

江戸時代
1 1

江戸時代 I
I

I戸時代

不 明 1
1

計 19 1 I ユ ユ



金属製品集計表 (登録資料のみ)

遺   構
煙  管

古  銭 そ の 他 計
lT 首 吸  口

SD l  を1 1 1

SD 2  ゼ1 I 1 1

疱 2 4 1 匙 1

底面 1 1 刀 1

SD 2 ゼ2 1 阪状製品 ユ

SD 4  ゼユ 1 4

22 4 4 4 飾金具 1 鍔 1 刀子 1

底面 切羽 ] よ

層 中 1 l

SD12 I 1

SK37 1 1

SK44 1 1

SK66 ユ 1 1

1 I

SX 6 ゼ 3

SX 6 層中 8

Ⅱ～ Ⅲ区 2 2

近世遺構検出面 1 3

近世整地層 1

P 12 lZ

表土 3 1ク

不明 3

合   甜 11

漆塗製品 。木製品集計表 (一部杭材除く)

遺   構

漆 塗 製 品 木 製 杭 加
工
木

柱
材
竹
製
品
小

　

計

△
日
　
　
計

椀 大
鉢
皿 警 下

駄
不
明

下   駄 箸 樽
天
板

輛
か
樽
側
板

曲
物
梱
杓
の
柄

皿 小
型
杵

円
形
板

櫛 そ

の

他

不
明
杭 橋
杭

椀
身
椀
蓋

下

駄
運 下
歯 臥
歯

SD 2 を 1 I
|

41

l 1 3 枠 ] 1

ゼ3底面 1 1 2 1

配 石 1 4 アタ抜きフネ1

層 中 2 1

SD 3  ゼ1 1 1,

22 ユ 1 ユ 1 ユ | 1

ゼ3底巨 3 1 木錘 ?1

層 中 1 ユ 1 13 & 1

SD 4  21 13 l 4 ユ 1 l ll条 1

ゼ 2 1 1 I I
13

層 中 1

SD12 下層 1
1

SE 1  2 5 独楽 1 1

SK27 ゼ7 11

層 中 1
1

SK37 を5 1

3K64 21 1
1

SX l ゼ2

SX 6  ゼ7 1 折敷 Pユ

底面
3

層 中 1 二 1

Ⅱ区 西P411 l
よ

柱 1～ 4 4

「24 P6 と 1

1 I

l 1

不明 1

月ヽ   こ「 2 2 1 1 1 1 4 I Iユ 1 7 1

合   計 イ 7 I

検出遺構について

近世の遺構は整地層と掘り込み面の関係から4期 に分けられる。

(I期〉

堀で囲まれた屋敷跡で、調査で検出された部分と航空写真、現地踏査結果から、SD l堀跡およびSD 4堀 跡が同

一の堀跡であると考えられ、平面形態は北西部が魚川に沿った形となり、台形を呈するものと考えられる。堀は幅



が約 8m、 深さ1.5m程度であるが、南辺の中央部は幅約 5mと くびれ、深さも浅くなることから、土橋であった

可能性がある。堀の内側は盛土で整地されており、多数の柱穴が検出されている。これらの柱穴は、 I期以外のも

のも多数含まれており、時期的な細分が困難な状況である。また、同一面で前述の火葬墓が検出されていることか

ら、屋敷地として使われていなかった時期があり、その後屋敷が構えられたものであると考えられる。柱穴の規模

によってその分布状況を検討すると中心的な施設は、Ⅱ区の北側に確認されたSB l・ 2・ 3・ 4掘立柱建物跡と

SK27井戸跡が考えられる。SB l掘立柱建物跡については南辺及び北変に庇が付くもので、SB 2・ 3・ 4掘立柱建

物跡についても南辺及び北変に庇が付 く建物であるが、東側の構造及び全体の規模は不明である。SB 2・ 3・ 4

掘立柱建物跡はSB 2から4へという順序で同位置に建て替えられている。それらの建物と井戸の間の柱穴にも同

程度の規模のものが見られるが、建物は不明である。また、SA l柱列はSB l掘立柱建物跡と方向が同じであるこ

とからこの時期の塀跡であると考えられる。掘立柱建物跡と井戸跡の南東にあるSX 6性格不明遺構は池跡と考え

られる。この遺構は 2時期の重複があり、 I期の遺構はⅡ期の遺構により削平され、詳細は不明である。また、小

規模な柱穴の掘立柱建物跡が付属して建てられていた事も十分に考えられる。

(Ⅱ 期〉

I期 と同様に堀で囲まれた屋敷跡で、SD 3堀跡およびSD 6堀跡が同一の堀跡であると考えられ、 I期 より南ヘ

約20m移動している。 I期のものと平面形態、規模は同様であるが、南辺が深さ2mと深くなっており、東側底面

には畝状の高まりがある。 I期の堀の南辺は埋め立てられずにそのままⅡ期にも使用されていたものと思われ、南

辺の堀は二重になっていたものと考えられる。南辺中央のくびれ部では底面が土橋状に浅くなり、その上に橋が架

けられていた。南側の堀では幅約1.5mの二列で約 lm間隔に五ヶ所の橋杭が検出され、北側の堀では橋抗は検出
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されていないが、堀底面の構造が類似していることから同様の橋が架けられていたものと考えられる。SD 3堀跡

とSD 4堀跡の間は新たな盛土で整地されている。屋敷内の中心的な施設としてはSB 6・ 7・ 9。 13・ 14掘立柱建

物跡の 4棟の建物跡が考えられる。また、SA 2柱列がこの時期のものであると考えられる。特に中心となるSB 9

掘立柱建物跡は東西に 2棟の建物が合体したような構造になっており、西側は南北に庇が付くが、東側は庇がなく、

西側より幅が広いという構造になっている。SB 7掘立柱建物跡は南北に庇の付くもので、SB 6掘立柱建物跡は庇

の無い建物で、同一の場所でSB 9→ 7→ 6の順に建て替えられている。また、SB13・ 14掘立柱建物跡がSE l井戸

跡を取り込む形で建てられている。SE l井戸跡がⅡ期の屋敷に伴う井戸であると考えられる。この他にSD 3堀跡

と中心となる建物の間、SD 4堀跡を挟む地域にも掘立柱建物跡が検出されている。SB 9掘立柱建物跡の東側に I

期の屋敷と同様SX 6性格不明遺構とした池跡と思われる遺構があり、Ⅱ期の遺構である新期の遺構は北端にSD14

溝跡が接続し、北方へ傾斜しており、つF水溝の可能性がある。また、SX 6Jl■格不明遺構の I期およびⅡ期部分の

それぞれを埋めた部分にも柱穴が見られることから具体的な建物は不明であるが、Ⅱ期の池の近辺にも建物が位置

していたことが考えられる。更に池を完全に埋めた跡地にも建物を建てており、池を埋めた段階で、SD 4堀跡の

1回 日の埋土がこの時期であったことが考えられ、屋敷の性格は変わっていたものと思われる。出土遺物からI期

およびⅡ期は17世紀を中心とした年代が考えられる。

(Ⅲ期〉

I期・Ⅱ期と同様の規模の屋敷跡であると考えられる。池跡としたSX 6Jl■格不明遺構部分で、遺構が埋められ

た上に更に盛土整地し、その他の地域ではⅡ期の面の上に盛土整地している。この時期の建物については I期及び

H期の建物跡と重複する部分が多く、特定することは困難であるが、 I期・Ⅱ期の建物跡と同様の規模の柱穴の建

物もあったと考えられる。堀で囲まれているが、武士の屋敷から規模の大きい農家へと変わっている可能性が考え

られる。

(Ⅳ期〉

この時期には屋敷跡を囲んでいたSD 3堀跡を完全に埋め、その上にSD 4堀跡を 2回 目に埋めた土で更に埋まっ

たSD 3堀跡の上にまで盛土整地している。その後SD 2溝跡を構築し、掘立柱建物跡が建てられている。 I～Ⅲ期

の掘立柱建物跡と重複するものが多数存在すると考えられるが、SD 3堀跡の外側やSD 4堀跡が埋まった地域に検

出された建物がこの時期のものであると考えられる。SD 2溝跡は 2期の変遷があるが、新期には流れる水を堰止

めて河棚が設けられている。Ⅲ期およびⅣ期は18世紀後半以降の年代が考えられる。その後SD 2溝跡を埋め立て

再度盛土整地され現在の表土となり、住宅地および畑地として利用されて来たものと考えられる。

2日 まとめ

(1)元袋遺跡は魚川の形成した東西に馬背状に廷びる標高10m前後の自然堤防上に位置している。

(2)縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良時代、平安時代、中世、近世にわたって各地代の遺物・遺構が検出され

た。

(3)縄文時代の遺物としては後期以降の土器、石器が出土している。遺構が検出されていないため、集落等は不明

である。

(4)遺跡の北側で弥生時代の水田跡が検出されている。水田跡の時期は出土遺物から前期以降と考えられる⑤その

他に十三塚式、天王山式期の土器が出土している。石器では石包丁未製品、アメリカ式石鏃がある。

(5)古墳時代では土坑が 1基検出され、土師器の大型の壼が出上している。

(6)古代では竪穴住居跡27軒、土坑16基、溝跡 6条、小溝状遺構群 3群等の遺構が検出された。

奈良時代の竪穴住居跡が10軒検出され、 8世紀代の年代が考えられる。



平安時代の竪穴住居跡は 8軒検出され、lo世紀前後の年代が考えられる。

小溝状遺構群は 8～ 10世紀のものと考えられる。

(7)中世では竪穴建物跡 1基、土坑 1基、火葬墓lo基、溝跡 7条が検出された。その他に多数の柱穴があるが、中

世の建物、それを中心とした屋敷跡については不明である。

(8)近世では4時期の屋敷の変遷が認められた。 I・ コ期については堀で囲まれた屋敷跡で堀や建物の規模が大き

く、武士階級の屋敷であったものと考えられる。池状の遺構がみられることからも格式の高い屋敷跡と考えられ

る。堀からの出土遺物には伊達家の家紋である九曜紋の瓦、三引両紋風の漆器椀があり、天目茶碗や茶道具、赤

色漆塗りの漆器椀、白木の箸、鍍金された煙管、更に金箔瓦が出土している。

伊達家の家紋のある遺物から、この屋敷は伊達家に関係の深い屋敷である可能性が考えられる。『伊達治家記

録』には国分薬師堂御仮屋、袋原仮屋の名が認められるが、大野田には御仮屋の記録は残っていない。同書、天

和 3(1683)年 12月 23日 の記事に伊達家四代藩主綱村が「長町貴 (魚),II辺で御進行」の記載があり、このよう
な際に立ち寄るための屋敷であった可能性は考えられる。時期的には17世紀を中心とした時期であり、伊達本の

初代から四代の時期と重複するものと考えられるが、直接伊達家につながる屋敷であるか、家紋を拝領した家臣

等の屋敷であるのかは不明である。また、Ⅱ期の後半期には、池を埋め、堀の一部を埋めている。その後の屋敷

は格式の高い武家屋敷ではなくなっていたものと考えられる。18世紀前半頃には屋敷跡の性格が変わっていたも

のと考えられる。この17世紀を中心とした屋敷跡については今後、文献資料の検討や新たな周囲の調査成果の検

討をしていかなければならないものであると考えられる。

Ⅲ期については I・ Ⅱ期と同様の規模の屋敷跡であるが、埋め立てられた池の上、Ⅱ期の面の上に盛土整地し、

新たな屋敷を建てている。この屋敷は武家屋敷跡ではなく農家の屋敷地になっていたことが考えられる。

Ⅳ期については堀が完全に埋め立てられ、Ⅲ期の面の上に盛土整地し、新たな水路が掘られ、掘立柱建物で構

成される屋敷跡であると考えられる。Ⅲ期同様に農家の屋敷地として利用されていたものと考えられる。

Ⅲ期・Ⅳ期の年代は18世紀後半以降であり、現代まで住宅地および農地として利用されていたものと考えられ

る。
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仙台市、元袋遺跡におけるプラント・オパール分析

古環境研究所

1. はじめに
この調査は、プラント・オパール分析を用いて、元袋遺跡における水田跡の探査、ならびに発掘調査において検

出された水田遺構における稲作の検証を試みたものである。

2日 分析方法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をもとに、次の手順で行

った。

1)試料上の絶乾 (105℃ 。24時間)、 仮比重測定

2)試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m,約002g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W。 42KHz。 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散、プレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもに機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)を 同定の対

象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。なお、稲作跡の探査が主目的であるため、同定および定量は、イネ、ヨ

シ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ススキやチガヤなどが含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類

群に限定した。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に

相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。また、この値に試料の仮

比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単位 :105g)を 乗じて、単位面積で層厚 1

cmあたりの植物体生産量を算出し図示した。換算係数は、イネは赤米、ヨシ属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値

を用いた。その値は、それぞれ2.94(種実重は1,03)、 6.31、 0,48である (杉山・藤原,1987)。

3B水 田跡の探査
(1) 壽t米斗

調査地点は、 I区東壁セクションである。調査区の土層は I層～V層 に分層された。このうち、 I層 は盛土であ

る。Ⅱ層は、土質はシルトであり自然堆積層とみられている。土層上面において弥生時代中期後葉～中世 。近世ま

での遺構が検出されている。Ⅲ層は、シルト質粘上であり、これも自然堆積層と考えられている。Ⅳ層は、土質は

粘上である。土層観察において水田土壌の可能性が考えられている。V層 は、自然堆積のシルト質粘土である。土

層上面から弥生時代前期末～中期初頭と推定される土器が出土している。

試料は、遺跡の調査担当者によって容量50cm3の採土管を用いて採取され、当研究所に送付されたものである。

図 1に、土層断面図と分析試料の採取箇所を示した。

(2)結果

試料 lg中のプラント・オパール個数を表 1に示す。なお、イネ、ヨン属、タケ亜科の各植物の推定生産量と変

遷について図2に示した。巻末に主な分類群の顕微鏡写真を示した。
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分析の結果、イネはI層でのみ検出された。密度は非常に高い値である。ヨシ属はI層、コ層およびⅣ層から検

出された。密度はいずれも低い値である。タケ亜科はすべての試料から高い密度で検出された。ウシクサ族はI層、

Ⅳ層およびV層から検出されたがいずれも低い密度である。キビ族は検出されなかった。

1)稲作跡の可能性
水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 lgあ たりおよそ5,000個以上

と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。また、その層にプラン

ト・オパール密度のピークが認められれば、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲作

が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて稲作の可能性について検討を行った。

I層から検出されたイネは、現在あるいは比較的最近の水田耕作によるものと考えられる。他の土層からはイネ

は検出されなかった。

2)古環境の推定 (図 2参照)
ネザサなどのタケ亜科植物は比較的乾いた土壌条件のところに生育し、ヨシは比較的湿った土壌条件のところに

生育している。このことから、両者の出現傾向を比較することによって土層の堆積環境 (乾湿)を推定することが

できる。

本地点では全体にタケ亜科が非常に高い密度で検出されており、ヨシ属は極微量である。したがって、本遺跡周

辺はネザサ節やクマザサ属が繁茂するような、比較的乾いた土壌条件で現在まで推移したものと推定される。

4口 Ⅳ層水田遺構における稲作の検証
元袋遺跡の発掘調査において、第Ⅳ層から水田遺構が検出された。同層は、先に行った水田探査では、水田跡と

は推定されなかった土層である (3章参照)。 ここでは、同遺構における稲作の検証を目的にプラント・オパール

分析を行った。

(1)試料

試料は、Ⅳ層より検出された水田遺構 5箇所から採取された 5点である。いずれも遺跡の調査担当者によって容

量50cm 3の採土管を用いて採取され、当研究所に送付されたものである。図3に分析試料の採取箇所を示す。

(2)分析結果

試料 lg中のプラント・オパール個数を表 2に示した。

分析の結果、イネはすべての試料から検出された。ただし、いずれも非常に低い密度である。ヨシ属はすべての

試料から検出された。ただし、密度はいずれも低い値である。タケ亜科もすべての試料から検出された。このうち、

試料番号S54を 除くといずれも高い密度である。ウシクサ族は試料番号S52と S53から検出されたが、両者ともに

低い密度である。キビ族は検出されなかった。

以上のように、すべての地点からイネが検出されたことから、当該遺構において稲作が行われていた可能性が考

えられる。ただし、プラント・オパール密度の平均は700個 /gと 非常に低い値である。プラント・オパール密度
が低い原因としては、①稲作が行われていた期間が短かったこと、②土層の堆積速度が速かったこと、③稲藁の大

部分が水田外に持ち出されていたこと、④稲の生産性が低かったこと、などが考えられるが、ここでの原因は不明

である。

5日 まとめ

元袋遺跡において採取された試料についてプラント・オパール分析を行い、水田跡の探査と検出水田遺構での稲

作の検証を行った。その結果、最初に行った水田跡の探査では、盛土以外に水田層と考えられる土層は認められな

かった。発掘調査において検出されたⅣ層水田跡からは、極微量ではあるがイネが検出され、同遺構において稲作



が行われていた可能性が推定された。
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図 3 試料採取地点
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植物珪酸体 (プラン ト・オパール)の顕微鏡写真

No. 分 類 群 地 点 試料名

1

2

3

4

5

6

イネ

イネ
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タケ亜科

I区東壁
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Ⅳ層水田跡
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S54
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Ⅲ
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元袋遺跡より出土した大型植物遺体

吉川純子 (古代の森研究舎)

1日  tよ じめに

元袋遺跡は仙台市太白区の魚川が蛇行して袋状の地形となった場所に立地しており、弥生時代から江戸時代まで

の複合遺跡である。ここでは発掘調査によって、江戸時代仙台藩関連の大規模な屋敷跡が発見された。屋敷跡は

SD 4か らSD 2ま での二時期の堀で囲まれており、古い時期のSD 4、 SD 3は同時期に存在の可能性も推定されて

いる。木製品のほか、陶磁器や瓦など遺物の大半はこの堀から出土しており、遺物の時期は16世紀後半から18世紀

前半まであるが、多くが16世紀末から17世紀代のものである。本遺跡の遺構からは多種類に及ぶ果実種子などの大

型植物遺体が出土しており、河川に近く湿った場所であったため植物遺体の保存はきわめて良好であった。これら

の大型植物遺体を詳細に観察、同定した結果から、当時の生業、周囲の環境などの推定を試みる。

2日 出上 した大型植物遺体の傾向

まず表 1は土坑より出土した大型植物遺体で、SK13は火葬墓、SK27は井戸、SK22と SK28は火葬墓、SK37は井

戸ではないが楕円形に掘られた土坑である。これらのほかに土坑としての用途は不明であるがSKll、 SK20、 SK31

からも植物遺体を出土している。SK22については炭化物残澄の中に同定可能な植物遺体は認められなかった。な

お、SK37に おいては 5層の堆積物を約300cc採取し、0,25ミ リロの舗で水洗した残澄を顕微鏡下で選別した結果を

表 1に示してある。

出土傾向としては、イネ、アワ、キビ、ヒエ、ォォムギ、コムギといった穀類やキュウリ属メロン仲間の種子を

中心にウメ、モモといった木本の食用植物が随伴する。アズキまたはダイズといった食用の炭化したマメやソバも

出土している。また、土坑SK37の堆積物からは食用植物のほかにヘラオモダカやイボクサ、ミゾソバ、ヤナギタ

デ、シロネ属のような水生植物や、住居や田畑の周辺に生育するようなギシギシやヒユ属、ミドリハコベ近似種、

メナモミのような中生植物も出土した。

表 2及び表 3は二時期にわたる堀SD 2、 SD 3、 SD 4と 遺跡東方向に伸びる排水溝とみられるSD12の同定結果

である。排水溝SD12は堆積物約300ccを 0.25ミ リロの舗で水洗した残澄 を顕微鏡下で選別した。また、堀試料の多

くはすでに選別された試料であるが、SD 3の 1層」34及びSD 4の 2層127については、体積は不明であるが水洗残

差があったのでこれも顕微鏡下で選別した。

堀及び排水溝では食用植物のほかに周辺に生育していた植物からも供給が多かったと考えられ、木本16種、草本

51種 と多種類に及んでいる。木本では食用にされていたと考えられるウメ、モモのほか、湿地に生育するハンノキ、

植裁していたと考えられるスギ、サワラ、キリなどを出上している。草本ではイネ、アワ、キビ、ヒエ、ォォムギ、

コムギ、ソバ、アズキ属またはダイズ属、エゴマ、キュウリ属メロン仲間、 トウガラシ属が出土し、食用として利

用されていたと考えられる。また、食用か否か不明であるがアサも利用植物である。水生植物では 1個体のみでは

あるがSD12か らは流水に生育するコバノヒルムシロを出土していることから、この排水溝は比較的栄養度の低い

水が流れていたと推測される。また、堀や排水溝からは水生植物のヘラオモダカ、ウキヤガラ、ホタルイ属、イボ

クサ、イシミカワ、ヒシ属などが出土している。中生植物ではギシギシ、ミチヤナギ近似種、シロザ近似種、コハ

コベ近似種、オヤブジラミ、アカネ属などを出上している。

表 4は土坑、溝以外の住居にともなう遺構などから出土した植物遺体を示している。SX06のみ楕円形の用途不

明の土坑である。これらの遺構からはほとんどイネやオオムギなどの炭化した穀類とオニグルミ、モモを出土した。

また、常緑の木本であるシラカシの幼果を出土しており、立地的にシラカシが自生していたとは考えられない場所
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であるため、屋敷内に植裁されていたと考えられる。

出土傾向をわかりやすくするため、遺構ごとに何種類かの植物について図示を試みた。ただし、SD12及びSK37

は約300cc中の出土数であるが、ほかは定量されていないため、あくまでも出土しているか否かの目安としてのみ

の出土総数を図示してある。図 1は堀SD 2、 SD 3、 SD 4、 及び排水溝SD12と井戸SK27、 土坑SK37について主要

な栽培利用植物について出土傾向を図示した。堀はSD 3、 4がほぼ同時期でSD 2が新しい。図 1に よると、SD 4、

SD12はイネやヒエ、オオムギ、メロン仲間など生活残澄が比較的多く堆積している。また、SD 3も ヒエは堆積し

ているが全体に少なく、オニグルミやウメ、モモなどの食用木本が堆積している。SD 2に なると穀類は見つかっ

ていない。また、土坑SK37はイネ、オオムギ、アサのような穀類などが堆積しているが、井戸SK27は比較的少な

い。井戸は上水としての水を汲

むために底さらいを頻繁に行

い、ゴミなどが入らぬようにふ

たを閉めている井戸 も多いた

め、使用している間は堆積物が

溜まらず、井戸廃棄と同時に埋

めてしまったとすれば、植物遺

体の堆積がほとんどなかった可

能性が高い。逆にSK37は炭化

穀類やアサなどが堆積している

ことから、生活ゴミや周囲の土

砂が流れ込んでいたものの、そ

れほど底さらいを必要としなか

った土坑 と考えることもでき

る。

図 2は lTBSD 3、 SD 4、 及び

排水溝SD12と 土坑SK37で出土

した水生植物 5種類と中生植物

7種類について出土傾向を図示

した。図 2で はSD 2と 井戸

SK27は省かれているが、これ

は掲載した種類の出土が無かっ

たためである。SD12と SK37で

は水生植物と中生植物が比較的

まんべんなく出土している。堀

ではSD 4は水生植物も中生植

物も出上しているが、SD 3で

は木本のスギと水生植物を出土

し、草本の中生植物は出土しな

い。水生植物が比較的多く出土

したのは堀の中などにこれらの

図 1 元袋遺跡より出土 した栽培植物 (表示個数は種子総数、黒丸印は10個未満)
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植物が生育していたと考えられる。また周囲に生育していたギシギシやミドリハコベなどの中生植物やスギなどが

風や雨水によって堆積 していたと考えられる。なお、新しい時期の堀SD 2は炭化穀類や草本などをほとんど出土

しないが、堀が使われていた期間が大変短かったか、屋敷自体が常駐ではなく短期的に使われる目的で存たしてい

たとも考えられる。本遺跡ではイネに次いでオオムギの出上が目立つが、これはおそらく人間ではなく馬のための

飼い葉として利用していたものと考えられる。

3日 特筆すべき大型植物遺体の記載

ナス属 A、 BIナ ス属Aは径2.5～ 4ミ リではっきりとした網目がある。形状と大きさ等は栽培のナスに匹敵す

るが、現在栽培されているナスは網目の空隙が無く畝状になっているため形態としては異なっている。このナス属

の種子形態については現在検討中である。ナス属 Bは精円不定形で 2ミ リ以下のものが多く、野生のイヌホオズキ

やマルバノホロシなどと考えられる。

不明A:紡錘形で表面縦方向に比較的深い溝が数本はいる。最外層はスポンジ状であるが内層が木質で大変堅く

内部には楕円形の空洞がある。構造的には果実種子では無いようである。仙台市の中在家南遺跡、高田B遺跡など

の低湿地遺跡で多く出土しているが、どの植物のどの部位か判明していない。

表 1 元袋遺跡土坑より出上 した大型植物遺体

分類群名       学名                              ,層 2 ,層 3 1層  芸昆整 日なし 7層  9層  2層  層なし 屈なし 2層  5層 (フ
・E,ク )

オニグルミ      ぬ♂a漁♂れね万rtrFo7Ja Car            炭化内桑皮片  1                   3
PrvPas,lrpθ  Steb et Zu∝             核風化     1                                       1
PPθ莉 露(Lun)Batsch             核 81化         2
皓0こωヮ θ成,θ Pdhat             種テ

Иcttnidiap剪 昭脇躍 (Sieb et Zucc)Planch et Ma� H種 子

Saユ強 工a互力切 壊―                果実 ２

３。

”

６

８

　

４

・４７

・２

７

３

２５
　
　
　
１
　
　
３９

９

類      ?8
演化歴ユし          5   ]

炭化種子

キピ         Pafff例 切
"fyFfacewtt L             

類

炭化種子

var Frtrp伽 癒鯉 W F Mght          炭化種子

小タルイ属 A      &と ,vs A                     果実

/r9rPc助 魔Jga々 L               炭化種子          8   2      6  8  9
盈

''じ

口ηθ∝ Bry」2J L              炭化種子

Bカカ9fFt799 9rysFaF/1 Beauv           顕

FP79P/v2認 ゅ″財 Wtt GIhben         屎実

′留ヵf/,a脚お
“
HOutt            果被

サナエタデ近似種   'cr daれ w,Moench             果実
ヤナギタデ      勒

"hnn               
果実

ネバリタデ近似fe   ,ci 7fSpFervB Maklllo            果実
シロサ近似穏     9/妨 υ餌胸吻 ci Bybw″ ■�4          種子
イノコズテ届     "力 Frf                   黒案

コハコヘ近似種    能 ユこarfa caれ θrra(hnn)vlllars        種子
ミドリAコ ベ近似種   .9 cF″ 錮 露癒 Wehe               種子
ノミツフスマ近似種   ,cf asne c.Ina var ttdと こara lThunb)Onwi  種子
クンパイナズナ    2鵬 ブ 拗 霊 Lha              種子
アズキ属またはダイズ属 И夕盟 or θ″ ,9                 炭化種子

ギシギシ属      ,世 力elf                     果案
ミチヤナギ近似種   ヨヵ顎防切 el,VLpFara ttnn          果実

P力 切わθれ″ Si9b et Zllec            果実

８４

・０

７４

２６

２７

　

２

１９

効
“

子

子

実

実

実

子

実

子

子

子

種

種

果

屎

果

種

果

種

種

種



表 2 元袋遺跡清遺構より出土した大型植物遺体 (1)

スギ         aИ 滋
"α
強 7apα】露 lL■1)D Don        種子

葉
サワラ        傷 a2,唖 ar遷,,す艤  (Sieb et zucc)Sttb et Zucc球 果

案
オニグルミ      ./vrFa2s arFa2醜 ia Car            内果技完形   1         1          1      1   3  20

完形食痕
ヒメグルミ       ′βf7aff力 fF97fa vtlr ωH滋歩ηた 触 a�m)Rehder  内果皮完形             1       1             1   19

内果皮半分
ハンノキ        ィゎtrs,騨nica(Thunb)steud           果実序破片                     1
]ナラ属        919 ftfs                      果実破片       1
クワ属        郷〃チぉ                      種子
ウメ         D聖 ,v●″塑ηθ Steb et Zucc            核夙化              1       1
モモ         ,,9rsyfa lL� n)Batsch             核

核半分                      1
核風化              1                1      1

キイテゴ属      Fttう
“
                       核

ミズキ        0ぃ
“
ω,"И露館 Hemsとy           内果皮

エゴノキ      ,〃 ″,atti盟                                       1
クサギ        cI∞ 】

"と
卿 ″訪ο効″v12 Thunb        内果皮

キリ      み wyp閉力肋″伽かコlTlluab)Steud     種子

髪多雰
タカ  ぞ琵野罷;稔 哲々ZT争縄,Br dB°uche  蒸                   1   ;

イネ        晦 a露′躍 L                額

炭化胚乳
アワ        攪 tattaFraFfra Beauv            頼
キビ        '2ff● ど22J77fattr4P L            類
オオムギ       漸頻鵬 lIP2 ywイ タ″ L               炭化種子
コムギ        聴 dcどガ β

“

jF7V4f L              炭化種子
イヌビエ        Ec正 499/P′

"砂 “
騨″ Bcauv           頼                               2

ヒエ         】 の
“
多
"Bcauv varか

口″9●力じθtt W F Wight  顕
イネ科 A      cranineac A               類
ウキヤガラ      dfrptrfン 食印力 OhWi               果実
ホタルイ属 A     t99ffP“ A                   果実
スゲ属         ∽ r9/                       果実
ツユクサ        cOm"97f2Я じ22η trrffe L� n             種子
ィボクサ   Иηゎ コ協 ′Hassk     群            単       i  3

表 3 元袋遺跡清遺構より出土した大型植物遺体 (2)

I層  1層  2層   2層   3層   3層  9層  1層  1層   1届   2層  1届  2層  底面上 下届

カナムグラ       河wttf7trs,ψ 9pc・lIS Sieb et Zucc          果実
ツバ         滉顕zン瘤″ sョロ″β力″ Gilibert          果実
ギシ■シ        21rrIP餌 7ap∽″

“
HOutt              果被

ギシギシ属      ″幽密餌                     果実
ミテヤナギ近似種   ヨヵコ"Ttt cF a7yfv7pr Lina           果実イシミカワ      ,,9fFoFfa力 η LInn              果実
ミツツパ       ,ヵ ψぅ韓 isと b et zu∝             果実
サナエタデ近似種    ,ca s¢ ヵ塑η Moench              果実
ヤナギタデ      ,4/1Pr9PIPar LInn               果実
ボントクタデ近似種  ,cF pvうθ,じ餌s BIume              果実
ネバリタデ近似種   ,cf ttθ∽勝 pη  Makin。              果実
タデ属        コヵη"trp                   果実
シロザ近似機      の 9,卯 rftffff CF,/blIB Linn           種子
イノコズテ属     "務

“
                    果実

ヒユ届         ИttlraJ9湧
“
                    種子

コハコペ近似種     駐eを重da cf"971B ILinn)V工 lars        種子
ミドリハコペ近似種   ,cl ηer79fraヽ Veihe               種子
ノミノフスマ近似種   S cr attinθ  Grimm var tfPrT7att lThunb)oh胡   種子
グシバイナズナ    ma茅 コpttdθ Linn              種子
アズキ属または

'イ

ズ属 賄卵,or aF/fr2θ                 炭化種子
エノキグサ      4露 //P7fa prsル 7f_t LItan             種子
ヒシ属        磁攀 a                      果実破片                                     1
オヤブジラミ      T9rf7fe scPtta lThunb)DC             果実

7a4/aPttrta r/9,誡 )機&
アカネ属       ″μbra                      種子
メ ナ モ ミ       sittbcGXia″ め 9。″ 2β lWIakinOIMakinO      果 実

勢露 雛 ω耐… 墨     ず 争

セリ科         tTnbe■ iFerae                     果実
イヌヨウジュ属    力傷ヵ                     果実
シロネ属       嘩 中 tra                     果実
エゴマ        ョ″れ7p Frpttce委 ⊂inn)BrittOn         果実破片

表 4 元袋遺跡住居跡ほかより出土した大型植物遺体

シラカシ     9L19FCtrdコ Fこ饂 β9F9/f2Blume
アカガシ亜属   9口傷αrd Subgen ttdObalanOpsis
モモ       カ″″胚P9reF∽ lLIna)Batsch

イネ      073,,2′ И2L

オオムギ
コムギ

内果皮片
幼果
幼果
核

炭イヒ核
穎
炭化胚乳
炭化種子

炭化種子

′五″κわtrf4 7望勇黎で L
rr歳働確2“″レЙtt L
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図版 1 元袋遺跡より出上した大型植物遺体 (1)
1.ス ギ、葉 (SD31層」34)2.サ ワラ、葉 (SD3 1層 J34)3.シ ラカシ、幼果 (S113a掘方)4.ヤ マブドウ、種子 (SK37‐ 5層 )
5。 キリ、種子 (SD3■層」34)6 イネ、炭化胚乳 (SK37 5層 )7.ヘ ラオモダカ、果実 (SK37 5層 )8 キビ、炭化種子 (SK37‐ 5層 )
9.オ オムギ、炭化種子 (SK37‐ 5層 )10.コ ムギ、炭化種子 (SK37 5層 )11.キ ビ、穎果 (SD3‐ 1層」34)12.ヒエ、穎果 (SD3 1層 J34)

スケールはlmm

252



図版 2 元 袋 遺 跡 よ り出上 した大 型 植 物 遺 体 (2)
13.イ ボクサ、種子 (SD3■層」34)14.ホ タルイ属、果実 (SK37 5層 )15.ア サ、種子 (SD12下層)16.ギ シギシ属、果実 (SK3各 5層 )
17.カ ナムグラ、果実 (SK37 5層 )孔8.ミ ゾソバ、果実 (SD3 1層 J34)と 9.サナエタデ近似種、果実 (SK37 5層 )
20.ネバリタデ近似種、果実 (SK37‐ 5層 )21.マメ科、種子 (SK37‐ 5層 )22.アズキ属またはダイズ属、炭化種子 (SK37 5層 )
23.コ ハコベ近似種、種子 (SK37 5層 )24.ナス属A、 種子 (SK37 5層 )25.ア カネ属、種子 (SK37‐ 5層 )
26.イ ヌコウジュ属、果実 (SK37 5層 )27.シ ロネ属、果実 (SK37 5層 )28.不明A(SD3 1層 J34)

スケールはlmm

253



元袋遺跡における江戸期の花粉化石群

吉川昌伸 (古代の森研究舎)

1口 試料と方法

元袋遺跡では、堀で囲まれた二時期の武士の屋敷跡が重複して発見され、仙台藩主に関連した施設の可能性が考

えられている。ここでは、屋敷周辺の植生及び生業を解明するため、土坑 (SK37)。 溝 (SD12下)内堆積物、及

び住居跡 (S18)の覆土について調査した。

SD12溝はⅡ区東部の池状の窪地から東側に延びる溝、SK37土坑はSD12溝の北側に近接し5m× 3.5mの楕円形

の土坑である。土坑の用途については不明である。時期は16世紀後半から18世紀前半と推定されている。斉紙試料

は発掘調査担当者により採取されたSD12溝下、SK37土坑 5層、S18住居床面 (lb層 。埋± 1層 )及び住居外生活

面 (基本層ⅡoⅣ各層)の試料を用いた。なお、現地調査を行っていないため、位置及び層序などについては以下

で示さないことから関係する項を参照されたい。

花粉化石の抽出は、住居跡試料については約 2-3gを とり、10%KOH(湯煎約15分)一 傾斜法により粗粒砂を

取り除く-48%HF(約 30分)一 重液分離 (重渡は比重2.15に調整した臭化亜鉛)一 アセトリシス処理 (濃硫酸 1:

無水酢酸 9の混液で湯煎 7分)の順に処理を行った。溝及び土坑試料については、試料が水づけにされていたため、

沈殿物から傾斜法により細粒成分を抽出し、250μ mの帥で舗分後に、KOH、 HF、 重液分離―アセトリシス処理

の順に行った。プレパラート作成は、残澄 を適量に希釈しタッチミキサーで十分撹拌後、マイクロピペットで取

リグリセリンで封入した。

2日 堆積物及び花粉化石群の記載

元袋遺跡より産出した分類群のリストとその個数を表 1に、溝と土坑については主要花粉分布図を図 1に示す。

なお、出現率は樹木花粉数が少ないことから花粉・胞子数を基数として百分率で算出した。図表中で複数の分類群

をハイフンで結んだものは、分類群間の区別が明確でないものである。図版に示したAFR.MY番号は単体標本の

番号を示し、これら標本は古代の森研究舎に保管してある。

a. SD12溝、 SK37■
'九

各試料の産出状況は不明であるが、溝と土坑内堆積物は木材化石や種実などの植物遺体からなり、環境ゴミと生

活ゴミが何らかの要因により掃き寄せられて集積した遺体層とみられる。遺体屑とは植物体の地上部の破片・部分

が何らかの要因により掃き寄せられて集合したもので、生育する植物がその生育地において枯死埋積して形成され

た泥炭とは区別される (辻 ,1999)。

さて、SK37土坑 5層からは、クワ科が多産し、イネ科 (イ ネ属型)やアカザ科、ヒユ科、セリ科、ヨモギ属な

どを産出する。樹木は全体で3%と低率で、スギ、コナラ亜属、クリなどを僅かに産出する。一方、SD12溝下で

は、イネ科 (イ ネ属型)を多産し、クワ科やアブラナ科、ヨモギ属が比較的多く、ソバ属、ヒユ科、アカザ科、セ

リ科、ヒルガオ属、ベニバナ属などを伴う。また、抽水植物のオモダカ属やキカシグサ属が産出する。樹木は全体

で11%を 占め、落葉広葉樹のコナラ亜属やブナ、イヌブナ、低木のニワトコ属、針葉樹のマツ属複維管束亜属やス

ギなどを産出する。いずれの試料もクワ科は、花粉形態から草本のカラハナソウ属ないしアサ属とみられる。なお、

カラハナソウ属とアサ属は、クワ科を2科に分けてアサ科とする分類体系もある。

b.住 居跡床面及び住居外生活面

住居跡の覆土試料は、住居床面のlb層 と埋± 1層はにぶい黄褐色シルト質極細粒砂、住居外生活面のⅡ層が床面

と同様のにぶい黄褐色シルト質極細粒砂、Ⅳ層がにぶい黄褐色シルトからなる。これら住居跡試料の有機物量は



1ユ ー13%と 低い。なお、有機物量については強熟減量試験により行い、るつぼを電気マッフル炉中に置き750℃ で

3時間強熱し、強熱による減量を乾燥重量百分率で算出した。

各試料とも花粉化石は産出しないか、あるいは極めて稀で、草本起源と推定される炭片が多く含まれる。

表 1 元袋遺跡より産出した花粉化石の組成表

SK37 sD12   S18
和    名           学   名

5層   下  lb層
S18 S18醜
幅輝± 1 Ⅳ,冒

樹  木
マツ属複維管東亜属
マツ属 (不明 )
スギ
イチイ科―ヒノキ科―イヌガヤ科
ヤナギ属
サワグルミ属
クルミ属
クマシデ属―アサダ属
カバノキ属
ハンノキ属
ブナ

イヌプナ
コナラ属コナラ亜属
クリ属
ケヤキ属
モチノキ属
トチノキ属
ツツジ科
ニワトコ属
草 本
オモダカ属
イネ科 (イ ネ属型 )
イネ科 (野生型 )
カヤッリグサ科
ツユクサ属
ユリ科
クワ科
タデ属サナエタデ節―ウナギツカミ節
ソバ属
アカザ科
ヒユ科
ナデシコ科
アプラナ科
バラ科
マメ科
ツリフネツウ属
キカシグサ属
アリノトウグサ属
セリ科
ヒルガオ属
シソ科
オオバコ属
ヤエムグラ属―アカナ属
べニバナ属
ヨモギ属
他のキク亜科
タンポポ亜科
シダ植物
ヒカゲノカズラ属
他のシダ植物胞子

2ね口β subgen.∠狂ヵねコカリ盟
2ね
“
tUnknOwo

9r/P力町θμβ vit2P"'とβ他 .飢.)D.Don
Taxaceae‐ Cupressaceae・ Cephalotaxaceae
肋 泳

尉 erocar/2

妙 盟θ

6独効 口♂
‐OStta

覇θι口ね
幼 ErS

Fatts ttθ2,″ Bhme
乃烈∂ブカ伽力,Maxim,
9Vθκ V∂ Subgeno L9p」 iF9bβ力盟Erd
働 dιβ盟
"

紐 0盟
ry9/

ИeSCEryrrδ
Erlcaceae

Sa=pわ 口じvs

働 炉ととa力う
Gramineae(aγ tt type)
Gramineae(覇 rild type)

Cyperaceae
効 ッククe■� β

Lihaceae
Moraceae

乃み響り,Irp sect.Persicaria‐ Echinocau10n
頚功効 Tv盟
Chenopodiaceae
Amaranthaceae
Caryophy工aceae
Cruciferae
Rosaceae
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図 1 元袋遺跡のSK37土坑へSD12清の主要花粉分布図
(出現率は、花粉・胞子数を基数として百分率で算出した)

3.花粉化石群からみた若千の考察
SD12溝 とSK37土坑試料は、いずれも同様の堆積物からなり、花粉化石群は比較的類似した組成を示す。すなわ

ち、クワ科とイネ科 (イ ネ属型)が高率ないし比較的高率に占め、ソバ属、ヒユ科、アカザ科、アブラナ科、セリ

科、ヨモギ属などからなり、樹木花粉は稀である。堆積物は、遺体屑を主とし、植物遺体以外の無機物は稀で、流

水等により掃き寄せられて堆積した様相を呈する。樹木花粉が稀であること、堆積物が選択的であることから短期

間に堆積したと推定され、いずれの試料も季節性を反映した結果と推定される。つまり、SK37土坑ではクワ科が

卓越することから夏～初秋に、SD12についてもイネ属型やクワ科からなることから概ね同じ季節に堆積 したとみ

られる。

SD12溝ではイネ科 (イ ネ属型)が多産するが、こうした花粉の多くは周囲の水田から流水により搬入されたと

推定されるが、籾内には花粉粒が残留していることから洗米の廃水などによる可能性もある。一方、SK37土坑周

辺においてはクワ科の草本が繁茂していたとみられる。大型植物遺体ではアサとカナムグラが産出しているが、ア

サであれば周囲で栽培されていたことになる。他に栽培植物としてはソバ属とベニバナ属が産出している。屋敷の

植栽については、樹木花粉が稀であること、流水により搬入された花粉が多いとみられることから、これら資料か

ら植栽を特定することは難しい。

住居跡の覆土は、江戸時代と新しい時期の堆積物であることから、花粉化石が得られる可能性が期待されたが、

皆無に近い状態であった。花粉が得られなかった要因の 1つ としては、試料が生活面 (覆土に覆われる直前の床表

面)そのものでなかったことが考えられる。花粉の外壁は一般に風化土壌やロームなどの酸化条件下では分解され

るが、風化土壌でも敵湿で強い酸性 (pH5.0よ り酸性)を示す土壌は分析の姑象となりうる (三宅 。中越 (1998))

ことから、生活面そのもので土壌条件さえあえば植生や生業復元のための資料が得られる可能性はある。

引用文献

三宅 尚・中越信和.1998.森林土壌に堆積した花粉・胞子の保存状態.植生史研究, 6巻, 1号 ,15-30。

辻誠一郎。1999。 歴史資料としての植物遺体。国立歴史民族博物館編「考古資料と歴史学」,207-230,吉 川弘文館 ,

東京.



図版 1 元袋遺跡から産出した花粉化石
1-2:イ ヌブナ (Fagus iaponica)、 SD12溝下、AFR MY 1265. 3-4:ク ワ科
5-8:ソ バ属 (Fagopyrum)、 SD12溝下、AFR MY 1267.9-12:ア ブラナ科
13-14:ベニバナ属 (Carthamus)、 SD12溝下、AFR MY 1270.

(Moraceae)、 SK37土坑 5層、AFR MY 1271.

(Cruclferae)、 SD12溝下、AFR MY 1264.

(ス ケールは10μ m)
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元袋遺跡出土材の樹種

高橋利彦 (木工舎「ゆい」)

1 日 滸t米半

試料は202点で、近世のものとされる建物や堀跡などの遺構から検出されたものである。漆器 。箸などの食事具

や下駄・山物・桶などの日用品、橋杭などの土木・建築用材などと推定されているが、用途が不明のため形状で表

記されているものもある (表 1参照)。

遺跡は魚川右岸の、魚川が大きく蛇行して袋状になった場所 (標高約10m)に位置している。遺跡は弥生時代か

ら江戸時代までの複合遺跡であるが、試料は近世初期のものとされている堀で囲まれた、大規模な武士の屋敷跡と

その関連施設とみられる遺構から検出されたものである。屋敷跡は新旧二時期のものが重複して確認され、仙台藩

主との関連も考えられている。なお、遺構によっては近世前半あるいは後半と推定されているものもあるが、すべ

ての遺構の時期が確定しているわけではないため本報文では近世のものとして一括して扱うこととする。

2日 方法

プレパラートの作製には、筆者が遺物から採取した材片を用いた。材片は年輪界を少なくとも一つ (足かけ 2年

分)含み、かつできるだけ少ない量となるよう調査担当者と協議しながら採取した。剃刀の刃を用い、材片から木

日 (横断面)。 柾日 (放射断面)・ 板目 (接線断面)3面の徒手切片を作製し、これをガムクロラールで封入した

プレパラートを、生物顕微鏡で観察 。同定した。併せて分類群ごとに比較的状態のよいもの 1点を選び、顕微鏡写

真図版を作成した (図版 1-8)。 作製したプレパラートはすべて木工舎「ゆい」に保管されている。

3日 結果

試料の中には劣化や変形などのため同定ができなかったものが 5点あった。確実な同定ができず類似種としたも

のを含む197点が以下の23分類群 (こ こでは亜科・属・亜属・節・種の異なった階級の分類単位を総称している)

に同定された。針葉樹 7分類群、広葉樹15分類群、非樹木 1分類群である。試料の主な解剖学的特徴や一般的な性

質は以下のようなものである。なお、科名・学名・和名およびその配列は「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」 (佐竹

ほか 1989)に したがい、現生種の県内での自然分布については「北本州産高等植物チェックリスト」 (上野 1991)

を参照した。また、一般的性質などについては「木の事典 第 1～ 7。 13・ 14・ 16巻」 (平井 1979-1982)も 参考

にした。( )の中の試料番号は類似種としたものを示している。

・マツ属複維管東亜属 管bws sybgen.Dわ′9XyFon sp.)マ ツ科

Lbl, Lc3a, Lc4a, Lc31, Lc45a, Lc60。 66。 67④c, Lc60・ 66・ 67④d, Lc68

早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく、樹脂道が

認められる。放射組織は仮道管と柔細胞、エピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認め

られる。分野壁孔は窓状。放射組織は単列、 1-15細胞高のものと樹脂道をもつ紡錘状のものがある。

複維管束亜属 (二葉松類)には 3種あるが、県内にはクロマツ 徹れys hLInbergiも とアカマツ 彼 ♂ettMora)

の 2種が分布する。クロマツは本州～琉球の海沿いに多く生育し、また古くから砂防林として植栽されてきた。ア

カマツは北海道南部から九州に自生し、また植栽される。材は重硬で、強度は大きく、保存性は中程度であるが耐

水性に優れる。建築 。土木・建具・器具 。家具材など広い用途がある。

・マツ属単維管束亜属 仔hus subgeF2.rapFox/fon sp.)マ ツ科

Lc3b
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早材部から晩材都への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく樹脂道が認められる。放射組織は仮道管、

柔細胞とエピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁は滑らかで、分野壁孔は窓状。放射組織は単列、 1-15細胞高の

ものと樹脂道をもつ紡錘状のものがある。

単維管束亜属 (五葉松類)には 4種といくつかの変 。品種があるが、県内にはハイマツ (22口s pu崩協)と ゴヨ

ウマツ (ヒ メコマツ)(P parvi4oras)が自生する。ハイマツは北海道 。本州 (中部地方以北)の高山・寒冷地に、
ゴヨウマツは北海道 (日 高・渡島・奥尻島)。 本州 。四国 。九州に分布する。ゴヨウマツは尾根筋や斜面に生育す

る常緑高木で、まれに植栽される。材の硬さは中程度で、加工や乾燥は容易、保存性は中程度である。建築・建

具・器具・家具材などの用途がある。

。モミ属 (Attes sp.)マ ツ科

Lb23, Lc32, Lc34, Lc47, Lc56

早材部から晩材部への移行はやや緩やか～緩やかで、年輸界は明瞭。樹脂細胞・樹脂道はない。放射組織は柔細

胞のみよりなり、柔細胞内壁は粗 く、末端壁にはじゆず状の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型 (Taxodioid)

で 1-4個。放射組織は単列、 1-3餅岡胞高。
モミ属は国内に 5種あるが、県内にはモミ (AbFes£とma)と オォシラビソ (ア オモリトドマツ)は.阿ar愚鋤
の 2種が分布する。モミは本州 (秋田・岩手県以南)。 四国 。九州の低地～山地に、オオシラビソは本州 (中部地

方以北)の亜高山帯に分布する常緑高木である。材の解剖学的特徴のみでは区別できないが、試料はモミである可

能性が高い。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性は大きい。加工は容易、保存性は低い。棺や卒塔婆な

ど葬祭具に用いられるほか、建具・器具・家具・建築材など各種の用途がある。

・スギ (Cryptof22erFa」 iaportta)ス ギ科

Lb3, Lb22, Lc17①, Lc36,(Lc43),(Lc45b① ), Lc46, Lc51, Lc53, Lc54, Lc55, Lc60'66・ 67②, Lc60。

66・ 67③a, Lc60。 66・ 67③b, Lc60・ 66・ 67④a, Lc60・ 66・ 67④b,(Lc87)

早材部から晩材部への移行は急で、晩材部の幅は比較的広 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほぼ晩材部に限って認

められ、樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔はスギ型で 2-4個 。放射組織は単列、 1-15
細胞高。

Lc43,Lc45b① ,Lc871よ 肉眼では年輪界と見えたものが真の年輪界ではなく (=偽年輪)、 試料が 1年に満たな

かったため類似種としたが、ほぼ確実と思う。

スギは本州・四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内では現在、植林面積第一位

の重要樹種であり、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は中程度である。

建築・土木・樽棉類・舟材など各種の用途がある。

・ ヒノキ属 (Cねama賀翼迎偽 sp.)ヒ ノキ科
Lb2, Lb6, Lb18, Lb19, Lc4b, Lc5a、  Lc5b, Lc6,(Lc9), Lc10, Lcll① , Lc13, Lc17② , Lc17① , Lc20,

Lc21,Lc24,Lc27,Lc28① ,Lc28②,Lc33①、LC33②,Lc33③ ,Lc33④,Lc35,Lc41,Lc42,Lc4都 ③,Lc44② ,

Lc44①,(Lc45b② ), Lc48,

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限って

認められ、樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔はヒノキ型 (Cupressoid)で 1-4個 。放射
組織は単列、 1-20細胞高。
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Lc9,Lc45b②はともに劣化が著しい。

ヒノキ属にはヒノキ (Chalmaec,parFs οわと口sa)とサワラ (C pisttra)の 2種がある。ヒノキは本州 (福島県以

南)。 四国。九州に自生し、また各地で植栽される常緑高木で、国内ではスギに次ぐ植林面積をもつ重要樹種であ

る。材はやや軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、強度・保存性は高い。建築・器具材など各種の用途が知られて

いる。サワラは本州 (岩手県以南)。 九州に自生し、また植栽される高木で多くの園芸品種がある。材は軽軟で割

裂性は大きく、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが耐水性が高いため、樽や桶にするほか各種の用途がある。

・ イチイ (役豚ws cyψfJa物)イ チイ科

Lc50, No.98

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹脂細胞・樹脂道はない。放射組織

は柔細胞のみよりなる。分野壁孔はトウヒ型 (Piceoid)～ ヒノキ型で 1-2個。放射組織は単列、 1-10細胞高。

仮道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

イチイは北海道から九州に分布する常緑高木である。本州 (主 として日本海側)に は低木性の変種キャラボク

(a荻口s cuspだ 2肋 var.na盟 2)があり、庭木として植栽されることも多い。材はやや重硬で、強度は大きく、加工

は容易、保存性とくに耐水性に優れる。材質は繊密で光沢があり、仕上がりは美しい。笏や鉛筆など特殊な用途が

知られ、彫刻・細工物・建築装飾材・器具 。家具・機械 。楽器材など各種の用途が知られている。

・カヤ (Torre"nucユんra)イ チイ科

Lc86, Lcl14

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹脂細胞・樹脂道はない。

放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁子しはトウヒ型～ヒノキ型で 1-4個。放射組織は単列、 1-10細胞高。仮

道管内壁には 2-3本が対をなしたらせん肥厚が認められる。

カヤは本州 (岩手・山形県以南)。 四国 。九州の常緑広葉樹林中に点生する常緑高木で、樹高25-30mに もなる

が生長はきわめて遅い。庭木として植栽されることも多く、いくつかの変・品種がある。材は針葉樹としては重い

方で、強度は中程度、割裂性は大きく、加工は容易、保存性とくに耐水性に優れる。建築
。各種桶類 。木地 。器

具・奈具材など各種の用途が知られ、碁盤としては最高級品とされる。

・ヤナギ属 (働肱 sp.)ヤ ナギ科

Lb7, Lcl13, Lcl16-118, Lc123

散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。管孔は単独および2-

3個が複合、横断面では楕円形～やや角張った楕円形、管壁厚は中庸。道管は単穿子しをもち、壁子しは交互状に配列、

放射組織との間では網目状となる。放射組織は異性、単列、 1-15細胞高。柔組織は随伴散在状、ターミナル状。

年輪界はやや明瞭。

ヤナギ属は国内に約35種が知られ、種問雑種も多く分類の困難な群である。属としては全国に分布し、時に植栽さ

れる落葉低木または高木である。県内にはマルバヤナギ (肋股 cF2anaacコ br22GttJθδ)や タチヤナギ (S subFraゴ rF3)

など14種が分布する。材は一般に軽軟で、割裂性が大きく耐朽性は低い。大径木が少ないため小細工物にする程度

で、とくに重要な用途は知られていない。



・カバノキ属 (Bc勉ね sp。 )カ バノキ科
Lcl

散孔材で、管子とは放射方向に2-4個が複合または単独で配列、横断面では楕円形、管壁は薄い。道管は階段穿
孔を有し、段 (bar)数は10-20、 壁孔は小型で密に対列状～交互状に配列する。放射組織は同性、 1-4細 胞幅、
1-30細胞高。柔組織はターミナル状および短接線状～散在状。年輪界はやや不明瞭。

カバノキ属は国内に11種があり、主として本州中北部 。北海道の山地・高山・寒冷地などに生育する落葉高木～

低木である。県内にはウダイカンバ (Beと口ね max:口οwicziana)や ダケカンバ (a crrmanDな ど 5種が自生する。

このうちミズメ (a γοssa)は 日本固有種で、本州 (岩手・新潟県以南)・ 四国。九州の山地に生育する。ミズ

メの材は重硬・強靭で、各種の道具・器具材、木地・家具材などに用いられる。

・ ブナ属 (Fagys sp.)ブナ科

Lal, La2, La3, La4, La5, La6, La7, La8, La9, La10, Lall, La12, La13, La14, La15, La16, La17, La18,

La19, La20, La21, La22, La23, La24, La25, La26, La27, La28, La29, La30, La31, La32, La33, La34,

La35, La36, La37, La38, La39, La40, La41, La42, La43, La44, La45, La46, La47, La48, La51, La52,

La53, La54, La56, La57, La58, La59, La60, La61, La62, La63, La64, La65, La71, La72, Lc15, Lc18

散子と材で、管孔は単独または放射方向に 2-3個 が複合、横断面では多角形、管壁は中庸～薄 く、分布密度は高
い。道管はほぼ単穿孔をもつが、晩材部では段数が10前後の階段穿孔をもつものもある。放射組織は同性～異性、

単列、数細胞高のものから複合組織まである。柔組織は短接線状、散在状。年輪界は明瞭。

ブナ属はブナ (Fagys crena物 )と イヌブナ (■ 鬼即22た2)の 2種がある。ブナは北海道南西部 (黒松内低地帯

以南)。 本州・四国 。九州に、イヌブナは本州 (岩手県以南)。 四国・九州の主として太平洋側に分布する。イヌ

ブナの方がブナより低標高地から生育し、またブナのような大群落を作ることはない。ブナは日本の冷温帯落葉樹

林を代表する樹木である。材はやや重硬で、強度は大きいが加工はそれほど困難ではなく、耐朽性は低い。木地・

器具・家具・薪炭材などの用途があったが、最近では各種の用途に用いられている。

・ コナラ属 コナラ亜属 コナラ節 (oyercus subgen.Qyercus sect.Prrnus sp.)ブ ナ科
Lc89, No.89

環孔材で子L圏部は 1～ 2列、子し圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は管壁は

厚 く、横断面では円形、小道管は管壁は中庸～薄く、横断面では多角形、ともに単独で配列する。道管は単穿孔を

もち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと複合
組織がある。柔組織は短接線状、周囲状。年輪界は明瞭。

ヨナラ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で果実 (ド ングリ)が開花した年に熟すグループで、カシヮ

(ouγε口3ごen勉物)・ ミズナラ (O cttspLrFa)・ コナラ (O serraヵ)・ ナラガシワ (Oa脆狙2)と いくつかの変・品

種がある。カシワ・ミズナラ・コナラは北海道・本州・四国 。九州に、ナラガシワは本州 (青森県を除く)。 四

国 。九州に分布する。平野部に普通にみられるコナラは樹高20mになる落棄高木で、古くから薪炭材として利用さ

れ、植栽されることも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具・機械・樽材などの用途があり、薪炭材としては

クヌギ (o ac口施s,回 a)に次ぐ優良材である。

・クリ (Casttnea crena勉 )ブナ科
Lbll, Lb17, Lb20, Lc19, Lc23, Lc29, Lc49, Lc52, Lc60・ 66・ 67①, Lc83, Lc84, Lc85a、  Lc85b, Lc88,



Lc103, Lc104, Lc105, Lc107, Lc108, Lc109, Lclll,(Lcl12), Lcl15, Lcl16-118, Lc122, Lc124, Lc125,

Lc126, Lc128, Lc129, No.93

環子L材で孔圏部は 1～多列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は単独、

横断面では円形～楕円形、小道管は単独および2-3個が斜 (放射)方向に複合、横断面では角張った楕円形～多

角形、管壁はともに薄い。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では棚状～網目状となる。

放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

Lcl12は乾燥による収縮・変形が著しいため確定できない。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬で、強度は大きく、

耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、猾木などに用いられる。

・ケヤキ (Zttο tt serra修 )ニ レ科
Lb8b, Lb13, Lb14, Lb15b, Lb25

環孔材で孔圏部は 1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減し、塊状に複合し接線 。斜方向の紋様をなす。

大道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独。小道管は管壁は中庸～薄く、横断面では多角形で複合管子し

をなす。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、

1-10細胞幅、 1-30(60)細 胞高で、しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州・四国 。九州の谷沿いの肥沢地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高木で、時

に樹高50mに もなる。材はやや重硬で、強度は大きいが加工は困難でなく、耐朽性が高く、木理が美しい。建築 。

造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の用途に用いられ、国産広葉樹材の中で最良のものの一つにあげ

られる。

・ヤマグワ (Morys awstra偽 )ク ワ科

Lb24, Lcl10

環孔材で孔圏部は 1-5列、晩材部に向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。大道管は管壁は厚 く、横

断面では楕円形、単独または 2-3個が複合する。小道管は管壁厚は中庸、横断面では多角形で複合管孔をなす。

道管は単穿孔をもち、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-4細 胞幅、 1-50細胞高。

柔組織は周囲状～翼状、散在状。年輪界は明瞭。

ヤマグワは北海道から九州・琉球の山野に自生し、また植栽される落葉高木で、多くの園芸品種があり養蚕に利

用されている。材はやや重硬で強靭、加工はやや困難、耐朽性は高い。装飾材や器具・家具材などに用いられる。

・モクレン属 (yVragnЛ Fa sp.)モ クレン科

Lb5, Lb8a、  Lb12, Lb15a、  Lb16, Lb21, Lc26, Lc60・ 66。 67⑤

散孔材で管壁は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および 2-4個が放射方向に複合する。

道管は単穿孔をもち、壁子しは階段状～射列状に配列、放射組織との間では網目状～階段状となる。放射組織は異性、

1-2細胞幅、 1-40細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界は明瞭。

モクレン属は国内に 6種あるが、県内にはホオノキ 0み烈 att οわο盟協)・ コブシ (M pttθεο孤畑ぬa)。 タムシ

バ (M sattciおユia)の 3種が自生する。このうちホオノキの材は軽軟で、割裂性が大きく、加工はきわめて容易で

欠点が少ないことから、器具・建築・家具・建具材などのほか、指物・木地・下駄歯・刃物鞘など特殊な用途も知

られている。
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・カツラ (CercFごゎねノ加ロデゼ甲伽たwa2)カ ツラ科

La50, Lc22

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2-3個が複合、分布密度は高い。晩材部へ向かって管径
を漸減させる。道管は階段穿孔をもち、段数は20以上。放射組織は異性、 1-2細 胞幅、 1-30細胞高。柔組織は
散在状。年輪界はやや不明瞭。

カツラは北海道から九州に分布する落葉高木である。カッラ属にはこのほかに、本州北 。中部の亜高山帯に分布

するヒロハカッラ (儀π認ゎねy■lmコ agraFrcy阿)がある。カッラの材はやや軽軟で、害J裂性は大きく、加工は容易、

強度 。保存性は低い。大径材が多く欠点が少ないため、各種の道具・器具・木地・家具・建築・彫刻材などに用い

られる有用材の一つである。

・ヤブツバキ類似種 (正 働me′肋ヵ即nた2)ツバキ科
Lc2

散孔材で、放射組織は異性、 1-3細 胞幅、 1-2餅田胞高。結晶細胞が認められる。その他の特徴は十分観察で
きない。このため写真図版は作成していない。

ヤブツバキは本州から九州の主として沿海地に自生し、また多 くの変・品種があり植栽される。材は重硬 。強靭

で割れにくく、加工は困難、耐朽性は高い。器具・旋作 。薪炭材などに用いられる。

・ トチノキ (AcscuFusど urわれa協)ト チノキ科
La55

散孔材で管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2-3個が複合する。道管は単穿孔をもち、壁孔
は交互状に配列、放射組織との間では網目状～舗状となり、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、

単列、 1-15細胞高で階層状に配列し、肉眼では横縞のリップル・マーク (ripple mark)と して認められる。柔
組織はターミナル状。年輪界はやや不明瞭。

トチノキは北海道 (南西部)。 本州・四国・九州の主として谷沿いの肥沃地に自生する落葉高木で、東北地方に

多く九州には少ない。材は軽軟で、加工・乾燥は容易で、耐朽性は低い。器具 。家具材や旋作材・木地などに用い

られる。

・コシアブラ 似 ca辺ねopanax scFa」 opねノ肪洗slウ コギ科
Lb10

環孔材であるが大道管の配列が接線方向に連続せず、間に小道管が分布するため明瞭な子し圏部として認められな

い。管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または2-8個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。
道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1-4細胞幅、 1-30細胞高。柔組織は散在状。
年輪界は明瞭。

コシアブラは北海道から九州の山地に自生する落葉高木である。材は軽軟で、割裂しやすく、器具・印判・旋

作・薪炭材などの用途が知られている。

・ハリギリ (KaFopanax pFcιvOウ コギ科
Lb4

環孔材で孔圏部は 1-2列 、孔圏外で急に管径を減じたのち漸減させ、塊状に複合し接線～斜方向の紋様をなす。
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大道管は横断面では円形～楕円形、ほぼ単独、月ヽ道管は横断面では多角形で複合する。道管は単穿子しをもち、壁子し

は交互状に配列する。放射組織は異性、 1-8細 胞幅、 1-40細胞高で時に鞘状の細胞が認められる。柔組織は周

囲状。年輪界は明瞭①

ハリギリ (セ ンノキ)は本州から九州の山地林内に自生する落葉高木である。材の重さ。硬さは中程度で、加工

は容易、耐朽性はあまり高くない。家具材のほか建築内装・器具・機械・彫刻材などの用途が知られている。

・ トネリコ属 (Fraガnus sp.)モ クセイ科

Lc120、  Lc121

環孔材で子し圏部は2-3列、孔圏外で急に管径を減少させたのち漸減する。道管壁は厚 く、横断面では円形～楕

円形、単独または 2個が複合、複合部はさらに厚 くなる。道管は単穿了しをもち、壁子とは小型で密に交互状に配列、

放射組織との間では網目状～舗状となる。

放射組織は同性 (～異性)、 1-4細 胞幅、 1-40細胞高であるが20細胞高前後のものが多い。柔組織は周囲状

およびターミナル状。年輪界は明瞭。

トネリコ属は国内に9種があり、いずれも落葉高木である。県内にはヤチダモ (FrattnDs manJshuttca var.

ヵ匹肪協)や トネリコ (■ 力pοコイca)な ど6種が自生する。材質は種によって異なるが、一般には中庸～やや重硬

で、靭性があり、加工は容易で、建築・器具・家具・旋作・薪炭材などに用いられる。

・ニワ トコ 働 口bucysゴebo肥力na)ス イカズラ科

Lc127

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、 2-8個 が複合または単独で接線方向に配列することがある。道管は

単穿孔をもち、壁子しは大型で交互状に配列する。放射組織は異性、 1-4細胞幅、 1-30細胞高。時に鞘状の細胞

が認められる。年輪界は不明瞭。

ニワトコは本州・四国 。九州の山野に普通の落葉低木～小高木で、いくつかの変・品種があり、ときに植栽され

る。御幣など民俗的には重要な用途があるが、材の用途には特に重要なものはない。

・イネ科タケ亜科 鱈脅励 eae s競脆れケ駒 コbyS」どeae sp.)

Lcll②,Lc17④

基本組織の中に維管東が散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科 (タ ケ・ササ類)には多数の種が含まれるが、解剖学的特徴のみでは区別できない。

Lb9,Lc16,Lc30,Lc106,Lcl19は 広葉樹 (散孔材または散孔材 ?)であったが、組織の劣化や変形が進み、

その特徴がほとんど観察できなかった。

以上の同定結果を出土遺構や推定されている用途などとともに一覧表で示す (表 1)。

4二 考察

今回同定対象とした試料の主な用途別の樹種構成をみると、用途によって、特定の樹種を選択的に用いていると

判断できるものと比較的多様な樹種が用いられているものがあるようである (表 2)。

漆器は試料数のほぼ 1/3を 占める66点が同定対象とされた。器種では椀 (大椀を含む)が58点 と多 く、鎌

(鉢 ?を含め 4点 )。 蓋 ?(3点 )。 皿 (1点)も ある。用材はブナ属が64点 と圧倒的多数を占め、カツラとトチノ



キ (各 1点)も認められた。本遺跡との関連も考えられている仙台城三ノ丸跡出土の漆器 (手元の資料では器種ま

ではわからないが)で もブナが多用されている注1)(仙台市教育委員会1985)。 本試料とはその所属年代が前後する

ようであるが、中田南遺跡の中世とされる屋敷跡から出上した漆塗椀14点・漆塗皿 1点 と富沢遺跡第88次調査で検

出された18世紀のものとされる土坑から出土した漆塗椀 1点 もブナ属製であった (高橋1994-1995)。 また今泉城

跡出土の中世～近世とされる漆器でもブナが多く認められており注2)(木村・内藤1983)、 仙台市域の中 。近世の漆

器 (特に椀)はブナ属 (おそらくブナ)製のものが中心であったとみてよさそうである。

先に筆者は中田南遺跡出土試料の用材を検討した中で、漆器の用材のブナ属をブナと想定し、その原木の生育地

は高館丘陵・青葉山丘陵以遠の高標高地であり、県外の可能性もあるとした (高橋1994)。 本試料についても同じ

推論が成り立つと思う。県内には鳴子町・七ヶ宿町・蔵王町 。白看市など著名な漆器 (木地)産地があり、また隣

接する岩手・秋田・山形 。福島各県にもそれぞれ産地があり、ブナが主な原料の一つとして使われている (橋本

1979)。 東北地方の丘陵～山地の自然植生はブナを優占種とする広葉樹林と考えられていることから、当時の仙台

領内あるいは隣接地が原料の供給地となりえたと考える。ただ、試料の中にはハレの場で使用された特注品ではな

かったかとされるものがあることや、伴出する陶磁器から遠隔地との交易も盛んであったことが窺えるなど、これ

らの漆器 (およびその原料)の産地の特定は困難である。

ところで、上記のようなブナ属の多用の中で、カッラとトチノキが 1点ずつ認められた。試料数は限られている

ものの、器種が台付鉢 (カ ツラ)と 大鉢 (ト チノキ)と いう大型の容器であったことが注目される。当時にあって

はブナの大径材の入手は容易であったと思う。しかし、ブナ材は狂いが大きいことが欠点とされる。これは乾燥に

よる収縮率が大きいことと材質が不均質なことによる。材料の体積が増すと材の不均質さの程度も大きくなり、乾

燥も困難になることから狂いがより大きくなる。したがってブナは大型容器の用材としては不向きといえ、より適

した樹種が選択された結果が今回の試料の用材の違いとなって表れたものと考えている。

下駄は一木作 りの連歯下駄 (18点 )と 差歯下駄 (露卯下駄台 3点,歯 5点)が検討された。用材として不明広葉
樹を含め12分類群が用いられていたが、構造によって明らかな違いが認められた (表 2)。 すなわち、差歯下駄の

用材はケヤキとモクレン属に限定されているのに対し、追歯下駄にはヒノキ属・クリ・モクレン属・スギなど雑多

な樹種が用いられていた。製作技法に応じた樹種選択があったと考えるべきであろう。ただ、本試料よりやや古い

時代のものとされる中田南遺跡出上下駄では今回と逆の事例
注3)が
報告されている (高橋1994)。 両者の違いが時

期的な差によるものなのか、遺跡の性格によるものなのかはわからないが、今後の類例に留意したい。なお、仙台

城三ノ丸跡出土下駄 (35点 )か らも不明広葉村を含め10分類群が認められている。その中には本試料 と共通する樹

種もあるものの、ヒノキアスナロやケヤキが多く注4)種構成には若干の違いがある (仙台市教育委員会1985)。 ま

た、ヤナギ属製の下駄は富沢遺跡第70次調査
注5)で
稀な出土例として報告されているが (高橋1992)、 今後類例が

増加するのか注目していきたい。

橋杭 (橋脚)にはクリを中心に多くの樹種が使われている。耐朽性に優れるクリの多用は肯けるものの、 トネリ
コ属やヤマグワより材質の軽軟なヤナギ属の方が試料数が多くなっている。ヤナギ属の中には耐水性の高い種もあ

ることからそれらが使われたためであろうか。

柱は対象とした 4点がいずれもクリに同定された。多用されている橋杭とともに掘立で用いるには最適な樹種と

いえよう。

箸の用材はヒノキ属が大半 (12点)で、タケ亜科 (2点)と スギ (1点 )も認められた。完形品を見る限りでは、

太さがほとんど変化しない「寸胴箸」か先端を少し削った「片口箸」型のものである。材料 (原木)を大まかに割
ってから削って形を整えたもののようで、割裂性の大きな樹種が選択されたものであろう。なお、仙台城三ノ丸跡

では同定された13点がいずれもヒノキアスナロ (ヒ ノキアスナロ ?を含む)と され (仙台市教育委員会 1985)、 本
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試料とは樹種に違いが認められるが、害↓裂性に富む針葉樹林という点では共通しているともいえる。

桶側板は12点が対象とされたが、スギ (6点 )が半数を占め、複維管束亜属 (3点)と ヒノキ属・クリ。モクレ

ン属 (各 1点)も 認められた。スギの多用は各地 。各時代の出土遺物や現在使用されているものと共通する用材で

ある。これに対して、複維管束亜属やクリは、割り技法だけではスギのような通直材は得にくい樹種である。使用

する工具・刃物の発達があって利用できるようになった樹種といえるのではないだろうか。

桶の用材は、遺物では針葉樹林がほとんどで広葉樹の例はごく限られている (伊東ほか1987,伊東1990)。 民俗

例では、福島県内の味噌桶 (1991年調査)の例注6)でみると、スギが最多 (581%)で、ヒバ・サワラ・ヒノキな

ど針葉樹が多いものの、クルミ (オニグルミ)がスギに次いで多い (188%)ほ か、クリ・キリ・ウルシの広葉樹

も上位10種の中に入っている。この傾向は福島県にとどまらず広 く東日本一帯に認められるという (石村1997)。

したがって、広葉樹の使用は出土例で示されているほど稀なものではなかったのかもしれない。ただモクレン属の

例は、上の調査でもホオノキ 1点があげられているにすぎない。なお、仙台城三ノ丸跡からも桶の出土が報告され

ているが (仙台市教育委員会1985)、 筆者の手元の資料ではその樹種まではわからない。

曲物は 6試料11点が姑象とされたが、側板には複維管東亜属とヒノキ属が、底板には単維管束亜属とヒノキ属が

用いられていた。側板・底板ともヒノキ属製の例に加えて、複維管束亜属の側板に、別種の単維管束亜属やヒノキ

属の底板を組み合わさせていた例もあった。通常は同一樹種を用いるものと考えていたが、当時の用材としてはそ

れほど稀ではなかったのかもしれず、今後の類例を注目したい。

<注>

1)光谷拓実氏によるブナ15点・ トチノキ 1点 。不明広葉樹 2点の同定結果が得られている。
2)椀 8点 と板物 1点の用材はブナ 6点・ケヤキ 3点 とされている。
3)連歯下駄 5点はすべてクリ,差歯下駄台 1点はモクレン属,差歯 5点はケヤキ (3点 )・ ヤマグワ・ケンポナ
シであった。

4)手元の資料では下駄としかわからないが,ヒ ノキアスナロ (12点)・ ケヤキ (10点 )・ ホオノキ (4点)・ 不

明広葉樹 (同一種とされる)(3点 )と クルミ属・クリ。キハダ ?・ ミズキ・ハリギリ ?・ トネリコ属 (各 1
点)が報告されている (光谷拓実氏の同定)。
5)近世～現代のものとされるが,材質が軟らかいためか著しくすり減っていると報告されている。
6)総計4973点で22種があげられている。
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表 1 元袋遺跡出土材の樹種
試料番号 出土遺構・層位 種樹途

La l

La 2

La3

La 4

La 5

La 6

La7

La 8

La 9

La 10

La ll

La 12

La 13

La 14

La 15

La 16

La 17

La 18

La 19

La 20

La 21

La 22

La 23

La 24

La 25

La 26

La 27

La 28

La 29

La 30

La 31

La 32

La 33

La 34

La 35

La 36

La 37

La 38

SD3  134

SD3 K34

SD3  K34

SD3  K34

SD3  K34

SD3 K33

SD3 J34

SD3 」34

SD3 J34

SD3 」34

SD3 H33

SD3  134

SD3 133

SD3  133

SD3 」34

SD3 J34

SD3 J33

SD3 K36

SD3 134

SD3 L34

SD3 J33

SD3 」34

SD3 J33

SD3 J34

SD3 K34

SD3  134

SD3 」34

SD3 K33

SD2 」27

SD2 G27

SD2 G27

SD2 G27

SD2  K21

SD2 G31

SD2  H28

SD2

SD2

SD2 127

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗蓋 ?

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗鉢 ?

漆塗鉢 ?

漆塗蓋 ?

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

1層

1層

1層

1層

1層

1層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

1層

底面

底面

1層

1層

底面

2層

1層

底面



表 1 (続 き)

試料番号 出土遺構・層位 種樹

La 39

La 40

La 41

La 42

La 43

La 44

La 45

La 46

La 47

La 48

La 50

La 51

La 52

La 53

La 54

La 55

La 56

La 57

La 58

La 59

La 60

La 61

La 62

La 63

La 64

La 65

La 71

La 72

Lb l

Lb 2

Lb 3

Lb 4

Lb 5

Lb 6

Lb 7

Lb 8a

Lb 8b

Lb 9

SD4 127 1層

SD4 J27 1層

SD4 K26 2層

SD4 」34 1層

SD4 128 1層

SD4 K26 1層

SD4 127 1層

SD4 」27 1層

SD4 J26 1層

SD4 121 2層

SD4 126 1層

SD4 J27 2層

SD4 126 2層

SD4 H26 1層

SD4 」27 1層

Ⅱ区 SK 7 底面

SD2 G31 2層

SX06  rミ ,レ ト  だミ属ヨ

SX06 7層  Ⅱ期

SD2 L24 1層

SX06 下層 L20 側小溝

SD3 K34 1層

Ⅲ区 G34 SK64 1層

Ⅲ区 ピツト411

SD2 K21 1層

SD4 ■28 1層

Ⅲ区 SX1 2層  底面

Ⅲ区 SX1 2層

SD3 」33 1層

SD3 K35 1層

SD3 J34 1層

SD3 J34 1層

SD3 K33 1層

SD3 」34 1層

SD3 133 2層

SD3 133 2層

SD3 133 2層

SD3 134 2層

漆塗椀

漆塗椀

漆塗蓋 ?

漆塗椀

漆塗大椀

漆塗大椀

漆塗大椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗台付鉢

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗大鉢

漆塗皿

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

漆塗椀

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

露卯下駄台

同上差歯

連歯下駄

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

カツラ

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

トチノキ

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属

マツ属複維管束亜属

ヒノキ属

スギ

ハリギリ

モクレン属

ヒノキ属

ヤナギ属

モクレン属

ケヤキ

広葉樹 (散孔材 )



表 1 (続 き)
試料番号 出土遺構・層位 種樹途用

Lb 10

Lb ll

Lb 12

Lb 13

Lb 14

Lb 15a

Lb 15b

Lb 16

Lb 17

Lb 18

Lb 19

Lb 20

Lb 21

Lb 22

Lb 23

Lb 24

Lb 25

Lc l

Lc 2

Lc 3a

Lc 3b

Lc 4a

Lc 4b

Lc 5a

Lc 5b

Lc 6

Lc 9

Lc 10

Lc ll①

Lc ll②

Lc 13

Lc 15

Lc 16

Lc 17①

Lc 17②

Lc 17③

Lc 17④

Lc 18

連歯下駄

連歯下駄

下駄差歯

下駄差歯

露卯下駄台

露卯下駄台

同上差歯

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

不明

連歯下駄 (歯 )

下駄差歯

櫛

櫛

曲物側板

同上底板

曲物側板

同上底板

曲物側板

同上底板

折敷 ?

板状品

箸

箸

箸

柄杓柄

皿

小型板状品

箸

箸

箸

箸

皿 ?

SD3 」36 3層

SD3 133 3層

SD3 J34 2層

SD3 J34 底面

SD3 L33 1層

SD3 」33 2層

SD3 J33 2層

SD3 J33 3層

SD4 128 1層

SD4 」26 1層

SD4 J27 1層

SD4 H27 1層

SD2 H27 2層

SD2 K27 2層

SD3 J33 2層

SD3 134 2層

SD3

SD4 K27 2層

SD3 K34 2層

SD3 34  2層

SD3 B4 2層

SD3(古)K33 3層

SD3(古)K33 3層

SD3 砂質層・グライ

SD3 砂質層・グライ

SX06 7層  Ⅱ期

SD2 J27 2層

SD2 H27 2層

SD2 127 2層

SD2 127 2層

SD2 H28 2層

SD2 H27 3層

SD2 H27底 面

SD2 G27 配石中

SD2 G27 配石中

SD2 G27 配石中

SD2 G27 酉己石中

SD2 L28

コシアブラ

クリ

モクレン属

ケヤキ

ケヤキ

モクレン属

ケヤキ

モクレン属

クリ

ヒノキ属

ヒノキ属

クリ

モクレン属

スギ

モミ属

ヤマグワ

ケヤキ

カバノキ属

ヤブツパキ類似種

マツ属複維管束亜属

マツ属単維管束亜属

マツ属複維管束亜属

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ属頬似種

ヒノキ属

ヒノキ属

イネ科タケ亜科

ヒノキ属

ブナ属

広葉樹 (散孔材 ?)

スギ

ヒノキ属

ヒノキ属

イネ科タケ亜科

ブナ属

269



表 1 (続 き)

試料番号 出土遺構・層位

Lc 19

Lc 20

Lc 21

Lc 22

Lc 23

Lc 24

Lc 26

Lc 27

Lc 28①

Lc 28②

Lc 29

Lc 30

Lc 31

Lc 32

Lc 33①

Lc 33②

Lc 33③

Lc 33④

Lc 34

Lc 35

Lc 36

Lc 41

Lc 42

Lc 43

Lc 44①

Lc 44②

Lc 44③

Lc 45a

Lc 45b①

Lc 45b②

Lc 46

Lc 47

Lc 48

Lc 49

Lc 50

Lc 51

Lc 52

Lc 53

SD3 133 1層

SD3 L33 1層

SD3 J34 2層

SD3 」33 2層

SD3 H34 3層

SD3 グライ層 。砂質粘土

SD3

SD4 127 1層

SD4 J27 1層

SD4 J27 1層

SD4 J27 1層

SD4 J27 1層

SD4 」27 1層

SD4 K27 2層

SD4 K27 2層

SD4 K27 2層

SD4 K27 2層

SD4 K27 2層

SD4 K27 2層

SD4 127 2層

SX6

SD4 J28 1層

SD4 J27 1層

SD4 東壁

SD4 127 2層

SD4 127 2層

SD4 127 2層

SD2 127 2層

SD2 127 2層

SD2 127 2層

SD2 K27 2層

SD2 127 1層

SD3 K35 2層

SD2 127 底面

SD2 L28 1層

SD2 127 1層

SD2 127 3層

SD2 H27 3層

板状品

板状品

箸

不明

木錘

柄杓柄 P

不明

箸

箸

箸

栓 ?

小型杵 ?

独楽

小型杵

箸

箸

箸

箸

蓋

曲物側板

小型板状品

曲物底板

小型板状品

板状品

山物側板①

曲物側板②

同上底板

底板

桶材 P

桶材 ?

板材

板状品

板状品

槽

二又棒状品

棒状品

棒状品

板 (背板)

クリ

ヒノキ属

ヒノキ属

カツラ

クリ

ヒノキ属

モクレン属

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ属

クリ

広葉樹 (散孔材 )

マツ属複維管束亜属

モミ属

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ属

モミ属

ヒノキ属

スギ

ヒノキ属

ヒノキ属

スギ類似種

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ属

マツ属複維管束亜属

スギ類似種

ヒノキ属類似種

スギ

モミ属

ヒノキ属

クリ

イチイ

スギ

クリ

スギ



表 1 (続 き)

試料番号 出土遺構・層位

Lc 54

Lc 50

Lc 56

Lc 60・ 66・ 67①

Lc 60。 66・ 67②

Lc 60・ 66。 67③a

Lc 60・ 66・ 67③b

Lc 60。 66・ 67④a

Lc 60。 66。 67④b

Lc 60・ 66・ 67④c

Lc 60。 66・ 67④d

Lc 60。 66・ 67⑤

Lc 68

Lc 83

Lc 84

Lc 85a

Lc 85b

Lc 86

Lc 87

Lc 88

Lc 89

Lc 103

Lc 104

Lc 105

Lc 106

Lc 107

Lc 108

Lc 109

Lc l10

Lc lll

Lc l12

Lc l13

Lc l14

Lc l15

Lc l16-118

Lc l16-118

Lc l19

SD2 H27 3層

SD2 H27 3層

SD2 H27 3層

SK27    7層

SK27    7層

SK27   7層

SK27    7層

SK27   7層

SK27    7層

SK27    7層

SK27   7層

SK27    7層

SK27    7層

ピット6 J24

ピット11 」21

ピット6 H21

ピット6 H21

SD3 K34 2層

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

小型板状品

不明

不明

桶側板

桶側板

桶側板

桶側板

桶側板

桶側板

桶側板

桶側板

桶側板

桶側板

柱

柱

柱

柱

板材

円板状品

角材

擢状品

杭No.13

橋杭No。 1

橋杭No.2

椅杭No.3

橋杭No 4

椅杭No.5

橋杭No.6

椅杭No.7

橋杭No.8

椅杭No。 9

橋杭No.10

構杭No。 11

橋杭No.12

橋抗No.14

橋杭No.14

橋抗No.15

スギ

スギ

モミ属

クリ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属

モクレン属

マツ属複維管束亜属

クリ

クリ

クリ

クリ

カヤ

スギ類似種

クリ

コナラ属コナラ亜属コナラ節

クリ

クリ

クリ

広葉樹 (散孔材 ?)

クリ

クリ

クリ

ヤマグワ

クリ

クリ類似種

ヤナギ属

カヤ

クリ

ヤナギ属

クリ

広葉樹 (散子L材 ?)



表 1 (続 き)

試料番号 出土遺構・層位 種樹途

Lc 120

Lc 121

Lc 122

Lc 123

Lc 124

Lc 125

Lc 126

Lc 127

Lc 128

Lc 129

(仮)89

(仮)93

(仮)98

椅杭No.16

橋杭No.17

橋杭No.18

橋杭No.19

椅杭No.20

橋杭No.21

橋杭No.22

橋杭No.23

橋杭No.24

橋杭No.25

不明

不明

不明

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3

SD3 K34 2層

SD3 133 2層

SD2 L28 1層

トネリコ属

トネリコ属

クリ

ヤナギ属

クリ

クリ

クリ

ニワ トコ

クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属コナラ節

クリ

イチイ

表 2 元袋遺跡出土材の主な用途別樹種構成 各用途にはPのつヤヽたものも合めた.

分類群＼用途  漆器 一
蓮響
■逆
警百
一 橋杭

山 物
箸  桶側板 柱  その他  合計

側板  底板
複維管束亜属  一

単維管束亜属  ―
モミ属     ―
スギ      ー

ヒノキ属    一

イテイ     ー

カヤ      ー

ヤナギ属    一

カバノキ属   ―

ブナ属     64
コナラ節    一

クリ       ー

ケヤキ     ー

ヤマグワ    ー
モクレン属   ―

カツラ     1
ヤブツバキ ?  ―

トチノキ    1
コシアブラ   ー
ハリギリ     ー

トネリコ属   ―
ニワトコ    ー

不明広葉樹   一

タケ亜科    一

8*    17

7*     32

１

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

２

　

一

一　

　

一　

　

一　

　

一

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一

一　　　　　　　　　一　　　　　　　^．．′́″一

一　

　

　

一　

　

　

一　

　

　

一　

　

　

一　

　

　

一　
　
　
刊
上
　
　
つ
υ

　

　

一　

　

　

一　

　

　

一

一

一

一

一

二

２

１

２

一

一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
医
υ
　
　
一　
　
　
っ
υ
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
十　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一

１

一
　

一

２

４

一
　

一

１

一
　

一
　

一

３

一

１

３

一

一

一

１

１

二

１

一

15*

1

1

12

3

6半

1*

1

1

2

4

1

4

4

2

5

2

1

1

2

2

8

1

1

8

1

5

2

2

4

1

66

2

31

5

2

8

2

1

1

1

1

2

1

5

2

272

*:類似種を含む

18 15 12 43     202
合計



図版 1

図版 2

1.マ ツ属複維管東亜属  Lc 60・ 66・ 67④c

2.マツ属単維管束亜属  Lc 3

3. モミ属   Lc 34

4.ス ギ  Lc 54

5。 ヒノキ属  Lc 42

6.イ チイ  Lc 50

7. カヤ   Lc 86

8.ヤナギ属  Lc l13

9.カバノキ属  Lc l

10。 ブナ属  Lc 61

11.コ ナラ属コナラ亜属コナラ節  Lc 89

12. クリ   Lc 19

13.ケ ヤキ  Lb 13

14.ヤ マグワ  Lb 24

15。 モクレン属  Lc 60。 66・ 67⑤

16. カツラ   Lc 22

17. トチノキ  La 55

18.コ シアプラ  Lb 10

19. ハ 1'1デリ   Lb 4

20.ト ネリコ属  Lc 121

21. ニワトコ  Lc 127

22.イ ネ科タケ亜科  Lc 17④

図版 3

図版 4

図版 5

図版 6

図版 7

図版 8

a:木 E]× 40  b:'旺 目×100   c:イ灰目×100

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上へ、柾日では左から右である。

図版 1

la～ c
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3a～ c
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4a～ c
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9a～ c



図版 5

1la～ c
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15a～ c

田

278

16a～ c



図版 7

17a～c

18a～ c
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元袋遺跡出土漆器資料の材質と製作技法

くらしき作陽大学 北野信彦
1、 |よ じめに

仙台市元袋遺跡からは、近世初頭期 (16世紀末～17世紀代)を 中心とした 2時期の武家地関連および江戸時代後

期頃の在郷地関連の遺構・遺物が多数検出されている。その内には本稿漆器資料も多く含まれている。今回、仙台

市教育委員会の御厚意により、これら漆器資料の材質と製作技法について自然科学的手法を用いた調査を行う機会

を得た。本稿ではこの調査結果および、そこから派生する幾つかの諸問題について報告する。

2、 出土漆器資料の調査

漆器資料は、陶磁器資料と比較して、木胎・塗り。加飾等、材質や製作技法に関する属性が多く、これらの品質

は自然科学的手法による調査で客観的にとらえやすい。そのためこのような漆器資料の材質と製作技法を調査する

ことは、個々の資料の性格を正確に把握する上で有効な方法であり、これらが出上した遺構・遺跡の性格自体を考

える上でも意味があるものと考えている。本稿では、これら漆器資料の形態、漆塗り面の状況を表面観察した後、

(1)用材選択、 (2)木取 り方法、 (3)漆膜面の漆塗り構造、 (4)色漆の使用顔料、 (5)蒔絵材料、等の項目別に自

然科学的な手法を用いた分析を行った。まず、その調査方法と調査結果を記す。

2.1 調査方法
2.1,1 用材選択 (樹種同定 )
樹種の同定作業は、出土木材の細胞組織の特徴を生物顕微鏡で観察し、その結果を新材と比較することでなされ

る。試料は、カミソリの刃を用いて遺物本体をできるだけ損傷しないように、破切面などオリジナルでない面から

木日、柾日、板目の三方向の切片を作成した。切片はキシレン・サフラエンにより脱水および染色して検鏡プレパ

ラートに仕上げた。なお、本稿ではすでに仙台市教育委員会で調査された樹種同定結果の一部を参考にさせていた

だいた。

2.1.2 木取 り方法

挽き物類である漆器の木取 り方法の調査は、樹種同定の切片作成時に細胞組織の方向を生物顕微鏡で確認するこ

とで、同時に行った。

2.1.3 漆膜面の塗 り構造
まず肉眼で漆器資料の漆塗 り表面の状態を観察した後、簡易顕微鏡を用いた細部の観察を行なった。次に 1

mm× 3mm程度の漆膜片を漆器資料から採取して合成樹脂 (エポキシ系樹脂/ア ラルダイトGY1251JP,ハ ー ドナ
ーHY837)に 包埋した後、断面を研磨し、漆膜の厚さ。塗り重ね構造・顔料粒子の大きさ。下地の状態等について

金属顕微鏡による観察を行った。

2.1.4 色漆の使用顔料 および蒔絵粉材料の性質
色漆に用いられた顔料および蒔絵粉材料の無機物に関する定性分析には、先の漆膜片をカーボン台に取 り付け、

日立製作所S-415型の走査電子顕微鏡に堀場製作所EMAX-2000エ ネルギー分散型電子線分析装置 (EPMA・ 電子線

マイクロアナライザー)を運動させて用いた。分析設定時間は500秒 とした。

2.2 調査結 果

今回調査を行った漆器資料は、椀・蓋・皿型を中心とした挽き物類である食器類の合計69点である。これらの帰

属年代は、共伴陶磁器の編年観や出土状況および出土層位の観察から、近世初頭 (16世紀末～17世紀代)を 中心と

した 2期および江戸時代後期頃 (18世紀以降)の 3時期に分類される。以下、各項目別の調査結果を述べる

(Table.1)。



2.2.1 用材選択

本漆器資料の内、元袋遺跡出土漆器資料の用材選択についてはすでに仙台市教育委員会による調査結果があるの

でその成果を参照させていただいた。これら漆器椀類の樹種には、ブナ科ブナ、 トチノキ科 トチノキ、カツラ科カ

ツラの広葉樹 3種類が確認された。これらはいずれも加工や入手の容易さという大量生産の点からみて一般性が高

いと考えられる適材である (Table.2)(注 1)が、本漆器資料ではブナ材が全体の93.7%の 出現比率を占め 。圧倒

的に利用頻度が高かった。

TaЫe.1 元袋遺跡出土漆器観察表

No 器形 樹種 木取

表面塗 り技法 使用顔料 漆塗構造
考備

内 外 文様 内 外 文様 内 栄

ユ

|

2

3

5

6

8

9

15

22

〃

28

３２

３３

３４

３５

３６

３７

39

40

42

43

44

T

49

50

62

V

68

∞

椀型

杭型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

杭型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

坪椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

杭型

椀型

椀型

椀型

椀型

杭型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

杭型

椀型

椀型

椀型

椀型

椀型

杭型

椀型

椀型

蓋型

椀型

椀型

櫨型

椀型

椀型

椀型

椀型

破片

下駄

破片

ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
プナ
ブナ
ブナ
ブナ
プナ
ブナ
プナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
プナ
ブナ
プナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
プナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
プナ
カツラ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
トチノキ
ブナ
ブナ
ブナ
プナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
ブナ
プナ

ブナ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

８

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

一

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

一

Ｂ

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

黒

赤

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

黒

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

黒

黒

赤

赤

黒

黒

黒

赤

黒

黒

赤

黒

黒

黒

黒

黒

黒

赤

黒

赤

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

赤

黒

黒

赤

赤

赤

黒

黒

黒

黒

黒

黒

赤

赤

黒

黒

黒

黒

赤

黒

黒

黒

黒

黒

黒

赤

黒

赤

黒

黒

黒

黒

赤

黒

黒

外絵赤

内外紋赤

夕船 銀

外絵赤

夕船 赤

夕胎 赤

外絵赤

外絵赤

ク船 赤

外絵赤

外絵赤

外紋赤

外紋赤

外紋赤

夕船 赤

外絵赤

外紋赤

棘 赤

夕船 赤

夕聡 赤

外絵赤

夕聡 赤

外絵赤

外絵赤

外絵赤

外絵赤

夕船 赤

外絵赤

外絵赤

外絵赤

高台絵赤

高台赤点

ク聡 赤

外絵銀

ベンガラ

ベンガラ

朱
ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱 +ベ ンガラ
ベンガラ

朱
ベンガラ

ベンガラ

朱

朱潤
ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ潤

朱

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱
ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ

朱

朱十ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

朱

朱

朱潤

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ

朱
ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱潤

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱

朱

Ag
朱

朱

ベンガラ

朱

朱
ベンガラ

朱

朱
ベンガラ
ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱

朱 ベンガラ
ベンガ

朱

朱

朱潤

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

朱

朱

朱

朱

朱

Ag

引っ掻き技法

高台内文字

引っ掻 き技法

高台内印



Table.2 ろくろ挽き物の用材分類一覧表
Ａ
環
孔
材

a ケヤキ系
ニレ、ケヤキ、シオジ、ハ リギク、クリ

ヤマグワなど

木日が明瞭に表れる。堅硬であるが朝性もあり、木皿など薄手

物に適する。

B

散

了し

材

b サクラ、カエデ系
イタヤカエデその他のカエデ類、ヤマザク

ラ、ウワミズザクラ、 ミズメなど

白木で美しい光沢があり、白木地移にも道してる。割れ狂いが

少なくて やや曜さはあるが、加工は容易。下地が少量で足りる
ので、塗り物にもっと適する.

ブナ、 トチノキ系
トチノキ ブナ ミズキ、カツラ ホオ
キ、など

軟かくて加工は容易であるが、乾燦が難しくて狂いも多い。し

かし 大量に入手できるので使用tHは大である。

エゴノキ系
エゴノキ アオハダなど

白い軽軟で加工が容易である。仕上げは見た日にもよく、彩色

もし易いので 玩具 小物等に向いている。とくにエゴノキは大
材を得られないが、割れにくいので使用に適する。

報告者によるこれまでの全国115遺跡、合計16009点 の出土漆器資料の用材選択性に関する調査結果では、挽き物

である漆器椀・蓋・皿類の樹種には、ケヤキ (江戸時代前期段階ではシオジ材が多い)・ トチノキ 。ブナの 3樹種

の占有率が高く一般的である。これを全国 8ブロックの地区に分けて材の使用比率を集計してみると、それぞれの

頻度の様相は地域により若千異なる事が窺える。すなわち東北地区ではブナ材の使用が卓越しており、北海道・北

陸・山陰地区ではブナ材優勢ながらもトチノキ材使用も多い。一方、江戸市中 。東海 。近畿・山陽地区ではややト

チノキ材使用が多い傾向が見出された (Fig.1)(注 2)。 この結果を参考にして本漆器資料の用材の使用状況をみ

てみると、東北地区の特徴であるブナ材の使用比率が高い点で、これまでの調査結果を裏付ける結果となった。

未
卜x

下地   サビ下地

近畿 山陽地域

(資料数1633点 )

lω塑飾率(%)

ヽ
友下地

W彰

日g.1 地域別出土漆器資料の組成 蝶計例・18～ 19 ct)

2.2.2 木取 り方法

挽き物類の木取り方法は、横木地と竪木地に大別され、その大半は板目取りもしくは柾目取りの横木地であった。

挽き物類である近世出土漆器の木取り方法は、竪木地に比較して横木地を用いる例が大半であり、竪木地の場合も

木芯を外した材を利用する例が一般的である (Fig.2)。 これは木材の割れ狂い、収縮等を考慮に入れて漆器自体

北海道地域

(資料数221点 )

を 横木地と竪木地の要領
(末沢春一郎「近世以降木地師の
ロクロ製品技術の研究」原図)

日g.2 近世以降の漆器

東北地域

(資料敷208点 )
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宏藤 (1982)よ り原図引用

(挽き物類)の木取り方法

緻
ビア

徴空業≧≧
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北陸 山陰地域

(資料数646点 )

中部地域

(資料数2″点)

九州地域

(資料敷243点 )

の品質を重視したため、不都合な木取り方法が自然洵

汰された結果と考えている (注 3)。

本漆器資料の木取り方法をそれぞれの樹種との関連

性でみてみると、本資料の大多数を占めるブナ材は、

いずれも横木地柾目取り比率が高かった。一般にブナ

材は芯に近いところまで利用が可能なので、木の狂い

が少なく木地が多く取れる柾目取りの方法 (ブンギリ)

(1)横木地

圃▽曰
柾目取  柾目取 (ニッ苦1)板日取 (追取)

(2)竪木地



が道しているという福島県奥会津および岩手県安代町・浄法寺町周辺で採集された日本資料がある (注 4)。 この

点からも、本漆器資料の木胎製作の工程が、一貫してそれぞれ材の性質を考慮に入れた可能性が指摘されたよう。

2.2.3 漆膜面の塗 り構造

漆器表面の漆塗り技法は、大きく分けて無文様で地塗りのみの資料と、家紋や漆絵文様を地内もしくは外面に描

く資料に分かれた。このうち無文様の地塗りのみの資料は、地内面赤 。外面黒塗のものと内外赤塗のものがあり、

後者は全体の29.0%を 占めていた。また、赤色系・iSで加飾されてある資料には、No.44資料に代表されるような波

や笹文様を施すものやNo.9資料のように伊達家との関連性が想定される F竪三引両文』が認められる椀のごとく、

近世初頭～前期頃の仙台城関連遺跡出土漆器の特徴を有するものが多く認められ、これらは全体の34.8%を 占めて

いた。これらの漆膜面の塗り構造、特に、各漆器の堅牢性を知る目安となる木胎と漆塗り層との間の下地層を定性

分析してみると、いずれもピークがほとんど見出だされない資料であり、金属顕微鏡で観察することにより、これ

らは炭粉を柿渋や膠などに混ぜて用いる炭粉下地であると認識した (注 5)。 次に、地の漆塗り層は、いずれも

1・ 2層塗りであり、塗回数は明確に判断できないものの簡素で一般的な日用漆器の塗り構造を持つ資料が中心で

あろう (注 6)。 そして赤色系漆による加飾は、いずれも地の上塗り層の上に描かれていた (Fig.3)。

漆

炭粉下地

木胎

C)赤色系漆 ベンガラ (FetO J)

Ⅵ
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漆
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翻髭議
漆塗り構造の分類

漆

漆

漆

サ ビ下地

災粉下地

木胎

2.2.4 赤色系漆の性質

赤色系漆の使用顔料は、定性分析と顕微鏡観察の結果、それぞれベンガラ (酸化第二鉄 Fe203)、 朱 (水銀朱

HgS)、 朱十ベンガラの三種類の異なる赤色顔料を用いた赤色系漆であると理解した (Fig 4)。

②赤色系漆 朱 (HgS)

①蒔絵粉羽洲 銀 (Ag)
イザ分析結果

⑤赤色系漆 朱十ベンガラ (HgS tt Fe!OI)

Fig。 4 電子線マイクロアナラ
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ベンガラ・朱ともに赤色系顔料としての歴史は古い。しかし近世漆器の色漆顔料としては、幕府朱座を中心とし

た統制物資であった朱に比較して、江戸時代中期以降、人造ベンガラの工業生産化により量産体制が確立するベン

ガラの方が廉価で一般的となる (注 7)。 本資料の場合、朱・ベンガラの使用比率を比較すると全体ではベンガラ

が70.5%と 高いものの、他の遺跡の一括資料群と比較してみると、朱の使用比率がやや優勢であった。また、No.

11,25,27,44,50,57,58資 料等のように、地内面と外面の加飾部分では明らかに赤色系漆の赤味が異なる資料

も多い。今回の分析結果からは、内ベンガラ漆 。外の加飾部分を朱漆を用いるなど、明らかに赤色顔料を使い分け

ている事例も確認されたが、それ以外にも、使用時や埋没環境による赤色系漆の劣化度の違いや、朱やベンガラ顔

料自体の品質の違い等、さまざまな要因の存在も想定された。とりわけ後者の事例については、保存処理や保管環

境の設定等の諸条件とも密接にかかわる問題なので今後の調査課題としたい。

2.2.5 蒔絵粉材料の性質

表面観察において家紋や絵柄等の蒔絵加飾が見い出された資料 (No.10,67資 料)の蒔絵部分の定性分析を行っ

た結果、いずれもAg(銀)が認められた。江戸期の各種文献資料には、漆器に蒔絵や梨子地等の加飾を施すこと

自体が、寛文年間以降しばしば発せられる奢修禁止令によって各社会階層毎に厳 しく制限されていたことや、これ

ら金 。銀・スズ等の材質別の蒔絵漆器に、明確な価格差が存在したこと、さらには代用金蒔絵粉材料は石黄 (江戸

時代初期・前期)～銀 (中期以降)～スズ (後期以降)へ と材質が変遷すること等が、知られる。その意味では本

資料のに蒔絵材料には銀蒔絵渉が見い出されているので、やはりこれらは江戸時代後期頃の在郷地関連遺跡に関連

する資料群の一つであると考える。

仙台城三の丸跡
Ⅲ (資料数40点 )

人戸藩上屋敷跡

(資料数1タタ点)

炭下地   サビ下地

上浅川遺跡

(資料数24点 )

仙台 元袋遺跡

(資料数∞点)

飯豊山周辺緒勝 日下家所蔵
(資料数41点 )

Fig.5 材質、技法面からみた本遺跡も含む各―括出土漆器椀の組成 條計例)

3、 考察

以上、前章では項目別に各出土漆器資料の材質および製作技法の在 り方をみた。その結果、本漆器資料は、いず

れも木胎・漆塗り技法・使用顔料ともに簡素な素材からなる一般的なランクのグループに分類され、とりわけ東北

地区では汎用性が高いブナ材を用いていることが、本資料群の特徴の一つといえよう。これらを各年代の一括資料

毎に把握するために、最も一般的な 8つの材質や製作技法上の優劣ランクの項目を抽出し、それぞれの比率を総出

現数の中で集計した (注 8)。 その結果、生産技術面からみた本漆器資料の全体的な組成の傾向は、仙台城関連資

料をはじめとする東北地区における各遺跡出土資料および漆器生産地関連の民具資料のそれとは基本的には大差が

無いが、江戸市中における東北諸藩の藩邸である仙台藩伊達家屋敷跡の汐留遺跡および南部八戸藩屋敷跡の林野庁

仙台城二の九跡

(資料数102点 )
北 目城跡

(資料数85点 )

加飾率 (%)

汐留遺跡全体

(資料数3680点 )
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跡地遺跡のそれとは異なっていた。この結果からは、本資料の主流を占める椀・蓋類は、『江戸表』や『京・上方』

から調達された什器類よりも、東北地区の『国元」で賄われたものである可能性が推祭されよう。

とりわけ江戸時代初頭期頃の当遺跡は、屋敦地・堀・建物の規模等の検出遺構群や、伊達家家紋である九曜紋を

加飾した瓦や金箔押巴文瓦、織部・志野・天目茶碗等の茶会席道具をはじめとする陶磁器類の存在から、文献史料

には管見できないものの仙台藩主との関係も指摘される (御仮屋等)よ うな武家地関連遺跡であると推祭されてい

る。本稿で取り上げる漆器資料の場合でも、伊達家家紋の『竪三引両文』の加飾が施された漆器資料 (No,9資料)

が一例検出されている。同様の漆器資料は、北目城跡・仙台城二の丸遺跡・仙台城三の九遺跡・養種園遺跡等のよ

うな近世初頭期～江戸時代前期頃の比較的江戸時代の初期段階の年代観が与えられた伊達家関連遺跡から幾例か出

土例が報告されている。本稿では、これら『竪三引両文』の加飾が施された漆器資料同士の生産技術面の関連性を

考察する目的で、本資料の外これまで調査する機会に恵まれた仙台城二の九遺跡出資料 (9点 )、 仙台城三の丸遺

跡 (6点 )、 北目城跡遺跡 (4点 )、 養種園遺跡 (1点 )、 汐留遺跡 (1点 )の 5遺跡21点の『縦三ッ引両文」カウロ

飾された出土漆器資料を加えた合計22点について、相互の調査結果を比較検討した (Table.3)。 その結果、これ

ら『竪三引両文』の家紋が施された漆器資料は、椀 。蓋タイプの資料ではいずれも用材にはブナ科ブナ材の横木地

柾目取りが、2点のみではあるが大型の鉢タイプの資料にトチノキ科トチノキの横木地板目取りが使用されていた。

そしてこれらの下地にはいずれも炭枡下地の上に 1～ 2層上塗り漆を塗布する基本的にはやや簡便な漆塗り技法の

資料である点では一致していた。しかしその一方で、個々の資料の加飾の赤色漆には朱・ベンガラの異なる赤色顔

料の使用も見い出だされた (注 15)。 このことからは、同じ『縦三引両文』を加飾したほぼ同年代の資料群の中で

も個体により若千の生産技術面での違いが存在していたようである。なお、伊達家家紋である『竪三ッ引両文』の

モチーフ自体は藩主用、伊達家一族用、上級家臣団用と各々使用目的に応じて使い分けが存在していたことが知ら

れる。このような使用者と個々の資料の生産技術面との関連性、さらには個々の漆器の使用目的 (こ こでは漆器の

機能)や時代背景など、幾つかの想定される問題点との相互関係の解明も今後の課題の一つといえる。

今後の課題は、陶磁器類をはじめとする他の共伴遺物や遺構の性格との相互関連性を総合的に比較
。検討してい

くことが挙げられる。この検討作業を行うことが、本出土漆器資料の性格をさらに的確に理解する上で大切なこと

であろう。

Table 3 各遺跡跡出上の竪三引両文の加飾がある漆器資料観察表

器形 樹種 木取

柔面お り技法 使用顔料 漆塗構造

遺跡名内 文 様 内 文様 内

続 ブナ B 里
一
皇
一
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Ａ
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(注 )

(1)末沢 (1975)の 調査では、近世以降のろくろ挽き物である漆器類の用材には、早晩材の組織の差が少ない広葉

樹の散孔材もしくは環孔材ではあるが靭性がある材を適材であるとしている。

橋本鉄男 (1979)『ろくろ ものと人間の文化史31』 法政大学出版局
(2)北野信彦 (2000)「近世遺跡出土漆器資料の用材利用に関する一考察」『考古学と自然科学第38号』p49-52、

日本文化財科学会、等を参照されたい。

(3)北野信彦 (1993)「 日常生活什器としての近世漆器椀の生産と消費」 F食生活と民具』P81-101、 日本民具学

会編 雄山閣出版

北野信彦 (2000)「生産技術面からみた近世出土漆器の生産・流通・消費」『日本考古学 第 9号』P81-
101、 日本考古学協会 吉川弘文館、等を参照されたい。

(4)須藤 (1982)の調査によると、近世以降の近江系 (小椋谷)木地師による挽き物類の木取 り方法は、横木地板
目取りはトチノキ地帯に、同柾目取りはブナ地帯に定着し、その細かい技術は個々の集団に受け継がれてきた

としている。

須藤 護 (1982)『 日本人の生活と文化、暮らしの中の木器』日本観光文化研究所編 ぎょうせい
(5)サ ビ下地を用いた漆器の生産自体の生産体制が地方の漆器生産においても普及 。一般化するのは、漆器の需要

とそれに伴う漆器生産量が増大化した江戸時代後期～幕末期以降のようである。この状況を知る事例として、

近世輪島塗の台頭や、汎粉下地による廉価な日用漆器の生産では奥州会津,近江日野とともに三大生産地の一
つといわれていた紀州黒江生産地へのサビ下地 (堅地物)技術の導入などがあげられよう。なお一部の資料に
ついては細かい粘土や珪藻土をにかわ等に混ぜて用いる泥下地 (堅下地・木下地より堅牢性に欠ける)の可能

性もある。しかし出土資料のにかわと生漆の明確な科学的識別が技術的に困難な現在、両者をまとめてサビ下

地とした。

(6)こ のような近世漆器の製作技法の在り方を示す民俗事例の 1つに、新潟県糸魚川市大所の河ヽ椋丈助氏による実

用に即した近世木地師、漆器椀の製作技法に関する口承資料がある。それによると [上品]布着せ補強 (椀の
欠け易い縁や糸じりに麻布を巻く)～サビ下地 (砥の粉を生漆に混ぜたサビを二回塗布)～下塗り (生漆)～
上塗り (生漆に赤色系顔料もしくは黒色系顔料を混ぜた赤色系漆もしくは黒漆)の工程をふみ、人一代は持つ

堅牢なもの。 [下品]炭粉下地 (柳や松煙を柿渋に混ぜて用いるサビ下地の代用下地)～上塗 り (生漆の使用
量を節約するために偽漆である不純物を多く混入している粗悪な漆)。 [中吊]下品とほぼ同様の工程をふむが
上塗りの漆を濃く塗布したリミガキを丁寧にしたりする。下品よりかなり持ちが良い。などとしており、各漆

器ランク別の工程をよく示している。

文化庁文化財保護部編 (1974)『木地師の習俗 民俗資料選集 2』 国土地理協会
(7)江戸時代における朱とベンガラの価格表を検討してみると、江戸時代前期段階には両者海外輸入品が多いため

か、相対価格差はほとんど見られない。しかし江戸時代後期頃の段階では、両者に約30倍ほどの相対価格差が

見られ、とりわけ朱の高価さと入手困難さが指摘される。

北野宿彦 (2000)「朱・ベンガラ 項目」 F日 本民俗大辞典 (下 )』 福田アジオ他編集、吉川弘文館
(8)本調査では個々の漆器資料からもっとも一般的な 8つの製作技法上の優劣ランクの項目を抽出しそれぞれの比

率を総個体数の中で計算してその結果をレーダーチャート方式で図化するものである。すなわちレーダー中心



軸 。上の項目には一括出土漆器資料の加飾率 (一括の総個体数の中で漆絵や家紋などの装飾を施した資料が占

める割合)を取る。その右側にベンガラ・炭粉下地・ブナ材などのいわゆる廉価で簡素な量産型漆器資料の製

作技法の特徴を取 り,それと相対する左側には、朱・サビ下地・ケヤキ材などの優品資料の特徴を示す項目を

とる。さらに中心軸・下にランク的にもケヤキ・ブナ材のほぼ中間に位置すると考えられるトチノキ材の占有

比率 (%)を それぞれ配置した。この配置で示されるレーダーチャートは、その重点が右に寄るほどランク的

に廉価な資料が多いことを、左に寄るほど優品資料の占める割合が高いことを示す。

(9)個々の出土漆器資料の分析結果は、既刊の下記発掘調査報告書の項目を参照されたい。

北野信彦 (1992)「仙台城三の九跡出土漆器資料の製作技法」『仙台市博物館調査研究報告 12』 p.78-86,

仙台博物館

北野信彦 (1997)「汐留出土漆器資料の製作技法」『汐留遺跡  I』 p.87-137,東 京都埋蔵文化財センター

北野信彦 (2000)「 出土漆器資料の材質・技法」『汐留遺跡 Ⅱ』p.299-308,東 京都埋蔵文化財センター

北野信彦 (2000)「東北大学構内 (仙台城二の丸跡)遺跡出土漆器資料の材質と製作技法」F東北大学埋蔵文

化財調査年報 13』 p.283-300,東 北大学埋蔵文化財調査研究センター

(引用文献)

(1)沢口吾― (1966)『 日本漆工の研究』、美術出版社。

(2)光芸出版社編 (1978)『 うるし工芸辞典』

(3)高橋あけみ (1996)「 2章近世四 伊達家をめぐる美術 :伊達家の漆工」『仙台市史 特別編 3』 p.259-276

(4)北野信彦 (2001)「近世出土漆器における材質・技法の把握に関する文化財科学的研究」F京都工芸繊維大学大

学院 博士 (学術 :工芸科学)論文』p.1-230,京都工芸繊維大学



元袋遺跡から出土した人骨・動物骨

澤田純明・百々幸雄 (東北大学大学院医学系研究科人体構造学講座 )

1993年から1995年にわたる仙台市元袋遺跡発掘調査において、中世末に帰属すると思われる遺構から人骨と動物

骨が検出された。以下にその内容を報告する。出土骨の乾燥重量は一括して表 1・ 2に示す①

lB墓坑出土人骨
墓坑 7基 (SK13、 SK20、 SK22、 SK23、 SK28、 SK31、 SK64)か ら火葬された人骨が出土した。焼成による変

形・断片化が著しく、確認できる部位は限定されている。

各墓坑において出土人骨の部位は重複せず、骨の成長度も同じ段階にあるものとして矛盾はない。成人男性の焼

骨重量は約 2 kg、 成人女性であれば約1.3kgと されるが (山口 1983)、 いずれの墓坑においても出土骨重量はそれ

を超えない。また、墓坑出土骨にヒト以外の動物は認められない。こうした様相から、墓坑一基に一体が埋葬され

たとみなしてさしつかえないであろう。

SK13出土人骨

保存状態 :頭蓋は、頭蓋冠破片、左右錐体、上顎骨前歯部、下顎骨前歯部、下顎骨右大臼歯部が保存される。歯

は、右上顎犬歯が識別されるほか、切歯や臼歯破片が十数点認められるが、歯冠と歯根の分離やエナメル質の剥落

が多く、歯種の同定や咬耗度の判定は困難である。四肢は、左上腕骨骨頭破片、左上腕骨骨幹部、右寛骨耳状面、

右寛骨腸骨稜後部、左右膝蓋骨、左右不明υF骨骨幹部のほか、部位不明長骨骨幹部や指骨の破片が保存される。

年齢 :右下顎第三大臼歯は残存していないが、歯槽の形態から歯根は完成していたものと思われる。正中国蓋縫

合上顎骨部の閉塞は完了していない。頭蓋冠は小片となっており同定が困難であったが、三主縫合に推定されるも

のはいずれも閉塞していない。焼骨では、老人のように完全に閉塞していないのであれば、縫合に沿って割れる傾

向にあるという (池田 1981)。 以上の所見から、壮年～熟年程度と思われる。

性別 :不明。

その他 :下顎骨石中切歯部から反姑側の前歯部にかけて歯槽の吸収が見られ、歯周疾患もしくは抜歯による歯の

喪失が考えられる。

SK20出土人骨

保存状態 :頭蓋冠破片、左右不明上腕骨骨頭、右上腕骨遠位部、左携骨頭、左右不明尺骨骨幹部、左右不明腸骨

体、左腫骨後側近位部、左足母指基節骨近位部、部位不明四肢骨片、椎骨片、肋骨片が保存される。

年齢 :四肢骨骨端と腸骨稜がいずれも癒合しておらず、骨体の大きさを考慮に入れると、少年に相当すると思わ

れる。

性別 :不明。

SK22出土人骨

頭蓋冠や四肢骨の破片などが保存されるがいずれも小片であり、年齢 。性別は不明である。

SK23出土人骨

保存状態 :頭蓋冠破片、左錐体、部位不明四肢骨片、椎骨片、肋骨片が保存される。

年齢 :頭蓋冠の厚さと四肢骨の大きさから幼児～少年と思われる。

性別 :不明。

SK28出土人骨

保存状態 :頭蓋は、頭蓋冠破片多数、左右錐体、左上顎骨前歯部、下顎骨左大臼歯部が保存される。歯は破片と

化しており歯種の同定は困難である⑤四肢は、右上腕骨骨幹部、右上腕骨滑車、左右不明撓骨幹部、右寛骨臼、右



(?)坐骨結節、大腿骨遠位端関節面、睡骨骨幹部、左右不明彫,骨骨幹部、左右不明足母指基節骨が認められたほ

か、部位不明の長骨骨幹部破片や指骨破片が多数残存する。

年齢 :第三大臼歯は残存していないが、歯槽の形態から下顎第三大臼歯の歯根はほぼ完成していたものと思われ

る。四肢長骨と指骨の骨端は全て癒合している。したがって成人段階にあるものと推定されるが、歯の咬耗や頭蓋

縫合の状態が不明のため、詳細な年齢推定は困難である。

性別 :焼成による収縮の影響を考慮すると判定は困難であるが、寛骨臼の大きさから女性であるように思われる。

SK31出土人骨

四肢長骨骨幹部破片ほか部位不明の小片が数点認められたのみである。

SK64火葬墓の出土人骨

保存状態 :頭蓋は、頭蓋冠破片多数、右側頭骨外耳道、左右錐体、左右上顎骨、下顎骨左下顎体、下顎骨左関節

突起が保存される。歯は、左右上顎中切歯、右上顎第二大臼歯、同第三大臼歯の各歯冠、左下顎第二小日歯と同第

一大臼歯の歯根のほか、同定の困難な数十点の破片が認められる。四肢は、左右肩甲棘・右肩甲骨鳥口突起、右上

腕骨滑車、左右携骨頭、左傍骨遠位部、右尺骨滑車切痕、右尺骨骨幹部、左尺骨遠位部、左右大腿骨近位部と遊離

した右大腿骨頭、右第一中足骨近位部、都位不明長骨骨幹部破片、指骨破片が保存される。体幹の骨は、環椎左後

弓、軸権の歯突起と椎体、胸椎、腰椎、肋骨の破片が残存する。軸椎について、山口県吉母浜遺跡中世墓や東京都

増上等近世墓の埋葬では、出土状況から喉仏として別に扱った可能性が指摘されているが (田中 1985、 奈良

1988)、 この人骨ではそのような風習の存在をうかがうことはできなかった。

年齢 :上顎第二 。第三大臼歯に咬耗は認められない。同第三大臼歯の歯根は確認できず、萌出がどの程度進行し

ていたかは判然としない。上腕骨滑車と携骨近位端は癒合しているが、上腕骨内側上顆、携骨遠位端、尺骨遠位端、

大腿骨骨頭、大転子、第一中足骨近位端は癒合していない。指骨の遠位端はすべて癒合しているが
。その近位端は

癒合の完了したものと未了のものがおおよそ半々である。以上の所見から、少年期後半に相当するものと思われる。

性別 :不明。

出土焼骨の特徴 と葬法について

どの骨体も、変形や収縮、断片化が著しく原型を留めるものは少ない。一部が黒く炭化しているが概ね灰白色の

色調を呈する。これは骨が高温で長時間焼かれたときの観察結果 (Shipmanほ か 1984、 Mays 1988)と 一致す

る。

一般に焼成した骨はもろくなるが、遺跡から出土する焼骨は硬く強固な状態にあることが多く、元袋遺跡人骨も

その例にもれない。土中の焼骨が物理的に強度を増して保存される理由として、高温により融解した無機成分が再

結晶化する際に水を吸収して構造が変化する、有機物を含有しないために微生物によって腐食されない、などの説

明がなされている (Mays 1988)。

また、四肢長骨では、骨体の歪みや輪状に走る亀裂が顕著であった。こうした変化は、骨が軟部組織に包まれた

状態で焼かれた状況でのみ生じるとされ (池田 1981)、 したがって本人骨群は、死後それほど時間を置かず軟部

組織の腐敗が進まないうちに火葬に付されたものと想定される。

比較的保存の良好であった、SK13、 SK28、 SK64人骨では、全身にわたる部位が確認された。もし出土人骨が改

葬されたものであれば、一次葬後の拾骨の際に指骨や中手
。中足骨などが見落とされ、これらの小骨の出現頻度は

相対的に低くなることが予想される。しかしながら出土人骨の部位構成は骨格本来のそれとさして変わらず (表 1)、

二次葬による遺体の移動運搬を示唆するものではない。墓坑内からは人骨に伴って多量の炭化物が検出されており、

また、墓坑底面が受熱で赤変していたことを鑑みると、墓坑内で火葬がおこなわれた後にそのまま埋葬されたと解



釈するのが妥当である。炭化物の共伴や壁底の焼土化はほかの墓坑でも観察されていることから、すべての遺体が

同様の葬法のもとに扱われた可能性が高い。

2.墓坑以外の遺構から出土した骨
土坑など17基の遺構 (E16、 E21、 H14、 」15、 K16、 L15、 S12、 S114、 S119、 S120、 S121、 S123、 SKll、 SK27、

SK35、 SK36、 SK37)か ら骨が検出された。その大半は哺乳類と思われたが、ほとんどが焼けて細片と化しており、

種の同定は困難であった。出土骨のなかに、明瞭にヒトと判別できるものはない。焼けた四肢骨片の一部には、前

述した人骨と同様に歪みや輪状方向の亀裂が認められたことから、軟部組織が付着した状態で火を受けたものと推

測される。ある程度まで動物種類の判別が可能であったのはJ15、 L15、 S114、 S123、 SK27か ら出土した骨である。

」15出土骨

ブタかイノシシの上顎 (?)後臼歯歯冠破片。咬耗は認められず、比較的若い個体と思われる。
L15出土骨

魚類尾椎。

SK14出 土骨

シカ (あるいはカモシカなど中型ウシ科 ?)の中手骨もしくは中足骨の遠位部破片。骨端は癒合しておらず、若
い個体である。

S123出 土骨

ブタかイノシシの中手骨もしくは中足骨の遠位部破片、および中型偶蹄目の指骨遠位部破片。骨体の大きさから、

いずれも成体かそれに近い個体のものと思われる。

SK27世上上骨

ブタかイノシシの下顎犬歯破片。
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表 1 墓坑出土人骨重量 (g)

頭  蓋 権 骨 肋  骨 四肢長骨半1 手足の骨 *2 不  明 総計

SK13

SK20

SK22

SK23

SK28

SK31

SK64

163.9(19%)21.3(2%)

6.2(3%) 11,9(69ち )

3(7%)     一

4.2(14%) 0.2(1%)

105,7(12%) 13.4(2%)

185.9(16%)50.3(4%)

51,7 (69ぢ )

10.6(5%)

0。9(2%)

■4(5%)

24.9(3%)

46.8 (4%)

289.7(33%)

108.0(56%)

16.2(38%)

3.9(13%)

317.9(37%)

2.4 (149ち )

423.2(36%)

1568(55%)

19.1(2%)

7.1(4%)

0.3(1%)

1.7(6%)

15。2(2%)

40.9(3%)

240 (8%)

323.3 (379ち )    868.4

49.3(26%)  193.1

22.6(53%)  43,0

18.1(61%)  29.5

376.0(44%)  853.1

14.9(86%)  17.3

434.8 (37ワち)   1181.9

アジア人*3 583(20%)290(10%)185(6%)

*1:肩甲骨・寛骨を含む *2:中手骨・手根骨・中足骨 。足根骨・指骨 *3:馬場ほか (1986)を 改変

表 2 墓坑以外の遺構から出上 した骨 (K16出土骨以外はすべて焼骨)

遺 構 重量 (g)

E16

E21

H14

」15

K16

L15

S12

S114

S119

S120

S121

S123

SKll

SK27

SK35

SK36

SK37

哺乳類骨片

哺乳類骨片

動物種類不明骨片

ブタ/イ ノンシの後臼歯歯冠破片

哺乳類骨片 (非焼骨)

魚類尾椎

哺乳類骨片

シカ (中型ウシ科 ?)の中手骨/中足骨遠位部破片

哺乳類骨片

哺乳類骨片

哺乳類骨片

ブタ/イ ノシシの中手骨/中足骨遠位部破片、および中型偶蹄目指骨遠位部破片

哺乳類骨片

ブタ/イ ノンシの下顎犬歯破片

動物種類不明骨片

動物種類不明骨片

HIH乳類骨片
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元袋遺跡出土動物遺存体分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

|よ じめに

元袋遺跡は魚川と名取川にはさまれた沖積地に立地する。今回の発掘調査では、中世末～近世の堀で囲まれた屋

敷跡が重複して検出されている。検出された溝跡SD 2・ 堀跡SD 3・ SD 4からは・陶磁器・瓦・木製品、金属製品、

石製品のほか、骨類や貝・植物遺存体など多量の遺物が出土している。

今回の調査では、主にSD 3堀跡、SD 4堀跡から出土した動物遺存体の種類について鑑定を行い、当時の動物や

動物骨の利用状況に関する情報を得る。出土動物遺存体の鑑定は早稲田大学金子浩昌先生の協力を得た。

1日 試料

試料は、主にSD 3堀跡、SD 4堀跡などから出土した獣骨である。試料の詳細は、結果とともに表 2に示す。

2.分析方法
出土骨の実測図を作成し、形態的特徴の肉眼観察および大きさの測定を行い、種類および部位の鑑定を行う。同

定は早稲田大学の金子浩昌先生に依頼し、結果は著名原稿として報告する。

3.結果
仙台市元袋遺跡出上の動物遺体

早稲田大学 金子浩昌
本遺跡から出土した動物遺体は17世紀中葉から後葉期に属すると考えられるもので、近世初期のこの地域におけ

る家畜その他の動物との関わりを知る貴重な資料と考えられる。各遺構より出土した動物遺体の種名、数量は一覧

表 (表 1。 2)に示したが、なお主要骨のまとめ、動物種としての特徴、人との関わりなどについて述べておきた

Vヽ。

(1)検出された動物遺体

1)貝類

貝類の検出は少なかった。

a)ア カニシ

SD12下層、SD 3、 SD 4な どで殻軸が残されていた。食用とされた貝としては最も多い。

b)ナガニシ

SD 3で 1点のみ出土。戯水貝。食用というよりも形の面白いことから運ばれてきたのではなかろうか。

c)イ シガイ

Ⅱ区東で 1片あったのみである。、

d)ド ブガイ

SD 3で殻片があったのみである。

e)イ シガイ

SD 3で殻片があったのみである。

f)ハマグリ

殻皮が検出されている。

2)魚類

a)マ グロ類

SD 4で尾椎 4点があった。大形の椎骨で椎体径37.67～ 39.67mmあ り、一括して取 り上げられている。しかし、
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一つ繁がりではなかったと思われる。

b)カ レイ類

尾椎 1があった。

3)哺乳類

a)ツ キノワグマ

・右上腕骨 :近位骨端を欠く。遠位骨端は内外顆部を

欠損する。骨体最小幅24.Omm、 遠位骨端に金属刃によ

る切痕が並ぶ。解体時のものであろう。近位骨端部には

食肉獣の歯痕と思われるかじり痕が付 く。イヌなどのか

じった痕である。

・左尺骨 :近、遠位骨端を欠 くが、上記した上腕骨に

ほぼ見合う大きさの尺骨である。

b)イ ノシシ

SD 3で下顎骨、SD 4で尺骨を得ているのみである。

・下顎骨 :SD 3(13層J33):乳 臼歯、Mlを 萌出す

る段階の下顎骨 2点がある。生後半年程度の個体のもの。

1点は近位端、下顎枝を欠き解体の際に破損したもので

あろう。 1点は下顎位角まで残す。ほぼ同じサイズであ

り、生育も同じ個体である。別の標本はP4～M3ま で

を残す下顎骨で、臼歯を埴立する顎骨部分のみが残され、

骨体部、枝骨はこわされている。解体や骨随を利用する

過程で壊されたのであろう①臼歯の摩耗は進み、Ml、

2は全面こう頭を摩耗、M3も各咬頭を摩減する。

表 1 検出動物種名の一覧

SD 4では尺骨が出土している。近位骨端骨は外れ、遠位骨端は欠けている。若い個体のものである。

C)ニホンジカ

主要骨格は角片、頭骨、四肢骨である。

I ttSX 2堆 土 :上腕骨、腫骨

Ⅱ区SE l:角 片 2

SD 3:角、肩甲骨 (雄個体)、 大腿骨

SD 3:頭骨

SD 4:角・左角座部 (落角)・ 下顎骨・榜骨

SX 6:大腿骨

このうち鹿角片が多く、それには加工途中の断片があった。SD 4(K27)の鹿角は落角で、第一枝を切断 (分

岐部から鋸引きで切断している)、 さらに角座から上部65mmの場所に切 り込みを入れている。

切り込みは鋸引きである。また分岐部と枝部を三点で切断している標本もあり、これも鋸で輪切 りにしている。

頭骨は前頭から頭頂、後頭骨を残すが、左右に立ち割ったもので、左側のみが残された。雄で、角は角座骨の基

から切断されている。頭蓋の分断は脳髄の摘出を目的としていると思われる。上顎部分は別に外されたのであろう。

下顎骨はSD 4で右下顎枝が出土している。その表面には水平方向につく細かい切痕があるが、解体時側頭節を切

断する際に付いた傷であろう。

軟体動物門 Phylum Molusca
腹足綱  Class Gastropoda
新腹足目 Order Neogastropoda
アッキガイ科 Family Muricidac
アカニシ 買apa塑 7eraOSa

イトマキボラ科 Family Faeciolariidae
ナガニシ F口 sIPaus peゅlex口 s

二枚貝綱 Class Bivalvia
古異歯目 Order P』 aeoheterodonta
イシガイ科 Family Unionidae
ドブガイ スコοどοコ滋 もれanοどοコ協)vοο」i/2fta
イシガイ 碗わどο口が盛滋e

マルスダレガイロ Order veneroida
マルスダレガイ科 Family Veneridae
ハマグリ?  Ⅲ49々 trix rusο na?

脊椎動物門 Phylum Verterrata
硬骨魚綱 Class Osteichthyse
スズキロ Order Perciformes
サバ科 Family Scombridae
マグロ類 TyEロココus sp

カレイロ Order Pleuronectlformes
カレイ頚 ? PleurOnectiformes ttm et gen indet?

哺乳綱 Class Mamm7alia
霊長目 Order Primates
ヒト科 Family Hominidae
ヒト IOr220 Sapiens

食フ斡目 Order Carnivora
イヌ科 Family Canidae
タヌキ N」・cと erθ vtts proc70fP>ど es

クマ科 Family Ursidae
ッキノワグマ DイsuS hfbe協 盪us

奇蹄目 Oeder Perissodactyla
ウマ科 Family Equidae
ウマ Ecuys∽ barus

偶蹄目 Order AriodacⅢ la
ウシ科 Family Bovidae
ウシ Bο s tturus

シカ科 Family Cervidae
ニホンジカ Gグ7uSコIpp伽
イノンシ科 Famtt Suidae
イノシシ Sus scroF2



表 2 出土動物遺存体の同定結果 (1)
調査区 遺構・層位 グ リ ト 採取日 種 類 名 位 個数 備 考

I区 SX2堆 土 930913 ニホンジカ 右 けF骨 l

I区 SX2堆 土 930913 ニホンジカ 右 上腕骨 l

I区 SX2堆土 930913 ウマ 第 2脈骨 l

I区 SX2堆土 930913 ヒ ト 肩甲骨 l

Ⅱ区 東 Pユ L22 950731 不 明 獣骨片 焼骨

Ⅱ区 東 P] L22 950731 カレイ類 ? 尾椎 1

Ⅱ区  東 SD12下層 アカニシ 軸端 1

Ⅱ区 東 3D12下 層 イシガイ 右 l

Ⅱ区 東 3130内 SK3 951006 不 明 獣骨片 破 片 焼骨

Ⅱ区 東 近世整地層 950721 ウ シ 右 上顎歯 1 卜12/3

Ⅱ区 東 近世整地層 )50718 ヒ ト 頭頂骨 破片2

Ⅱ区 東 ウ マ 左 下顎歯 l

Ⅱ区 東 ウ マ 左 下顎歯 l P4

Ⅱ区 東 )50905 ウマ 左 上顎骨 4 P4、  、1123
Ⅱ区 SEl  ゼ5 950524 ニホンジカ 角 1

Ⅱ区 SEl ゼ5 950524 ニホンジカ 角 (分岐部) 1

Ⅱ区 SEl  を5 950524 ニホンジカ 角 (分岐部) 1

SD2 22 H27 950510 ウ ン 左 怪骨 1

SD3 ゼ2 950623 アカニシ 殻柱 l

SD3 ゼ2 J33 950623 アカニシ 殻 破 片

SD3 を2 950623 ナガニシ 搬柱

SD3 ゼ2 J33 ナガニシ 殻

3D3 ゼ2 J33 )50623 二枚貝 (ハマグリ ?) 殻皮

3D3 を2 ン50621 ツキノワグマ 右 上腕骨
3D3 を2 950621 イノシシ 右 下顎骨 幼体

3D3 を2 950612 ニホンジカ 角片 焼 骨

SD3  22 950612 ニホンジカ 角片 焼骨

SD3 を2 950612 ニホンジカ 生 大腿骨 遠位端 1

SD3 ゼ2 950525 ウ シ 左 上腕骨
SD3  ゼ2 950524 ウ マ 左 肩甲骨
SD3 22 950524 ウ マ 左 肩甲骨
SD3 ゼ2 950613 ウ マ 左 上腕骨
SD3 ゼ2 K34 ウ マ 左 上腕骨
SD3 を2 950613 ウマ 右 上腕骨
SD3 を2 950526 ウ マ 左 携骨
SD3 ゼ2 )50616 ウ マ 左 携骨
3D3  を2 )50623 ウ マ 右 携骨
3D3 を2 )50621 ウマ 右 尺骨
SD3 を2 )50621 ウ マ 尺骨

SD3  ゼ2 950613 ウ マ 左 腫骨
SD3 を3 950613 アカニシ 殻柱

SD3 ゼ3 アカニシ 殻柱

SD3 を3 タヌキ 頭骨 l

全長11718、 歯かなり摩
減、下顎骨長全長8802
(角部 )、 8508(関 節)、
�h  1208× 504

SD3 を3 950601 ノシシ 下顎骨 1

SD3 を3 ノシシ 右 下顎骨 1 幼体

SD3 ゼ3 l133 ニホンジカ 右 肩甲骨 1

SD3 ウ シ 頭骨 l 上顎幅145mm
SD3 ドブガイ 左殻 1

SD3 ドブガイ 右殻 ユ

SD3 シガイ 左 殻 ユ

SD3 シガイ 右殻 l

D3 ニホンジカ 頭骨 l 半裁
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表 2 出土動物遺存体の同定結果 (2)
調査区 遺構・層位 グリッド 採取日 種 類 名 部 位 個 数 備 考

SD4 ゼ 950613 ツキノワグマ 左 尺骨 l

SD4  ゼ 950612 ウ マ 右 上顎歯 l

D4  ゼ 〕50608 ウ マ 右 肩甲骨 ]

SD4 を J26 950601 ウマ 左 上腕骨 ユ

3D4 之 ウ マ 左 上腕骨 l

3D4 J26 ウ マ 右 上腕骨 土

3D4 950612 ウ マ 左 携骨 l

3D4 K26 950601 ウ マ 左 撓骨 1 幼体

SD4 950628 ウマ 右 中手骨 近位端 2

3D4 K26 950601 ウマ 左 睡日 1

SD4 ウ マ 左 中足骨 1

SD4 を2 )50613 アカニシ 殻柱 4

SD4 を2 アカニシ 殻柱 1

SD4  を2 〕50608 マグロ類 尾椎 4
遊離状態であったものと

思われる

SD4 を2 K27 950608 イノシシ 右 尺骨
SD4 ゼ2 950608 ニホンジカ 左  角

3D4 を2 K27 950608 ニホンジカ 右 落角
3D4 22 K27 950609 ニホンジカ 角 (右 )

3D4 を2 K27 950607 ニホンジカ 角

3D4 を2 K27 ニホンジカ 角 鋸切断痕あり

SD4 之2 K27 950608 ニホンジカ 幹部 1

SD4  を2 K27 950608 ニホンジカ 枝部

SD4 を2 127 950608 ニホンジカ 缶 下顎骨
SD4 950605 ニホンジカ 右 下顎骨

3D4 を2 K26 ニホンジカ 右 携骨
SD4 22 K27 ウ シ 上 下顎歯 P23、 �1129

3D4 ゼ2 〕50607 ウ シ 右 肩甲骨
3D4 を2 J27 ウ シ 大腿骨

3D4 を2 K27 950608 ウマ 肋骨

3D4 ゼ2 ウ マ 左 下顎骨 P34、 M123、 P2脱落

3D4 を2 K27 ウ マ 右 中手骨 遠位端
SD4 ゼ2 K27 950608 ウ マ 右 大腿骨
SD4 ゼ2 950605 ウマ 右 大腿骨
SD4  を2 950616 ウマ 左 距骨
SD4 を2 K26 ウ マ 左 中足骨
SD4 を2 )50613 ウ マ 右 中足骨

SD4 K27 )50608 ニホンジカ 落角 3

SX6 17中 )50830 ニホンジカ 左 大腿骨 1

近世遺構検出面 H23 )50414 ウ マ 左 上顎臼歯 ]

凡例 P:前臼歯  M:後 臼歯

四肢骨はSD 3で肩甲骨を 1点得ているのみである。

d)ウ マ

ウマの遺骸はもっとも多く出土している。

・上顎骨 :Ⅱ 区東 (を5層 L21):左上顎臼歯列 (P4～M3)、 6歳前後と推定される。

SD 4(を 1層」27):右上顎前臼歯 (P2)、  4歳位か。

・下顎歯及び下顎骨 :SD 4(12層 K27):前日歯～後臼歯 (P2～ M3)、 老齢個体 (13歳位か)の臼歯。

SD 4(ゼ2層127)。 左下顎骨、前日歯～後臼歯 (P3～M3)、 老齢個体。

四肢骨

・肩甲骨 :骨体部遠位骨端を残す。SD 3、 SD 4から3点が出土。肩甲骨頚部径64.0、 59.5、 50.2mm。

・上腕骨 :骨体部から遠位骨端もしくはそれに近い位置を残す。SD 3、 SD 4から6(左 3、 右 3)点。骨休最



月ヽ径311、 31.5、 30.9mm。

・撓骨 :SD 3で 3点、SD 4で 2点が出土している。比較的保存良好の標本は近位骨端を残すが、完存する標本

はなかった。最小径31.5、 38.5mmを計測する。SD 4(を 1層K26)の左携骨は生後間もない幼獣である。
・尺骨 :SD 3、 SD 4で各 1点検出された。

・中手骨 :SD 4(ゼ 1層 127)の近位骨端を残す標本には第 2中手骨が伴っていた。近位骨端幅45.Ommo SD 4

(22層 K27)出上の中手骨は遠位骨端部を輪切りにしたもので、骨体部を何かに利用した残りではないかとおもわ

れる。遠位骨端幅40.Omm。

・大腿骨 :SD 4で 2点があり、いずれも骨体部のみを戎す標本。骨体最小幅25.0、 30.6mm。 12層 K27の標本の

近位骨端寄りには叩いたような痕跡があった。

。中足骨 iSD 4で完存する 3点がある。

22層J26:全長242.5、 近位骨端幅45.8、 遠位骨端幅43.2mm。

ゼ2層K26:全長254.0、 近位骨端幅47.9、 遠位骨端幅46.2mm。

を1層J27:標本は全長253.0± 、近位骨端幅46.Omm。

・距骨 :1点。幅60.58mm。

e)ウ シ

・肩甲骨 :SD 4で 1点、かなり破損した標本。頚部幅60.Omm。

。上腕骨 :SD 3で 1点、骨体のみを残す。最小径34.8mm。

・腫骨 :SD 2で 1点、骨体のみを残す。最小径39,Omm。

(2)考察

大別されたSD 3、 SD 4遺構内での動物遺骸の出土では、sD 3で貝類が若千含まれていた他、獣骨類での出土に

大差はみられなかった。両地点ともにウマを主としてシカ、ィノシシの混在する様相がみられたのである。

1)貝類

アカニシは食用にされたものであり、 ドブガイ、イシガイは淡水種であって自然の生息個体であった可能性もあ
る。アカニシは大型の巻き貝で、内湾で採ることのできた貝種である。中近世の人々も好んで食べたことが知られ

ている。

2)魚類

魚類骨格の出土は少なかった。軽い魚骨は流失することも考えられる。マグロ類の椎体があったのみであるが、

仙台湾岸域はマグロの回遊域であり、漁獲も多かったのではないかと思われる。もちろん実際にはさらに多 くの魚

が食膳に供されていたことは想像するに難くない。

3)獣類

タヌキ :頭骨が 1点あったのみである。身近にいくらもいた獣であり、捕獲する機会は多かったのではないかと

思われるが、遺骸として残されているのは少なかった。

ツキノワグマ :多 くの家畜遺骸に混 じってクマの遺骸のあったことは興味あることであった。おそらく毛皮など

を目的とした狩猟が行われたのであろう。骨には解体と肉を切 り取る際についたと思われる切痕がみられた。

イノシシ :若、成獣個体があり、若い個体 2個体は生後半年の秋から冬の間の捕獲されたと考えられる個体であ

る。この年齢の個体の生息数は多 く、捕獲個体も多くなると思われる。イノシシの尺骨 1点 も同じ位の年齢の個体

のものである。成獣個体は年のいった個体であった。

ウマ :も っとも多くの遺骸を出土した動物であって、当時の主な家畜として飼育されていたことがわかる。残さ

れていた骨格は中手、中足骨を除いて他は不完全なものが多かったが、計測値からみるかぎりいずれも現在の在来



馬0中小型であ―る三崎馬に匹離する大きさの麟 であったaこ |のタイプの,マは古代以降もぅとも普通的に鈍育さ

れていたことが知られている。本遺跡においても,同じ状況であった。出主した馬歯から推定される年齢は幼、壮、

老年の個体を含み、老齢個体は自然殖ではなかつたかと推定される。

ウシ1苦代以降ウンの飼育ldt、 関東以北においては少ないo本遺跡においてもそう.した傾向をtみることができた。

本遺跡でのウシー遺鬱は少なく、計潮1資料が腱―られなが、その大きさH―中型在来年として知られる三島年に匹敵する。

古代から■Ⅲ近世のウシはほtr同じ大きさである。

人骨も出としているが、おそら
―く埋葬され売ものの一部であろう。また多数の焼骨が出土しているが火葬骨であ

り、そこに11理睦却劾強があったのであるう。
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1 遺跡周辺の航空写真 (昭和42年撮影 。白線内元袋遺跡)



2 調査区全景 (平成 5年度 )

3 調査区全景 (平成 7年度 )
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1区全景 (北→ )

溝
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、` ■.Ⅲユ,'F・・ ・`■■

一一　

一

5 1区 水田跡全景 (北→ )
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I区 Ⅳ層上面水田跡確認状況 (北→)

6 1区東壁基本層序

8 1区 E～I-4～ 8 V層上面擬似畦畔確認状況 (北東→)

9  1区Ⅳ層水日跡畦畔5 直下V層上面土器出土状況 (北→) 10 1区G～ I-5～ 7 V層上面遺物出土状況 (北→)

11 1区 H・ I-5～ 7 V層上面遺物出土状況 (西→) 12 1 ttC・ D-7 V層 上面完掘状況 (東→)



13 1区東壁S13石 包丁出土状況 (西→ )
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17 1区S12掘 り方全景 (東→ )



18 1区 Si 3全景 (東→) 19 1区S14全景 (北→)

20 1区 S17全景 (北→)

22 1区 S18全景 (西→)I区S17の P呵 自雲母出土状況



23 1区SK3完掘全景 (西→ ) 24 1 ttSK 4完 掘全景 (西→ )

25 1区SK5完掘全景 (南→ ) 26 1区SK7全景 (東→ )

27 1 ttSK 8全景 (南→ ) 28 1区 D-3・ 4 SK10全景 (南→ )

29 1区 C-4 SKll全 景 (南→ ) 30  1区SK12全景 (】ヒ→)
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31 1区 SK14全景 (北→) 32 1区 S16全景 (南→)

33 1区 S16完掘状況 (南→ ) 34 1区 SDlセ クション (東→)

35 111区西壁セクション (東→) 36 ‖区東 東壁セクション20～21列 (西→)

37 ‖区東 東壁セクション2刊 ～22列 (西→) 38 ‖区東 東壁セクション22～24列 (西→)



39 111区 東SD4東壁セクション25列 (西→) 40 111区東SD4東壁セクション26列 (西→ )

4刊  III区 東SD4東壁セクション26～27列 (西→ ) 42 111区 東SD4東壁セクション27列 (西→)

43 Ⅲ区東SD4東壁セクション28列 (西→) 44 111区東SD3、 SD4間東壁セクション南半部 (西→)

45 ‖区東V層上面落ち込み完掘 (南→) 46 ‖区 V層上面遺構確認プラン (北→ )



47 H tt V層上面全景 (北→ ) 48 11区東拡張部 V層上面 (西→ )

49 H ttS11 0全 景 (東→ ) 50 ‖区S111カ マ ド部分 (東→ )
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51 H ttSll司 全景 (南→ )



52  ‖区S112、  S116全景 ‐(西→ )

53 ‖区S113全景 (西→ )

55 ‖区SI司 4完掘 (北→)

54 ‖区S114全景 (西→ )



56 ‖区東S115完掘 (西→) 57 ‖区東S115のSKl完掘 (西→ )

58 ‖区SI司 5全景 (東→ ) 59 ‖区東S115のSK2完掘 (西→)

60 ‖区SI刊 7全景 (南→ )



6司  ‖区S118完掘 (南→)

62 H ttS119完掘 (南→)

63 ‖区東S119完掘 (南→)

64 H区東S119焼土完掘 (南→) 65 ‖区東S121完掘 (西→)

66 ‖区東S122全景 (南→) 67 ‖区東S123全景 (西→)



68 ‖区東S123完掘 (西→ )

‖区東S124の P9完掘 (北→)

69 H区東S124全景 (西→ )

71 ‖区東S125完掘 (南→ )

72 ‖区東S126全景 (北→) 73 H区東S127全景 (北→)

74 ‖区東S128完掘 (北→) 75 H区東S130調査風景 (東→)



76 ‖区東Si30完掘 (南→ )

77 H区東S,30のSKl完掘 (南→ ) 78 ‖区東S130の SK2完掘 (東→ )

80 ‖区東S130の SK 5完掘 (西→ )



81 ‖区東S130の SK5完掘 (西→ ) 82 H区東Si30のSK6完掘 (南→ )

83 ‖区東Si30のSK7完掘 (南→) 84 ‖区東S130の SK8完掘 (南→ )

85 ‖区東S130の SK9完掘 (南→) 86 ‖区東S130のSK10完掘 (南東→ )

87 ‖区東Si30のSKll完掘 (南→ ) 88 ‖区東S130の SK刊 2完掘 (南→)



89 ‖区東Si30の SK13完掘 (南→) 90 H区 東SK18全景 (南→ )

91 H区東SK18検出セクション (南→) 92 ‖区東SK19完掘 (東→)

93 H区東SK40完掘 (南→ ) 94 ‖区東SK40検出面遺物出土状況 (西→)

95 H区東SK40完掘 (南西→ ) 96 ‖区東SK41完掘 (西→ )



97 ‖区東SK42-①完掘 (西→) 98 H区東SK76遺物出土状況 (南→ )

99  11区東SK76完 IFH (司ヒ ・・) 100 H ttSX 7円 形周溝全景 (東→ )

10司  ‖区東SX8円形周溝完掘 (東→) 102 ‖区南半部全景① (西→)

103 H区南半部全景② (西→) 104 ‖区東古代南半部東西小清状遺構群完掘 (西→)
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109 H区 東小溝状遺構群完掘 (南半部)(西→ )

106 11区東SD3、 SD4間小溝状遺構群東西方向 (東→)
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省|li黙蓮農主垂



ｔｉ年一一鱒
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110 111区東SD3、 SD4間の小溝状遺構群完掘 (東→ )

一
・一一縦

Ⅷ

鞠

111 ‖区東古代東西小溝状遺構群完掘 (北→ )



1亀

112 H区 東Ⅵ層上面完掘 (北→ )

113 111ttSK群全景 (西→ ) 114 111ttSKl全 景 (南→ )

115 111ttSK2全 景 (南→ ) 116 111ttSK3全 景 (南→ )



117 Ⅲ区SK4全景 (南→ ) 118 1lI区SK5全景 (南→ )

119 111ttSK6全 景 (西→ ) 120 111ttSK7全 景 (南→ )

121 111区 SK8全景 (途中)(南→ ) 刊22 111区 SK9全景 (西→ )

123 111ttSK司 2全景 (西→ ) 124 ‖区SK13完掘全景 (東→ )



125 ‖区SK13骨出土状況 (東→) 126 ‖区SK14全景 (南→)

127 111ttSK15全 景 (西→) 128 Ⅲ区SK16全景 (西→ )

129 ‖区SK17全景 (東→) 130 ‖区東SK20完掘 (西→)

131 ‖区東SK21完掘 (西→ ) 132 ‖区東SK22完掘 (東→)
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133 H区東SK23完掘 (西→ ) 134 ‖区東SK24完掘 (西→ )

135 H区 東SK25完掘 (西→ ) 136 ‖区東SK26完掘 (西→ )

(北東→ )

139 ‖区東SK28完掘 (西→ )

138 ‖区東SK27 27出 土漆器取り上げ後の状態

刊40 ‖区東SK29完掘 (北東→ )



141 ‖区東SK30完掘 (南→ )

143  ‖区東SK32完掘 (】ヒ→) 144 ‖区東SK34完掘 (南→ )

145 ‖区東SK33完掘 (南→ ) 146 ‖区東SK35完掘 (南西→ )

司47 ‖区東SK36完掘 (南→) 148 ‖区東SK37完掘 (西→ )
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149 ‖区東SK38完掘 (南→) 150 H区 東SK39完掘 (南→ )

151 111区東SK42-②完掘 (南→) 152 111区東SK43完掘 (南→ )

153 111区東SK44完掘 (南→ ) 154 111区 東SK45完掘 (南→)

155 111区東SK46完掘 (南→) 156 111区東SK48完掘 (南→ )
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157 ‖区東SK49完掘 (南→ )

159 ‖区東SK52焼塩壺 (北→ )

158 ‖区東SK51完掘 (南→ )

160 H区 東SK52完掘 (南→ ) 16刊  ‖区東SK53完掘 (南→)

162 ‖区東SK54完掘 (南→ ) 163 ‖区東SK55完掘 (南→ )
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164 H区 東」-21ビ ッ ト確認 (南→ ) 165 ‖区東」‐2刊 ビット完掘 (南→ )

166 ‖区東」-21ピ ッ ト確認 (南→ ) 167 ‖区東」-21ビ ッ ト完掘 (南→ )

168 ‖区東SK58完掘 (南→ ) 169 111区東SK59完掘 (南→ )

170 111区東SK60完掘 (南→ ) 刊7刊  III区 東SK61完掘 (南→ )



172 111区東SK61小皿 [1372](南→ ) 173 111区東SK62完掘 (南→ )

175 111区東SK63完掘 (東→ )

176 Ⅲ区東SK63セ クション (東→)

178 H区 東SK65完掘 (北→)

刊77 111区東SK64漆の皿 [La62](北→ )



179 ‖区東SK66完掘 (南→) 180 ‖区東SK67完掘 (北西→)

181 ‖区東SK68完掘 (北→) 182 H区東SK69完掘 (北→)

183 H区東SK70完掘 (南→)

184 ‖区東SK71完掘 (北→)

185  ‖区東SK72完掘 (】ヒー・・)
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区東SK73完掘 187  H区東SK74完掘 (ヨヒ→)

188  111EKЯ gsK755暑 J冨

幣
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→,lr

189 111区東SEl完掘

ir奪響甲輩騨観騨 1欝甲 鸞

繰
190  111区 :,煮 SEl、 SE2、 SD22(】 ヒ ・・)



191 SD7と III区北端部全景 (西→ ) 192 ‖区SD7セ クション (東→)

193 ‖区東SD7完掘 (西→) 194 ‖区SD12全景 (西→ )

195 ‖区SD12セ クション (東→)

196 ‖区東SD12、 SX6完掘 (西→)

197 ‖区東SD14完掘 (南→)



198 ‖区東SD14北セクション (南→ ) 199 ‖区東SD21完掘 (西→)

201 Ⅲ区東SD23完掘 (SK60含 む)(西→)

200 Ⅲ区東SD22、 SE2完掘 (北→)

203  ‖区東SK67、 68、 69、 SD27完掘 (Jと→)

202  111区 東SD26完掘 (】ヒ ・・)

204 Ⅲ区:ラ霜SD33筑:】掘 (F□―Ⅲ)
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III区東SD3完掘 (東→ )

206 111区 東SD3完掘 (北→ )
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207 111区 東SD3完掘 (西→ )

208 111区 東SD3東壁セクション (西→ ) 209 111区 東SD3セ クション (中央ベル ト)(西→ )

210 111区 東SD3底面 (西→ ) 211 111区 東SD3底面 (北→ )
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212 111区 東SD3橋 (入口)(南→ )

214 1ilEXEttSD 3橋吉Б分 (東→ )

213 111区 東SD3橋部分 (北→ )

215 111区 東SD3橋 (西側拡張部分含む)(北東→ )
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217 111区 東SD3橋 (西側拡張部分含む)(北→)

2刊 9 1lI区東SD3橋杭セクションNol(東西)(北→ )

218 111区 東SD3橋
(西側拡張部分含む)(南→ )

222 111区 東SD3橋杭セクション
(No2南北の西列の南から1と 2本目)(東→)

220 111区 東SD3橋杭東列 (南から1本国と2本目)(西→)

221 lII区東SD3橋杭 (北から1本 目と2本目)(西→ )



223 111区 東SD3橋杭セクション
(No2南北西列の北から1～ 3本目)(東→)

224 ‖IttSD 3杭No3セ クション
(東→ )

225 ‖IttSD 3杭 No引 0セ クション
(東→ )

|
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226 111区 東SD3作業風景 (東→)

227 111ttSD 3天 目茶碗出土状況 (東→)

228 111区 SD3天目茶碗出土状況 (西→ )

III区東SD3之 2椀 (西→ )
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230  1‖ EXI,煮 SD3を 14宛  (】ヒ j・ )

232 111区 東SD3 22椀 (北→ ) 233 111区 東SD3ゼ 2椀 (南→ )

234 111区 東SD3ゼ 2下駄 [Lb1 5](西→ ) 235 111区 東SD3を 2下駄 (南→ )

237 111区 東SD3ゼ 2木製のヘラ (北→ )236 111区 東SD3 η3下駄の歯 [Lb1 3](南→ )



238 111区 東SD2配石中煙管 [Lc38](東→ ) 239 111区 SD3(南 側 ) 金属製品出土状況 (東→ )
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242 111区 東SD3を 1石塔の頭 [Kd22](北 → )

III区東SD3を 2硯 (南→ ) 241 lII区 東SD3ゼ 1石臼 [Kd47](東 → )

243 111区東SD3を 3動物の頭骨 (牛 )(西→)

244 111区 東SD3を 3動物の頭骨 (タ ヌキ)(西→ )

245  ‖1区東SD25完 IFB (南  ・・)
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246  111区こ,煮SD3、  SD4 (】ヒ ・・)
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247  111区 東SD4完掘 (西→ )
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248 11区 東SD4完掘 (東→)
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(東→ )
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250 11区 東SD2、 SD4中央セクション (西→ )
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249 11区東SD2

11rl■.―

:

SD4中 央ベル ト東面

251  区東SD4中のSD2施設 (フ ネ) [F10](北→ )



253 111区 東SD4 21軒丸瓦 [F24](北→ ) 254  111 EXIラミSD4 を11婉  [La40](耳 ヒ引>)

255 'II区 東SD4ゼ 1椀 (南→ ) 256  111区 東SD4 [Lc44]
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二義
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重:こ彰題オ拳亀騒藝麟罐罐踵騒轟麹臨国日鸞錘顧
258 111区 東SD4 21下駄 [Lb20](北→ )

ゼ2セ イロ

257 11i区 東SD4を 2櫛 [Lc l](北 → )

259 111区 東SD4 21下 駄 (南西→ ) 260  111区 東SD4 224年】犬木製品 [Lc32] (珂 と― )



III区東SD4 21キ セル [Lc39](北→ ) 262 Ⅲ区東SD4を 2金属製品 (東→)

263 111区 東SD4 22キ セル雁首 [Nb可 0](北→ ) 264 111区 東SD4を 2加工痕ある鹿角 (北→ )

265 111区 東SD4ゼ 2加工痕ある鹿角 (西→) 266 111区 東SD4 η2鹿角 (北→)

268 111ttSD 5完 掘状況 (西→ )267 111区 東SD4 22動物のアゴの骨 (西→ )
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316 ‖区建物群 (南→ )
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318 ‖区建物 (SB 7、 9)(南→ ) 319 ‖区北部建物 (SBl)(西→)

320 ‖区北端建物 (SBl)復元 (西→ )

359



Ｆ
玉
一覧

「一・
ヤ， Ｆ予

321 ‖区北端建物 (SBl)復元 (南→ )

轟!幹

|||lill� l―

|

322 H区 |II層南半完掘 (北→ )



323 ‖区東ピット (H層上面)完掘 (北→ )

325 ‖区東 中近世遺構完掘北部 (西→)

324 ‖区東 東拡張区ピット完掘
(南→ )

326 ‖区東 中近世遺構完掘中央部 (西→ )
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328 ‖区東 中近世遺構完掘南部 (西→ ) 329 Htt D-19 ピット410 遺物出土状況 (南東→)

330 H区東 I-18 ビット1陶器、皿 (北→) H区東 1号埋設土器セクション [Ca20・ 2司 ]
(南→)
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